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は　し　が　き

　アジア大会の開催、アストラムライン・地下街の建設と市街地における大規模な開発工事が一息

つき広島の町も落ち着きを取り戻しました。これらの工事に伴って広島城関連の発掘調査は飛躍的

に進展し、これまで知られていなかった広島城の実像が明らかになってきました。

　しかし、これらの開発に伴う調査はその多くが城の中堀、外堀であり、武家屋敷地や城下町の実

態はほとんどが不明なままで、わずかに広島市立基町高等学校の改築に伴って武家屋敷地の調査が

行われたのみでした。この調査は初めてで唯一の本格的な武家屋敷地の調査であり、江戸時代の人々

の生活の解明に大きな成果を挙げるものでした。その後、これに続く屋敷地の調査が長らく待たれ

ていたところでありました。

　今回、国土交通省太田川河川事務所の新築工事に伴って同所の一部を調査することとなりました。

この地は城内の南東隅部ではあるものの城外から京口門を入ってすぐの要所にあたります。調査の

結果、膨大な量の遺物と多種多様な遺構が見つかり、さらに近世の広島の人々の暮らしぶりが明ら

かになりました。

　この報告書が少しでも多くの方々に活用され、市民の皆様が郷土の歴史や文化について理解を深

められる一助となれば幸いです。最後になりましたが、今回の調査に御理解をいただいた国土交通

省太田川河川事務所をはじめ、調査のご指導、ご助言をいただきました諸先生方、諸機関各位なら

びに発掘調査にご協力いただきました関係機関、調査補助員の方々に厚くお礼申し上げます。

　平成 18年 3月　　　

 財団法人広島市文化財団文化科学部文化財課
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例　　　　　言

１ 本書は、広島市中区八丁堀において、国土交通省太田川河川事務所新築工事に伴い平成 15年

度に実施した広島城関連遺跡及び近代の軍関連遺跡の発掘調査報告である。

２ 発掘調査は国土交通省太田川河川事務所から委託を受けて、財団法人広島市文化財団文化科学

部文化財課が実施した。

３ 現地調査は平成 15年 7月 7日から平成 16年 1月 31日まで行った。

４ 本書は福原茂樹が執筆・編集を行った。

５ 遺物の実測は福原が行い、一部アイシン精機株式会社に委託してデジタル実測を行った。トレ

ースはすべてアイシン精機株式会社に委託してデジタルトレースを行った。拓本は住川香代子、

及びアイシン精機株式会社に委託して行った。

６ 遺物の写真撮影は福原・桾木敬太が行った。

７ 本報告書の挿図等に使用した遺構表示記号は以下のとおりである。

　　SK：土坑　　SV：溝状遺構　　SB：建物跡　　SE：井戸　　SA：柵列

８ 本文中の遺物数は接合を行ったのちのものである。

９ 遺構の写真測量・図面作成は写測エンジニアリング株式会社に委託して行った。

10 遺物の科学分析は株式会社パレオ・ラボに委託して行った。

11 第 1図は、広島市都市整備局都市計画課発行の地形図を複製した。

12 巻頭図版 2は財団法人徳川黎明会徳川林政史研究所蔵のものである。

13 本調査で得られた資料は、広島市教育委員会から委託を受けて、財団法人広島市文化財団文化

科学部文化財課において保管している。
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Ⅰ　はじめに

　平成 15年、国土交通省太田川河川事務所の新築工事に伴い、建設の主体となる国土交通省太田

川河川事務所から教育委員会生涯学習課に対して建設予定地内における文化財の有無について照会

があった。これを受けて教育委員会生涯学習課は試掘調査を実施し数カ所で少なくとも 3時期の

近世の良好な遺構面などの埋蔵文化財を確認した。再三の協議の結果、計画の変更は困難であり、

記録保存もやむなしとの結論に達した。

　その結果、平成 15年 6月に国土交通省太田川河川事務所から財団法人広島市文化財団へ発掘調

査の依頼があり、これを受けて平成 15年 7月 7日から平成 16年 1月 31 日まで発掘調査を実施

した。また、平成 16年度に整理作業及び報告書の執筆を行い、平成 17年度に刊行した。

　調査の関係者は次のとおりである。

　調査委託者　　　国土交通省太田川河川事務所

　調査主体　　　　財団法人広島市文化財団文化科学部文化財課　

　調査関係者　　　平成 15年度

　　　　　　　　　東山　章次　常務理事

　　　　　　　　　桑野　克彦　常務理事

　　　　　　　　　沼田　眞之輔　文化科学部長

　　　　　　　　　石田　彰紀　文化財課長

　　　　　　　　　若島　一則　主任指導主事

　　　　　　　　　平成 16年度

　　　　　　　　　東山　章次　常務理事

　　　　　　　　　沼田　眞之輔　文化科学部長

　　　　　　　　　幸田　淳　文化財課長

　　　　　　　　　若島　一則　主任指導主事

　　　　　　　　　平成 17年度

　　　　　　　　　梶原　伸之　常務理事

　　　　　　　　　幸田　淳　文化財課長

　　　　　　　　　若島　一則　主任指導主事

　調査主担当者　　若島　一則　主任指導主事、福原　茂樹　指導主事

　調査補助担当者　松原　啓　指導主事、田村　規充　学芸員、桾木　敬太学芸員

　調査補助員　　　岩村京子、植木真澄、大利春枝、岡本真澄、小倉武、加藤恒子、河野幸子、

　　　　　　　　　久保陸郎、倉本勝太郎、桑原晴美、河野勝、貞藤静麿、澤岡忠重、山王哲司、

　　　　　　　　　品川治駿、田中文夫、谷口敏枝、長力初江、坪木征子、堂山君枝、中村茂、

　　　　　　　　　野田希和子、広田武子、檜和田正登、舛田愛子、森川ミヨ子、森田信枝、

　　　　　　　　　森田美恵子、森田美智子、門出俊之、八木康子、山本隆教、山根順子、

　　　　　　　　　養祖義彦、吉井清
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　整理作業　　　　桑原　晴美、酒本由理郁、菅原　彰子、住川香代子、野田希和子、橋本礼子

　なお、国土交通省太田川河川事務所、清水建設株式会社には調査を円滑に進めるにあたり多大な

ご配慮とご協力をいただいた。さらに調査にあたっては、埋蔵文化財発掘調査指導委員会の広島大

学名誉教授　潮見浩氏、同　川越哲志氏、同　河瀬正利氏、同教授　古瀬清秀氏に、また報告書の

作成にあたっては、次の諸機関、諸氏から広範なご教示をいただいた。陶磁器については有田町教

育委員会　村上伸之氏、広島県立美術館　村上勇氏、大手前大学大学院　赤松和佳氏、島根県教育

庁埋蔵文化財調査センター　宮本正保氏、財団法人松江市教育文化振興事業団　石川崇氏、瓦につ

いては米原市教育委員会　中井均氏、大阪城天守閣　中村博司氏、焼塩壷について小平市教育委員

会　小川望氏、土師質皿について国立歴史民俗博物館　小林謙一氏、銭貨について堺市立埋蔵文化

財センター　嶋谷和彦氏　（順不同）である。なお、巻末における胎土分析の資料として広島県立

美術館　村上勇氏よりご好意により江波焼の窯跡資料をお貸しいただいた。ここに記して謝意を表

したい。
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1.  本地点　2.  城北駅北（旧西白島）交差点地点（外堀跡）
3.  城北駅北（旧西白島）交差点地点（櫓跡）　4.  基町高校前交差点地点
5.  基町高校グラウンド地点　6.  本丸　7.  二の丸　8.  中央庭球場地点
9.  外郭櫓台跡　10.  県庁前地点　11.  紙屋町・大手町地点　12.  西白島地点

第 1図　広島城跡調査地点分布図（S＝ 1：10,000）
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第 2図　調査地点周辺図（S＝ 1：2,500）
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Ⅱ　位置と歴史的環境

　広島城跡太田川河川事務所地点は広島市中区八丁堀に所在する。広島城は毛利輝元による築城当

初の縄張りについては明確でなく、その後の福島正則によってかなり大規模な築造が行われたもの

と考えられている。広島城に関する最も信頼性が高いと考えられている最古の絵図は正保元（1644）

年に江戸幕府に提出した『安芸国広島城所絵図』（以下『正保絵図』）1）である。この絵図に描かれ

た広島城の姿はその後近世を通して大きく変化していないと考えられている。ここでは広島城は本

丸と土橋で結ばれた馬出しとしての二の丸があり、これらを巡る内堀の外側の東・南・西面が中堀

で囲まれた三の丸となり、さらにその外側に外堀で囲まれた惣構が巡る典型的な環郭式の城として

描かれる。調査地点は南面から東面に巡る惣構が屈曲する付近、すなわち広島城内の南東部分に位

置する。

　毛利氏時代の縄張りが知られる絵図としては文禄三（1594）年から慶長二（1597）年頃の様子

を描いたと思われる『芸州広島城町割之図』2）がある。この絵図についてはさまざまな検討すべき

課題が指摘されるものである。調査地点とおぼしき箇所には「三浦兵庫」の名前が見られるが、『正

保絵図』にみられる城内からの東側の出口であるいわゆる京口門や、南へ延び城下に至るいわゆる

立町筋などが描かれていない。また、同じく毛利氏時代の慶長二（1597）年頃を描いた絵図とさ

れる『知新集』所収の「毛利氏時代城郭内の図」3）でも同様で、「三浦兵庫」の名が見え、京口門

の部分は不明であるが立町筋は描かれない。しかし、「三浦兵庫」邸が『芸州広島城町割之図』で

は中堀の南東屈曲部より東の東面惣構に描かれるのに対して、「毛利氏時代城郭内の図」では中堀

の南東屈曲部よりも西側にのみ描かれる。すなわち調査地点である中堀の東側、「天野新兵衛」邸

の北東部には何も描かず、この時期調査地点には屋敷割りがなかったことを示している可能性もあ

る。

　次の福島氏時代の絵図としては同じく『知新集』所収の「福島氏時代城郭内の図」4）がある。慶

長十八（1613）年以前の内容とされ調査地点付近には「福島丹波守」と記される。しかしながら

ここでも「福島丹波守」邸は中堀の南東屈曲部より西側のみに描かれ、正確には調査地点にあたる

「林匠」邸の北東部には何も描かない。「毛利氏時代城郭内の図」と同様京口門の部分は不明であり、

その 2つ南側のブロックの「寺西治右エ門」とその西隣のブロックの間に通路が描かれるがこれ

が立町筋と同じ位置であるのかは不明である。　

　『知新集』は「福島記」の記述として「一　右東隣三浦兵庫屋敷へ　三原城主家老　三万石　福

島丹波守」と記し、筆者は「今の森島権介磯部辰五郎中野織人小堀主馬竹腰孫十郎あたりより日比

内記殿屋敷郡方御多門へかけ一軒の大屋敷とミえ、もとより新小路へ出る道ハなし」と述べる。5）

（「新小路」については後述）また、福島正則が改易になった際の「正則家士籠城数輩頭分千石以上」

として「一　同（筆者注：屋敷）　八丁馬場東へ出る大門之左角見付堀之前　福島丹波守」6）と記す。

すなわち、福島時代は調査地点付近は一貫して三原城主であり家老でもある三万石取りの「福島丹

波守」の屋敷地であったことがわかる。さらに『芸州広島城町割之図』では見られない「八丁馬場

東へ出る大門」が福島退去時には存在していたことが確認できる。このことから、毛利時代『芸州
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広島城町割之図』に見られるように三の丸から「東ノ大門」を通って惣構東面から直接場外へ出る

道があったものが、福島時代にこれがなくなり、新たに八丁馬場から京口門を通り場外へ出る道が

設けられたものとも考えられる。いずれにせよ調査地点付近は福島時代には城内と城外を結ぶ守り

の要衝であり、それゆえ福島丹波のような重臣の屋敷が置かれたと推測できるものの、正確な位置

関係は不明である。

　福島正則改易後、『正保絵図』成立までの浅野初期の絵図としては『寛永年間広島城下図』7）が

ある。内容は寛永二（1625）年から同九（1632）年頃と推定されるもので調査地点には「大久保

某」の名前が見える。『知新集』には浅野長 が入国した際の屋敷地について「一　福島丹波守屋

敷　大久保民部　私曰、この屋敷元和五年御入国の時ハ浅野左衛門左へ下され、同年霜月左衛門左

御成敗にて其跡亀田大隅守へ下され、寛永元年大隅守広島立退其あと民部なり」8）と記述する。そ

の出典は明らかではないが、ここでみられる大久保民部が『寛永年間広島城下図』の「大久保某」

であることは間違いあるまい。

　『寛永年間広島城下図』では基本的に『正保絵図』と同じ町割りが描かれ、「大久保某」邸東には

「東御門」を描き屋敷地はその南東隅が欠け門を入った箇所に枡形が存在したことを伺わせる。また、

同絵図では立町筋が描かれこれが北で突き当たる箇所が「大久保某」邸である。同絵図は決して距

離や面積が正確なものではないが、それでもその屋敷地が広大であったことはわかる。9）『知新集』

では「福島丹波守」の屋敷地跡に「浅野左衛門左」、「亀田大隅守」そして「大久保民部」とあたか

も同じ屋敷地において住人のみが変わったように述べられているが、『寛永年間広島城下図』で描

かれる「大久保某」邸がそのまま「福島丹波守」邸と同規模であったのかは不明であり、前述のよ

うに「福島丹波守」が中堀南東屈曲部より西側のみであったとするなら、調査地点は浅野期になっ

て初めて屋敷割りがなされた可能性もある。

　その後の絵図としては前述の『正保絵図』である。ここでは調査地点は「侍町」とのみ記され詳

細は不明である。

　寛保三（1743）年以降で宝暦四（1754）年頃までの様子を描いたと考えられる絵図に『家中屋

敷割図』10）がある。同図では調査地点に「浅野釆女」邸が描かれる。屋敷地の形状は先の『寛永

年間広島城下図』で見た「大久保某」邸と変わっておらず南東隅が欠ける。面積も一見同じである

ように見受けられるが、屋敷地の西側境界が中堀東面のラインに重なっているように描かれ、東へ

後退していると見ることもできよう。また同図において初めて「京口御門」という名称が使用され

ていることが確認される。しかしいつからこの名称で呼ばれるようになったのかは不明である。

　続いて 1800 年頃と推定される『広島城城郭内全域図』11）がある。前述の『家中屋敷割図』で

は「浅野釆女」邸の西側境界が中堀東面のラインに後退しているように見えると述べたが、この絵

図ではちょうどこの西側境界の部分には「新小路」という道が新たに設けられ、さらにこの道は惣

構東面を二分するように北へ延びる。前述の『知新集』に記述される「新小路」がこの道を指して

いると思われる。しかしこの図では細かい屋敷割は記さずそれがわかるのは元治元（1864）年頃

の作成になると思われる『御家中屋敷絵図重宝記』12）である。この絵図では前述した「新小路」

の東側のブロックが 7つに細分されているように見受けられる。位置が正確に描かれていないが
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調査地点は「黒田益之進」「浅野嘉吉」「甲権大夫」邸付近と思われる。すなわち、18世紀の中頃

から 19世紀の初めの時期にかけて惣構東面の再編が行われ、「新小路」がつくられ屋敷割が大き

く変化したものと捉えられよう。

　また、明治元（1868）年から二（1869）年頃の内容を示すと考えられるものに『家中屋敷割

図』13）がある。この絵図では調査地点付近は前述の『御家中屋敷絵図重宝記』と同様の屋敷割が

見られ「黒田益男」「浅野惟○」「甲盛充」らの名前が見える。

　明治時代になり「明治四年四鎮台ヲ被置、広島城ヲ鎮西鎮台第一分営トシ、同五年正月元日歩兵

一大隊入営ス、同六年一月十日全国鎮台改正六管鎮台ヲ被置、広島ヲ第五軍管本営トス」14）同六

（1873）年、「十一月廿一日始メ十二月十二日迄　一広島城始め諸国城々門不残解払、元屋敷邸町

家商店ト成ル」15）などの記述が見られる。これまでの発掘調査の成果からかなり精度が高いと考

えられる明治十年陸軍の測量による『広島城之図』16）では、惣構は北西の一部と南面の一部を除

いて建物らしきものは描かれておらず、調査地点も入り組んだ道状の表現がみられるのみである。

これらのことから明治に入って比較的早い段階で調査地点は練兵場として更地になっていたものと

考えられる。

　注

  1）広島市立中央図書館編『広島城下町絵図集成』1990

  2）1）と同

  3）1）と同

  4）1）と同

  5）広島市教育委員会編『史跡広島城跡資料集成』第一巻、1989

  6）5）と同

  7）1）と同

  8）5）と同

  9） ちなみに現在の地図上でおおよその見当で見ると、東西約 160m、南北約 100mほどの規模であったと推定

される。

10）1）と同

11）広島市役所編『新修広島市史』第五巻の地図、1962

12）1）と同

13）1）と同

14）「広島県史料一」『史跡広島城跡史料集成』第一巻、広島市教育委員会編、1989

15）「永代日記帳」『史跡広島城跡史料集成』第一巻、広島市教育委員会編、1989

16）坪井欣也氏所蔵
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Ⅲ　遺構と遺物

1　遺跡の概要

　本遺跡は広島城の惣構の南東部分、京口門から城内へ入った場所に位置する近世の武家屋敷地な

らびに近代の練兵場跡である。調査時には国土交通省太田川河川事務所の駐車場であった。今回庁

舎の新築に伴い東西 41.5m、南北 22.5mの約 934 ㎡の発掘調査を行った。

　調査にあたっては、まず重機で近代以降の整地層を約 1m剥いだ。その後、排土置き場の関係で

調査区全体をおおよそ南北に 2分割し、南半部から先行して調査を行った。整地層の最下層はき

れいなマサ土で、これを取り除いた GL-1.5m に固く締まった黒灰色土の層が広がっていた。この

層上には陶器の土管が縦横に走り、あちこちからレンガ積みの排水枡や焼土の詰まった土坑が出土

した。遺物も近代以降のものが多く出土した。そのためこの層は近代練兵場の整地層であると判断

した。この固くしまった黒灰色土の層の下から近世の遺構面は出土した。しかし、土管や排水枡、

近代廃棄土坑による撹乱は意外と少なく近世の遺構は大変良好な状態で遺存していた。また、現代

になってからも大きな撹乱を受けた様子もなく、市街地の中心であってもしっかりと近世の広島が

残っていることを改めて確認できた意義は大きいと思われる。

　遺構は廃棄土坑、溝状遺構、建物跡、井戸、胞衣桶、その他の遺構が確認された。遺物は陶磁器・

土師質瓦質土器・瓦・金属製品・石製品・銭貨・木製品などが出土した。遺物は各遺構ごとに番号

を付け報告している。なお、遺構番号の後ろの番号が調査時点の旧遺構番号であり、また、調査区

を記した。遺構番号は北半部と南半部に分けて付け、北半部の遺構番号には（　）が付いている。

整理作業の段階で同じ遺構番号を確認したものは［　］を付けて区別することとした。

2　遺構と遺物

（1）建物跡

SB1

　本建物跡は調査区の南半部に位置する。本建物跡は西側及び南側の調査区外へさらに延びている

可能性もあるが、現状で東西桁行 25m、南北梁行 5mの 5間× 1間分を確認した。桁行の柱間寸

法は心心で 5m、梁行は同じく 5mである。柱穴は 8個確認した。

P1　H-3　＝ SK100　

　本柱穴からは磁器 2点、土師質瓦質土器 1点のみが出土した。

P2　G-3

　本柱穴は SK83 と重複していた。ボタンやプラスチックが出土した。

P3　F-3　＝ SK224　 

　本柱穴は西側で SK102 と切り合っており、切り合い関係から本柱穴が先行する。本柱穴からは

磁器 5点、陶器 15点、土師質瓦質土器 8点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には備前系灯明皿 3点、
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関西系土瓶などがある。

P4　E-3　＝ SK1 　

　本柱穴からは磁器 7点、陶器 3点、土師質瓦質土器 3点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には端

反碗の口縁部などがある。土師質瓦質土器には内耳土器 A群 1）の口縁部が 2点あり、一つは内耳

部分でしっかり穿孔する。

P5　D-3　＝ SK51　

　本柱穴からはタイルが出土した。

P6　C-3

　本柱穴は未掘削である。

P7　H-2　＝ SK10  

　本柱穴からは土師質瓦質土器 1点、瓦、鉄製品、銭貨 1点が出土した。銭貨は 1/2 しか遺存し

ておらず摩滅により銭種は不明である。

P8　D-2　＝ SK54、SK61　

　本柱穴からは角釘に針金を巻き付けたようなものが 2本ほか、近世陶磁器が出土した。

　以上のことから本建物跡は近代の建物跡である。

SB2

　本建物跡は調査区の北東部に位置する。遺構はさらに北側へ延び調査区外へ続いている可能性も

あるが、現状では桁行8.7m×梁行4.0mの3間×2間分を確認した。柱間は桁行が2.9m＝1間半、

梁行が 2.0m＝ 1間である。

P1　C-1　＝ SK（302）、SK（259）　

　本柱穴の底部には表面の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは磁器 2点、備

前擂鉢、土師質瓦質土器 9点、瓦、鉄製品が出土した。17世紀後半の遺物である。

P2　C-5　＝ P（198） 

　本柱穴の底部には表面の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。SK（152）と切りあっており

本柱穴が新しい。本柱穴からは陶器 2点、土師質皿 1点、瓦が出土した。陶器には関西系がある

が土師質皿は静止糸切りの底部の厚いものである。本柱穴に先行する SK（152）が 1650 ～ 60 年

代の廃棄土坑であるから、それ以降である。

P3　C-4　＝ P（199） 

　本柱穴からは伊万里皿 1点のみ出土した。1650 ～ 60 年代の製品である。

P4　P（189）　C-4

　本柱穴からは陶器 1点、瓦、鉄製品が出土した。時期は明確でない。

P5　P（118）　D-5　＝ P（195）

　本柱穴の底部には表面の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは磁器小坏 1点、

陶器 1点、土師質瓦質土器 7点、瓦が出土した。時期は明確でない。

P6　D-3　＝ SK（290）　

　本柱穴は南側で SK（7）、SK（240）と切り合っており、切り合い関係からいずれよりも本柱穴
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が先行する。本柱穴からは土師質瓦質土器 5点、土錘 1点、瓦、鉄製品が出土した。本柱穴より

新しい SK（7）が 19世紀代の廃棄土坑であるから、それ以前である。

P7　D-4　＝ P（150）

　本柱穴の底部には表面の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは備前瓶、瓦質火

鉢、瓦のみが出土した。時期は明確でない。

P8　D-4　＝ SK（270）

　本柱穴は西側で SK（202）と切り合っており、切り合い関係から本柱穴が先行する。本柱穴か

らは橙色の胎土に柿釉を施す土瓶 1点、瓦が出土した。時期は明確でない。

P9　D-5　＝ SK（85）P1

　本柱穴の底部には表面の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは備前擂鉢、瓦が

出土した。擂鉢は摺目間隔が広く、16世紀末から 17世紀初め頃までと思われる。

P10  D-5　＝ P（200）

　本柱穴の底部には表面の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。遺物は出土しなかった。

P11　D-4  ＝ SK（55）P1

　本柱穴は SK（55）と重複しているが切り合い関係は明確でない。本柱穴の底部には表面の平ら

な人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは備前擂鉢、唐津溝縁皿、瓦 6点のみが出土した。

擂鉢は重ね焼き痕が見られ、櫛目の上半の間隔が開いており 17世紀前半頃であろう。17世紀前

半におさまる。

P12　D-4  ＝ SK（271）のピット

　本柱穴の底部には表面の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは遺物は出土しな

かった。

　以上のように本建物跡の時期は遺物が少ないため明確でない。

SB3

　本建物跡は調査区の南側中央に位置する。東西に 3.3m、南北に 2.1mの 3間× 2間分の建物跡

であると思われるが南西部の 2つの柱穴は確認できなかった。柱間は東西が 1.1m、南北が 1.05m

である。

P1　D-2　＝ P119

　本柱穴からは土師質皿 1点が出土した。時期は明確でない。

P2　D-2　＝ P120

　本柱穴の底部には表面が平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは瓦のみが出土し

た。時期は明確でない。

P3　D-2　＝ P123

　本柱穴の掘り方は明瞭で P124、P125 と同様の橙褐色のブロック土混じりの埋土であった。柱

根が遺存していた。本柱穴からは土師質瓦質土器 3点、瓦、鉄製品が出土した。時期は明確でない。

P4　D-2　＝ P124

　本柱穴には直径 10.5 ㎝、深さ 34㎝の柱根が遺存しており、その東側にはこれを支えるように
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石が据え置かれていた。本柱穴からは瓦のみ出土した。時期は明確でない。

P5　D-2　＝ P125

　本柱穴からは磁器 1点、瓦、鉄製品が出土した。時期は明確でない。

　以上のように本建物跡は時期、性格ともに明確でない。

SB4

　本建物跡は調査区の中央部に位置する。さらに広がっている可能性もあるが現状で東西方向に

11.3m、南北方向に 1.8mにわたって 6間× 1間分、柱穴 8個を確認した。P1と P2の間にもう 1

個あったと思われるが確認できなかった。柱間は東西方向に約 1.4m ＝ 1 間半、南北方向には

P3-P8 間が 1.8mである。

P1　D-4　＝ SK（179）　

　本柱穴は北側で SK（122）と切り合っており、切り合い関係から本柱穴が新しい。底部には表

面の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦

14点、鉄製品のみが出土した。時期は明確でない。

P2　D-4  ＝ SK（282）、SK（182）

　本柱穴は東側で SK（199）と切り合っており、切り合い関係から本柱穴が先行する。本柱穴か

らは土師質瓦質土器 3点、瓦、鉄製品が出土した。土師質瓦質土器には焼塩壷 1点がある。時期

は明確でない。

P3　D-4　＝ SK（223）

　本柱穴の底部には表面の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは透明釉、灰釉の

唐津碗各 1点、土師質瓦質土器 4点、瓦、鉄製品が出土した。遺物が少ないため明確でないが、

17世紀前半におさまる可能性もある。

P4　F-4　＝ SK（281）

　本柱穴は中央で P（184）と切り合っており、切り合い関係から本柱穴が先行する。底部には表

面の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは磁器 1点、陶器 8点、土師質瓦質土

器 9点、瓦、鉄製品が出土した。磁器は中国端反小坏、陶器には唐津灰釉胎土目皿、唐津灰釉折

縁皿など唐津が 6点ある。褐釉に飴釉を流し掛けする信楽の壷甕類が 2点ある。1630 年以前であ

る。

P5　F-4　＝ SK（295）、SK（300）

　本柱穴は北東側で SK（281）と西側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係からいずれよ

りも本柱穴が先行する。底部には表面の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは磁

器 1点、唐津溝縁皿 1点、土師質皿 3点、瓦、鉄製品のみが出土した。1630 年以前である。

P6　F-4　＝ SK（280）

　本柱穴は東側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本柱穴が先行する。底部には表面

の平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは陶器 1点、土師質瓦質土器 1点、瓦が

出土した。時期は明確でない。

P7　F-4　＝ SK（40）
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　本柱穴は東側で P（26）と切り合っているが、切り合い関係は明確でない。底部には表面の平

らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは磁器 1点、土師質皿 2点、瓦のみが出土した。

時期は明確でない。

P8　E-4　＝ SK（273） 

　本柱穴は西側で近代土坑と切り合っており、SK（224）と重複する。切り合い関係からいずれよ

りも本柱穴が先行する。底部には表面が平らな人頭大の礎石が据え置かれていた。本柱穴からは

17世紀中頃の伊万里皿 1点、唐津透明釉碗 1点、内耳土器 4点、瓦が出土した。内耳土器のうち

2点は A群口縁部で体部内面の刷毛目が顕著である。本柱穴より新しい SK（224）が 17世紀後半

であるから、それ以前である。

　以上のように P3、P4、 P5 の遺物が 17世紀前半までであるから、本建物跡はその時期のもので

あると考えられる。

SB5

　本建物跡は調査区の北東部に位置する。東西へさらに延びている可能性もあるが、現状で東西桁

行 5.8m、南北梁行 5.8m の 3間× 1間分の柱穴 7個を確認した。桁行の柱間寸法は心心で 1.9m

＝ 1間、梁行は同じく 5.8m＝ 3間である。

P1　A-5　＝ P（179） 

　本柱穴からは青花端反小坏 1点、陶器 3点、土師質皿 1点、瓦が出土した。陶器には内野山の皿、

備前小壷がある。17世紀前半である。

P2　B-5　＝ P（180）、SK（268）　　

　本柱穴からは瓦のみが出土した。時期は明確でない。

P3　G-4　＝ SK（176） 

　本柱穴は北西側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本柱穴が先行する。本柱穴から

は青磁香炉 1点、瓦 3点が出土した。時期は明確でない。

P4　B-5　＝ SK（217） 

　本柱穴は北側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本柱穴が先行する。本柱穴からは

瓦 5点のみが出土した。時期は明確でない。

P5　B-4　＝ SK（62） 　　　

　本柱穴からは瓦と釘 1点のみが出土した。断面は四角で近世のものである。時期は明確でない。

P6　C-4

　本柱穴は南側で SK（58）と切り合っており、南部は遺存しない。切り合い関係から本柱穴が先

行する。そのため掘り方の北部と、底部に遺存していた礎石のみ確認した。時期は明確でない。

P7　C-4

　本柱穴は SK（58）と重複していた。切り合い関係から本柱穴が先行する。そのため底部に遺存

していた礎石のみしか確認していない。

　本建物跡の P6、P7 より新しい SK（58）が 1680 ～ 1720 年代頃の廃棄土坑であることから、

それ以前の建物跡である。
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（2）柵列

SA1

　本柵列は調査区の南東部に位置する。本遺構はさらに南に延び調査区外へ続いている。確認部分

は南北方向に 6.7mである。柱穴を 6個確認した。柱間は約 1.34m、1間半弱である。

P1　C-1　＝ SK4　

　本柱穴は南側がトレンチによって破壊されており遺存していない。本柱穴からは磁器 31点、陶

器 29点、土師質瓦質土器 11点、瓦が出土した。磁器には端反の小坏、陶胎染付で焼き継ぎ痕の

ある碗、陶器には萩の碗、関西系土瓶・鍋などがある。土師質瓦質土器には「天下一御壷塩師／堺

見なと伊織」の刻印を持つ焼塩壷がある（1）。1679 年～ 1682 年のものである。19 世紀代幕末

までにおさまる。

P2　C-1　＝ SK6　

　本柱穴は北西部で近代の土坑と切りあっており遺存していない。本柱穴からは磁器 26点、陶器

56 点、土師質瓦質土器 33 点、瓦、鉄製品、土人形 1点が出土した。陶器には関西系土瓶 9点、

緑釉を流し掛けした瀬戸美濃の甕類、産地不明甕または壷、体部をへこませた備前系瓶などがあ

る。土師質瓦質土器には A 群の内耳土器口縁部が 5 点あり、うち 2 点は内耳部分で 1 点は完全

に穿孔し、もう 1点は突き抜けない。19世紀代、幕末までにおさまる。また、接合はしなかった

が P1（SK4）出土のものと同一個体と考えられる関西系陶器もあり、同時に廃絶したことは間違

いない。

P3　C-2　＝ SK75　

　本柱穴からは磁器 24 点、陶器 25 点、土師質瓦質土器 19 点、瓦が出土した。磁器には褐釉の

絵付けがある鬢水入れ、陶器には土瓶などがある。19世紀代、幕末までにおさまる。

P4　C-2　＝ SK27　

　本柱穴からはガラス片や近代以降の磁器が出土した。近代以降である。

P5　C-2　＝ SK76　

　本柱穴からは磁器 14点、陶器 5点、土師質瓦質土器 12点、瓦が出土した。陶器には鍋の底部

がある。土師質瓦質土器には内耳土器 A・C群口縁部が各 1点ある。19世紀代、幕末までにおさ

まる。

P6　B-2　＝ SK81

　本柱穴からは土師質瓦質土器 12点、土錘 1点、瓦、鉄製品が出土した。プラスチック様のもの

も出土した。近代以降である。

　以上のように多くの遺物が幕末までにおさまっているが、P4からガラス片や近代以降の磁器が

P6からはプラスチック様のものも出土しており、近世に機能していた柵が近代になって廃絶した

ものと思われる。

SA2

　本柵列は調査区の東側中央に位置する。本遺構はさらに東に延び調査区外へ続いている。東西方

向に 5.7m、柱穴は 4個確認した。柱穴間は 1.9mである。
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P1　B-3　＝ SK26  

　本柱穴からは磁器 21点、陶器 30 点、軟質施釉陶器 1点、土師質瓦質土器 22点、瓦、砥石ま

たは硯 1点が出土した。陶器には関西系鍋、碗ないし皿の小片がある。土師質瓦質土器には内耳

土器 A群口縁部 2点がある。19世紀代、幕末までにおさまる。

P2　A-3　＝ SK134、P46 　

　本柱穴からは磁器 20 点、陶器 24 点、土師質瓦質土器 22 点、瓦、鉄製品が出土した。磁器に

は外面底部に「富貴長春」、外面にタコ唐草、見込みに松竹梅紋を持つ端反碗の蓋、近代以降の印

刷もの、陶器には備前系灯明皿、口縁部が強く外反する褐釉の擂鉢がある。瓦には鯱の鱗部が 3

点ある。近代以降である。

P3　A-3　＝ SK55　 

　本柱穴は南側で近代土坑と切り合っており上部が遺存していない。切り合い関係より本柱穴が先

行する。本柱穴からは磁器 23点、陶器 24点、土師質瓦質土器 9点、瓦が出土した。磁器には青

花碗 1点、矢羽紋碗 1点、陶器に関西系碗、源内焼？と思われる黄緑の釉の軟質の製品がある。

19世紀代、幕末までにおさまる。

P4　A-3　＝ SK142　

　本柱穴には柱根が遺存していた。本柱穴からは磁器 8点、土師質瓦質土器 2点、瓦、鉄製品が

出土した。時期は明確でない。

　以上のように多くの遺物が幕末までにおさまっているが、P2から近代以降の磁器が出土してお

り、近世に機能していた柵が近代になって廃絶したものと思われる。

SA3

　本柵列は調査区の北西隅に位置する。南北 10mにわたって確認した。南北方向に 3つの柱穴が

5.0m間隔で並ぶ。いずれの柱穴にも底部には人頭大の礎石が据え置かれていた。

P1　G-5　＝ SK（227） 

　本柱穴からは唐津灰釉碗、土師質瓦質土器 4点、瓦、鉄製品が出土した。時期は明確でない。

P2　G-5　＝ P（185）、SK（132）、P（188）

　本柱穴は東側で SK（193）と切り合っており、切り合い関係から本柱穴が新しい。本柱穴から

は磁器 1点、陶器 1点、土師質瓦質土器 3点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には高台を 3ケ所大

きく抉り込んだ碗と備前擂鉢がある。時期は明確でない。

P3  G-3　＝ P146  　

　本柱穴からは土師質皿 1点、内耳土器 A群口縁部 1点、瓦が出土した。

　以上のことから本柵列は時期については明確でないが、柱間が 5.0m間隔であるから近代以降で

ある可能性が高い。

SA4

　本柵列は調査区南側中央から東に位置する。東西に長さ 18.5m、柱穴 11個を確認した。P72 と

その東側のピットの間隔が空いており、本来もう 1個あったものと思われるが確認できなかった。

柱間は約 1.7 ～ 1.9m、1間である。P11 については四角柱状の空間を、東端の P1 及び P9、P10
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については柱根を確認した。P1～ P3、P8 ～ P11 については遺物は出土しなかった。

P4　B-1　＝ P72

　本柱穴からは陶器 1点、土師質瓦質土器 3点、瓦、ガラス小瓶 1点が出土した。近代以降である。

P5　C-1　＝ P71  

　本柱穴からはワイングラスの脚部と思われる薄い緑色のガラスと瓦 2点が出土した。近代以降

である。

P6　C-1　＝ P70

　本柱穴からはガラス瓶の底部破片が出土した。茶色のビール瓶である。陽刻の記号の一部がある。

P7　D-1　＝ P73

　本柱穴からは瓦 1点のみが出土した。

　以上のように本柵列は 3つの柱穴からガラスが出土しており、近代以降である。

（3）地下室

SK102　F-3

　本地下室は調査区の中央西よりに位置する。東側で SB1P3 と、北西隅で SK186 と切り合ってお

り、切り合い関係から本地下室が SK186 より新しく SB1P3 より先行する。長方形の掘り方の底部

の西側を除いた三方向に板が立てられ四隅及び東面の中央には杭を打ち板を留めていた。北側は横

長の板を上下に組み合わせ釘で留めてあった。東側は最大長 178 ㎝、最大幅 41㎝、厚さ 2.2 ㎝、

南側は最大長 126 ㎝、最大幅 32㎝、厚さ 2.6 ㎝ほどもある一枚板をそれぞれ立てていた。また、

これらを留めていた杭は後述のように転用である。これらの板と掘り方の隙間には拳大の礫が 5、

6個詰められていた。また、掘り方の底部は粘土と砂の互層が 20㎝ほど確認されたが地下水の湧

水を防ぐためとも思われる。

　本地下室の埋土中からは磁器 69点、陶器 82点、土師質瓦質土器 61点、瓦、鉄製品が出土した。

磁器には見込み五弁花こんにゃく印判蛇の目釉剥ぎのくらわんか手の碗（3）、見込み蛇の目釉剥

ぎのくらわんか手の皿（2）、瀬戸美濃の端反碗、端反碗の蓋（1）、広東碗がある。陶器には灰釉

平碗（4）、灯明皿（5）、小杉碗、土瓶が 20点などいずれも関西系の製品が目立つ。また、鳥の餌

入れ（6）、瀬戸美濃の水甕が 2点ある。土師質瓦質土器は焼塩壷 1点、皿 7点などがある。また

内耳土器 8点うち口縁部 6点ですべて A群である。瓦は軒丸瓦にコビキ Aの五三の桐紋があり、

二の丸に同紋がある（9）。軒丸瓦の三巴紋のものは 5点あるが（8）（10）（11）（12）外区外縁に

「○一」の刻印があるものが 1点ある（7）。軒平瓦には中心飾りに 7枚の花弁をもつ花紋（14）、菊

紋を持つ SK（10）と同笵と思われるもの（18）、子葉が二重線で表されるもの 2点（13）（16）、

2類 3-b の桐紋などがある（15）。三葉を持つ（17）は SK94 と同紋である。（19）（20）は半菊紋、

（21）は三葉に 3転の唐草を持つ。（22）（23）は平瓦である。

　（24）（25）（26）はいずれも地下室の側板を留めていた杭である。（24）と（26）は 3寸ない

しは 6寸間隔で 0.6 ㎝× 0.7 ㎝ほどの長方形のほぞ穴が切られ、同じ製品の部材である。障子の枠

のようなものを転用したものであると思われる。（25）は 8寸間隔で幅 1寸の溝が 3ケ所彫られる。
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溝の底部は同一方向に傾斜する。また、遺存する一方の端部は斜めに切り落とされ、切断面には釘

が打たれる。何らかの部材の転用であることは確実であるが、本来の性格は不明である。

　また、粘土層からは磁器 3点、陶器 3点、土師質瓦質土器 1点、瓦が出土した。陶器には土瓶、

瀬戸美濃の緑釉の鉢がある。板材の裏面からも土師質の甕 1点、瓦 16点が出土した。

　本地下室がつくられた時期は明確でないが、廃絶したのは 1810 年以降幕末までである。

（4）土坑

SK2　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からはタイルや近代以降の磁器が出土した。近代以

降の廃棄土坑である。

SK3　A-1

　本土坑は調査区の南東隅に位置する。北側で近代の土管と、東側で SK65 と、南東側で SK5 と

切りあっている。北側は土管と切り合い遺存していない。切り合い関係より土管に先行し SK5、

SK65 より新しい。本土坑からは磁器 1点、陶器 2点、土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。磁器

は蓋物碗、陶器は擂鉢、関西系灯明皿である。陶磁器は少ないが瓦は大量に出土した。遺物が少な

く明確でないが SK65 が近代初めの土坑であり練兵場の整地層下の遺構であるから同時期の廃棄土

坑である。

SK5　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは磁器 7点、陶器 29点、土師質瓦質土器 28点、

砥石 1点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には瀬戸美濃の水甕 2点、関西系行平鍋把手 2点、同灯

明皿 1点、同土瓶蓋 1点、備前系灯明皿 1点、錦窯 1点（1）などがある。土師質瓦質土器には「あ

わた」の刻印を持つ焜炉（2）があり、底部内面に丸い接合痕があることから漏斗状の内部施設を

もつタイプのものと思われる。また、内耳土器 A群口縁部 2点、焼塩壷 1点などがある。瓦には

釘抜き紋の軒丸瓦がある（3）。19世紀代近世の廃棄土坑である。

SK7　C-1

　本土坑は調査区の南部中央に位置する。本土坑からは磁器 4点、陶器 25 点、土師質瓦質土器

13点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には呉器手または京焼風唐津が 9点、備前擂鉢が 5個体分 8点、

底部糸切り底の擂鉢 1点などがある。土師質瓦質土器には内耳土器口縁部が 2点ありいずれも A

群である。瓦は大量に出土したがそのうち丸瓦部が 49点もあり、すべてにガーゼ状圧痕を持つ。

49点のうちコビキ Aが 4点ある。波状の粗いコビキ Bにガーゼ状圧痕があるものが 20点もあり、

古い様相を示している。また、井桁紋の軒平瓦（1）も出土した。1650 年～ 1670 年代の廃棄土

坑である。

SK8　E-1

　本土坑は調査区の南部中央に位置する。本土坑からは貝殻のみが出土した。遺物がないので明確

でないが出土状況から幕末から近代の廃棄土坑であろうと思われる。

SK12　G-1



─　22　─

　本土坑は調査区の南西部に位置する。南側で SK32 と切りあっており、切り合い関係は明確でな

かったが出土遺物より本土坑が新しい。本土坑からはガラスや新しい鉄製品が出土した。近代の廃

棄土坑である。

SK13　H-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは土師質瓦質土器1点、瓦3点のみが出土した。

遺物が少ないので明確でないが出土状況から幕末から近代の廃棄土坑であろうと思われる。

SK14　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑は東側で SK15 と切りあっており、切り合い関係

から本土坑が新しい。本土坑からは磁器 26点、陶器 61点、軟質施釉陶器 1点、土師質瓦質土器

80点、瓦、鉄製品、人形 2点、キセル雁首 2点（1）が出土した。磁器には端反碗 3点などがある。

陶器には擂鉢 7点がありうち 1点は明石、関西系行平鍋が 12点、同土瓶 4点、瀬戸美濃の水甕 4

点、備前系灯明皿 1点、坩堝 1点などがある。土師質瓦質土器には皿 17点、内耳土器 20点があ

りうち A群口縁部 8点で 1点は内耳部分でしっかり穿孔する。また、焼塩壷も 3点ある。1810

年から幕末までの廃棄土坑である。

SK15　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑は西側で SK14 と切りあっており西半部は遺存し

ていない。本土坑からは磁器 11点、陶器 17 点、軟質施釉陶器 1点、土師質瓦質土器 44点、土

人形 3点、瓦が出土した。磁器には端反碗、陶器には備前系灯明皿、関西系の平碗などがある。

土師質瓦質土器のうち皿 15点、内耳土器 25点がありうち口縁部 12点ですべて A群、内耳部分

3点でいずれも先細りの穿孔を施す。土人形は馬 2点と僧形であろう。1810 年から幕末までの廃

棄土坑である。

SK16　H-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは産地不明陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦、

鉄製品が出土した。遺物が少ないので明確でないが出土状況から幕末から近代の廃棄土坑であろう

と思われる。

SK17　D-2

　本土坑は調査区の中央南よりに SK18 の西に接して位置する。本土坑には白い漆喰が詰まってお

り、小さく浅いものの土坑であると判断した。本土坑からは関西系陶器碗 1点、瓦のみが出土した。

遺物が少ないので明確でないが出土状況から幕末から近代の廃棄土坑であろうと思われる

SK18　D-2

　本土坑は調査区の中央南よりに SK17 の東に接して位置する。本土坑からは磁器 1点、唐津褐釉

瓶 1点（1630 年まで）、土師質瓦質土器 1点、瓦が出土した。遺物が少ないので明確でないが出

土状況から幕末から近代の廃棄土坑であろうと思われる。

SK20　A-2

　本土坑は調査区の南東隅部に位置する。本土坑からはガラスや陶制番号岐 364 の筒型小坏など

が出土した。近代以降の廃棄土坑である。
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SK21　G-2

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑は東側で SK14 と、南側で近代土坑、SK89 と切

りあっており、切り合い関係から近代土坑、SK14 に先行し SK89 よりも新しい。本土坑からは磁

器 129 点、陶器 219 点、軟質施釉陶器 1点、土師質瓦質土器 270 点、瓦、鉄製品、砥石 3点が

出土した。特に大量の瓦礫が出土した。磁器には端反碗が 5点ありうち 1点は色絵で（13）、うち

3点は一個体である。また、広東碗 8点（8）（11）（12）、輪花の型打ち手塩皿（2）、外面全体に

タコ唐草紋、見込みに環状松竹梅紋、内面口縁部に四方襷紋、高台内に「成化年製」の銘を持つ丸

型碗と蓋のセット（4）（10）、見込み五弁花で内面口縁部に四方襷紋をもつ朝顔型青磁染付碗（7）

とその同型の白磁蓋（1）、薄手の小坏（3）、丸型碗（18）や小碗（5）、とっくり、口縁部八角形

で外面体部にタコ唐草紋、口縁部に雷紋、見込みに手書きの丁寧な五弁花、高台内に二重枠に「渦

福」の銘をもつ上手の猪口（17世紀末）（15）、仏飯器（9）、蓋物蓋（6）、段重（14）などがある。

陶器には擂鉢 32 点がありうち明石擂鉢 2点、丹波 1点がある。関西系鍋 31 点、同土瓶 10 点、

同行平鍋 8点、同透明釉碗（19）、同褐釉小鉢（20）、萩碗（16）、備前系灰落とし？、同灯明皿

1点、同小壷 2点、見込みに鉄絵を描いた高台のない盆状の皿（17）などが出土した。また、丹

波の壷甕類もある。土師質瓦質土器には甕が 136 点ある。内耳土器 A群口縁部 11 点がありうち

2点は内耳部分でいずれもやや先細りになる。瓦質の直方体の火鉢が 3点ありうち 1点はほぼ完

形で口縁部は内側に向かって肥厚し、底部四隅に四足を持つ（箱 Aイ 1）（21）。また高い高台を

持ち体部は丸く内湾し切り込みを持つ焜炉（鉢 AⅡ 7）2）の瓦質のもの 4点と土師質のもの 2点

がそれぞれ出土した。焼塩壷も 4点出土した（23）。鉢形で内面の中段に鍔が巡り下部には切り込

みがある小型の土師質焜炉がある（22）。軒丸瓦には松皮菱紋 1類（24）がある。軒平瓦には菱

形の花弁の花紋、一葉の中心飾りの下部から 3本の子葉が上巻きに伸びるものなどがある。菊間

系では中心飾りに五弁の半菊紋をもつⅡ類 3）に類似するものが 2点（27）（28）、またⅤ類とした

半円の三方に達磨状の花弁を配するものが 2点（26）、Ⅰ類が大きく崩れたようなものも 1点（25）

ある。1810 年から幕末までの廃棄土坑である。

SK23　G-2

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑からは磁器 3点、陶器 3点、土師質瓦質土器 8点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器には青磁染付の見込み五弁花コンニャク印判で蛇の目釉剥ぎする碗、

陶器には備前系灯明皿などがある。土師質瓦質土器には A群の内耳土器口縁部が 1点ある。遺物

が少なく明確でないが出土状況から 19世紀代の廃棄土坑であろう。

SK24　G-2

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑からは磁器 6点、陶器 19 点、土師質瓦質土器

20点、瓦が出土した。陶器には小型の関西系行平鍋 1点、同行平鍋蓋 1点、同土瓶蓋 1点、一個

体分と思われる関西系袋物7点などがある。土師質瓦質土器にはA群の内耳土器口縁部が2点ある。

18世紀末以降の廃棄土坑である。

SK25　B-3

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。本土坑からはくらわんか手碗 1点、関西系陶器碗 2点、
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土師質瓦質土器 1点、瓦 9点が出土した。遺物が少なく明確でないが出土状況から 19世紀代の廃

棄土坑である。

SK27　C-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。本土坑は東部で SK27P1 と重複しており、切り合い関係

より本土坑が先行する。本土坑からは磁器 34 点、陶器 55 点、土師質瓦質土器 49 点、瓦、鉄製

品が出土した。磁器には丸型碗（19C 代）、高台が「ハ」字状に開き腰の張る碗の蓋、高台内及び

見込み無釉の青花碗、 州窯の赤絵皿、陶器には瀬戸美濃の緑釉を掛け流す水甕、関西系の見込み

に銹絵を描く平皿、同行平鍋の蓋、備前系の体部を押圧し凹ませた瓶などがある。土師質瓦質土器

には内耳土器 A群の口縁部が 2点ある。19世紀代幕末までの廃棄土坑である。

　また、西側で一部深くなっている箇所を P2として遺物を別に取り上げた。陶器 1点、土師質瓦

質土器1点、瓦が出土した。SK27自体との切り合い関係が明確でなく時期、性格ともに不明である。

SK28　C-2  

　本土坑は調査区の南東部に位置する。本土坑は北側で近代土坑と、東側で SK36 と切り合ってい

る。近代土坑よりは先行するが、SK36 との切り合い関係ははっきりしなかった。本土坑からは磁

器 36 点、陶器 19 点、土師質瓦質土器 52 点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には青花小坏 1点、

色絵の馬の人形（2）、見込み墨はじきのタコ唐草紋口紅装飾の皿（1）、陶胎染付碗 2点（3）、油

壷（4）など、陶器には同一個体と思われる 17 世紀前葉の備前擂鉢 3点、唐津刷毛目の碗 1点、

同器種不明 2点、京焼風唐津 6点がある。内耳土器が 28点ありうち A群口縁部 13点、うち内耳

部分6点でしっかり穿孔するものとやや先細りになるものが3点ずつある（5）。皿が23点ある（6）。

軒平瓦には瓦当の一部しか遺存していないが三二桐紋のものがある。17世紀末の廃棄土坑である。

SK30　G-1

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑は南側で近代土管と切り合っており、南側は遺存し

ていない。切り合い関係より本土坑が先行する。本土坑からは磁器 5点、陶器 25点、土師質瓦質

土器 44点、土鈴 1点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には関西系土瓶、同色絵小碗、同小杉碗など

がある。土師質瓦質土器には焼塩壷が 2点あり 1点は断面が凹字型を呈する蓋である。また、内

耳土器 A群の口縁部が 1点ある。本土坑はもともとの形状が細長い長方形であったと思われ、一

般的な廃棄土坑と異なっており性格については明確でない。埋土中の遺物は 18世紀後半以降のも

のである。

SK32　G-1　＝ SK11、SK31

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑は北側で SK12、P23 と、南側で SK33 と切り合っ

ており、切り合い関係よりいずれも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 58点、陶器 114 点、軟

質施釉陶器 2点、土師質瓦質土器 515 点、瓦、人形またはままごと道具 4点、鉄製品、瓦転用品

1点、キセル火皿 1点、硯 1点、寛永通寳（3期）4）1 点が出土した。磁器には高台径の小さい半

球形の碗ないし丸型碗 3点（1）（2）（5）、瀬戸美濃系の木型打ち込みの白磁そり皿（4）、小坏（6）、

仏飯器（3）、朝顔型青磁染付碗（7）、陶器には関西系色絵や銹絵染付の碗・平碗（8）（9）（10）・

筒形碗などが 51点ある。また関西系鍋 2点（12）、同土瓶・急須類 5点、備前系灰落とし 1点（11）
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がある。土師質瓦質土器には皿 139 点（13）（14）（15）、内耳土器 293 点があり、内耳土器のう

ち A群口縁部が 53点、C群口縁部が 8点ある。また、内耳部分は各 8点、1点で A群はしっかり

穿孔するものが 1点、やや先細りになるものが 5点、先細りが 2点、C群はしっかり穿孔する。

焼塩壷が 4点ありうち 1点は「泉湊伊織」の刻印を持つ（16）。19 世紀代幕末までの廃棄土坑で

ある。

SK33　G-1

　本土坑は調査区の南西部に位置し、調査区のさらに南へ広がっている。北側で SK32 と切り合っ

ており、切り合い関係より本土坑が新しい。本土坑中には長さ 85㎝、幅 55㎝の巨石が据え置か

れたような状況で出土している。本土坑からは磁器 2点、陶器 4点、土師質瓦質土器 3点、瓦、

鉄製品が出土した。磁器には蛇の目凹型高台の皿、陶器には関西系型押しの香炉ないし火入れ、京

焼風唐津碗の高台内の削りが高台脇よりも深いものなどがある。また産地不明の壷・甕がある。

SK32 が 19 世紀代幕末までの遺構であり本遺構に先行することから、それより遡ることはない。

廃棄土坑である。

SK35　D-2

　本土坑は調査区の中央南に位置する。北側で近代の廃棄土坑と切り合っており遺存していない。

切り合い関係から本土坑が先行する。本土坑からは磁器 28点、陶器 16点、土師質瓦質土器 5点、

瓦が出土した。磁器には端反碗、薄手小坏、広東碗 2点など、陶器には瀬戸美濃の灰釉に緑釉を

流し掛けした水甕4点、関西系蓋などがある。土師質瓦質土器には内耳土器A群口縁部1点がある。

また土師質の甕の破片が大量に出土したが細片のためカウントしていない。1810 年以降幕末まで

の廃棄土坑である。

SK［36］C-2  

　本土坑は調査区の南東部に位置する。西側で SK28 と切り合っているが切り合い関係ははっきり

しない。本土坑からは土師質皿1点が出土したのみであり、その性格や時期については明確でない。

SK36　E-3　＝ SK（83）、SK（201）

　本土坑は調査区のほぼ中央に位置する。本土坑はあたかも上部に蓋をするように漆喰層で覆われ

ていた。本土坑からは磁器 181 点、陶器 217 点、土師質瓦質土器 154 点、瓦、鉄製品、砥石 1点、

人形 4点、銭貨 1点が出土した。磁器には端反碗 4点（7）と蓋 1点（6）、広東碗 3点、「ハ」字

状高台の碗の蓋 2点（5）、見込み環状松竹梅紋で口縁部内面四方襷紋の丸型碗（1）、見込み一重

圏線に「寿」紋の碗（4）、外面二重網目紋で内面に菊紋の碗（9）、朝顔型青磁染付碗蓋（10）、見

込み蛇の目釉剥ぎのくらわんか手碗（8）、輪花に口紅装飾し白化粧土で陽刻した皿（17世紀末～

18 世紀初め）（11）、型打ち輪花口紅装飾で蛇の目凹型高台の皿（蛇の目部分に白化粧土）（3）、

八角形の型打ちで蛇の目凹型高台の皿（2）などがある。陶器には関西系鍋、同行平鍋、同急須な

どが 47 点、また関西系色絵碗 3点、同鬢水入れ 3点、同灯明皿 4点、備前系小壷 2点、同灯明

皿 3点などがある。丹波の壷甕類や瓶もある。土師質瓦質土器には内耳土器、焙烙が 51点、うち

内耳土器 A群口縁部が 11点、C群口縁部が 1点ある。A群のうち内耳部分は 3点で 2点は突き抜

けない。1点は先細りの穿孔をする。C群も内耳部分で先の尖った工具で突いて穴を開けただけで
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ある。また、関西系焙烙口縁部 1点（12）、皿 15点、焼塩壷 3点、瓦質火鉢 1点がある。瓦には

桐紋軒平瓦の 2類が 2点（14）（15）、桐紋軒平瓦の金箔瓦が 1点、小型の軒丸瓦などがある（13）。

銭貨は寛永通寳文銭（2期）である。出土遺物とその規模、また漆喰で上部を覆っていたことなど

から考えて近代になって更地にした際の処理穴であると思われる。

SK38　H-1

　本土坑は調査区の南西隅に位置する。西側は試掘トレンチによって、中央に近代の土管がとおり

破壊されている。本土坑からは磁器 2点、陶器 2点、土師質瓦質土器 5点、瓦、鉄製品が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK39　F-3　

　本土坑は調査区の中央西側に位置する。本土坑からは磁器 44点、陶器 56点、軟質施釉陶器 2点、

土師質瓦質土器 42点、土人形 2点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には瀬戸美濃の端反碗、陶器に

は関西系土瓶または鍋が 18点、透明釉の玉縁の片口（石見？）（1）、瀬戸美濃の水甕、備前系小

壷などがある。また、楽焼の碗があり接合はしなかったものの D-3 区出土のものと同一個体であ

ろう。被熱しており釉は飛んでいる。土師質瓦質土器には内耳土器口縁部が 3点ありすべて A群、

内耳部分はうち 1点でしっかり穿孔する。関西系焙烙が 2点（2）、土師質皿などがある（3）。また、

土師質の甕が大量に出土したが細片のためカウントしていない。1810 年以降幕末までの廃棄土坑

である。

SK40　D-1

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。北側で近代土坑と、南側で SK7 と切り合っており遺存

せず、中央を東西に近代の土管が走り破壊されている。切り合い関係よりいずれも本土坑が先行す

る。本土坑からは磁器 1点、陶器 4点、土師質瓦質土器 5点、瓦、鉄製品が出土した。磁器は 17

世紀中頃の伊万里碗で、陶器には胎土目積み段階の唐津灰釉碗 2点、同胎土目積み皿 1点などが

ある。土師質瓦質土器には皿が 3点ある。17世紀中頃の廃棄土坑である。

SK41　E-3　＝ SK34

　本土坑は調査区の中央西よりに位置する。南側で SK50 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 267 点、陶器 361 点、軟質施釉陶器 7点、土師質瓦質土器

324 点、瓦、鉄製品、人形 1点、鳩笛 1点（31）、硯 1点、砥石 2点、銭貨 2点が出土した。磁

器には端反碗 7点（8）（12）（16）、蓋 2点で 1点は関西系（1）、広東碗 6点（14）、見込み蛇の

目釉剥ぎのくらわんか手の碗 8点（9）（10）（11）、「ハ」字状高台碗蓋 2点（2）（3）、見込み染

付の型打ち輪花青磁鉢があり（5）、焼き継ぎ痕が見られる。また、見込みに鯉紋を描く蛇の目凹

型高台皿があり釉剥ぎ部に白化粧土を施す（6）。もう1点同様の特徴をもつ山水紋折縁中皿がある。

蛇の目凹型高台で玉縁になる皿（7）、赤絵小丸碗（15）、白磁碗蓋（4）、小坏または紅皿（13）

などもある。陶器には瀬戸美濃水甕 2点、擂鉢 20点、関西系灯明皿 11点、同脚付き油受け皿 1

点（25）、同端反碗 8点（17）（27）、同行平鍋 52点（23）（24）うち蓋 9点、同土瓶 58点うち

蓋 8点（18）（19）、備前系壷と蓋のセット（20）（22）、同灯明皿 5点（26）、萩碗 2点、錦窯 1

点（21）などがある。土師質瓦質土器には土師質の甕・壷・焜炉が 173 点ありうち 2点はほぼ完
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形の便槽、土師質の赤泥を塗った体部が丸く大きな切れ込みが入る鉢 AⅡ 7が 5点、同様の器形

の瓦質焜炉が 3点、直方体の瓦質火鉢 5点がある。内耳土器は 42点ありうち A群の口縁部が 11

点で 1点は内耳部分でしっかり穿孔する。C群の口縁部は 4点あり 1点は内耳部分で穿孔せず突

くだけである。皿が 20点、焼塩壷が 7点ある。うち身と蓋各 1点は完形である（29）（30）。身

はⅡ類 5）で口縁端部が平坦である。底部には粘土を詰める。蓋は断面台形である。小型土師質皿

がある（28）。軒平瓦は菊間 1類で曲線状の子葉の下の珠が子葉と一体となり文字部が凸で「三友」

の刻印をもつものが最低 5点ある（47）（49）。ただ Y字型の子葉の形状などすべて異なった笵で

つくられている。同様の形状で「鍵和」の刻印をもつものも 1点ある（48）。中心飾りに半菊紋を

持つものが 3点ある（42）（43）（44）。（43）（44）は同笵の可能性があり、子葉の形状が菊間 2

類と異なる。（42）も菊間 2類に似るが唐草の巻き方が逆である。中心飾りの宝珠と両脇の花弁が

一体化し三葉状になった（45）も菊間系か。「○仁」の刻印があるが子葉の形状が異なる。「松七」

の刻印をもつものもⅤ類に似るが子葉の形状が大きく異なる（46）。（41）は三巴紋の中心飾りを

持ついわゆる岡山式軒平瓦である。軒丸瓦には三巴紋に珠紋が 16個あり瓦当周縁部に帯状に炭素

の吸着しない部分が見られるものが最低 4点（33）、破片で確認できないものを含めると 10点程

度あり、うち 1点は「作与」の刻印をもつ（34）。（33）（34）は同笵の可能性がある。「三友」の

軒平瓦とセット関係であるように思われる。その他にも三巴紋軒丸瓦がある（32）（35）（36）。

丸瓦のほぼ完形のものが 4点あり 1点はコビキ Aである（37）（38）（39）（40）。小型の鬼瓦 1

点がある（50）。銭貨には「元豊通寳」と寛永通寳（3期）がある。その規模と遺物の時期から調

査地点が近代になって整地された際の処理穴と考えられる。

SK44　E-2

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。北側で近代の廃棄土坑と切り合っており、切り合い関

係から本遺構が新しい。本土坑からは磁器 6点、陶器 10点、土師質瓦質土器 6点、瓦、鉄製品が

出土した。磁器にはくらわんか手の碗、陶器には関西系のものがある。土師質瓦質土器には内耳土

器 A群口縁部が 1点ある。瓦にコビキ Aで珠紋の数が非常に多い軒丸瓦がある（1）。SK138 南西

-5 と同紋であろう。遺構の性格は明らかでなく、時期も遺物が少なく明確ではないが、出土状況

から 19世紀代であろう。

SK47　H-1

　本土坑は調査区の南西隅に位置する。北側で近代の廃棄土坑と切り合っており、切り合い関係か

ら本土坑が先行する。本土坑からは砂目積みまたは砂胎土目積みの唐津大皿と瓦が出土した。瓦に

は完形または最低でも 1辺の長さがわかる平瓦が 16点もある。規格に 2種類あり大きさの判明し

ている瓦の部分ごとの平均を見ると A群は 4点あり（1）長さ 28.6 ㎝、広端 24.9 ㎝、狭端 22.2 ㎝、

厚さ 2.2 ㎝である。B群は 12点あり（2）長さ 26.1 ㎝、広端 22.4 ㎝、狭端 20.5 ㎝、厚さ 1.8 ㎝

である。その差が何に由来するものかは不明である。表は平瓦観察表の一番最後にある。廃棄土坑

と思われるが、陶磁器が 1点のみのため時期は明確でない。

SK49　H-1

　本土坑は調査区の南西隅に位置する。北側で近代の排水枡と切り合っており遺存しない。南側は
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調査区外へ続く。本土坑からは土師質皿 1点、瓦、鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

SK50　E-3

　本土坑は調査区の中央部に位置する。北側で SK41 と、西側でも別の土坑と切り合っており、遺

存しない。切り合い関係から本土坑がいずれよりも先行する。本土坑からは磁器 4点、陶器 5点、

土師質皿 1点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には青花 1点、陶器には京焼風唐津碗 4点がある。

軒丸瓦には松皮菱紋 1類 2-a5）の赤漆が残るものがある（1）。17世紀後半の廃棄土坑である。

SK52　D-3　＝ SK（82）

　本土坑は調査区の中央東よりに位置する。本土坑からは磁器 53点、陶器 34点、土師質瓦質土

器 18点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には端反碗蓋 1点、広東碗 1点などがあり、陶器には関西

系行平鍋 4点、同鍋 1点、同灯明皿 1点、瀬戸美濃水甕などがある。土師質瓦質土器には内耳土

器 9点がありうち A群口縁部が 3点ある。瓦には菱形の花弁の紋様の軒平瓦がある（1）。1810

年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK53-C　D-3

　本土坑は調査区の中央東よりに位置する。南側で近代土坑と、東側で SK95 と切り合っており遺

存しない。切り合い関係より本土坑はいずれよりも先行する。土坑内には黄褐色土に橙色のブロッ

ク土が混じる砂質土が詰まっていた。本土坑からは磁器 71点、陶器 163 点、軟質施釉陶器 1点、

土師質瓦質土器 168 点、瓦、鉄製品、銭貨 1点、砥石 1点が出土した。磁器には端反碗 8点、広

東碗 2点、見込み蛇の目釉剥ぎしたくらわんか手の碗 2点、筒型碗 1点、見込み蛇の目釉剥ぎし

た手塩皿 3点などがある。陶器には擂鉢 7点うち明石 1点、備前系灯明皿 5点、関西系灯明皿 5点、

同脚付き油受け皿 2点、同土瓶 20点うち蓋 3点、同鍋 2点、同行平鍋 20点うち蓋 3点把手 2点、

楽茶碗 1点（1）などがある。土師質瓦質土器は甕 67点、内耳土器 34点でうち A群口縁部が 13点、

皿 8点、焼塩壷 5点うち蓋 2点などが出土した。焼塩壷蓋は断面が逆台形のものが 1点（3）、凹

型が 1点である（2）。瓦には釘抜き紋の鳥衾瓦（6）、上に開く三葉に下巻き、上巻きの唐草が 2

転する軒平瓦（5）、五弁の半菊紋から長い子葉が 2本伸びる軒平瓦（4）などがある。銭貨は明治

11年の 1銭銅貨であるが混入と判断した。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

　SK123 は SK53-C の下層北部である。ここからは磁器 10点、陶器 14点、土師質瓦質土器 16点、

瓦 2点、鉄製品が出土した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎの手塩皿、陶器には行平鍋、産地不明

のものがある。19世紀代である。

　SK128 は SK53-C の下層南部である。ここからは磁器 14点、陶器 41点、土師質瓦質土器 31点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器には広東碗が 2点あり 1点は高台径の大きい古いタイプ、また端反

碗の蓋、高台がハの字に開く碗の蓋、高台高の低い蛇の目凹型高台の皿がある。陶器には鍋 9点、

土瓶 3点などを初め産地不明の壷、甕類も多い。土師質瓦質土器には内耳土器の口縁部 3点があ

りうち内耳部分は 2点でいずれも穿孔は小さくかろうじて突き抜ける。外耳土器のものと思われ

る口縁部も 1点ある。1810 年以降である。

SK53-D,E　C-2
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　本土坑は調査区の中央東よりに位置する。西側で SK94 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が新しい。また南東側では SK53P3 と切り合っているが切り合い関係は不明である。本土坑

からは磁器 771 点、陶器 1106 点、軟質施釉陶器 34 点、土師質瓦質土器 587 点、瓦、鉄製品、

土錘 1点、人形 8点、硯 6点、砥石 1点が出土した。土坑内には遺物がびっしりと詰まった状態

であった。磁器には端反碗 12点うち瀬戸美濃 3点、蓋 3点（19）、広東碗 19点（5）（11）（17）

（18）うち 1点は畳付に白化粧土、蓋 1点（1）、小広東碗 1点、くらわんか手碗 8点（16）、同皿

11 点（8）、蛇の目凹型高台皿（2）（20）、青磁染付製品 18 点（9）、それとは別に朝顔型青磁染

付碗 3点、蓋 2点（7）、朝顔形白磁碗 2点（4）、蓋 1点、朝顔形染付蓋 1点、陶胎染付碗 27点、

高台「ハ」字状に開く碗 1点、高台径の小さい小碗（6）（10）（13）、薄手の半球碗 1点（15）、

丸型碗（14）、小坏（3）、見込み蛇の目釉剥ぎした大皿（30）などが出土した。陶器は擂鉢 95点

うち「久喜」の刻印のある明石 1点（26）、瀬戸美濃水甕（29）、瓶掛など 16 点、備前系灯明皿

24点、同保命酒瓶 12点、関西系小杉碗 4点（27）、同碗・皿の底部 9点（うち端反小碗（12））、

同灯明皿 1点、同蓋物蓋（21）、同土瓶 164 点でうち口縁部 14点、注口 11点でうち S字状が 2点、

蓋 10点（22）（24）、釣り手 4点、青緑釉をかける青土瓶が 9点ありこれは内面も灰釉がかかる。

関西系鍋口縁部 29点、同行平鍋 20点がありうち口縁部 6点、蓋 1点（25）、関西系ままごと鍋

1点（23）、萩 15 点でうち碗 12 点（28）などがある。また丹波の壷甕類、植木鉢もある。壷に

は「T」字状の口縁部の端部と体部上半に凹線を巡らす焼き締めと、口縁端部から内面に灰釉を外

面には褐釉を流し掛けするものが目立つ。信楽の壷甕類も出土した。軟質施釉陶器には土瓶、碗、

脚付き油受け皿 1点（33）、ままごと道具 2点（31）（32）、人形 1点（34）などがある。土師質

瓦質土器には皿 102 点、内耳土器口縁部は 111 点でうち A群が 103 点あり内耳部分は 17点、突

き抜けないものが 7点、先細りになるものが 5点、やや先細りになるものが 2点、しっかり穿孔

するものが 3点である。C群の口縁部が 8点ある。羽釜凸帯が 10点あり、内耳土器ないし羽釜の

体部が 216 点ある。土師質の火鉢ないし焜炉が 15点、瓦質の火鉢ないし焜炉が 24点、瓦質土瓶

8点、焼塩壷 3点でうち蓋 1点がある。土師質の人形は馬（35）、鳥（36）、虚無僧（39）など 5

点（37）（38）がある。軒丸瓦には松皮菱紋 1類が 2点ある。丸瓦の小型品（40）もある。軒平

瓦には釘抜き紋 1点（45）、中心飾りの花弁と唐草、子葉が二重線で描かれる江戸式に類似したも

のが 1点（44）、宝珠紋が 2類、3類（47）各 1点、上開きの三葉の中心飾りに唐草が 2転する

もの 1点（42）、菱形の花弁をもつ花紋の中心飾りのもの 1点、8枚の花弁の菊紋の中心飾りのも

のが 2点ある。菊間系としては中心飾りが 3枚の花弁状になるものが 2種類（41）（43）で 1点

には「 」の刻印がある。また7枚の花弁をもつ半菊紋、Ⅲ類に似た中心飾りをもつものがある（46）。

出土遺物とその規模などから考えて近代になって更地にした際の処理穴であると思われる。 

SK54　A-3

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。本土坑からは磁器 8点、陶器 8点、土師質瓦質土器 5点、

瓦が出土した。磁器には印刷の近代以降のもの、 州窯の碗がある。土師質瓦質土器には厚手の皿

の底部が 2点ある。瓦にはコビキ Aの丸瓦、松皮菱紋の軒丸瓦も含まれる。また、ビー玉やレン

ガも上層からは出土しており近代の土坑と下層土坑の遺物が混じっている可能性が高い。
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SK55　C-3

　本土坑は調査区の中央東よりに位置する。南側で SB1P6 と切り合っており、切り合い関係より

本土坑が先行する。本土坑からは磁器 9点、陶器 4点、土師質瓦質土器 6点、鉄製品 2点が出土

した。磁器には陶胎染付が 2点、陶器には唐津溝縁皿が 1点、土師質瓦質土器には土人形 1点な

どがある。遺物が少ないため時期は明確でない。廃棄土坑である。

SK56　A-1

　本土坑は調査区の南東隅に位置する。南西部で SK65 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が新しい。本土坑からは磁器 14点、陶器 16点、土師質瓦質土器 11点、瓦、鉄製品が出土した。

磁器には中国折縁皿、広東碗 1点、陶器には天目碗の底部、関西系土瓶、灯明皿各 1点、土師質

瓦質土器には皿 5点、内耳土器 A群口縁部 2点などがある。中国折縁皿と天目碗の底部は SK140

土層 2・3出土のものと接合した。出土状況から考えて下層にあった SK140 の遺物が混入したも

のと思われる。瓦には（1）の菊間系軒桟瓦など桟瓦が含まれる。内区幅が広く珠紋数の多い三巴

紋軒丸瓦がある。SK65 が近代初めの土坑であり練兵場の整地層下の遺構であるから同時期の廃棄

土坑である。

SK57　C-1  

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。東側で近代土坑、SA1P2 と、南側で近代土管、SK60 と

切り合っており、切り合い関係からいずれも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 1点、陶器 4点、

土師質瓦質土器 1点、瓦、火打ち石？が出土した。磁器は返しを持ち合子の身と思われ時期は不

明である。陶器には 16世紀末の備前擂鉢、褐釉の唐津袋物などがある。火打ち石は水晶と思われ、

敲打痕がある（1）。遺物が少ないものの陶器は 1630 年代におさまりその頃の廃棄土坑である可

能性がある。

SK58　C-1　

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。西側で SK63 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が新しい。本土坑からは磁器 3点、陶器 5点、土師質瓦質土器 21 点、瓦、碁石（5）、鉄製品

が出土した。磁器はすべて中国である（1）（2）。陶器には産地不明天目碗、瀬戸美濃の茶入れ 2

点（4）、備前器種不明の持ち手状のもの（3）などがある。天目碗は SK140 東半出土のものと接

合した。茶入れの 1点は C-1 区Ⅲ - Ⅳ間土層出土のもの、A-1 区トレンチ出土のもの（本来 SK140

の遺物であった可能性が高い）と接合した。茶入れのもう 1点は SK140 赤褐色土出土のものと接

合した。天目碗と茶入れの 2点が SK140 のものと接合しており注目される。褐釉の鍋があるが混

入であろう。土師質瓦質土器のうち 20点は皿で、静止糸切り痕のある厚手のものもある。1点は

外面体部に菊紋のスタンプを押す火鉢かと思われる。遺物が少ないため明確ではないが、唐津を含

んでおらず毛利期の遺構である可能性もある。

SK59　A-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。北側から東側にかけて SK62 と切り合っており、切り合い

関係から本土坑が新しい。本土坑からは磁器 3点と瓦が出土した。遺物が少なく時期は明確でな

いが、SK62 が 19 世紀代幕末までの遺構であるから本土坑もそれより遡ることはない。廃棄土坑
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である。

SK63　C-1

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。東側で SK58 と切り合っており、切り合い関係より本土

坑が先行する。本土坑からは土師質皿 1点、鉄製品 2点が出土した。遺物が少ないため明確でな

いが SK58 が唐津を含んでおらず毛利期の遺構である可能性があるため本遺構もその可能性があ

る。

SK65　A-1　

　本土坑は調査区の南東隅に位置する。北東側で SK56 と、南東側で SK3 と切り合っており、遺

存していない。切り合い関係からいずれも本土坑が先行する。また、土坑中央には東西に近代土管

が走り、南側は試掘トレンチで破壊されている。本土坑からは磁器 90 点、陶器 107 点、軟質施

釉陶器 1点、土師質瓦質土器 94 点、土人形 1点、瓦、手持ち硯 1点（2）、鉄製品が出土した。

磁器には広東碗が 5点、蓋 1点、八角鉢、瀬戸美濃系の陽刻角皿、彩色小坏、焼継ぎ痕のある蛇

の目凹型高台皿、ままごと赤絵瓶、工業用コバルトによる鉢や小坏など、陶器には土瓶・鍋が 5点、

関西系灯明皿 2点、備前系瓶、砥部小鉢、産地不明で器種不明のものも多くあった。軟質施釉陶

器はままごと用碗である。土師質瓦質土器には土師質皿（1）や A群の内耳土器口縁部 5点があり

うち 1点はしっかり穿孔する。また、瓦質の擂鉢、瓦質土瓶、五徳 3点、焼塩壷 2点、甕なども

ある。軒平瓦には上に開く三葉に唐草が 2転するもの（4）、本丸Ⅴ類の雲状の花弁の中心飾りを

もつもの（3）がある。工業用コバルトが瀬戸で使用されるのが明治 4、5年頃といわれており、

調査地点が練兵場となったのが明治 10年までと考えられるので、本土坑はその間の廃棄土坑と考

えられる。

SK67　D-1

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。北東側で近代土坑と、南西側で近代排水枡と切り合って

おり、遺存していない。切り合い関係より本土坑が先行する。本土坑からは唐津透明釉の碗と瓦の

みが出土した。瓦には中心飾りが宝珠紋 2類と思われる軒平瓦（1）、松皮菱紋の軒丸瓦などがある。

遺物が少ないため時期は不明であるが、廃棄土坑である。

SK69　D-1

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。東側で近代排水枡と、南側で SK70 と切り合っており、

切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは唐津砂目積み溝縁皿 1点と瓦の

みが出土した。丸瓦、軒丸瓦 11点のうちコビキ Aが 1点ある。遺物が少ないため時期は不明であ

るが、廃棄土坑である。

SK70　D-1

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。南側は調査区外へさらに続いている。北側で SK69 と切

り合っており、切り合い関係から本土坑が新しい。本土坑からは、磁器は赤絵の段重蓋、見込み五

弁花コンニャク印判の皿の 2点、陶器 5点、土師質瓦質土器 7点、瓦、鉄製品が出土した。遺物

が少ないため明確でないが 18世紀後半以降の廃棄土坑であろう。

SK71　E-1
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　本土坑は調査区の南側中央に位置する。南側は調査区外へさらに続いている。北東側で P36 と

切り合っているが切り合い関係は明確でない。本土坑からは赤絵磁器 1点、土師質瓦質土器 6点、

碁石 1点（1）、鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、廃棄土坑である。

SK72　E-1

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。本土坑からは陶器 1点と瓦 2点のみが出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、遺構も浅いため性格も不明である。

SK73　E-1　

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。本土坑からは磁器2点、陶器7点、土師質瓦質土器14点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器には高台径が小さい半球形の薄手坏、陶器には土瓶、徳利などがある。

18世紀後半の廃棄土坑である。

SK74　B-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。掘り方が明瞭でなく、形状も不整形である。本土坑からは

磁器 3点、陶器 3点、土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。陶器には関西系皿、高台内に墨書が

あり内底面に山水紋を描く京焼風唐津碗がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

SK77　E-1

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。東側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑には礫が大量に詰められており、磁器 2点が出土した。うち 1点は陶胎

染付である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK78　B-3

　本土坑は調査区の南東部に位置する。本土坑からは陶胎染付 1点、京焼風唐津 1点、土師質瓦

質土器 4点、瓦、鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、遺構は浅く性格も不

明である。

SK79　B-3

　本土坑は調査区の南東部に位置する。本土坑からは磁器 22点、陶器 12点、軟質施釉陶器 2点、

土師質瓦質土器 13点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には彩色を施す端反碗、ごく薄手の小坏などが、

陶器には関西系の灯明皿などがある。土師質瓦質土器には内耳土器の口縁部が 3点あり、2点が A

群、1点が C群である。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK80　B-3　＝ P144

　本土坑は調査区の南東部に位置する。南西で P43 と切り合っており、切り合い関係から本土坑

が先行する。本土坑からは陶器 2点、土師質瓦質土器 20点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には京

焼風唐津碗がある。土師質瓦質土器のうち 15点はおそらく一個体の瓦質の火鉢か焜炉である。A

群の内耳土器口縁部が 1点ある。瓦には鬼瓦や板瓦、金箔瓦もある。遺物が少ないため時期は明

確でないが廃棄土坑である。

SK82　G-2

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。南側で SK14、 SK21 と、東側で SK83 と切り合っている。
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切り合い関係から SK14、 SK21 に先行し、SK83 より新しい。本土坑からは磁器 16点、陶器 33点、

土師質瓦質土器 67点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には見込み蛇の目釉剥ぎの端反碗、薄手の小坏、

陶器には明石擂鉢、備前灯明皿、関西系行平鍋、同半筒碗、同土瓶などがある。土師質瓦質土器に

は内耳土器の A群の口縁部が 2点ある。瓦には中心飾りに四つ菱状の花紋を持つ軒平瓦がある。

鉄製品には断面四角の釘がある。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK83　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。南側で SK14、 SK15 と、西側で SK21、SK82 と切り合

っており西側は遺存していない。また、中央で SB1P2 と重複している。切り合い関係からいずれ

よりも先行する。調査時に SB1P2 が明確でなかったため、その遺物が混入しており、それも含め

てカウントしている。本土坑からは磁器 51点、陶器 68点、軟質施釉陶器 2点、土師質瓦質土器

154 点、瓦、鉄製品、銭貨 1点が出土した。磁器には薄手の小坏、陶器には関西系土瓶または鍋

が 19点、関西系水注 1点などがある。銅版印刷の磁器碗 2点、工業用コバルトを用いた小坏、土

管状の陶器、スレートなどは明らかに混入である。土師質瓦質土器には内耳土器が 58点、うち A

群口縁部が 15点でうち内耳部分は 3点、2点はしっかり穿孔、1点は先細りの穿孔、C群の口縁

部は 3点でうち内耳部分は 1点、先細りの穿孔でかろうじて突き抜ける（1）。皿が 46点ある（2）

（3）（4）。「泉湊伊織」の刻印のある焼塩壷の身（5）と蓋が 1点（6）ある。軟質施釉陶器は柿釉

の魚と鳥の人形である。銭貨は古寛永（1期）である。切り合い関係から本土坑は SK14、SK15、

SK21、SK82 に先行し、これらの土坑がすべて 1810 年以降幕末までの廃棄土坑であるから、本土

坑も同時期の廃棄土坑である。

SK84　B-3

　本土坑は調査区の南東部に位置する。北側で SK26、P46（＝ SK134）と、南東側で近代土坑と

切り合っており、南東部は遺存しない。中央で P45 と重複している。切り合い関係からいずれの

遺構にも先行する。本土坑からは磁器 31点、陶器 25点、土師質瓦質土器 20点、土人形 2点、瓦、

鉄製品が出土した。萩と思われる藁白釉の陶器や産地不明陶器がある。19世紀代の廃棄土坑であ

ろう。

SK85　G-1

　本土坑は調査区の南西部に位置する。南側で SK87 と切り合っており切り合い関係より本土坑が

新しい。本土坑からは土師質皿 2点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

SK86P1　G-1

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは磁器 7点、土師質瓦質土器 1点、瓦、砥石

1点が出土した。磁器には青花碗 2点、高台高が低く高台内に一重枠に簡略化した渦福を描く碗な

どがある。18世紀後半の廃棄土坑である。

SK86P2　G-1

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは磁器 2点、陶器 5点、瓦が出土した。磁器

にはくらわんか手の碗があり、陶器はいずれも関西系である。19世紀代であろう。
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SK86P3　G-1

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは磁器 3点、陶器 6点、土師質瓦質土器 3点、

土人形 1点、瓦が出土した。磁器には型紙刷りがある。人形は羽織りを着て正座した猿である。

近代以降の廃棄土坑である。

SK87　G-1

　本土坑は調査区の南西部に位置する。北側で SK85 と切り合っており、切り合い関係から本土坑

が先行する。本土坑からは磁器 1点、陶器 1点、土師質瓦質土器 8点、瓦、鉄製品、砥石 1点が

出土した。陶器は関西系の薄手の瓶類と思われる。内面無釉である。軒平瓦には下向き三葉と思わ

れる中心飾りの（1）がある。遺物が少ないため時期は明確でないが、廃棄土坑である。

SK88　D-2　

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。西側で SB1P8 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは瓦のみしか出土しなかった。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK89　H-2　＝ SK131

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。北側でSK14、SK21と南側で近代土坑と切り合っている。

切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 22点、陶器 24点、土師質

瓦質土器 111 点、瓦、鉄製品、青銅製品が出土した。磁器には獣足の付いた袋物（1）、陶器には

色絵薄手の高台径が小さい碗が 6点（2）、平碗 1点と関西系が目立つ。土師質瓦質土器には皿が

39点（3）（4）、内耳土器が 45点ある。そのうち口縁部は 11 点ですべて A群である。内耳がわ

かるのは 2点で 1点はしっかり穿孔されるが 1点は先細りになり突き抜けない（5）（6）（7）。青

銅製品にはキセルの雁首がある（8）。補強体を持たない。他に簪の耳掻き部分がある。18世紀前

半の廃棄土坑である。

SK90　B-1

　本土坑は調査区の南東部に位置する。中央で近代土坑と重複し、南側を東西に近代土管が通って

いる。切り合い関係よりいずれも本土坑が先行する。掘り方が明瞭でなく底部も平らでなかった。

一部粘土が埋められていた。本土坑からは磁器 2点、陶器 3点が出土した。磁器には中国小坏、

陶器には砂目積み唐津皿がある。1640 ～ 50 年代である。廃棄土坑であろう。

SK91　A-1

　本土坑は調査区の南東隅に位置する。西側で SK92 と切り合っており、切り合い関係より本土坑

が新しい。本土坑からは磁器 2点、陶器 3点、土師質瓦質土器 4点、瓦が出土した。磁器には雨

降り紋の碗、陶器には一個体と思われる二彩手の皿 3点、土師質瓦質土器には静止糸切り痕のあ

る皿などがある。17世紀末の廃棄土坑である。

SK92　A-1

　本土坑は調査区の南東隅に位置する。東側で SK91 と切り合っており、切り合い関係より本土坑

が先行する。本土坑からは備前系袋物 1点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確で

ないが、本土坑よりも新しい SK91 が 17 世紀末の廃棄土坑であるからそれ以前の遺構である。
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SK93　E-2

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。本土坑は北側で近代土坑及び井戸と切り合っており、切

り合い関係から近代土坑に先行し井戸より新しい。本土坑からは磁器 217 点、陶器 337 点、軟質

施釉陶器 2点、土師質瓦質土器 311 点、瓦、鉄製品、青銅製品、土人形 6点が出土した。磁器に

は瀬戸美濃 1点（2）を含む端反碗 2点と蓋 1点、広東碗 5点（4）、高台が「ハ」字状に開く碗

と蓋各 1点、朝顔型の青磁染付碗 2点（1）、見込みに一重圏線に崩れた「寿」字紋を描く丸型碗（6）、

焼き継ぎした皿（5）、仏飯器 2点（3）など、陶器には擂鉢 28点うち明石 4点、備前系灰落とし

3点（10）、同小壷 1点、同大型不明蓋（11）、瀬戸美濃の水甕 8点、関西系灯明皿 1点、同小

杉碗 1点、同鍋 29 点、同土瓶 35 点、同行平鍋 16 点（7）（8）、藁白釉の萩などがある。軟質施

釉陶器は緑釉の源内焼か（9）。土師質瓦質土器は 47点が内耳土器でうち 18点が A群の口縁部で

ある。内耳部分は 3点のみで穿孔は突き抜けないもの 1点、かろうじて抜けるもの 1点、先細り

になるもの 1点である。C群の口縁部が 7点あり内耳部分は 2点でやや先細りになるものとしっ

かり穿孔するもの各 1点がある（12）。皿が 19点、フライパン状に柄の付いた瓦質製品が 1点あ

る（13）。軒平瓦には花弁が菱形状のもの、中心飾りが五弁、六弁の半菊紋のもの（15）（16）、

小型の丸瓦（14）、使用部位不明の線彫りのある三巴紋瓦（17）など、青銅製品はキセル雁首（18）

と耳掻きがある。

　本土坑の上部を覆っていた漆喰内からは磁器 6点、陶器 7点、土師質瓦質土器 11点、瓦、鉄製

品が出土した。磁器には広東碗、陶器には褐釉の鍋 3点、土師質瓦質土器には甕がある。

　これらのことから本土坑は 1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK94　D-2　＝ SK53-B

　本土坑は調査区の中央東よりに位置する。北西側で近代土坑と、北側で SK95 と切り合っており、

切り合い関係より本土坑はいずれよりも先行する。本土坑からは磁器 87 点、陶器 133 点、土師

質瓦質土器 154 点、鉄製品、銭貨 2点、硯 2点、瓦転用品 1点が出土した。磁器には広東碗 1点、

蓋 1点（4）、焼き継ぎ痕のある碗 1点、中国清の端反小坏（3）、青磁染付の碗 1点、蓋 1点（5）、

筒型碗（2）、見込み五弁花こんにゃく印判のくらわんか手の碗（1）、見込み蛇の目釉剥ぎするく

らわんか手の小碗（7）など、陶器には擂鉢 24点、関西系鍋 8点（6）、同土瓶が 24 点最低でも

3個体ありうち 2点は明瞭な算盤玉形である（10）。また、S字状注口 1点、鉄砲口 1点、蓋 2点

がある。藁白釉の萩 2点、備前系灯明皿 1点（9）、瀬戸美濃植木鉢 2点、関西系の香炉または火

入れ 1点（8）、同小杉碗 2点がある。土師質瓦質土器は甕 18点、皿 37点（11）、土師質焜炉 8点、

内耳土器 60点うち口縁部 A群 22 点で内耳部分 2点あり 1点は先細り、1点は突き抜けない。瓦

質甕は SK95 と接合した。軒丸瓦には松皮菱紋の 1類 3-a が 1点ある（12）。軒平瓦には、岡山式

の中心飾り三巴紋で唐草の反転方向が左右逆なもの（15）、摩滅が著しいが桐紋と思われるもの、

中心飾りの上に開く三葉の両脇の葉が長く伸びるとともに、唐草も三葉の下から非常に長く伸びる

特徴的な紋様のもの（13）がある。（13）と同様のものがあと 2点ある。また、宝珠紋 3類が 2点、

上に開く三葉が一体となり唐草が 2転するものもある（14）。また六弁の半菊紋の中心飾りをもつ

ものもあり花弁は水滴状に二重線で表す（16）。鉄製品には直径 1.2 ㎝の鉄玉 2点、銭貨はいずれ



─　36　─

も寛永通寳である。19世紀初めの廃棄土坑である。

SK95　D-3

　本土坑は調査区の中央東よりに位置する。南西側で近代土坑と、西側で SK53-C と南側で SK94

と切り合っており、切り合い関係から本土坑は SK53-C、SK94 より新しく近代土坑に先行する。

本土坑は掘り下げ前は瓦・礫が表出した状態であった。本土坑からは磁器 12点、陶器 18点、土

師質瓦質土器 40点、瓦、鉄製品、キセル雁首 1点、土人形 1点が出土した。磁器には関西系の小

坏、陶器には備前系灯明皿 2点、鍋 4点、鬢水入れなどがある。土師質瓦質土器には皿が（3）を

含め 17点、（1）の外耳鍋、SK94 と接合した瓦質鉢（2）などがある。また、A群の内耳土器の口

縁部が 2点ありうち 1点は内耳部分で先細りの穿孔をする。土人形（4）は大黒天である。本土坑

より先行する SK53-C が 1810 年以降幕末までの廃棄土坑であるから、本土坑もその頃の廃棄土坑

である。

SK96　H-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。北側で SK97、P51 と南側で SK99 と東側で SK98 と切

り合っており、切り合い関係から SK97、SK98、SK99 よりも本土坑が新しく P51 に先行する。本

土坑からは磁器 3点、陶器 1点、土師質皿 3点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には初期伊万里の

筒型碗があり SK169 と接合した。端反の小坏もある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

SK97　H-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。南西側で SK96、P51 と、南東側で SB1P1 と、南側で

SK98 と切り合っている。本土坑は SK98 より新しく、他の 3遺構に先行する。本土坑からは磁器

2点、陶器 4点、土師質瓦質土器 3点が出土した。陶器には産地不明の口縁端部 T字型の甕がある。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK98　H-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。西側で SK96 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは関西系褐釉瓶 1点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

SK99　H-3　＝ SK212

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。北側で SK96と切り合っており、中央でP52と重複する。

切り合い関係から SK96 よりも本土坑が先行する。P52 との前後関係は明確でない。また、南西部

は試掘トレンチで破壊され遺存しない。本土坑は底部付近に炭の層があり、その上は粘土で覆われ

ていた。本土坑からは陶器 2点、土師質瓦質土器 5点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には摺目の

間隔が広い 17 世紀代の備前擂鉢や土師質皿（1）がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK101　H-2

　本土坑は調査区の南西隅に位置する。南東側で SB1P7 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。また、西側は試掘トレンチによって破壊されている。本土坑は内部に灰橙色砂質
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土が詰まっており、底部には人頭大の石が十数個遺存していた。本土坑からは磁器 3点、陶器 1点、

土師質瓦質土器 3点、寛永通寳（3期）1点、鉄製品が出土した。陶器には藁灰釉の瓶口縁部がある。

土師質瓦質土器には内耳土器口縁部内耳部分があるが孔の穿け方がたいへん丁寧で口縁端部は肥厚

し古い様相を示す。規模に比して遺物が少量でその性格や時期は明らかでない。

SK104　H-1

　本土坑は調査区の南西隅に位置する。北側で近代土坑と切り合っている。本土坑からは絵唐津の

壷（1）と砂胎土目の白化粧土に緑釉、鉄釉を流しかけした二彩手大皿（2）、瓦が出土した。遺物

が少ないため明確でないが 17世紀代の廃棄土坑である可能性がある。

SK105　E-1

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。南側で他の土坑と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。小さく浅いが瓦の小片がびっしり詰まっており廃棄土坑と思われる。時期は不明

である。

SK106　E-1

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。その形状から遺構の大部分が南側の調査区外に存在して

いるものと思われる。本土坑からは土師質瓦質土器 1点、瓦 4点、砥石 1点が出土した。遺物が

少なく時期は明確でないが廃棄土坑である。

SK107　E-1　＝ SK9

　本土坑は調査区の南部中央に位置する。中央上部を近代土管がとおっている。本土坑からは磁器

13点、陶器 3点、土師質瓦質土器 10点、瓦、鉄製品が出土した。磁器に見込み蛇の目釉剥ぎす

る皿がある。土師質瓦質土器には皿 3点、内耳土器 A群口縁部 2点などがあり、うち 1点は内耳

部分でしっかり穿孔する。18世紀後半から幕末までの廃棄土坑である。

SK108　F-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。北側で SK39、SK160 と、西側で近代土坑と切り合ってお

り、北側と西側は遺存しない。切り合い関係から本土坑が SK39、近代土坑より先行し SK160 よ

り新しい。本土坑からは磁器 13 点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 6点、瓦、鉄製品が出土した。

陶器には関西系の灯明皿 1点、同土瓶 2点がある。18世紀後半以降の廃棄土坑である。

SK111　D-2

　本土坑は調査区の中央部に位置する。本土坑からは磁器 1点、陶器 7点、土師質瓦質土器 3点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器は初期伊万里の端反の小坏で、陶器は唐津の皿が 4点でうち 1点は

溝縁である。また京焼風碗が 3点あり同一個体と思われる。17世紀後半の廃棄土坑である。

SK112　D-2

　本土坑は調査区の中央部やや南に位置する。北西側で SK130 と切り合っており、切り合い関係

から本土坑が新しい。本土坑からは陶器 3点、土師質瓦質土器 4点、瓦、鉄製品が出土した。遺

物が少ないため時期は不明であるが、廃棄土坑であろう。

SK113　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。全体が SK118 と重複し西側で P63 と切り合っており、切
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り合い関係から本土坑が SK118より新しくP63に先行する。本土坑からは磁器17点、陶器54点、

土師質瓦質土器 122 点、瓦、砥石 5点が出土した。磁器には型打ちにより四隅を凹ませた深鉢（2）、

くらわんか手の碗、蛇の目凹型高台の高台高の低いタイプの皿（1）がある。陶器には関西系の土瓶、

行平鍋の蓋、藁白釉の萩、松江焼 7）に類似する焼き締めのミルクポット（3）のようなものもある。

るつぼと思われる焼き締めも 2点ありこれは SK118 から出土しているものと同じで内面には釉の

ようなものが付着する。土師質瓦質土器には羽釜（4）、土瓶、用途不明の盥状のもの（6）や外耳

鍋もある。瓦には（7）の三巴紋軒丸瓦や（5）の熨斗瓦がある。また、（8）のような棒状の砥石

があと 2点、（9）のような板状の砥石があと 1点、計 5点もの砥石が出土しており注目される。

用途は不明である。本土坑に先行する SK118 が 1810 年以降近代初めまでに廃絶し埋め戻されて

いるから、本土坑も同時期である。

SK114　B-1  

　本土坑は調査区の南東隅に位置する。遺構はさらに南側の調査区外へ続いている。本土坑からは

陶器 1点、瓦が出土した。遺物が少なく時期は不明であるが廃棄土坑であろう。

SK115　G-2　

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは磁器 2点、陶器 1点、瓦が出土した。磁器

には瀬戸美濃系の陽刻の白磁角皿がある。この角皿は SV4 掘り方遺物と接合した。19世紀代の廃

棄土坑である。

SK116　H-1

　本土坑は調査区の南西隅に位置する。遺構はさらに西側へ延び調査区外へ続いている。本土坑か

らは陶器 12点、土師質瓦質土器 6点、瓦、鉄製品、青銅製品が出土した。陶器には唐津透明釉の

碗・皿が 5点ありうち 1点は全面施釉砂目積みの碗（1）で 1点は砂目積みの皿（2）である。灰

釉の片口（3）と思われるもの 1点、褐釉の碗・皿が各 1点、17世紀前半と思われる丹波擂鉢（4）、

SK（78）と同質の軟質壷甕などがある。土師質皿には静止糸切りの厚手のものがある。軒平瓦に

は菊紋の中心飾りのものがある。伊万里を含まず 1610 ～ 30 年代の廃棄土坑である。

SK117　B-1

　本土坑は調査区の南東隅部に位置する。本土坑からは堺または明石擂鉢 1点が出土したのみで

ある。18世紀以降でその性格は不明である。

SK119　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは磁器 1点、陶器 4点、土師質瓦質土器 1点、

瓦が出土した。陶器には砥部の小鉢、備前擂鉢がある。19世紀代の廃棄土坑であろう。

SK120　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。北東側で SK122 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が新しい。本土坑からは磁器 3点、陶器 1点、土師質瓦質土器 3点が出土した。磁器には持

ち手を貼り付け返しを持つ合子の蓋（1）がある。遺物が少なく明確でないが 18世紀前半の廃棄

土坑であろう。

SK122　G-2
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　本土坑は調査区の南西部に位置する。北側で近代土坑と南西側で SK120 と切り合っており、北

東部で P78 と南部で P79 と重複している。切り合い関係から本土坑が近代土坑、SK120 に先行す

る。P78、P79 との前後関係は明確でない。本土坑からは磁器 13点、陶器 9点、土師質瓦質土器

63 点、土人形 1点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には青磁の香炉、陶器には関西系色絵碗（1）

などがある。土師質瓦質土器のうち皿が（2）（3）を含め 19 点、内耳土器口縁部が 11 点ですべ

て A群、うち 5点は内耳部分で穿孔はすべて先細りになる。18世紀前半の廃棄土坑である。

土坑群D-3、D-4　

　本土坑群は調査区の中央東よりに位置する。多数の廃棄土坑が重複して形成されているがひとつ

ひとつの土坑の掘り方が明確でなく一括して掘りあげた。下層になり掘り方が明確になった段階で

個別の遺構として報告する。本土坑群は東側で SK53-C、近代土坑と、北西部では SK36 と、南側

では近代土坑と切り合っており、切り合い関係からいずれも本土坑が先行する。本土坑群からは磁

器 455 点、陶器 688 点、軟質施釉陶器 6点、土師質瓦質土器 646 点、瓦、鉄製品、青銅製簪、

人形 7点、瓦転用品 3点、砥石 1点、硯 1点の膨大な量の遺物が出土した。磁器には端反碗 6点（9）

うち 1点は瀬戸美濃（3）と蓋 2点（1）（4）、広東碗 17 点（5）（8）（10）うち 1点は畳付に白

化粧土を塗るもの、1点は瀬戸美濃の太白手、広東碗蓋 2点（11）、高台径が小さく腰の張る小丸

碗 2点（12）で 1点は色絵（6）、朝顔型碗 1点と蓋 4点、見込み五弁花こんにゃく印判のくらわ

んか手皿（7）、紅皿（2）などがある。型紙刷りのものもあるが混入と判断した。陶器には擂鉢

63点があり、うち少なくとも 6点が明石である。また、瀬戸美濃としては水甕、植木鉢、風炉な

どが 10点、瓶掛 1点、長石釉ちらし碗（13）などがある。関西系としては碗の底部が 14点あり

うち 4点は小杉碗（14）、他の 5点のうち 2点には「弓」の墨書がある。関西系灯明皿も 4点あ

りうち 1点は完形でススが付着（21）、同脚付き油受け皿 1点（17）、同植木鉢（20）などもある。

さらに関西系の鍋、行平鍋、土瓶、急須類が 157 点ありうち鍋口縁部 12 点、持ち手 1点、行平

鍋蓋 7点（16）（19）、口縁部 6点、把手 2点、土瓶には蓋 3点、口縁部 10点、注口 3点、釣り

手 3点、三彩の山水急須（18）がある。萩の碗などが 16 点（15）ある。備前系灰落とし 7点、

同灯明皿も 18 点あり他にも備前系の袋物・小壷類がある。土師質瓦質土器のうち甕 218 点、土

師質焜炉 38点、五徳 2点がある。内耳土器 A群口縁部が 54点でうち 15点が内耳部分で、穿孔

が突き抜けないものが 12点、先細りになるものが 1点、わずかに抜けるものが 1点、しっかり穿

孔するものが 1点ある。C群口縁部が 3点で内耳部分は 1点で穿孔は突き抜けない。羽釜状の焙

烙の口縁部が 12点あり、外耳がタテに付くものが 2点、ヨコに付くものが 2点ある。内耳土器な

いし羽釜の体部が 92点、皿 66点（22）、瓦質火鉢または焜炉が 26点がある。焼塩壷が 12点あり、

うち 1点は断面が凹字型の逆台形を呈する蓋である。軒平瓦には宝珠紋 2類で瓦当上縁中央幅広

の面取りをするものがある。菊間系ではⅠ類で「和吉」の文字部凹になる刻印をもち、中心飾りは

両脇の花弁が宝珠の下で結合し曲線状の子葉は下の珠と一体化するもの（24）、五弁の半菊紋を中

心飾りにもつものがある。軒丸瓦には瓦当径が小型化したものも見られる（23）。1810 年以降連

続して掘られた廃棄土坑群である。

　SK121 は土坑群下層の西端部である。掘り方が明確になったのち遺物を分けて取り上げた。瓦、
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鉄玉が出土したのみである。鉄玉は直径 1.2 ㎝である。

　SK124 は土坑群下層の南東部である。ここからは磁器 18点、陶器 33点、土師質瓦質土器 23点、

瓦、鉄製品が出土した。陶器には土瓶、鍋が 15点、藁白釉の萩碗、瀬戸美濃の口縁部 T字の鉢、

備前系灯明皿と壷、唐津擂鉢などが出土した。土師質瓦質土器には内耳土器が 10点あり、うち口

縁部は 6点ですべて A群、内耳部分は 2点でいずれも穿孔は小さく突き抜けない。磁器は 18 世

紀後半におさまっている。

　SK125 土坑群下層の南部中央である。ここからは磁器 5点、陶器 7点、軟質施釉陶器 1点、土

師質瓦質土器 23点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には瀬戸美濃の瓶掛、関西系土瓶があり、軟質

施釉陶器はままごとの擂鉢である。（25）の丸瓦がある。下層の遺構の遺物が混入している。19

世紀代である。

　SK126 は土坑群下層の東部である。ここからは磁器 27点、陶器 39点、軟質施釉陶器 2点、土

師質瓦質土器 61点、瓦、人形 1点が出土した。磁器には薄手端反の小坏（26）、くらわんか手の

見込み蛇の目釉剥ぎの碗（28）、高台が開く碗と蓋（27）（29）などがある。陶器には関西系鍋 1点、

同土瓶 9点などが、土師質瓦質土器には内耳土器 A群口縁部が 6点、土師質甕が 36 点ある。甕

は上層の土坑群上層のものと接合した。宝珠紋 3類の軒平瓦が出土した。18世紀後半から 19世

紀代である。

　SK171（＝ SK（136））は土坑群下層の東部である。ここからは磁器 13 点、陶器 20 点、土師

質瓦質土器 12点、人形 1点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には関西系土瓶 3点、同鍋、同じく体

部灰釉口縁部緑釉を掛け分ける碗 3点、瀬戸美濃の腰錆碗などがある。人形は亀の一部である。

19世紀代である。

　SK172 は土坑群下層の東部である。ここからは磁器 10点、陶器 14点、土師質瓦質土器 28点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器には高台高の低い蛇の目凹型高台の鉢（32）、広東碗（33）、見込み

蛇の目釉剥ぎのくらわんか手の皿（31）、見込みに一重圏線内に崩れた「寿」字紋の丸型碗（30）

などがある。鉢には焼き継ぎ痕がある。陶器には関西系の平碗、土瓶の鉄砲口や体部、灰釉の石見？

の瓶の体部などがある。土師質瓦質土器には内耳土器の口縁部が 4点あり、いずれも A群である。

19世紀代である。

　SK173 は土坑群下層の東部である。ここからは磁器 7点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 7点、

瓦が出土した。磁器には型紙刷り、口縁部に褐釉を流し掛けたものなどがある。陶器には備前系の

小鉢、外面にイッチン掛けの端反碗、鍋などがある。19世紀代である。

　SK175 は土坑群下層の東部である。ここからは 唐津胎土目積み皿、土師質皿 3点、瓦、鉄製品

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

　以上のように土坑群は下層の遺構を含めても 1810 年から幕末までに連続してつくられた廃棄土

坑である。

SK129　B-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。西側で SK53-D,E と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。遺物が少ないた
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め時期は明確でなく、性格も不明である。

SK130　D-2

　本土坑は調査区の中央部やや南に位置する。南東側で SK112 と切り合っており、切り合い関係

から本土坑が先行する。本土坑からは瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性

格も不明である。

SK131　G-2　＝ SK89

　本土坑は調査区の南西部に位置する。北側で SK21 と南側で近代土坑と切り合っており、切り合

い関係からいずれも本土坑が先行する。本土坑からは陶胎染付の碗、青磁の香炉、土師質皿 4点、

瓦が出土した。18世紀代以降の廃棄土坑である。

SK132　F-3

　本土坑は調査区の中央部に位置する。北側で SK41 と東側で SK50 と南西側で P83と切り合って

おり、切り合い関係からいずれも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 7点、陶器 7点、土師質

瓦質土器 7点、瓦、鉄製品、碁石 1点が出土した。陶器には関西系、産地不明の甕または壷がある。

19世紀代の廃棄土坑であろう。

SK133　A-1

　本土坑は調査区の南東隅に位置する。東側で SK65 と南側で近代土管と切り合っており、切り合

い関係からいずれも本土坑が先行する。南側が遺存しない。本土坑からは陶器 2点、土師質瓦質

土器 1点、瓦、鉄製品が出土した。陶器は 2点とも唐津の皿で 1点は白化粧土を塗り端部が突出

する。17世紀後半の廃棄土坑であろう。

SK135　G-1

　本土坑は調査区の南西隅に位置する。北側で SK87 と切り合っており、切り合い関係は明確でな

い。本土坑からは土師質瓦質土器が 3点、瓦、鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確

でないが瓦は数十点出土しており廃棄土坑である。

SK136　G-1

　本土坑は調査区の南西隅に位置する。東側で SK87 と切り合っており、切り合い関係から本土坑

が先行する。砥石 1点が出土したのみであり、遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

SK137　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは関西系土瓶 3点、土師質瓦質土器 2点、瓦、

鉄製品が出土した。18世紀後半から 19世紀代の廃棄土坑であろう。

SK139　A-3

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。東側で SK141 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。陶胎の 州窯と思われる磁器 1点と黄瀬戸の碗の口縁部のいずれも破片が 1点

ずつ出土した。黄瀬戸は B-3 区の埋土内の破片と接合した。コビキ痕のわかる丸瓦片 5点のうち A

は 1点のみ、Bが 4点あった。また桐紋の軒平瓦の瓦当片が 1点出土した。遺物が少ないため明

確でないが 17世紀初めの廃棄土坑の可能性がある。
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SK141　A-3

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。東側で SK155 と西側で SK139 と切り合っており、切り

合い関係から本土坑がいずれよりも新しい。本土坑からは土師質瓦質土器 4点、数十点の瓦、鉄

製品が出土した。瓦には瓦当に朱漆の遺存する軒丸瓦と軒平瓦が 1点すつあるが、いずれも中心

飾りは欠損しており不明である。また、三巴紋軒丸瓦が 2点（1）（2）出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でないが廃棄土坑である。

SK143　A-3

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。遺構はさらに東側へ延び調査区外へ続いている。本土坑

からは瓦のみしか出土しなかった。掘り方が明瞭でなく、SK155 の一部である可能性もある。遺

物が少ないため時期は明確でない。

SK144　D-1

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。瓦 11点が出土したのみである。調整痕の明瞭なものは

ない。遺構は小さいが瓦が詰まっており、時期は明確でないが廃棄土坑であろう。

SK145　D-2

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。磁器 1点と大量の瓦が出土した。磁器は荒磯紋碗で

1650 年代後半から 70年代である。桐紋軒平瓦には瓦当上縁が欠損し 2類であることしか不明で

あるが上縁に「王」の刻印があるものがある。遺物が少ないため時期は明確でないが廃棄土坑であ

る。

SK146　A-3

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。北側で SA2P4 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは焼塩壷蓋2点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK147　A-1

　本土坑は調査区の南東部に位置する。本土坑からは中国・皿 2点（1）、土師質皿 1点、瓦が出

土した。性格は不明で、遺物が少ないため時期も明確でないが 17世紀初め頃の可能性がある。

SK148　A-2　＝ SK181、SK240

 　本土坑は調査区の南東部に位置する。南側で SK62 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは陶胎染付碗 1点、褐釉碗、備前袋物、備前擂鉢 1点、土師質瓦質土

器 16点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、18世紀以降の廃棄土坑であろう。

SK149　A-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。北側で SK62 と切り合っており、切り合い関係から本土坑

が先行する。本土坑からは唐津褐釉碗、瓦 4点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

SK150　B-1

　本土坑は調査区の南東部に位置する。北西側で近代土坑と北東側で SK158 と切り合っており、

切り合い関係から本土坑がSK158より新しく近代土坑より先行する。土坑の中央には長さ150㎝、
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幅 55㎝の巨石が据え置かれるように遺存していた。本土坑からは磁器 35点、陶器 17 点、土師

質瓦質土器 32点、瓦、鉄製品、キセル吸口 1点が出土した。磁器には伊万里の芙蓉手皿（1）など、

陶器には呉器手碗 4点、口縁端部は外傾し上面は釉剥ぎし体部外面には間隔の広い沈線、内面に

格子状の当て具痕をもつ唐津甕（2）、同一個体と思われる全面施釉の褐釉の碗 2点などがある。

土師質瓦質土器には皿 27 点がある（3）（4）（5）。キセル吸口には肩がある（6）。本土坑に先行

する SK158 が 1660 ～ 70 年代の廃棄土坑であるから、これ以降の 17世紀後半の廃棄土坑である。

SK151　C-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。本土坑からは陶器 2点、土師質瓦質土器 3点、土錘 1点、

瓦、鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが廃棄土坑である。

SK152　C-1

　本土坑は調査区の南東部に位置する。本土坑からは唐津灰釉大皿 1点、瓦が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でないが廃棄土坑であろう。

SK154　D-1

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。遺構はさらに南側へ延び調査区外へ続いている。東側で

近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本土坑が先行する。本土坑からは陶器 1点、土錘 1

点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。 

SK157　D-2　＝ SK48

　本土坑は調査区の中央部南よりに位置する。北西側で SK93 と切り合っており、切り合い関係か

ら本土坑が先行する。磁器 4点、陶器 5点、土師質瓦質土器 3点、瓦、瓦転用品 1点が出土した。

陶器には唐津砂胎土目の刷毛目大皿、関西系の碗、備前の灰落としで底部外面に扇形の窯印を持つ

ものなどがある。土師質瓦質土器に内耳土器 A群の口縁部が 1点ある。しっかり穿孔する。19世

紀代の廃棄土坑であろう。

SK158　A-2  

　本土坑は調査区の南東部に位置する。北側で SK62 と南側で SK140 と西側で SK150 と切り合っ

ており、切り合い関係から本土坑が SK140 より新しく、SK62、SK150 に先行する。本土坑から

は磁器 8点、陶器 3点、土師質瓦質土器 28 点、瓦、鉄製品、砥石 1点、碁石 1点が出土した。

磁器には青花碗・皿各 1点（1）（2）、口縁部が開く陶胎染付碗（4）、荒磯紋碗（3）、陶器には呉

器手碗がある。土師質瓦質土器のうち 25 点は皿で静止糸切り痕の確認できるものも 3点ある。

1660 ～ 70 年代の廃棄土坑である。

SK159　D-3　　

　本土坑は調査区の中央部に位置する。本土坑からは磁器 5点、陶器 7点、土師質瓦質土器 4点、

瓦、鉄製品が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器A群内耳部分が1点ありしっかり穿孔される。

関西系土瓶や産地不明陶器があり近世後期の廃棄土坑である。

SK［159］　D-1  

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。西側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明
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確でなく、性格も不明である。

SK160　F-3

　本土坑は調査区の南西部に位置する。東側で SK39 と南側で SK108 と切り合っており、切り合

い関係から本土坑がいずれよりも先行する。本土坑からは磁器 2点、陶器 3点、土師質瓦質土器

2点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には関西系土瓶蓋、口縁部が玉縁になる透明釉片口（石見？）（SK39

と接合）（SK39-1）などがある。18世紀後半以降の廃棄土坑であろう。

SK161　F-3

　本土坑は調査区の南西部に位置する。SK162、近代土坑と重複しており、切り合い関係から本土

坑が近代土坑に先行する。SK162 との前後関係は不明である。本土坑からは磁器 2点、陶器 1点、

土師質瓦質土器 3点、瓦が出土した。磁器には畳付釉剥ぎのち白化粧土を塗る手塩皿がある。焼

成は不良で紋様は稚拙な植物紋である。土師質皿 2点のうちの 1点は復元径 2.2 ㎝、器高 0.7 ㎝

しかない小型品である。19世紀代の廃棄土坑である。

SK162　F-3

　本土坑は調査区の南西部に位置する。中央で SK161 と重複しているが前後関係は不明である。

本土坑からは磁器 5点、陶器 2点、土師質瓦質土器 8点、瓦が出土した。陶器には備前系小壷が

ある。19世紀代の廃棄土坑であろう。

SK163　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。北側で P82 と切り合っており、切り合い関係から本土坑

が先行する。本土坑は南西部が一段深くなっており、プランは確認できなかったものの 2つの土

坑が切り合っていた可能性も考えて遺物は別に取り上げた。上層からは磁器 11 点、陶器 30 点、

土師質瓦質土器 66点、瓦、鉄製品、砥石 1点が出土した。磁器には青花 2点、陶器には絵唐津の

大皿、透明釉の折縁皿や碗が多く、藁灰釉の瓶の口、17世紀前半の備前擂鉢などがある。瀬戸美

濃の水甕は混入と判断した。土師質瓦質土器のうち皿が（1）を含んで 47点、焼塩壷が 2点ある。

　南西部の一段深くなっている部分（SK164 G-2）からは磁器 4点、陶器 13点、土師質瓦質土器

30 点、瓦、鉄製品、砥石 3点が出土した。磁器には青花 2点がありうち 1点は端反の小坏（3）

である。初期伊万里筒型碗（2）、同じく大皿（E-5 区土坑群 F出土のものと接合）（4）、陶器には

唐津の灰釉折縁皿、溝縁皿各 1点を含めて透明釉の皿が 4点（5）（6）（7）、唐津透明釉碗 3点、

17世紀代の備前擂鉢 2点（8）などがある。緑釉をかけた産地不明の向付のようなものが 2点ある。

土師質瓦質土器は 26点が皿である。土瓶 1点は混入と判断した。肥前産陶磁器は 1610 ～ 30 年

代におさまる。

　遺物全体としては 17世紀中ごろの廃棄土坑であるが、遺物からは南西部（SK164）が先行する

別土坑の下層部である可能性が残る。

SK165　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。東側で SK131、近代土坑と切り合っており、切り合い関

係から本土坑がいずれよりも先行する。本土坑からは陶器 1点と瓦が出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。
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SK166　G-3　　

　本土坑は調査区の南西部に位置する。東側で SK83 と西側で SK21 と切り合っており、切り合い

関係から本土坑がいずれよりも先行する。本土坑からは磁器 6点、陶器 6点、土師質瓦質土器 9点、

瓦が出土した。磁器には小広東碗、陶器には砥部小鉢、関西系行平鍋蓋、備前系灯明皿 2点、土

師質瓦質土器には瓦質土瓶 5点などがある。18世紀末から 19世紀代の廃棄土坑である。

SK167　G-3　＝ P113

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは磁器 9点、陶器 6点、瓦が出土した。磁器

には薄手の小坏、陶器には京焼風唐津が3点、備前系灰落としがある。19世紀代の廃棄土坑である。

SK168　G-3

　本土坑は調査区の南西部に位置する。東側で P82 と切り合っており、切り合い関係から本土坑

が先行する。本土坑からは磁器 3点、陶器 1点、土師質皿 8点、瓦が出土した。陶器には瀬戸美

濃の腰錆碗がある。18世紀後半以降の廃棄土坑である。

SK169　H-3　＝ SK97 黒色土

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。土坑内には植物質が炭化したような黒色土が堆積してい

た。本土坑からは磁器 11 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 41 点、瓦、鉄製品が出土した。磁器

には高台内に「大明成化年製」の銘、見込みに山水楼閣紋を持つ景徳鎮碗（3）、見込みに花卉紋

を持ち高台内無釉の 州窯碗（1）、上手の初期伊万里の筒型碗 4点（2）（4）などがあり、筒型碗

は SK96 と接合した。陶器には唐津透明釉溝縁皿 2点（5）（7）、褐釉碗（6）、備前擂鉢などがある。

土師質瓦質土器には皿が 34点、関西系焙烙 1点、焼塩壷 2点がある。磁器に碗蓋があるが混入と

判断した。1630 年代の廃棄土坑である。

SK170　H-3　＝ SK96 黒色土

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。土坑内には植物質が炭化したような黒色土が堆積してい

た。この土は SK169 のものと同一である。本土坑からは 1630 ～ 40 年の高台無釉の初期伊万里

の端反小坏、瀬戸美濃の大窯の皿、唐津灰釉碗、土師質瓦質土器は（1）の皿を含み 16点が出土

した。切れ込みのある器種不明のものもある。隣接する SK169 とはプランの境界、切り合いは明

瞭に確認できなかった。ただ両遺構の境界付近がくびれることや底部の境が高まっており別土坑と

して扱った。しかし、同じ堆積土であり出土遺物の時期も近く、同一の土坑の可能性も残る。

1630 ～ 40 年の廃棄土坑である。

SK174　A-1　＝ SK214、215

　本土坑は調査区の南東隅に位置する。中央で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、唐津灰釉器種不明 1点、土師質瓦質土器 3点、瓦、鉄製品、

銭貨が出土した。磁器のうち 1点は青花碗である。銭貨はそれぞれ 3枚と 4枚が固着していた。

中央の穴に植物質らしきものが遺存し、緡銭の可能性もある。3枚のうち 1枚は「聖宋元寳」、1

枚は固着し判読できず、1枚は摩滅する。4枚のうち 1枚は「皇宋通寳」と思われ他の 3枚は摩滅

により不明である。遺物が少ないため性格時期は明確でないが 17世紀前半の廃棄土坑の可能性が

ある。
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SK176　F-2　＝ SK110 拡張部

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。東側で SK110 と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは陶器 15点、土師質瓦質土器 32点、瓦が出土した。陶器のうち

土瓶 7点、擂鉢 6点である。擂鉢はすべて口縁部であるが、1点は小型品である。6点のうち摺目

が確認できるものは 5点で、摺目の先端をナデ消さないものは 1点のみでこれには 14条の摺目が

丁寧につけられていることからも備前である。他の 4点は堺などであろう。土師質瓦質土器には

火鉢が 3点あり、焙烙口縁部が 2点ある（1）。産地不明陶器がある。軒丸瓦には「作与」の刻印

のあるもの（2）、軒平瓦には不明紋様の（3）（4）がある。本土坑より新しい SK110 が 1810 年

以降幕末までに廃絶された井戸であるから、本土坑もそれより新しいことはない。

SK177　E-1

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。本土坑からは瓦 3点が出土したのみである。遺物が

少ないため時期性格は明確でない。

SK178　D-1　

　本土坑は調査区の南側中央に位置する。本土坑からは藁灰釉の岸岳系？陶器2点と灰釉陶器1点、

土師質皿 1点、瓦、鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期性格は明確でないが、17世紀前半

の可能性がある。

SK182　D-3

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。北側で土坑群と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、陶器 1点、焼塩壷 1点、瓦が出土した。磁器には端反

碗がある。焼塩壷は「御壷塩師／堺湊伊織」の刻印をもつ焼塩壷身（1）である。1810 年以降幕

末までの廃棄土坑である。

SK183　G-2

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。西側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは陶器1点とスレートが出土したのみである。近代の廃棄土坑である。

隣の近代土坑の一部の可能性もある。

SK184　G-3　＝ SK190、SK191、SK192

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。南側で SK21 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは磁器 4点、陶器 3点、土師質瓦質土器 5点、瓦 11 点、鉄製品が出

土した。陶器には京焼風唐津 1点がある。17世紀後半以降の廃棄土坑である。

SK185　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。南側で SK166 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 4点、陶器 8点、土師質瓦質土器 2点、瓦、鉄製品が出土した。

18世紀中頃の廃棄土坑である。

SK［186］　A-3

　本土坑は調査区の東端中央に位置する。SK180 と重複している。切り合い関係より本土坑が新

しい。本土坑からは遺物が出土しなかったため時期は明確でなく、性格も不明である。
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SK186　F-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。東側で SK102 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 1点、陶器 2点、土師質瓦質土器 12点、瓦が出土した。陶器

はいずれも擂鉢で 1点は摺目の先端がナデ消されているため堺または明石である。遺物が少ない

ため時期は明確でないが 18世紀以降の廃棄土坑である。

SK187　G-2　＝ SK201

　本土坑は調査区の南西部に位置する。北側で近代土坑と切り合っており遺存しない。切り合い関

係から本土坑が先行する。本土坑からは土師質瓦質土器 5点、100 点以上の 5㎝ほどに細かく砕

かれた瓦、鉄製品が出土した。時期は明確でないが廃棄土坑である。

SK188　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑からは土師質瓦質土器 1点、瓦 4点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK189　H-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑からは土師質瓦質土器 2点、瓦 3点、鉄製品 2

点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK194　H-2

　本土坑は調査区の南西隅に位置する。SK200 と重複しているが、前後関係は不明である。本土

坑からは陶器 2点、瓦 41点、鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不

明である。

SK195　H-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。産地不明の陶器擂鉢 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦 14点、

鉄製品 1点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK196　D-2　＝ SK197

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。西側で SK93 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは陶器 2点、内耳土器 A群口縁部 1点、瓦が出土した。陶器は唐津

刷毛目皿と京焼風唐津各 1点である。遺物が少ないため明確でないが、17世紀後半の廃棄土坑の

可能性がある。

SK198　D-2

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。東側で SK93 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは瓦 4点のみ出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

SK199　D-2

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。本土坑からは磁器 6点、陶器 10点、土師質瓦質土器

8点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には瀬戸美濃の腰錆碗、幕末の備前壷などがある。スレートが

2点あり近代の廃棄土坑である。

SK202　F-2
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　本土坑は調査区の南側中央に位置する。北側で SV5 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは瓦 6点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

SK204　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。北側で SK192 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 5点、陶器 9点、土師質瓦質土器 20点、土人形 2点、瓦、鉄

製品が出土した。磁器には高台断面が U字型で腰が張る鉢、蛇の目凹型高台の猪口などがある。

鉢には焼き継ぎ痕がある。陶器には瀬戸美濃の水甕、関西系土瓶などがある。土師質瓦質土器には

内耳土器が 14点ありうち口縁部は 4点でいずれも A群である。19世紀代幕末までの廃棄土坑で

ある。

SK［205］　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑からは焼成不良の端反碗と思われる碗 1点と口

径 5㎝程度、器高 0.8 ㎝のごく小さい土師質皿 1点、A群の内耳土器口縁部 1点、瓦が出土した。

内耳土器は内耳部分でしっかり穿孔する。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK205　H-2  

　調査区の南西部に位置する。SK206、SK211 と重複しており、いずれよりも本土坑が新しい。

本土坑からは藁灰釉の福岡 1点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため明確でないが、17世紀初

めの可能性がある。性格は不明である。

SK206　H-2　＝ SK200、SK235

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは遺物は出土しなかったため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK207　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。底部に表面が平らな石が据え置かれていた。瓦 1点が出

土したのみで遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK208　H-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは 州窯の皿 1点、土師質皿 1点、瓦 2点の

みが出土した。土師質皿は口径 14㎝ほどの大型のもので口縁部が外湾する。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

SK209　H-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは土師質皿 1点、瓦 1点のみが出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK210　H-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは瓦 8点、キセル雁首 1点、鉄製品が出土した。

雁首は脂返しが大きく湾曲し 17世紀代の特徴をもつ。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

SK211　H-2　　
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　本土坑は調査区の南西隅に位置する。SK205、SK206 と重複しており、切り合い関係から

SK205 より新しく、SK206 に先行する。本土坑からは磁器 1点、備前袋物、瓦 10 点、鉄製品の

みが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK213　B-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。南側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは土師質皿 1点、瓦 19点が出土した。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

SK216　G-2　＝ SK153

　本土坑は調査区の南西部に位置する。北側で SK217 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が新しい。本土坑からは唐津内野山緑釉陶器 1点、関西系色絵陶器碗 1点、土師質瓦質土器 4点、

瓦が出土した。土師質瓦質土器には内耳土器 A群口縁部 1点がある。遺物が少ないため時期は明

確でないが、18世紀後半以降の廃棄土坑であろう。

SK217　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。南側で SK216 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは瓦 3点が出土したのみである。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK218　G-2　＝ SK237

　本土坑は調査区の南西部に位置する。北側で SK187 と東側で SK223 と切り合っており、切り合

い関係から SK187 には本土坑が先行し、SK223 より新しい。本土坑からは透明釉唐津碗 1点と備

前器種不明 1点、瓦、鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK219　G-2　＝ SK239

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは土師質皿 4点、瓦 8点、鉄製品のみが出土

した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK220　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは瓦 2点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK221　G-3　＝ SK266

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。南側で SK21 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは磁器 7点、陶器 15点、軟質施釉陶器 1点、土師質瓦質土器 24点、瓦、

鉄製品、石臼 1点が出土した。陶器には関西系色絵、土瓶、備前系灯明皿、土師質瓦質土器には

内耳土器の口縁部 3点がありいずれも A群である。鉄製品は角釘である。遺物が少ないため明確

でないが、18世紀後半以降の廃棄土坑である。

SK222　H-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑からは磁器 5点、陶器 7点、土師質瓦質土器 8点、

瓦、鉄製品が出土した。陶器には明石の擂鉢、産地不明のものがある。土師質瓦質土器には器種不

明の赤土と白土の練り土のもの、内耳土器の口縁部 A群が 1点ある。瓦には半菊紋に長い子葉が



─　50　─

2 本伸びるものがある（1）。また、時期不明の白濁したガラスのようなものもある。19世紀代の

廃棄土坑と思われる。

SK223　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。西側で SK218 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは 州窯皿 1点、陶胎染付 1点、土師質瓦質土器 3点、瓦、鉄製品が

出土した。瓦には外区外縁に漆が遺存した金箔軒丸瓦がある。遺物が少ないため明確でないが 18

世紀以降であろう。性格は不明である。

SK225　B-3

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。東側で SK26、SK226 と切り合っており、切り合い関係

から本土坑は SK226 より新しく SK26 に先行する。本土坑からは備前袋物、瓦が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK226　B-3

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。南側で SK26 と西側で SK225 と切り合っており、切り

合い関係から本土坑はいずれよりも先行する。本土坑からは瓦のみ出土した。鯱瓦の鰭、コビキ A

の丸瓦などがある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK227　F-3

　本土坑は調査区の中央部に位置する。東側で SK41 と切り合っており、切り合い関係から本土坑

が先行する。本土坑からは磁器 1点が出土したのみである。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK228　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑からは瓦 4点のみが出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

SK229　F-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑からは瓦 11点のみが出土した。瓦のみのため時

期は明確でないが廃棄土坑であろう。

SK230　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。北側で SK203 と西側で SK21 と切り合っており、切り

合い関係からいずれも本土坑が先行する。本土坑からは唐津刷毛目碗 1点、土師質瓦質土器 6点、

瓦が出土した。土師質瓦質土器に赤泥を塗った焜炉がある。19世紀代の廃棄土坑であろう。

SK231　B-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。本土坑からは瓦 2点が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

SK232　B-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。本土坑からは瓦 1点が出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

SK233　A-2
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　本土坑は調査区の南東部に位置する。本土坑からは土師質皿 1点、瓦 8点、鉄製品が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でないが廃棄土坑であろう。

SK234　A-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。本土坑からは土師質皿 2点、瓦、鉄製品のみが出土した。

瓦には赤漆が遺存する軒平瓦が1点ある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK236　H-2

　本土坑は調査区の南西隅に位置する。西側が試掘トレンチにより破壊されている。本土坑からは

土師質瓦質土器 1点、瓦 4点、鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も

不明である。

SK238　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。南側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは内耳土器 2点、瓦 1点が出土した。内耳土器のうち 1点は A群の口

縁部である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK241　A-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。北側で SK180 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは陶器 2点、瓦 1点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確で

なく、性格も不明である。

SK242　F-3

　本土坑は調査区の中央西よりに位置する。遺構内には拳大の礫が詰まっていた。本土坑からは土

師質甕 1点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK243　F-2

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。西側で別の土坑と切り合っており遺存しない。切り合

い関係から本土坑が先行する。本土坑からは瓦 3点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明

確でなく、性格も不明である。

SK244　F-2

　本土坑は調査区の中央西よりに位置する。北側で近代土坑と切り合っており、遺存しない。切り

合い関係から本土坑が先行する。本土坑からは磁器 3点、陶器 2点、土師質瓦質土器 6点、瓦、

鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、薄手の瓦が多く、近世後期と思われる。

廃棄土坑であろう。

SK245　F-2　

　本土坑は調査区の南西部に位置する。北側で SK176 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは断面四角形の釘と思われる鉄製品が 1点のみ出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK246　H-3

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは土師質瓦質土器1点、瓦1点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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SK247　H-3

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは瓦 5点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK249　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。東側で SK110 井戸と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは瓦 1点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK250　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは中国磁器 2点、瓦、石皿が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でないが、17世紀初めの可能性がある。性格は不明である。

SK251　C-3

　本土坑は調査区の中央東よりに位置する。南側で SK138 と切り合っており、遺存しない。切り

合い関係から本土坑が先行する。本土坑からは備前擂鉢 1点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK253　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。北側で SK21 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは土師質皿 10点、瓦 20点あまりが出土した。遺物が少ないため時期

は明確でないが廃棄土坑であろう。

SK254　B-2

　本土坑は調査区の南東部に位置する。北東側で SK234 と北西側で別土坑と切り合っており、切

り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは瓦 10点のみが出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK255　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。北側で SK205 と東側で SK203 と西側で SK21 と切り合

っており、SK21には先行するが他の土坑との切り合い関係は明確でない。本土坑からは広東碗1点、

瀬戸美濃の瓶掛 1点、土師質瓦質土器 8点、瓦が出土した。広東碗は畳付釉剥ぎした後泥しょう

を塗る。19世紀代幕末までの廃棄土坑である。

SK256　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。西側で SK21 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、瀬戸美濃の水甕、内耳土器 4点、瓦が出土した。内耳土

器 4点のうち 2点は A群の口縁部である。19世紀代幕末までの廃棄土坑である。

SK257　G-3

　本土坑は調査区の中央西よりに位置する。本土坑からは瓦 1点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK259　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。東側で SK187 と切り合っており、切り合い関係から本土



─　53　─

坑が先行する。本土坑からは瓦 5点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

SK260　G-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは瓦 2点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK261　H-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。北側で SK211、SK200 と切り合っており、切り合い関係

からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは唐津ないし福岡の藁灰釉、唐津灰釉製品各 1

点ずつと瓦が出土した。遺物が少ないため明確でないが、17世紀前半の可能性がある。性格は不

明である。

SK262　F-4

　本土坑は調査区の中央南に位置する。本土坑からは瓦 6点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK263　F-2

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。北側で SK242 と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは丸瓦1点のみが出土した。コビキBで粗い布目痕、叩き痕がある。

平瓦や丸瓦玉縁に接する面が平らに成形される。いわゆる菊間風である。遺物が少ないため時期は

明確でないが近世後期であろう。性格は不明である。

SK264　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。本土坑からは磁器 3点、陶器 4点、土師質瓦質土器 1点、

瓦、鉄製品が出土した。陶器には備前擂鉢がある。摺目は真直ぐで間は空かない。瀬戸美濃大窯の

折り縁皿と思われるものが 1点、京焼風唐津 2点がある。丸瓦 4点のうち 2点はコビキ Aであり、

桐紋の軒丸瓦もある。鉄製品は直径 1.5 ㎝の鉄玉である。17世紀後半の廃棄土坑である。

SK［264］　H-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは遺物は出土しなかったため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK265　D-2

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。本土坑からは土師質瓦質土器 1点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK267　G-3

　本土坑は調査区の西側中央に位置する。北側で SK176 と南側で SK184 と切り合っており、切り

合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。底部には人頭大の石が遺存していた。本土坑からは

土師質皿 1点、瓦 11点、鉄釘 1点のみ出土した。釘は断面四角である。柱穴の可能性もあろう。

遺物が少ないため時期は明確でない。

SK268　F-3

　本土坑は調査区の中央部に位置する。北側で SB1P3 と南側で SK162 と切り合っており、切り合
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い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 24点、陶器 30点、土師質瓦質土

器 38点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には端反碗、陶器には関西系土瓶や行平鍋、灰釉の岩見？

碗などがある。土師質瓦質土器には焙烙の口縁部が 2点あり、1点は C群、他は Aまたは B群で

しっかり穿孔される。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK269　F-2

　本土坑は調査区の中央部に位置する。近代土坑の下層である。

SK（1）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器 2点、陶器 6点、土師質瓦質土器 3点、

瓦が出土した。磁器には焼き継ぎ痕のみられるものがあることから 19世紀代である。性格は不明

である。

SK（2）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器 6点、陶器 7点、土師質瓦質土器 6点

が出土した。磁器には端反の白磁碗がある。陶器には赤泥を塗った備前 2点、土瓶がある。19世

紀代の廃棄土坑で近代の可能性もある。

SK（3）　E-4

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは磁器 89点、陶器 106 点、軟質施釉陶器 3

点、土師質瓦質土器 343 点、瓦、鉄製品、人形 2点、ガラス 1点、硯 1点、砥石 2点、石製品 1点、

寛永通寳（3期）1点が出土した。磁器には菊紋の陽刻白磁輪花皿、植木鉢 2点など、陶器には関

西系土瓶、急須、砥部小鉢、瀬戸美濃馬の目皿などがある。土師質瓦質土器には内耳土器口縁部 A

群が 4点ありうち 1点は内耳部分で先細りに穿孔する。また、燻
いぶ

された円筒型で切れ込みを持つ

焜炉が 70点、大小最低 2個体ある。皿が 38点、植木鉢が 6点ある。幕末の廃棄土坑である。

SK（4）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは磁器 9点、陶器 9点、軟質施釉陶器 1点、

土師質瓦質土器 11点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には見込みに環状松竹梅紋の碗、青磁染付の

碗蓋、陶器には関西系土瓶、土師質瓦質土器には断面凹型の焼塩壷の蓋（1）、内耳土器 C群の口

縁部がある。19世紀初め頃の廃棄土坑の可能性がある。

SK（5）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは陶器 2点、土師質瓦質土器 24点、瓦、鉄

製品、砥石 1点が出土した。陶器には唐津大皿、土師質瓦質土器には皿 16点、内耳土器 6点があ

る。口縁部が 3点ですべて A群、内耳部分 1点はしっかり穿孔する。陶器の年代、土師質皿の割

合が大きい、内耳土器の形態が古いなど、17世紀前半の可能性もあるが遺物が少ないため明確で

なく、性格も不明である。

SK（6）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは磁器 4点、瓦 3点のみが出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（7）　D-5　
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　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは磁器 3点、陶器 8点、土師質瓦質土器 3点、

鉄製品が出土した。土師質瓦質土器に関西系の焙烙（1）がある。陶器に産地不明の大甕の口縁部

やガラスがある。19世紀代の廃棄土坑で近代の可能性もある。

SK（8）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは陶器 2点、土師質瓦質土器 1点、瓦、鉄

製品が出土した。陶器は 2点とも 17世紀前半の唐津であるが遺物少ないため時期は明確でなく性

格も不明である。

SK（9）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは磁器5点、陶器8点、土師質瓦質土器20点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器には青花皿 1点、伊万里碗 1点、陶器には高台まで施釉した灰釉の

唐津碗、備前擂鉢、鉄絵透明釉の溝縁皿などがある。1640 ～ 50 年代の廃棄土坑である。

SK（11）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは磁器4点、陶器14点、土師質瓦質土器8点、

瓦が出土した。磁器には伊万里の折縁大皿、陶器には内面に青海波紋の叩き痕がある産地不明の壷

か甕が 7点ありおそらく同一個体であろう。大皿は土坑群 Fのものと接合した。土師質瓦質土器

には A群の内耳土器口縁部がある。軒平瓦には上向きの三葉を中心飾りにもつ（1）がある。17

世紀後半の廃棄土坑である。

SK（12）　F-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。遺構はさらに北側へ延び調査区外へ続いている。北側

で SK（31）と南側で SK（76）と切り合っており、切り合い関係から本土坑が先行する。本土坑

からは磁器 15 点、陶器 24 点、土師質瓦質土器 23 点、瓦、鉄製品、キセルが出土した。磁器に

は中国の碗と皿各 1点（1）（2）、初期伊万里碗高台 2点（3）（4）など、陶器には唐津刷毛目の

碗（6）、唐津灰釉碗（5）、唐津溝縁大皿が 3点あるが同一個体と思われ褐釉と透明釉を掛け分け

る（7）。備前擂鉢 4点などもある（8）（9）。土師質瓦質土器には摺目の交差する赤泥を塗った擂

鉢（10）、内耳土器の口縁部が 3点、A、B、C群各 1点ずつある。うち A、B群のものは内耳部分

でどちらもしっかり穿孔される（11）（12）。関西系の焙烙口縁部も 2点ある。キセルは雁首と吸

い口が 1点ずつ出土した（13）（14）。同一個体かどうかは不明である。雁首は補強体の幅が広く

脂返しも屈曲が大きく江戸編年の 17世紀後半頃に相当する古い形状である。8）肩があったものと

思われる。瓦には 1類の松皮菱紋軒丸瓦が 1点ある。1630 ～ 40 年代の廃棄土坑である。

SK（13）　F-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。北側で SK（76）と切り合っており、切り合い関係か

ら本土坑が新しい。本土坑からは産地不明陶器甕 1点、鉄製品、スレートが出土した。近代の廃

棄土坑である。

SK（14）　F-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。南側で SK（19）と切り合っており、切り合い関係か

ら本土坑が新しい。本土坑からは磁器 3点、陶器 2点、土師質瓦質土器 7点、瓦、鉄製品が出土
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した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（15）　F-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。北側で SK（72）と南側で SK（16）と切り合っており、

切り合い関係からいずれよりも本土坑が新しい。本土坑からは磁器 3点、陶器 22点、土師質瓦質

土器 72 点、瓦、鉄製品が出土した。磁器のうち中国が 2点で青花碗 1点と白磁皿 1点があり、

1640 年代の初期伊万里皿がある。陶器には唐津溝縁皿 3点、象嵌による施紋のある唐津大皿、全

面施釉する透明釉碗 2点がある。土師質瓦質土器には（1）を含めて皿 59点、内耳土器の口縁部

が 2点あり 1点は内耳部分でしっかり穿孔する。関西系焙烙 1点もある。内面に赤泥を塗った擂

鉢 1点と焼塩壷 1点がある。鉄製品には角釘がある。擂鉢には摺目の先端を薄くナデ消すものが

あり堺と思われるが混入であろう。1640 年代の廃棄土坑である。

SK（16）　F-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。北側で SK（15）、SK（92）と切り合っており、切り

合い関係から本土坑が SK（15）に先行し SK（92）との前後関係は明確でない。本土坑からは磁

器 3点、陶器 10点、土師質瓦質土器 12点、瓦、鉄製品が出土した。磁器のうち 2点は青花碗（1）

（2）、1点は不明、陶器には胎土目段階の底部と口縁部に段を有する皿 2点、砂目積み段階の灰釉

の唐津碗（3）、褐釉の唐津袋物（4）、備前擂鉢などがある。土師質瓦質土器のうち 10点が皿（5）

で金箔を施すものも 1点ある。1点は静止糸切り痕がある（6）。1620 年代の廃棄土坑である。

SK（17）　E-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。土坑の上部は掘り過ぎたため遺存せず底部のみと思わ

れる。本土坑からは土師質瓦質土器 1点、鉄製品 1点が出土したのみである。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（18）　D-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。本土坑からは波佐見足付き青磁皿（1630 ～ 50 年）、

唐津大皿 2点、中心飾りに 8弁の花紋を持つ軒平瓦、鉄製品が出土した。遺物が少ないため明確

でないが、17世紀前半の廃棄土坑の可能性がある。

SK（19）　F-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。南側で SK（75）と切り合い、P（13）と重複しており、

切り合い関係から本土坑が SK（75）より新しく P（13）に先行する。本土坑からは陶器 1点、土

師質瓦質土器 5点、瓦、鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

土坑群 E-5

　本土坑群は調査区の北側中央に位置する。

　土坑群 A,B,C,D と E の一部の上層からは、磁器 103 点、陶器 142 点、軟質施釉陶器 1点、土師

質瓦質土器 278 点、硯 1点、瓦、大量の鉄製品、銅製品が出土した。磁器には中国 6点、二重網

目紋で見込みに花紋を描く波佐見のくらわんか手の碗が 3点（18 世紀後半以降）、初期伊万里の

小坏 4点、碗 5点、猪口など、陶器には関西系色絵碗などが 7点、同銹絵碗が 1点、京焼風唐津
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碗が 11 点、唐津刷毛目碗 1点、土瓶 8点、備前系灯明皿 3点、備前系保命酒瓶などがある。土

師質瓦質土器は皿 178 点、内耳土器口縁部 18点で A群が 17点、C群が 1点である。内耳部分は

各 3点、1点で A群の 2点がしっかり穿孔され、他の 1点と C群は先細りになる。焼塩壷が 9点

あり、うち 1点は半分しか遺存していないが「泉州」の刻印が見える。銅製品はキセルの吸口で

ある。また、土坑群 Cないし Dの上層から出土した関西系半筒碗（18世紀前半）（土坑群 C,D-1）

1点がある。17世紀後半までの遺物の割合が多いが明らかに 18世紀後半以降のものもある。　

　土坑群 E,F,G の上層からは磁器 32点、陶器 42点、土師質瓦質土器 71点、瓦が出土した。磁器

にはわかるものだけでも中国 3点がある。初期伊万里の碗 9点、皿が 10 点、小坏 1点、陶胎染

付 1点がある。陶器には全面施釉の唐津碗、褐釉碗、砂目積み溝縁皿、内野山窯青緑釉皿、砂目

積み二彩手皿、刷毛目皿、京焼風唐津碗、備前擂鉢 6点、口縁端部 T字型の唐津壷などがある。

土師質瓦質土器は皿 57点（土坑群 E,F,G 上層 -1）（同 2）（同 3）、内耳土器 A群口縁部 2点、関西

系焙烙口縁部 1点がある。土坑群にのちの遺構が重複していた可能性が高く、混入もあると思わ

れるが 1630 ～ 40 年代におさまる。

　以上のこと、及び以下の土坑群 A～ Gの出土状況から、本土坑群は全体として近世を通して廃

棄土坑が繰り返し重複して掘られたことがわかるが、特に土坑群の西側 A,B,C,D についてはその傾

向が強く、東側の E,F,G については 1680 年代以降には廃棄が行われなくなっていると思われる。

土坑群 A　E-5

　土坑群の南西部下層に位置する。本土坑群からは磁器 10点、陶器 16点、土師質瓦質土器 69点、

瓦、鉄製品、銭貨 2点、瓦転用品 1点が出土した。磁器には外面体部に鎬があり福寿紋のある初

期伊万里の筒型碗、口縁部が強く内湾し褐釉を流し掛ける初期伊万里のどら鉢、陶器には全面施釉

する唐津透明釉碗、備前小壷がある。土師質瓦質土器には内耳土器 A群の口縁部が 1点ある。銭

貨の 1点は「洪武通寳」、1点は半分しか遺存していないが「樂」の字が読める。「永樂通寳」か。

　SK（26）は土坑群 Aの下層で掘り方が確認できて以降に遺物を分けて取り上げたものである。

磁器 2点、陶器 3点、土師質瓦質土器 5点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には端反の小坏、くら

わんか手がある。19世紀代である。SK（26）は土坑群 Aの下層でプランを確認したのであるが遺

物からみて 19世紀代の遺構であり、土坑群 Aに新しく重複して掘り込まれたものである。

　SK（27）も土坑群 Aの下層である。唐津の砂目積み溝縁皿と土師質瓦質土器 1点、鉄製品のみ

が出土した。

　以上のことから土坑群 Aは 1650 ～ 60 年代の廃棄土坑に、のちにいくつかの廃棄土坑が重複し

て掘られたものである。

土坑群 B　E-5

　土坑群の北西部下層に位置する。本土坑群からは磁器 1点、産地不明褐釉溝縁皿 1点、土師質

皿 4点、瓦、鉄製品が出土した。

　SK（20）は本土坑群の下層である。土師質瓦質土器 4点、瓦、鉄製品が出土した。

　SK（21）も本土坑群の下層である。瓦と鉄製品のみが出土した。いずれも時期は明確でない。

　以上のことから土坑群 Bは 17世紀後半の廃棄土坑に、のちにいくつかの廃棄土坑が重複して掘
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られたものである可能性もある。

土坑群 C　E-5

　土坑群の北西部下層に位置する。本土坑群からは磁器 53 点、陶器 107 点、土師質瓦質土器

201 点、瓦、鉄製品、青銅製品、硯 3点が出土した。磁器には中国皿 1点、高台断面が幅広の「U」

字型または筒型などの初期伊万里碗、外面二重網目紋で内面花紋の碗（18世紀前半）（1）、仏飯

器（18世紀前半）（2）、陶器には唐津の透明釉の砂目積み皿 3点、天目碗などが多く、織部向付（5）、

陶胎染付の香炉、京焼風唐津碗・呉器手碗、関西系の半筒型碗（4）、同色絵碗・平碗 10点（3）、

同銹絵碗（6）、同土瓶 7点、丹波の壷、備前系小壷や灯明皿などが出土した。丹波は「T」字型の

口縁の端部に凹線を巡らせ外面に褐釉、内面に灰釉を掛け分けたものである。土師質瓦質土器には

皿 120 点、内耳土器 58点、焼塩壷 5点などがある。内耳土器のうち口縁部は 13点で A群が 9点、

C群が 4点である。内耳部分は A群の 1点のみで穿孔は先細りになる。関西系焙烙も 1点ある。

焼塩壷には「泉湊」の刻印がみられるものがあり、「泉湊伊織」であろう。鉄製品には釘、青銅製

品には引出しの把手様のもの（7）、キセルの吸口、簪がある。18世紀前半までの遺物の割合が多

いが、関西系鍋、土瓶など明らかに 18世紀後半以降のものもあり、土坑群に新しい遺構が重複し

ていた可能性が高い。

　SK（22）は土坑群 Cの下層で掘り方が確認できて以降に遺物を分けて取り上げたものである。

磁器 6点、陶器 6点、土師質瓦質土器 18点、鉄製品、青銅製品、瓦が出土した。磁器には型紙摺

りの型打ち成形の皿がある。陶器には京焼風唐津が 2点、砂目積み皿、堺擂鉢がある。土師質瓦

質土器は焼塩壷の蓋が 2点（9）（10）、内耳土器が 6点うち口縁部 3点で A群が 2点、C群が 1

点（8）、皿が 10点ある。遺物は 17世紀末から 18世紀初めである。

　SK（28）も土坑群 Cの下層である。磁器 2点、陶器 8点、土師質瓦質土器 10点、瓦、鉄製品、

木製品が出土した。磁器は瀬戸美濃碗、陶器には関西系土瓶が 3点ありうち 1点は S字型の注口

である。焼塩壷 1点があり、C1-d- ホ系 9）である（11）。木製品としては箸の破片が 1点出土した。

SK（28）は土坑群 Cの下層でプランを確認したのであるが遺物からみて 19世紀代の遺構である。

　以上のことから土坑群 Cは 18世紀前半までの廃棄土坑に、のちにいくつかの廃棄土坑が重複し

て掘られたものである。

土坑群D　E-5

　土坑群の西部下層に位置する。本土坑群からは磁器16点、陶器31点、土師質瓦質土器42点、瓦、

鉄製品が出土した。磁器には初期伊万里の天目碗（土坑群 Fと接合）、 州窯の碗、陶器には唐津

溝縁皿、半磁器化した碗など 17世紀前半代の唐津が 19点と多く、藁灰釉の福岡皿 2点、備前擂

鉢 2点も同時期である。その他は関西系色絵半球碗、京焼風唐津皿があり、備前灯明皿と口縁部

緑釉流し掛けの端反碗もある。土師質瓦質土器には皿 29点、内耳土器に A群の口縁部 1点がある。

遺物が 17世紀前半までと 18世紀以降に分かれる。

　SK（24）は土坑群 Dの下層で掘り方が確認できて以降に遺物を分けて取り上げたものである。

土師質皿 3点、瓦、鉄製品が出土した。

　SK（25）も土坑群 Dの下層である。磁器 1点、陶器 18点、土師質瓦質土器 25点、瓦、銭貨 1
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点、砥石 1点、鉄製品が出土した。磁器は青花小坏 1点（1）、陶器には畳付熔着した碗が 2点で

うち 1点は天目碗（2）（3）、畳付釉剥ぎした碗が 1点（4）、皿が 6点あるが胎土目積みが 1点（5）、

砂目積みが 3点ある。また溝縁のものが 3点あり（6）、1点は線彫りである（1630 年頃）（7）。

また、灰釉折縁大皿（8）、備前小壷（9）がある。土師質瓦質土器には皿が（10）（11）を含め

17点、関西系の焙烙（12）が 1点ある。丸瓦 11点のうちコビキ Aが 5点、うち 2点には叩き痕

が見られた。11点すべてにガーゼ状の圧痕が見られた。銭貨は洪武通寳である。上限が1620年代、

下限が 1630 ～ 40 年代の伊万里を含まない様相である。

　以上のことから土坑群 Dは 17世紀前半までの廃棄土坑に、のちに 18世紀後半以降のいくつか

の廃棄土坑が重複して掘られたものである。

土坑群 E　D-5

　土坑群の北部下層に位置する。本土坑群からは磁器 3点、陶器 10点、土師質瓦質土器 14点、瓦、

鉄製品が出土した。磁器には伊万里天目型碗（3）、寿字紋や山水紋の碗（1650 ～ 60）（1）（2）、

陶器には砂目積み皿（6）、溝縁皿 2点、全面施釉の碗（5）、小坏（4）など 17世紀前半の透明釉

の唐津碗・皿が 7点ある。他は備前と信楽の袋物、京焼風唐津碗である。土師質瓦質土器は皿が（7）

（8）など 10点である。軒平瓦（9）は菊紋である。1650 ～ 60 年代である。

　SK（111）は土坑群 Eの下層で掘り方が確認できて以降に遺物を分けて取り上げたものである。

磁器 3点、陶器 5点、土師質瓦質土器 8点、瓦、瓦転用品が出土した。磁器には青磁碗がある。

陶器には藁灰釉の福岡器種不明品がある。土師質瓦質土器には内耳土器 C群と思われる口縁部が

ある。瓦には（10）（11）の軒平瓦がある。1640 ～ 50 年代である。

　SK（112）も土坑群 Eの下層である。唐津灰釉の火入れと思われるもの、SK113-6 のような大

型の土師質瓦質土器 1点、瓦が出土した。時期不明である。

　以上のことから土坑群 E は 1650 ～ 60 年代までのいくつかの廃棄土坑の重複した廃棄土坑群で

ある。

土坑群 F　D-4

　土坑群の東部下層に位置する。本土坑群からは磁器42点、陶器62点、土師質瓦質土器77点、瓦、

鉄製品、銭貨 1点、瓦転用品 1点が出土した。磁器には中国が 3点、鎬の入った寿字紋初期伊万

里碗（2）、天目初期伊万里碗（3）（土坑群Dと接合）、砂目積み青磁碗（1）、折縁の大皿（SK164、

SK（11）及び土坑群上層と接合）（4）など、陶器には全面施釉した藁灰釉碗（6）、高台径の小さ

い全面施釉した灰釉唐津碗 1点（5）、唐津の砂目積み鉢 1点（10）、透明釉唐津碗 3点（8）（16）

でうち 1点は砂目積みで全面施釉し高台熔着するもの（13）、唐津砂目積み皿 3点（14）でうち 2

点は溝縁皿（7）（15）、唐津片口（17）、唐津刷毛目皿 1点、京焼風唐津碗 5点、底部外面に「N」

字様の窯印のある備前小壷 3点（9）（18）、備前擂鉢 11 点（11）、丹波擂鉢 1点（12）、信楽壷

甕類 2点などがある。土瓶の体部かと思われる薄手の陶器 3点や口縁部が強く外反する陶器があ

るが混入か。土師質瓦質土器には皿 44 点、内耳土器口縁部 2点がありいずれも A群で 1点は内

耳部分でしっかり穿孔する。関西系焙烙が 5点ありうち口縁部が 2点である。瓦質火鉢が 1点、

焼塩壷 1点がある。刻印の下 2文字が「麻生」である。銭貨は錆のため銭種は不明である。軒平
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瓦には宝珠紋 3 類（20）、軒丸瓦には松皮菱紋 1 類 3-a（19）がある。1680 年代の廃棄土坑で

ある。

　SK（23）は土坑群 Fの一部である。磁器 2点、陶器 5点、土師質瓦質土器 4点、瓦が出土した。

磁器は初期伊万里の小坏（23）と体部に圏線の巡る天目型の碗（21）である。陶器は唐津灰釉小

坏（24）と産地不明褐釉茶碗（22）である。丸瓦 9点のうち 8点は縞状の明瞭なコビキ B痕があり、

うち 5点にはガーゼ状圧痕がある。たいへん良く似た調整痕でありいずれも近世初頭のものと考

えられる。1点は叩き痕らしきものが見られ部位も明確でなく混入の可能性もある。1620 ～ 40

年代である。

　以上のことから本土坑は 1680 年代の廃棄土坑である。

土坑群 G　D-5　＝ SK（55）　

　土坑群の東部下層に位置する。南西側で SK（180）と切り合い、南側で SK（55）P1 と重複し

ている。本土坑群が SK（180）より新しいが、SK（55）P1 との切り合い関係は明確でない。本土

坑群からは磁器 5点、陶器 26点、土師質瓦質土器 24点、瓦、寛永通寳（1期）、鉄製品が出土し

た。磁器には中国が 2点ありうち 1点は景徳鎮の端反白磁皿（5）で、初期伊万里碗（6）、筒型碗

などもある。陶器には唐津灰釉（3）と褐釉の砂目溝縁皿各 1点、唐津褐釉溝縁大皿、水平な口縁

部をもつ大皿（1）、玉縁になる産地不明褐釉碗（7）、備前の瓶口縁部（2）と 17世紀代までの擂

鉢 4点（4）がある。土師質瓦質土器のうち皿が 14点、関西系焙烙が 1点ある。色絵磁器、明石

擂鉢は混入である。遺物は 1630 ～ 40 年代であるが、本土坑に先行する SK（180）が 1640 ～

50 年代であるから 1640 年代の廃棄土坑である。

SK（29）　E-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは土師質瓦質土器 8点と瓦のみが出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（30）　F-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは磁器5点、陶器7点、土師質瓦質土器17点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器には初期伊万里筒型碗、陶器には唐津灰釉製品、備前小壷、呉器手碗

などがある。17世紀中頃以降の廃棄土坑であろう。

SK（31）　F-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。遺構はさらに北側へ延び調査区外へ続いている。SK（12）

と重複しており、切り合い関係から本土坑が新しい。備前の擂鉢は摺り目間に間隔があり 17世紀

代のものと思われる。陶器がもう 1点と土師質瓦質土器 3点、瓦、キセルの吸口（1）が出土した。

吸口は形状から 19世紀代のものと思われる。19世紀代の廃棄土坑である。

SK（32）　H-4

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。本来は西側にさらに続いていたと思われるが、近代以降の

掘り込みによって破壊され遺存していない。本土坑からは磁器 23点、陶器 10点、土師質瓦質土

器 26 点、瓦、鉄製品、銭貨 1点が出土した。磁器には中国白磁 3点うち皿 1点（1）、伊万里に

は高台断面三角形の碗 2点（2）（3）を含め 1650 年頃の碗 6点、荒磯紋碗 2点、赤絵の人形、産
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地不明褐釉？の碗口縁部（4）がある。陶器には呉器手碗 1点、土師質瓦質土器には（5）（6）を

含め皿 19 点、内耳土器の口縁部 2点はいずれも A群である。瓦には本丸出土と同笵と思われる

五三桐紋の軒丸瓦がある。丸瓦は 2点で 1点はコビキ Aである。銭貨は「宣徳通寳」である。西

側で近代以降の掘り込みと切りあっており、遺物もタイルがあるなど混入の可能性がある。1660

年代の廃棄土坑である。

SK（33）　H-5

　本遺構は調査区の北西隅に位置する。土坑に陶器のカメを埋置する。このカメの破片13点と瓦、

鉄製品のみが出土した。カメは褐釉を施した産地不明のものである。19 世紀代の遺構であるが、

性格は不明である。

SK（34）　H-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。北側で SK（35）と南側で近代土坑と切り合っており、切

り合い関係から本土坑が SK（35）より新しく、近代土坑に先行する。本土坑からは磁器 86 点、

陶器 175 点、軟質施釉陶器 1点、土師質瓦質土器 117 点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には瀬戸

美濃 5点（源氏香紋・葵紋が施されるもの 3点）を含む端反碗 10点（1）（13）、広東碗 3点、腰

が張り体部が直立するいわゆる湯飲み碗 1点（2）、蛇の目凹型高台で高台高の高い輪花皿 2点（5）

でうち 1点は型打ち成形菊紋の白磁（6）、高台内に「大明成化年製」の銘をもち口縁部が波状に

なり口紅装飾される小皿（3）、見込み環状松竹梅紋内面体部タコ唐草紋の手塩皿（4）、段重の蓋（7）

など、陶器には擂鉢 18点、行平鍋またその蓋 15点（15）、土瓶またその蓋 18点（22）、緑釉を

口縁部に掛けた関西系の端反の碗、同香炉（17）、復興織部の碗（9）、半球状の足を持つ瀬戸美濃

の風炉（21）、関西系灯明皿 5点（10）（11）（12）、産地不明壷（18）、産地不明小鉢（20）、産

地不明緑釉の小碗（8）、産地不明銹絵の内面施釉しない香炉ないし灰落とし（16）、山水紋の急須

（14）、擂鉢の形状であるが摺目のない鉢などがある。注目されるのは筒状で多くの穿孔を持ち外

面に自然釉のかかる焼締め陶器があり、錦窯と思われることである（19）。土師質瓦質土器には皿

13点、土瓶 12点と土瓶蓋 1点（25）、うち瓦質土瓶 2点はほぼ復元できる。1点は算盤型の体部

に鉄砲口を持ち体部上半には花卉紋の陽刻がある。釣り手が 2ケ所ありいずれにも鉄錆が遺存し

ている。体部下半にはススが大量に付着する（24）。他の 1点は S字状の注口を持ち体部は円柱状

である。底部外面に「 」の刻印がある（23）。内耳土器口縁部が 5点あり A群 4点、C群 1点、

羽釜 4点、植木鉢 1点（26）などがある。軒平瓦には宝珠紋 3類 1点（27）がある。1810 年以

降幕末までの廃棄土坑である。

SK（35）　H-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。南側で SK（34）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 21 点、陶器 25 点、土師質瓦質土器 34 点、瓦、鉄製品、青

銅製品が出土した。磁器には端反碗、陶器には関西系色絵丸碗、唐津刷毛目碗、土瓶蓋などがある。

土師質瓦質土器のうち内耳土器口縁部が 4点あり、A群と C群が 2点ずつである。（1）は土師質

皿である。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK（36）　H-5
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　本土坑は調査区の北西隅に位置する。本土坑からは磁器 2点、陶器 3点、土師質瓦質土器 3点、

瓦が出土した。陶器には関西系鍋蓋などがある。軒平瓦に中心飾りが7弁の半菊紋のものがある（1）。

18世紀後半以降の廃棄土坑である。

SK（37）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器 6点、陶器 9点、土師質瓦質土器 6点、

瓦が出土した。磁器には青磁蓋物、陶器には土瓶 2点などがある。瓦は数十点出土している。18

世紀後半以降の廃棄土坑である。

SK（38）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器 9点、陶器 5点、土師質瓦質土器 6点、

瓦、銅線が出土した。磁器には畳付に白化粧土を塗る瓶がある。陶器には関西系の端反小碗、備前

の灯明皿がある。19世紀代の廃棄土坑である。

SK（39）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。遺構は本来さらに南側へ延びているが近代以降の溝状遺構

によって破壊され遺存しない。また西側で近代土坑と切り合っており遺存せず、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは磁器 27 点、陶器 39 点、軟質施釉陶器 1点、土師質瓦質土器

100 点、瓦、鉄製品、青銅製品が出土した。磁器には色絵の型押しの鶏、陶器には備前系灯明皿、

丹波の壷・甕類 6点、産地不明の焼き締め、透明釉の石見？などがある。軟質施釉陶器は狛犬の

人形である。土師質瓦質土器は皿が 52点（1）～（12）、内耳土器の口縁部が 11点ありいずれも

A群で、うち内耳部分が 3点、2点は先細り、1点はしっかり穿孔する。磁器は 18世紀前半まで

にまとまるが下限となる大皿は 19世紀まで下がる可能性もあり、19世紀代の廃棄土坑の可能性

が高い。

SK（41）　F-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器 1点、陶器 1点、土師質瓦質土器 4点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（42）　F-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器 15点、陶器 12点、土師質瓦質土器 13

点、瓦が出土した。磁器には体部に圏線の巡るもの、色絵のものを含めて端反碗が 3点（1）（3）

うち 1点は焼き継ぎ痕があり（10）、高台高の低い蛇の目凹型高台の皿（2）、白磁陽刻角皿（9）、

白磁型打ち輪花皿（8）、丸型碗蓋（6）、深小丸碗（5）、稚拙な絵付けの蓋物（4）、色絵段重蓋（7）

などがある。陶器には砥部小鉢（11）、堺ないし明石擂鉢、土瓶などがある。（12）の瓦は菊間 1

類である。近代初めの廃棄土坑である。

SK（43）　F-4　＝ SK（123）、SK（124）

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器 1点、陶器 4点、土師質瓦質土器 13点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器には瀬戸美濃の端反碗蓋、陶器には高台全面施釉した砂目積み唐津碗、

関西系陶器 1点などがある。土師質皿には静止糸切りで厚手のものがある。1810 年以降幕末まで

の廃棄土坑であろう。
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SK（46）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。P（15）と重複しており、切り合い関係から本土坑が新しい。

瓦 1点のみしか出土せず、遺物が少ないため時期は明確でない。性格も不明である。

SK（47）　G-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。西側で SK（81）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が新しい。本土坑からは磁器 7点、陶器 1点、土師質瓦質土器 3点、瓦、鉄製品 1点が出土

した。陶器は関西系である。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK（81）

が 1810 年以降幕末までの廃棄土坑であるから、それ以降である。性格は不明である。

SK（48）　G-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。本土坑からは磁器 1点、備前系の赤い泥しょうを塗った

小壷、瓦 7点、鉄製品 3点のみが出土した。19世紀代の遺構であろう。性格は不明である。

SK（49）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。近代以降の建物のコンクリート基礎と重複しており、切り

合い関係から本土坑が先行する。本土坑からは土師質瓦質土器 2点、瓦 9点、鉄製品 1点のみが

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（50）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器 19点、陶器 16点、土師質瓦質土器 35

点、瓦が出土した。磁器には端反碗（2）、焼き継ぎ痕のある広東碗、仏飯器（1）、瀬戸美濃の太

白手の皿、陶器には瀬戸美濃の梅花紋端反碗（3）、関西系灯明皿がある。土師質瓦質土器には甕

が 15点ある。三巴紋の軒丸瓦（4）（5）がある。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK（51）　E-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。北側で SK（51）P1 と重複している。切り合い関係

は明確でなかったが出土遺物より本土坑が先行する。本土坑からは磁器 22点、陶器 26点、土師

質瓦質土器 44点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には半球状の碗蓋、陶胎染付 2点、陶器には呉器手、

京焼風陶器が 13点、唐津の内叩き目を有する甕、備前灯明皿がある。灯明皿は焼き締まっている。

土師質瓦質土器には皿が 17点、内耳土器が 27点でうち口縁部が 7点あるがすべて A群で、内耳

2点はしっかり穿孔される。18世紀前半の廃棄土坑である。

SK（52）　E-4　＝ SK（104）

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。遺構は本来さらに南側へ延びているが近代以降の溝状

遺構によって破壊され遺存していない。SK（52）P1 と重複している。切り合い関係は明確でなか

ったが出土遺物より本土坑が先行する。埋土には拳大の石が大量に含まれていた。本土坑からは磁

器 8点、陶器 14点、土師質瓦質土器 6点、土錘 1点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には端反碗、

陶器には産地不明の光沢のある褐釉のものがある。スレートがあったが SK（52）P1 の混入と判

断した。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK（53）　E-4

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは土師質瓦質土器 4点、瓦、鉄製品のみが
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出土した。叩き痕のある関西系焙烙がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であ

る。

SK（54）　D-4　

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。遺構は本来さらに南側へ延びているが近代以降の溝状

遺構によって破壊され遺存していない。本土坑からは磁器144点、陶器221点、軟質施釉陶器2点、

土師質瓦質土器 252 点、人形またはままごと 5点、瓦、鉄製品、キセル雁首 1点、銭貨が出土した。

磁器には端反碗 4点（2）（6）、広東碗 2点、紅葉紋の白化粧土の陽刻のある猪口 3点（4）、丸型

碗（1）、小丸碗（5）、蓋物の小碗（3）、小坏（7）、発色の濃い呉須による染付の玉縁の皿、焼き

継ぎ痕のある口縁部内面に紋様のある薄手坏がある。陶器には行平鍋やその蓋・把手、鍋、備前系

灯明皿、関西系柄杓（8）、瀬戸美濃の馬の目皿（9）、藁白釉の萩などがある。軟質施釉陶器には

人形がある（10）。土師質瓦質土器には内耳土器口縁部が 20点あり、うち A群が 17点、B群が 1

点、C群が 2点である。A群のうち 2点は内耳部分で 1点は粘土の貼り付けは少なく穿孔は小さ

く突き抜けない。1点はやや先細りになる。焼塩壷が 9点あり、1点は内面体部に段を有し、段以

上に見られる布目圧痕に縦位の線状痕が見られるタイプ（両角分類 C2-f- へ）と思われ（11）、も

う 1点は内面に段なく布目痕もない（12）。1点は刻印の摩滅が著しいが四角枠に「御壷塩師／堺

湊伊織」である。板作りで内面には布目痕がある（15）。1点には一番下の文字に「織」の刻印が

見える。断面浅い凹型（13）と深い凹型（14）の蓋各 1点も含まれる。瓦質の同一個体と思われ

る擂鉢が 2点、瓦質のフライパン状の把手がある。松皮菱紋の軒丸瓦（16）がある。銭貨は寛永

通寳（3期）である。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK（56）　F-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。北東側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係か

ら本土坑が先行する。本土坑からは磁器 7点、陶器 5点、土師質瓦質土器 6点、瓦が出土した。

土師質瓦質土器には内耳土器 A群の口縁部が 1点ある。遺物が少ないため時期は明確でないが廃

棄土坑であろう。

SK（57）　F-4

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。本土坑からは陶器 5点と瓦 6点のみ出土した。陶器

には飴釉の碁笥底の唐津皿、京焼風唐津、褐釉に飴釉を流し掛けした産地不明の袋物などがある。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（58）　C-4

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。北側で SK（59）、近代土坑と、南側で近代土坑と切り

合っており、北東側で SK（60）と重複している。切り合い関係から本土坑がいずれよりも先行する。

本土坑からは磁器 260 点、陶器 194 点、軟質施釉陶器 13点、土師質瓦質土器 448 点、瓦、鉄製品、

青銅製品 4点、硯 1点（58）、砥石 5点、銭貨 2点が出土した。磁器は伊万里の高台断面 U字型

の碗（1680 ～ 1700 年）の高台が 10 点（1）（4）～（8）・鉢が 2点（13）（18）ある。前述の

碗 10 点を含んでコンニャク印判を押す碗 9点がある。赤絵の碗 5点（1710 年以降）（2）（3）、

陶胎染付の碗が 12点（17）、芙蓉手の鍔皿（15）、赤絵の人形（14）、呉須の発色が悪く胎土が灰



─　65　─

色の皿（12）、見込みに五弁花を描く皿が 2点（10）（19）、白磁袋物（16）、端反猪口（9）、紅皿？

（11）などが見られる。人形は頭部が B-4 区から出土したものと接合した。陶器は唐津の刷毛目碗・

皿 44 点（22）（26）（27）（29）、三島手の皿が 10 点で香炉 1点、呉器手碗が 7点（28）、京焼

風陶器碗 27点（24）、京焼風唐津鉢 3点でうち 1点は高台内に「木下弥」の刻印があるもの（23）、

京焼風唐津碗に似るが高台脇の釉剥ぎ部と口唇部に鉄泥を塗るもの（25）などがある。内面に青

海波紋のある唐津瓶 2点うち 1点（31）は SK（152）と接合した。擂鉢 23点うち丹波 1点で他

は備前が多いと思われる（20）。備前には大型の灯明受皿（30）、ひょうたん型瓶（32）、大型の

灰落とし（21）などがある。丹波・信楽の壷甕類もある。うのふ釉の瀬戸美濃甕などは混入である。

軟質施釉陶器には柿釉の人形（33）や鬢盥、緑がかった透明釉の鶏（34）や人形などがある。土

師質瓦質土器には内耳土器 152 点、うち A群の口縁部が 50点でうち内耳部分は 14点あり、先細

りになるものは 2点のみ、他はしっかり穿孔する（44）（45）。また B群の口縁部が 3点で内耳部

分は 2点でともにしっかり穿孔される（46）。焼塩壷が 11点で身は 8点、SK（54）出土のものと

同型で「御塩壷師／堺湊伊織」の刻印を持つものが 3点ある（47）～（50）。皿が 225 点（35）

～（37）、（39）～（42）、人形が 2点、土鈴が 1点（51）ある。ままごと用皿（38）と不明筒型

製品（43）がある。また粉々に砕けた瓦質焜炉が 500 点程度あるが大部分が細片で正確にカウン

トしえない。瓦には松皮菱紋軒丸瓦 2類 a（53）、三巴紋軒丸瓦（54）には巴紋が強く巻く（52）

ものもある。軒平瓦には 2類 1-a の桐紋（57）、8弁の菊紋（55）をそれぞれ中心飾りに持つもの、

紋様を二重線で表すもの（56）などがある。青銅製品は匙（59）とキセルの雁首 1点（60）、吸

口 2点である。銭貨はいずれも寛永通寳である。1点は裏に「末」？字がある。17世紀末までの

ものが多いが赤絵など 18世紀のものもあり 1680 ～ 1720 年代、元禄の頃の様相を示す大型廃棄

土坑である。

SK（59）　B-4

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。SK（58）と重複しており、切り合い関係から本土坑が

新しい。本土坑からは磁器 3点、陶器 7点、土師質瓦質土器 11 点、砥石 1点、瓦、鉄製品が出

土した。陶器には褐釉の蓋、産地不明のものもある。土師質瓦質土器には A群の内耳土器口縁部

が 2点ある。遺物が少ないため時期は明確でないが、1680 ～ 1720 年代の廃棄土坑の SK（58）

より新しいからそれより遡ることはない。

SK（60）　B-4

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。SK（58）と重複しており、切り合い関係から本土坑が

新しい。本土坑からはガラス、丸い鉄線製品、スレート状製品などが出土した。また、木製品は長

さ 1.8 ㎝の短い釘の刺さった何らかの部材、穴を穿孔したように見受けられる部材 2点や加工痕

のある端材が出土した。近代以降の廃棄土坑である。　

SK（61）　B-4　

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。本土坑からは磁器 14 点、陶器 9点、土師質瓦質土器

19点、瓦が出土した。磁器には 州窯のいわゆる呉須赤絵、陶器には赤泥を塗った擂鉢、土師質

瓦質土器には（1）をはじめ皿が 13点ある。17世紀後半の廃棄土坑である。



─　66　─

SK（63）　B-4 区

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。本土坑からは磁器 5点、陶器 1点、土師質瓦質土器 1点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器には広東碗、関西系の碗がある。折敷または箱物の側板と思われる板

の破片が出土した（1）。両面に黒漆が塗られるが、端の 0.4 ㎝ほどは木地が見えここで組み合わ

せたものと思われる。破損部は炭化しており、火災にあったか燃やして処分したものである。近代

の廃棄土坑である。

SK（64）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北西側で SK（6）と南東側で SK（9）と切り合っており、

切り合い関係から本土坑がいずれよりも先行する。本土坑からは土師質瓦質土器 1点、瓦のみが

出土した。本土坑より新しい SK（9）が 1640 ～ 50 年代の廃棄土坑であるから、それより新しい

ことはない。廃棄土坑であろう。

SK（65）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。西側で SK（9）と東側で SK（4）と切り合っており、切

り合い関係から本土坑がいずれよりも先行する。本土坑からは磁器 1点、土師質皿 1点、瓦、鉄

製品が出土した。本土坑より新しい SK（9）が 1640 ～ 50 年代の廃棄土坑であるから、それより

新しいことはない。廃棄土坑であろう。

SK（66）　D-5

 本土坑は調査区の北側中央に位置する。北側で SK（9）と南側で土坑群 Gと切り合っており、一

部しか遺存しない。切り合い関係から本土坑がいずれよりも先行する。本土坑からは磁器 1点、

唐津透明釉溝縁皿 1点、土師質瓦質土器 3点、瓦が出土した。本土坑より新しい SK（9）が 1640

～ 50 年代の廃棄土坑であるから、それより新しいことはない。廃棄土坑であろう。

SK（67）　D-5　＝ SK（115）

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北東側で SK（68）と切り合っており、切り合い関係か

ら本土坑が先行する。本土坑からは陶器 4点、土師質瓦質土器 7点、瓦、鉄製品が出土した。陶

器はいずれも透明釉ないし灰釉の唐津碗、皿である。遺物が少ないため時期は明確でないが、17

世紀前半の廃棄土坑の可能性がある。

SK（68）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。南西側で SK（67）と北西側で SK（4）と南東側で SK（7）

と切り合っており、切り合い関係から SK（67）よりも本土坑が新しく、SK（4）、SK（7）よりも

先行する。土坑の底部には黒色土が堆積していた。上層土からは磁器 3点、陶器 11点、土師質瓦

質土器 29点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には刷毛目の折縁皿などがある。土師質瓦質土器には

内耳土器 14点、皿 13 点がある。黒色土からは陶器 2点、土師質瓦質土器 10点、瓦、銭貨 2点

が出土した。陶器には擂鉢 1点、土師質瓦質土器には皿 2点、内耳土器 6点があり、1点は A群

の口縁部である。銭貨は被熱して 2点が貼り付いて出土した。摩滅が著しいが「紹聖元寳」「天祐

通寳」である。17世紀後半の廃棄土坑であろう。

SK（69）　D-5
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　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北側で SK（77）と切り合っているが、前後関係は明確

でない。本土坑からは初期伊万里皿、陶器 2点、土師質瓦質土器 5点、瓦、鉄製品が出土した。

陶器には唐津刷毛目皿、唐津透明釉瓶がある。土師質瓦質土器のうち 4点が皿である。17世紀後

半の廃棄土坑であろう。

SK（70）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北側で SK（78）と南側で SK（6）と西側で SK（77）

切り合っており、切り合い関係から本土坑が SK（77）、SK（78）より新しく、SK（6）に先行する。

本土坑からは磁器 1点、土師質瓦質土器 8点、瓦、鉄製品が出土した。土師質瓦質土器には内耳

土器 A群の口縁部が 1点ある。遺物が少ないため時期は明確でないが、本土坑に先行する SK（78）

が 1630 年代の廃棄土坑であるから、それよりも遡ることはない。廃棄土坑であろう。

SK（71）　F-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。南側で SK（72）と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が新しい。本土坑からは磁器 4点、陶器 6点、土師質瓦質土器 31点、瓦、鉄製品、硯 1点

（1）、碁石 1点、木製品が出土した。磁器には蝶紋の青花 1点、陶器には砂目積み唐津溝縁皿 1点、

17世紀前半の備前擂鉢 3点、土師質瓦質土器のうち 30点は皿で 1点は A群内耳土器の口縁部で

ある。内面体部は刷毛目が顕著で口縁端部は肥厚する。土師質皿のうち静止糸切り痕のあるものは

SK（72）と接合した。内外面に朱漆を塗った漆椀の破片が出土した。17世紀前半の廃棄土坑であ

る。

SK（72）　F-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北側で SK（71）と南側で SK（15）と切り合っており、

切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 3点、陶器 3点、土師質瓦

質土器 12点、瓦、鉄製品が出土した。磁器はすべて青花、陶器には砂目積み段階の唐津碗 2点と

17世紀前半の備前擂鉢がある。土師質瓦質土器には静止糸切りの皿があり SK（71）と接合した。

本土坑より新しい SK（15）が 1640 年代の廃棄土坑であるから、それ以前の廃棄土坑である。

SK（73）　F-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。SK（74）と重複しており、切り合い関係から本土坑が

新しい。本土坑からは陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は

明確でないが、廃棄土坑であろう。

SK（74）　F-5　　

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。SK（73）と重複しており、切り合い関係から本土坑が

先行する。本土坑からは磁器 7点、陶器 13 点、土師質瓦質土器 33 点、瓦、鉄製品が出土した。

陶器には唐津灰釉・透明釉の碗・皿が 7点、同じく藁灰釉・褐釉のものも各 1点、備前瓶 1点が

ある。残りの 3点が瀬戸美濃の緑釉植木鉢である。土師質瓦質土器には A群内耳土器内耳部分が

あり、口縁端部が大きく下垂する（1）。土師質に赤泥を塗った擂鉢、土師質甕の小型のものがある。

土師質皿には静止糸切り痕のものがある。瓦にはコビキ Aの丸瓦がある。19世紀代の廃棄土坑で

ある。
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SK（75）　F-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北側で SK（19）と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは磁器 1点、陶器 1点、土師質皿 4点、瓦 8点、鉄製品が出土した。

陶器は唐津の透明釉大皿である。遺物が少ないため時期は明確でない。廃棄土坑であろう。

SK（76）　F-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北側で SK（12）と南側で SK（13）と切り合っており、

切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは遺物は出土しなかったが本土坑よ

り新しい SK（12）が 1630 ～ 40 年代であるから、それ以前である。性格は不明である。

SK（77）　D-5  

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。東側で SK（70）と北側で SK（78）と南側で SK（69）

と西側で SK（183）と切り合っており、切り合い関係から本土坑が SK（183）より新しく、SK（70）、

SK（78）より先行し、SK（69）との切り合い関係は明確でない。本土坑からは唐津灰釉溝縁皿 2

点と備前擂鉢が出土した。土坑の南東部からは貝殻が集中して見つかった。1630 年代の廃棄土坑

である SK（78）に先行するためそれより新しいことはない。廃棄土坑である。

SK（78）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。遺構はさらに北側へ延び調査区外へ続いている。南側で

SK（70）、SK（77）と切り合っており、切り合い関係から本土坑が SK（77）より新しく SK（70）

に先行する。本土坑からは磁器 1点、陶器 11点、土師質瓦質土器 18点、瓦、鉄製品が出土した。

磁器に初期伊万里碗（1）、陶器には唐津砂目積み皿（3）、福岡藁灰釉瓶（SK（85）と接合）（2）、

産地不明軟質壷甕口縁部（SK（85）と接合）（4）などがある。土師質瓦質土器のうち皿が（5）（6）

（1点には板目痕）を含め 14点、（7）の A群内耳土器口縁部が 1点ある。1630 年代の遺物である。

　SK（84）は SK（78）の下層で掘り方が確認できて以降に遺物を分けて取り上げたものである。

本土坑からは陶器 7点、土師質瓦質土器 7点、瓦、鉄製品が出土した。陶器は唐津胎土目積みと

砂目積み碗各 1点（8）（10）、胎土目積みと砂目積みの皿が各 1点（11）（12）、砂目積み向付 1

点（9）と備前擂鉢 2点（13）（14）である。土師質瓦質土器のうち皿が 6点ある。1点は静止糸

切り痕（15）、1点は板目痕をもつ。瓦には「王」字と思われる軒丸瓦（16）（C－ 3区出土のも

のと接合）、菱形の花弁の花の中心飾りをもつ軒平瓦がある。1630 年代の遺物である。

　SK（85）も SK（78）の下層である。本土坑からは磁器 3点、陶器 17点、土師質瓦質土器 40点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器には青花 2点（17）（18）、伊万里小坏（24）、陶器には二彩手皿（23）、

唐津の砂目積み溝縁皿（22）、唐津高台施釉の透明釉碗（19）、唐津高台無釉灰釉碗（20）、端反

灰釉碗（21）、藁灰釉の瓶（SK（78）と接合）、産地不明軟質壷甕口縁部（SK（78）と接合）など

がある。土師質瓦質土器には（25）（26）を含め皿が 33点あり、底部外面には板目痕がある。土

錘 1点がある。1650 年代の遺物である。

　SK（113）も SK（78）の下層である。岸岳系唐津と思われる藁灰釉の碗、褐釉の唐津碗、瓦、

鉄製品が出土した。17世紀前半である。

　以上のことから SK（78）は少なくとも 3つの廃棄土坑が重複したものであり、その時期は
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1630 ～ 1650 年代である。

SK（79）　F-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器 1点、陶器 3点、土師質瓦質土器 7点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器には初期伊万里碗、陶器には口縁部が直立する唐津砂目積み皿 1点

がある。1610 ～ 30 年代の廃棄土坑である。

SK（80）　D-5  

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは陶器 1点、瓦、鉄製品が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK［80］　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。遺構はさらに北側へ延び調査区外へ続いている。南側で P

（27）と重複しており、切り合い関係から本土坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、陶器 3点、

土師質瓦質土器6点、瓦4点が出土した。関西系陶器がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK（81）　H-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。東側で SK（47）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 5点、陶器 8点、土師質瓦質土器 1点、瓦、鉄製品が出土した。

磁器には瀬戸美濃の蕎麦手端反碗がある。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK（86）　F-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。本土坑からは瓦 4点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（88）　G-5　＝ SK（44）、 SK（172）、SK（248）

　本遺構群は調査区の中央北よりに位置する。南側で SK（87）と切り合っており、切り合い関係

から本遺構群が先行する。当初は全体がひとつの遺構と考えていたが、掘り下げた後、3つの遺構

が重複していることが確認された。上層からは磁器 1点、陶器 1点、土師質瓦質土器 23点、瓦、

鉄製品が出土した。陶器は焼き締めで備前系と思われる。土師質瓦質土器には皿の再利用品が1点、

焼塩壷 1点がある。掘り方が確認されてから 3つの遺構に分けて遺物を取り上げた。3つの遺構

を北から A（SK（248））、B（SK（172））、Cとする。Aと B、Bと Cは各々切り合っており、切り

合い関係からいずれも Bが新しい。Aの底部には人頭大の表面の平らな石が据え置かれていた。C

の土坑上半には瓦が丸く立て並べられていたが一部 Bによって破壊されていた。また、その瓦に

取り囲まれるように土師質甕が口縁部を下にして埋置されていた。Aからは土師質皿 1点、瓦が出

土した。Bからは砂目積み唐津皿 1点、土師質甕 14点が出土した。土師質甕は切りあう Cの埋め

甕であろう。本遺構群より新しい SK（87）が近代初めの廃棄土坑であるからいずれもそれ以前で

ある。Aは建物跡の柱穴であり、Cは胞衣埋納遺構の可能性がある。

SK（90）　C-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。本土坑からは磁器は高台を削り出さず釉剥ぎしただけ

の中国、陶器は唐津灰釉端反碗、土師質瓦質土器 1点、瓦 8点が出土した。遺物が少ないため時
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期は明確でないが、1630 年代の廃棄土坑の可能性がある。

SK（91）　C-3

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。本土坑からは磁器 4点、陶器 4点、土師質瓦質土器

8点、土人形 1点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には関西系瓶がある。遺物が少ないため時期は明

確でないが、近世後期の廃棄土坑であろう。

SK（92）　F-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北側で SK（15）と南側で SK（16）と切り合っており、

切り合い関係から本土坑が SK（15）よりも先行し、SK（16）との前後関係は明確でない。本土坑

からは青花碗 1点、陶器 3点、土師質瓦質土器 27 点、瓦、鉄製品、碁石 1点（3）が出土した。

陶器には端反の唐津小碗、内面底部と体部の境に段を有する唐津灰釉皿がある。土師質瓦質土器に

は皿が 24点あり金箔皿 4点が含まれる（2）。皿は静止糸切りの（1）を初め総じて厚手で大型の

ものが多い。内耳土器の口縁部が 1点あり A群でしっかり穿孔される。1630 年代の廃棄土坑であ

る。

SK（93）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。北側で SK（80）と南側で SK（38）と切り合っており、

SK（94）、SK（214）と重複する。切り合い関係から SK（80）、SK（38）、SK（94）よりも本土

坑が先行し、SK（214）より新しい。本土坑からは磁器 18点、陶器 22点、土師質瓦質土器 70点、

瓦、鉄製品、キセル雁首 1点、砥石 1点、銭貨 11枚が出土した。磁器には伊万里端反の皿（4）、

高台断面三角形の碗（3）、高台断面「U」字型の高台高の低い碗（1680 年）（2）、端反の小坏（1）、

陶器には褐釉の壷（5）がある。土師質瓦質土器には（7）～（11）の 5点を含み 43点の皿があり、

羽釜は SK（214）と接合した。SK（214）には他にも同一個体とみられる羽釜の破片があり混入

の可能性が高い。内耳土器の口縁部が 2点あり、いずれも A群である。焼塩壷 1点があり下半し

か遺存しないが「麻玉」の部分が読み取れる（6）。「泉川麻玉」であろう。銭貨は 10枚が固着し

ていたがうち 9枚は「寛永通寳」で 1枚は摩滅により不明であった。陶磁器の年代は 1680 年代

であるが、「泉川麻玉」11）の刻印は 1730 年代頃から使用されたとされ、なおかつ本土坑に先行す

る SK（214）が 18世紀第 2四半期の土坑であることから、同時期の廃棄土坑であろう。

SK（94）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。SK（93）と重複している。切り合い関係から本土坑が新

しい。本土坑からは磁器 2点、陶器 1点、土師質瓦質土器 41点、土人形 1点、鉄製品が出土した。

磁器の 1点は青花、他は不明である。陶器は京焼の灰吹き（1）である。土師質瓦質土器のうち内

耳土器が 26点ありうち口縁部は 6点でいずれも A群、内耳部分は 1点でしっかり穿孔される（2）。

本土坑に先行する SK（93）が 18世紀第 2四半期の廃棄土坑であるから、それより新しい。

SK（95）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。西側で SK（38）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは土師質皿が 1点と 50点余りの瓦が出土した。廃棄土坑であるが時

期は明確でない。
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SK（96）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。北側で SK（37）と南側で SK（50）と切り合っており、

切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 31点、陶器 35点、土師質

瓦質土器 121 点、土人形 1点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には見込み五弁花コンニャク印判で

口紅の皿（3）、17世紀末～ 18世紀初めの内面口縁部を釉剥ぎした筒型碗（2）、猪口（1）、波佐

見青磁皿などがある。陶器のうち 18点はおそらく一個体の関西系の銹絵の土瓶で、関西系の半筒

碗（4）、擂鉢の再利用品などがある。土師質瓦質土器のうち皿が（6）～（9）を含み 65点あるが、

1点はヘラ削りをする丁寧なつくりの上製かわらけ（6）である。内耳土器または羽釜が 45点で

そのうち 14点が内耳土器 A群の口縁部である。うち内耳部分が 4点でいずれもしっかり穿孔する

（5）。「大上々」10）の刻印を持つ焼塩壷（10）がある。磁器は 18世紀前半前葉までであるが、関

西系土瓶や半筒碗があり 18世紀後半まで下る可能性もある。廃棄土坑である。

SK（97）　H-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。北西側で SK（34）と西側で近代溝状遺構と切り合ってお

り遺存しない。切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑には粘土が厚く埋められ

ており、中央の凹みに砂が入っていた。砂層からは土師質瓦質土器 1点、瓦 7点、鉄製品のみが

出土した。粘土層からは陶器 4点、土師質瓦質土器 4点、土錘 1点、瓦、鉄製品、瓦転用品 2点

が出土した。陶器には関西系の緑釉を流し掛けする端反碗がある。瓦には亀甲橘紋の軒丸瓦（1）

がある。19世紀代に廃絶し埋め戻された遺構であるが、性格は不明である。

SK（98）　H-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。北西側で SK（100）と西側で SK（204）と東側で SK（207）

と切り合っており、切り合い関係から本土坑が新しい。本土坑からは磁器 12点、陶器 31点、軟

質施釉陶器 2点、土師質瓦質土器 34点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には色絵の端反碗、端反碗

の蓋、焼き継ぎ痕のある碗、瀬戸美濃系の陽刻角皿など、陶器には関西系の平碗 2点（1）、明石

擂鉢、関西系の土瓶・行平鍋・鍋が蓋も合わせて 11点ある。土師質瓦質土器には内耳土器口縁部

が 6点あり、うち A群が 4点、C群が 2点である。A群のうち内耳部分は 1点でしっかり穿孔さ

れる。丸瓦（2）がある。本土坑に先行する SK（207）が近代の廃棄土坑であるから本土坑もそれ

より遡ることはない。

SK（99）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。東側で SK（95）と西側で SK（38）と北側で SK（93）と

切り合っており、切り合い関係からいずれよりも本土坑が新しい。本土坑からは瓦、フィルムが出

土した。近代以降の廃棄土坑である。

SK（100）　H-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。南西側で SK（98）と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、陶器 6点、土師質瓦質土器 6点、瓦、鉄製品が出土

した。陶器には刷毛目碗 2点、内野山の全面施釉する砂目積み碗 1点、土師質瓦質土器には A群

内耳土器口縁部 1点がある。（1）は三巴紋の軒丸瓦であるが、巴の尾が長く隣のものに接合する。
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17 世紀後半の廃棄土坑である。

SK（101）　B-4

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。北側で SK（63）と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは磁器 5点、陶器 2点、土師質瓦質土器 3点、瓦が出土した。陶

器には土瓶または鍋、産地不明の壷がある。土師質瓦質土器には A群の内耳土器口縁部がある。

本土坑より新しい SK（63）が近代の廃棄土坑であり、それ以前である。

SK（106）　F-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは初期伊万里の碗、絵唐津の皿他陶器 2点、

土師質皿 3点、瓦、鉄製品が出土した。遺物が少ないため明確でないが、17世紀前半の廃棄土坑

の可能性がある。

SK（107）　F-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。遺構はさらに北側へ延び調査区外へ続いている。本土坑か

らは磁器 1点、瀬戸美濃の緑釉の壷・甕・瓶掛類、瓦 1点が出土した。19世紀代幕末までの廃棄

土坑と思われる。

SK（108）　H-5　＝ SK（208）

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。本土坑からは磁器 1点、陶器 2点、土師質瓦質土器 4点、

瓦、鉄製品が出土した。陶器の一つは器種は不明であるが同じH-5 区の SK（34）と接合した。土

師質瓦質土器は灯明皿と羽釜（1）である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（109）　H-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。本土坑からは瓦 3点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（110）　F-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。遺構はさらに北側へ延び調査区外へ続いている。本土

坑からは陶器 1点、土師質瓦質土器 6点、砥石 1点、瓦、鉄製品が出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（114）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北側で SK（7）、SK（68）と切り合っており、切り合い

関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは土師質瓦質土器 11点、瓦、鉄製品が出土

した。鉄製品には直径 1.3 ㎝の球がある。本土坑より新しい SK（68）が 17 世紀後半の廃棄土坑

であるから、それ以前である。

SK（116）　E-4

　本土坑は調査区の中央部に位置する。P（32）と重複しており、切り合い関係より本土坑が先行

する。本土坑からは磁器 7点、陶器 9点、土師質瓦質土器 8点、瓦、鉄製品が出土した。陶器に

は京焼風唐津碗、内面褐釉に外面藁灰釉を掛けた福岡碗、唐津折縁皿、玉縁の唐津香炉などがある。

土師質瓦質土器には内耳土器 A群の口縁部が 1点ある。鉄製品は小刀状のもので表面には木質が

みられる。1650 年代の廃棄土坑である。
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SK（117）　C-4

　本土坑は調査区の東側中央に位置する。北側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 6点、陶器 5点、土師質瓦質土器 8点、瓦が出土した。磁器

には見込み蛇の目釉剥ぎのくらわんか手の碗、陶器には瀬戸美濃の灰釉に緑釉を流し掛けした水甕

がある。19世紀代幕末までである。

SK（119）　B-5  

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦 3点が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（120）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 7点、陶器 14点、土師質瓦質土器 7点、

瓦、鉄製品、砥石 1点が出土した。陶器には同一個体と思われる産地不明の甕か壷が 5点ある。

近世後期の廃棄土坑である。

SK（121）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 1点、陶器 18点、土師質瓦質土器 22点、

瓦、鉄製品が出土した。陶器には関西系の半筒碗、大型の甕がある。土師質瓦質土器は皿 10点、

内耳土器口縁部が 4点ですべて A群、うち内耳部分は 2点でいずれも穿孔は突き抜ける。遺物が

少ないため明確でないが、半筒碗、内耳土器の形状から 18世紀後半の廃棄土坑であろう。

SK（122）　D-4 区　

　本土坑は調査区の北東部に位置する。北側で近代土坑と南側で SK（169）、SB4P1 と切り合って

おり、切り合い関係から本土坑が SK（169）より新しく SK（179）、近代土坑より先行する。遺構

内には炭が充満しており、熔解してガラス状になった塊も多く見つかった。本土坑からは磁器2点、

陶器 5点、土師質瓦質土器 7点、瓦、鉄製品が出土した。瓦にはコビキ Aの松皮菱紋 2類 a（1）

がある。鉄製品には釘がある。何らかの製造施設である可能性もある。本土坑に先行する SK（169）

が 17世紀前半の廃棄土坑であるからそれより遡ることはない。

SK（126）　H-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器碗 1点、瓦 2点が出土した。また、底

部から板が出土した。近代の遺構であるが性格は不明である。

SK（127）　F-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。本土坑からは磁器 2点、土師質瓦質土器 2点、瓦 1

点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（128）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 6点、陶器 15点、土師質瓦質土器 15点、

瓦、鉄製品、印章、不明金属板が出土した。陶器には産地不明のものもある。土師質瓦質土器には

内耳土器 A群の口縁部が 2点ある。19世紀代の廃棄土坑である。

SK（130）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 10点、陶器 5点、土師質瓦質土器 8点、
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瓦が出土した。陶器には唐津壷甕、土師質瓦質土器には内耳土器 A群の口縁部が 2点ある。浅く

不整形なため遺構でない可能性が高い。遺物は 18世紀前半である。

SK（131）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。南側で SB4P7 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。瓦 2点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（133）　F-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。南側で SK（74）と切り合っているが、前後関係は明確で

ない。本土坑からは磁器 3点、陶器 4点、土師質瓦質土器 14点、瓦が出土した。磁器には青花碗

2点、陶器には呉器手碗 1点、唐津灰釉製品 2点、備前袋物がある。17世紀後半の廃棄土坑であ

ろう。

SK（134）　E-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。西側で SK（3）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは陶器 2点、瓦、鉄製品が出土した。本土坑より新しい SK（3）が

幕末の廃棄土坑であるからそれ以前である。性格は不明である。

SK（137）　H-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。北側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、陶器 1点、土師質瓦質土器 3点、瓦が出土した。磁器に

は青花碗、初期伊万里筒型碗、陶器には唐津灰釉碗、土師質瓦質土器には皿 2点と端部が肥厚す

る A群内耳土器口縁部 1点がある。1630 年代の廃棄土坑である。

SK（138）　D-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。南側で SK36 と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 4点、陶器 11 点、土師質瓦質土器 6点、鉄製品、砥石 1点

が出土した。磁器には筒型碗がある。陶器には瀬戸美濃の口縁部に緑釉を流し掛けした灰釉の捏鉢、

関西系の土瓶か鍋の底部、同小杉碗底部、同灯明皿口縁部がある。19世紀代幕末までの廃棄土坑

である。

SK（139）　D-4   

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。本土坑からは磁器 53点、陶器 84点、土師質瓦質土

器 107 点、瓦、鉄製品、砥石 1点が出土した。磁器には端反碗、色絵の高台径の小さい腰の張る

小丸碗、陶石目のある段重蓋と色絵の身、見込み蛇の目釉剥ぎの小皿、陶器には明石擂鉢、関西系

土瓶、トビガンナ・イッチン掛けの行平鍋蓋 6点と把手 1点、関西系灯明皿、備前系灯明皿 2点、

砥部小鉢 1点などがある。土師質瓦質土器には瓦質の土瓶、焜炉、土師質甕、焼塩壷などがある。

焼塩壷身は 2類の板作り成形で口縁端部は受けを持たず平らにおさめる（1）。蓋は断面逆台形で

ある（2）。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK（140）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。東側で SK（93）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは陶器 2点、土師質皿 4点、土錘 1点が出土した。本土坑より新し
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い SK（93）が 1680 年代の廃棄土坑であるから、それ以前である。廃棄土坑である。

SK（141）　E-4

　本土坑は調査区の中央部北よりに位置する。本土坑からは磁器 1点、土師質瓦質土器 3点が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（142）　E-4

　本土坑は調査区の中央部北よりに位置する。本土坑からは磁器端反小坏 1点、陶器 5点、土師

質瓦質土器 4点、瓦が出土した。陶器には備前系灯明皿がある。1810 年以降幕末までの廃棄土坑

である。

SK（143）　C-5　＝ SK（303）

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 3点、陶器 4点、土師質瓦質土器 7点、

瓦、鉄製品、砥石 1点、鉄玉 1点、銭貨 1点が出土した。陶器には藁灰釉の福岡と思われるもの

がある。鉄玉は直径 1.1 ㎝、銭貨は青銅で 1／ 4しか遺存しておらず種別は不明である。18世紀

前半の廃棄土坑である。

SK（144）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは陶器 4点、土師質瓦質土器 1点、瓦が出土

した。陶器には瀬戸美濃の灰釉銹釉掛け分けの蛇の目凹型高台碗、口縁端部が「T」字型に張り出

す壷甕がある。18世紀末以降の廃棄土坑である。

SK（145）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 2点、陶器 4点、土師質瓦質土器 1点

が出土した。磁器は 17世紀代のものであり、遺構も 17世紀代の廃棄土坑の可能性がある。

SK（146）　C-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは土師質皿 1点、瓦 4点が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（147）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。西側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは磁器 4点、陶器 6点、土師質瓦質土器 7点が出土した。磁器には広

東碗、陶器には関西系土瓶、土師質瓦質土器には内耳土器 A群の口縁部が 1点あり、皿が（1）（2）

（3）の 3点ある。18世紀末頃の廃棄土坑である。

SK（148）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。北側で SK（120）と南側で近代土坑と切り合っており、

切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 24点、陶器 24点、土師質

瓦質土器 70点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には陶胎染付 8点、雨降り紋小坏（1）、仏花器など、

陶器には京焼風唐津碗、格子状のあて具痕があり縄紋突帯を持つ唐津壷などがある。土師質瓦質土

器には内耳土器が（5）を含め 43 点あり、うち口縁部が 14点ですべて A群であり、内耳部分は

4点である。しっかり穿孔するものが 1点、他は先細りになる。皿が（2）（3）（4）の 3点を含め

26点ある。人形は猿が俵を担いでいるものである（6）。18世紀前半の廃棄土坑である。
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SK（149）　A-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは唐津透明釉皿、土師質皿 3点、瓦 4点が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（150）　A-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。遺構はさらに東側へ延び調査区外へ続いている。本土坑か

らは磁器 5点、陶器 8点、土師質瓦質土器 15点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には藁灰釉の壷、瓶、

碗がありいずれも福岡ないし伊万里産か。また口縁部を外に折り返した産地不明の施釉擂鉢がある。

土師質瓦質土器には土師質皿（1）、内耳土器 A群の口縁部が 1点ある。17世紀後半の廃棄土坑で

ある。

SK（152）　C-5　　 

　本土坑は調査区の北側東よりに位置する。北東側で P（116）と南東側で P（103）と切り合っ

ており、切り合い関係から本土坑がいずれよりも先行する。本土坑からは磁器 33点、陶器 39点、

土師質瓦質土器 50点、瓦、鉄製品、砥石 2点が出土した。磁器には 州窯皿高台 1点、初期伊万

里の碗と皿がある。皿のうち 1点は葉の葉脈を線刻し、A-4 区の埋土中の遺物と接合した。また、

接合はしなかったが P（72）出土のものと同一個体と思われる。丸尾窯ないし外尾山窯である（2）。

高台に砂が付着し高台脇に指頭圧痕の残る碗がある（1）。陶器には呉器手碗 8点（3）、唐津？擂

鉢がある。内面に青海波紋の残る瓶は SK（58）と接合した。土師質瓦質土器には内耳土器 19点

がありうちA群の口縁部 7点、うち内耳部分 4点がある（5）。いずれもしっかり穿孔する。皿が（4）

を含め 22点ある。1650 ～ 60 年代の廃棄土坑である。

SK（153）　B-5　　

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 4点、陶器 6点、土師質瓦質土器 6点、

土製人形、瓦が出土した。磁器には明確に近代以降のものが 1点あるが混入であろう。陶器には

絵唐津片口、摺目間隔の開く備前擂鉢、京焼風唐津と思われる碗などがある。人形は親子亀（1）

である。17世紀後半の廃棄土坑である。

SK（154）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。中央を南北に試掘トレンチが走り破壊され遺存しない。本

土坑からは磁器 2点、陶器 1点、土師質瓦質土器 21点、瓦が出土した。磁器には瓶が、陶器には

刷毛目碗、土師質瓦質土器には皿 8点、内耳土器 11 点がありうち A群口縁部が 2点ある。焼塩

壷が 1点ある。18世紀前半の廃棄土坑である。

SK（155）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。遺構はさらに北側へ延び調査区外へ続いているが試掘トレ

ンチにより破壊され遺存しない。本土坑からは磁器 8点、陶器 7点、土師質瓦質土器 12点、瓦が

出土した。磁器には初期伊万里の皿（1630 ～ 40 年）、外面体部に菊紋のコンニャク印判を押し彩

色を施す碗（18 世紀前半）、高台高が高く断面が U字型で外面網目紋の碗（17 世紀後半）、陶器

には刷毛目碗、備前擂鉢 2点、土師質瓦質土器には内耳土器 8点があり、うち口縁部は 4点で A

群 3点、C群 1点である。A群の口縁部のうち 1点は内耳部分でしっかり穿孔する。18世紀前半
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の廃棄土坑である。

SK（156）　C-4

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは陶胎染付 1点、陶器 4点、軟質施釉陶器 1点、

土師質瓦質土器 2点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には関西系碗がある。近世後期である。性格

は不明である。

SK（157）　C-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは陶胎染付碗 1点、関西系陶器 1点、土師質

皿 2点、瓦 2点が出土した。近代の廃棄土坑である。

SK（158）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。北側で SK（39）と南側で P（86）と切り合っており、切

り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは陶器 3点、土師質皿 3点、瓦、鉄

製品が出土した。陶器には備前系の灰落としがある。本土坑よりも新しい SK（39）が 19 世紀代

の廃棄土坑であるから、それ以前である。性格は不明である。

SK（159）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。東側で SK（39）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは瓦20点余りと鉄製品のみが出土した。本土坑よりも新しいSK（39）

が 19世紀代の廃棄土坑であるから、それ以前である。性格は不明である。

SK（160）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。東側で SK（39）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 4点、陶器 5点、軟質施釉陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦、

鉄製品、砥石1点が出土した。陶器には関西系や産地不明のものがある。本土坑よりも新しいSK（39）

が 19世紀代の廃棄土坑であるから、それ以前である。廃棄土坑である。

SK（161）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは内耳土器 3点、瓦 4点が出土した。内耳土

器は A群口縁部が 2点あり 1点は内耳部分で穿孔は先細りになる。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

SK（162）　C-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは陶器 2点、土師質瓦質土器 1点、瓦、鉄製

品が出土した。陶器には京焼風唐津碗、唐津灰釉皿がある。17世紀後半以降の廃棄土坑であろう。

SK（163）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 1点、土師質皿 1点のみ出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（164）　C-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは陶器 2点、土師質瓦質土器 9点、瓦が出土

した。陶器はいずれも京焼風唐津碗、土師質瓦質土器は 7点が皿、2点が内耳土器である。内耳土

器のうち 1点は内耳部分で A群でやや先細りに穿孔される。17世紀後半頃の廃棄土坑であろう。
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SK（165）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 22点、陶器 17点、土師質瓦質土器 90

点、瓦、人形 2点が出土した。磁器には陶胎染付碗 8点（5）、白磁碗（1）、小坏（3）、猪口 2点（2）

など、陶器には褐釉蓋（4）、産地不明壷甕などがある。土師質瓦質土器のうち内耳土器は 67点あ

り、うち口縁部は 17点ですべて A群である。内耳部分は 4点ですべてしっかり穿孔する。皿 14

点（6）、焼塩壷 2点がある。1点は内面下 1／ 6ほどに段を有し、段の上には布目痕がある（7）。

18世紀前半の廃棄土坑である。

SK（166）　C-4

　本土坑は調査区の北東部に位置する。南側で P（107）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 16点、陶器 26点、土師質瓦質土器 9点、瓦、鉄製品が出土

した。磁器には青花 2点、 州窯赤絵 1点、陶器には刷毛目皿、唐津灰釉碗・皿、藁灰釉壷など

がある。土師質瓦質土器には内耳土器 A群口縁部が 3点あり 1点は内耳部分で口縁部端部は肥厚

ししっかり穿孔する。17世紀後半の廃棄土坑である。

SK（167）　C-4

　本土坑は調査区の北東部に位置する。南側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは磁器 3点、陶器 4点、土師質瓦質土器 16点、瓦、鉄製品が出土した。

陶器には関西系の土瓶がある。土師質瓦質土器には A群の内耳土器口縁部が 3点ある。近世後期

の廃棄土坑であろう。

SK（168）　C-4

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 3点、瓦 4点が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（169）　D-4 区

　本土坑は調査区の中央部北よりに位置する。北側で SK（122）と切り合っており、切り合い関

係から本土坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、陶器 2点、内耳土器 1点、瓦、鉄製品のみが

出土した。磁器は青花と青磁（1630 ～ 50 年）か。陶器は砂目積み段階透明釉皿、灰釉の絵唐津

皿（1610 ～ 30 年）各 1点ずつである。17世紀前半の廃棄土坑である。

SK（170）　F-4

　本土坑は調査区の中央部北よりに位置する。北側で別土坑と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは瓦 2点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK（171）　F-4

　本土坑は調査区の中央部北よりに位置する。近代土坑の下層から出土したため上部は遺存してい

ない可能性が高い。本土坑からは瓦 2点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK（173）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。西側で SK（39）と切り合っており、切り合い関係から本
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土坑が先行する。本土坑からは京焼風唐津 1点、瓦、鉄製品のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（174）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。西側で SK（39）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 1点、陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦、鉄製品が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（175）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは瓦 3点、鉄製品が出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（176）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。底部からは人頭大の石が出土した。本土坑からは、おそら

く同一個体の磁器碗 3点、備前系灯明皿、土師質瓦質土器 2点のみが出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でない。建物跡の柱穴の可能性もある。

SK［176］　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは遺物は出土しなかったため時期は明確でない。

性格も不明である。

SK（177）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは唐津の砂目積みの皿と平瓦小片のみが出土し

た。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（178）　C-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。西側はトレンチで破壊されている。本土坑からは瓦 2点

のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（180）（181）　D-4

　本土坑群は調査区の中央部北よりに位置する。当初ひとつの土坑と考え掘削したが掘り方が明確

になった段階で遺物を分けて取り上げた。上層からは陶器 2点、土師質瓦質土器 10点、瓦、鉄製

品が出土した。陶器は絵唐津の皿と備前袋物である。土師質瓦質土器は（1）も含み 9点が皿、1

点は関西系焙烙である。1610 ～ 30 年代である。

　SK（180）は SK（180）（181）の下層である。東側で土坑群 Gと南側で近代土坑と切り合って

おり、切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 5点、陶器 5点、土

師質瓦質土器 15点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には高台内を釉剥ぎする青花小坏、焼成不良の

高台断面三角形の碗底部がある。陶器には胎土目段階の灰釉碗がある。1640 ～ 50 年代であるが

本土坑より新しい土坑群 Gが 1630 ～ 40 年代であることから、1640 年代の廃棄土坑である。

　SK（181）は西側で土坑群 Fと切り合っているが、切り合い関係は明確でない。本土坑からは京

焼風唐津碗 1点、土師質皿 1点、瓦 2点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。

　以上のことから SK（180）（181）は 17世紀前半の廃棄土坑群である。

SK（183）　D-4
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　本土坑は調査区の北側中央に位置する。東側で SK（77）と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは胎土目積み唐津皿 1点、16世紀末備前擂鉢 1点、土師質瓦質土

器 1点、瓦 4点のみが出土した。本土坑より新しい SK（77）が 1630 年代より新しいことはない

からそれ以前の廃棄土坑である。

SK（184）　D-4

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。西側で SK（9）と切り合っているが、切り合い関係は明

確でない。本土坑からは土師質瓦質土器 4点、瓦 3点のみが出土した。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

SK（185）　E-4

　本土坑は調査区の中央部に位置する。本土坑からは瓦 5点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（186）　C-4

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは唐津二彩手の皿 1点のみが出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（187）　D-4

　本土坑は調査区の北東部に位置する。東側で 2つのピットと切り合っており、切り合い関係か

ら本土坑が先行する。本土坑からは陶器 2点、土師質瓦質土器 3点、瓦が出土した。陶器には唐

津溝縁皿 1点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（188）　G-4　＝ SK（276）

　本土坑は調査区の北西部に位置する。東側で SK（39）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 3点、陶器 5点、軟質施釉陶器 1点、土師質瓦質土器 12点、瓦、

銭貨、鉄製品が出土した。陶器には端反碗がある。銭貨は寛永通寳であるが摩滅が著しく新旧は不

明である。19世紀代の廃棄土坑と思われる。

SK（189）　E-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北側で SK（20）と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは唐津透明釉碗 2点、土師質皿 5点、瓦、鉄製品が出土した。土

師質皿には静止糸切り痕があり厚手のものがある。17世紀前半の廃棄土坑であろう。

SK（191）　E-4

　本土坑は調査区の中央部北よりに位置する。北側で P（128）と南西側で P（80）と切り合って

おり、切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 4点、陶器 5点、瓦

が出土した。陶器には備前系灯明皿がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明であ

る。

SK（192）　F-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。東側で P（67）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは関西系陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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SK（193）　F-4　 

　本土坑は調査区の北西部に位置する。北東側で SK（43）と西側で SA3P2 と切り合っており、

切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは陶器2点、土師質瓦質土器2点、瓦、

鉄製品が出土した。本土坑より新しい SK（43）が 1810 年以降幕末までの廃棄土坑であるから、

それ以前である。

SK（194）　F-4

　本土坑は調査区の中央部に位置する。本土坑からは陶器 2点、土師質瓦質土器 6点、瓦、鉄製

品が出土した。1点は 1630 年代の唐津袋物である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も

不明である。

SK（195）　F-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。東側で SK（72）と西側で SK（12）と切り合っており、

切り合い関係から本土坑がいずれよりも先行する。本土坑からは唐津の灰釉の碗口縁部破片 1点、

土師質皿 1点、瓦、鉄製品が出土した。瓦が数十点出土したため廃棄土坑であると思われる。本

土坑より新しい SK（12）が 1630 年～ 40年代の廃棄土坑であるから、それ以前の廃棄土坑である。

SK（196）　E-5

　本土坑は調査区の中央部に位置する。南側で SK41、P（93）と切り合っており、切り合い関係

から SK41 よりも本土坑が先行し、P（93）との前後関係は不明である。本土坑からは磁器香炉 1点、

内耳土器 1点、瓦 5点が出土した。本土坑より新しい SK41 が近代初めの処理穴であるから、そ

れ以前である。性格は不明である。

SK（197）　F-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。東側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは土師質瓦質土器 1点、瓦 4点が出土した。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

SK（198）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。東側で SK（188）と南側で P（87）と切り合っており、

切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 13点、陶器 8点、土師質瓦

質土器 32点、瓦、碁石（6）、キセルの雁首（7）、鉄製品が出土した。磁器には雨降り紋の猪口（1）、

陶胎染付の碗、二重網目紋の碗などがある。陶器には鬢水入れ（2）がある。これは同じ調査区の

埋土中のものと接合した。土師質瓦質土器には（3）など内耳土器 14点、うち口縁部 8点ですべ

て A群、皿が（4）を含め 17点ある。焼塩壷の蓋（5）が 1点ある。18世紀前半の廃棄土坑である。

SK（199）　D-4

　本土坑は調査区の中央部に位置する。北側で SB4P1 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは瓦片 5点のみ出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

SK（200）　D-4　

　本土坑は調査区の中央部に位置する。北側で SK（180）と南側で SK（122）と西側で SK（53）
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と切り合っており、切り合い関係から本土坑が SK（180）より新しく、他の土坑よりも先行する。

土坑内には人頭大の石が大量に詰まっていた。本土坑からは陶器 2点、土師質皿 4点、瓦、鉄製

品のみが出土した。本土坑に先行する SK（180）が 1640 年代の廃棄土坑であるから、それを遡

ることはない。性格は不明である。　

SK（202）（215）（216）遺構群　D-4

　本遺構群は調査区の中央部北よりに位置する。当初一つの土坑と考えて掘削したが、のちに 3

つの遺構の重複であることがわかり、上層部分の遺物は一括で取り上げている。本遺構群上層から

は磁器 39点、陶器 34 点、軟質施釉陶器 5点、土師質瓦質土器 31点、土人形 1点、瓦、鉄製品

が出土した。磁器には薄手の高台の高い碗、見込み蛇の目釉剥ぎの小皿、端反碗、陶器には関西系

の行平鍋、灯明皿、明石擂鉢、軟質施釉陶器はすべて 1個体と思われる柿釉の羽釜で底部にはス

スが付着する。土師質瓦質土器には内耳土器の口縁部が 2点ありいずれも A群である。瓦には（1）

の 2類 1－ bの桐紋をもつ軒平瓦などがある。

　SK（202）は井戸である。西側で SK（216）と切り合っており、切り合い関係から本井戸が新

しい。本井戸は拳大から人頭大の石で埋められていた。また、中央には竹筒が差し込まれていた。

本井戸からは磁器 48 点、陶器 73 点、軟質施釉陶器 1点、土師質瓦質土器 56 点、土人形 2点、

土製ままごと道具 1点、瓦、鉄製品、硯 1点、砥石 1点が出土した。磁器には端反碗 4点があり

うち 1点は瀬戸美濃、見込みに寿字紋を持つ小丸碗、陶器には行平鍋、鍋、土瓶、瀬戸美濃の水甕、

備前系灯明皿、産地不明の壷甕類などがある。土師質瓦質土器は瓦質土瓶 16点、焙烙 4点、火鉢

などがある。瓦には（2）の軒丸瓦、（3）の軒平瓦がある。（2）の瓦当厚は復元厚 1.7 ㎝であるが

紋様区部分では 0.5 ㎝しかないところもあり、（3）の平瓦厚もわずか 1.2 ㎝とたいへん薄い。（3）

は菊間 2類に類似する紋様構成であり、（2）の調整痕も菊間に似る。本井戸は 1810 年以降幕末

までに廃絶し埋め戻されたものである。

　SK（215）は南東側で SK（216）と切り合っており、切り合い関係から本土坑が新しい。本土

坑からは磁器 8点、陶器 12点、土師質瓦質土器 12点、瓦が出土した。磁器には瀬戸美濃の端反碗、

陶器には明石の擂鉢（4）、関西系の行平鍋、土師質瓦質土器には焼塩壷が（5）と同じつくりのも

のがもう 1点、A群の内耳土器口縁部などがある。軒平瓦の（6）は菊間 1類の桟瓦、（7）は半菊

紋を中心飾りに持ち菊間 2類に似るが、唐草が下巻きである。1810 年以降幕末までの廃棄土坑で

ある。

　SK（216）は東側で SK（202）と北西側で SK（215）と切り合っており、切り合い関係からい

ずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 1点、陶器 2点、土師質の焜炉 1点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でない。廃棄土坑であろう。

SK（203）　C-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。南側で SK（152）と SK（143）と切り合っており、切り

合い関係から本土坑が SK（152）より新しく SK（143）より先行する。本土坑からは磁器 9点、

陶器 9点、土師質瓦質土器 53点、瓦、寛永通寳（1期）、鉄製品が出土した。磁器は 1点をのぞ

いて 17 世紀代、陶器には刷毛目碗 2点、京焼風唐津碗 2点、産地不明の天目碗（1）、青緑釉の
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壷（2）、急須のものと思われる蓋、土師質瓦質土器には土師質皿（3）、焙烙などがある。焙烙の

口縁部は 3点ですべて A群、うち 1点が内耳でしっかり穿孔される。近世後期の廃棄土坑である。

SK（204）　H-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。東側で SK（98）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 8点、陶器 9点、土師質瓦質土器 10点、瓦、鉄製品が出土し

た。磁器には瀬戸美濃の端反碗、陶器には行平鍋の把手やトビガンナ、イッチン掛けの蓋がある。

土師質瓦質土器には内耳土器の口縁部が 3点ありいずれも A群である。1810 年以降幕末までの廃

棄土坑である。

SK（205）　F-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。北側で別土坑と北西側で SK（74）と切り合っており、切

り合い関係から本土坑が別土坑に先行するが、SK（74）との前後関係は明確でない。しかし、出

土遺物から本土坑が先行するであろう。本土坑からは磁器 2点、陶器 5点、土師質瓦質土器 20点、

瓦、鉄製品が出土した。磁器には青花 1点、陶器は唐津灰釉製品 3点、褐釉製品 1点、備前小壷

1点である。17世紀後半の廃棄土坑である。

SK（206）　H-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。南側で SK（34）と西側で SK（35）と切り合っており、

切り合い関係から本土坑がいずれよりも先行する。本土坑からは陶器 1点、土師質皿 2点、瓦が

出土した。本土坑より新しい SK（34）、SK（35）がいずれも 1810 年以降幕末までの廃棄土坑で

あるから、それ以前である。性格は不明である。

SK（207）　H-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。西側で SK（98）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 10 点、陶器 16 点、土師質瓦質土器 15 点、瓦、鉄製品、青

銅製品が出土した。磁器には型紙刷りが 2点、瀬戸美濃系木型打ち込み角皿、陶器には土瓶 3点

がある。近代初めの廃棄土坑である。

SK（209）　H-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。北東側で SK（35）と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは土師質皿 1点、瓦が出土した。本土坑より新しい SK（35）が

1810 年以降幕末までの廃棄土坑であるから、それ以前である。性格は不明である。

SK（210）　H-5

　本土坑は調査区の北西隅に位置する。遺構はさらに北側へ延び調査区外へ続いている。本土坑か

らは磁器 1点、瀬戸美濃の瓶掛を含む陶器 3点、土師質瓦質土器 1点、瓦、鉄製品が出土した。

19世紀代である。性格は不明である。

SK（211）　H-5　＝ P（37）

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器、陶器各 2点が出土したのみである。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（212）　H-5
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　本土坑は調査区の西側北よりに位置する。東側で近代土坑と西側で SK（33）と切り合っており

遺存しない。切り合い関係から本土坑がいずれよりも先行する。本土坑からは瓦と鉄製品のみが出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（213）　H-5

　本土坑は調査区の西側北よりに位置する。東側で近代土坑と切り合っており、遺存しない。切り

合い関係から本土坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、陶器 1点、土師質瓦質土器 4点、瓦 8点、

鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（214）　G-5　　　

　本土坑は調査区の北西部に位置する。SK（93）と重複しており、切り合い関係から本土坑が先

行する。本土坑からは磁器 16点、陶器 5点、土師質瓦質土器 54点、瓦、鉄製品が出土した。磁

器碗は有田内山産の上手のもので高台高が高く断面「U」字形につくられるもの（3）（4）やこれ

の小型化したもので高台高の低い丸碗（1）、色絵の蓋物の小碗（6）などがあり、一方で葉の紋様

のコンニャク印判が押されたくらわんか手のもの（5）、紅皿（2）、陶胎染付のものなどがある。

土師質瓦質土器には「大極上上吉改」の刻印をもつ焼塩壷の身が 1点（7）、蓋が（8）をはじめ 2

点ある。また、土師質皿が（9）をはじめ 34点、内耳土器が 12点あり、うち口縁部内耳部分は 1

点（10）で穿孔は先細りになる。羽釜は SK（93）のものと接合した（11）。他にも同一個体の羽

釜凸帯部分が 4点あるのでもともと本土坑のものが調査時に混入した可能性があろう。桟瓦が含

まれる。陶磁器の年代は 18世紀前半であるが、「大極上上吉改」の刻印は 1730 年代前半から 40

年代初めに使用されたとされる 11）ことから 18世紀第 2四半期の廃棄土坑である。

SK［215］　B-4

　本土坑は調査区の北東部に位置する。西側で P（159）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは黄瀬戸の皿の底部 1点が出土したのみである。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（218）　B-5

　本土坑は調査区の北東隅に位置する。南側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは磁器 1点、陶器 1点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確

でなく、性格も不明である。

SK（219）　B-5

　本土坑は調査区の北東隅に位置する。遺構はさらに北側へ延び調査区外へ続いている。本土坑か

らは磁器 29 点、陶器 14 点、土師質瓦質土器 49 点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には白磁の香

炉がある。陶器には 17世紀中ごろの備前擂鉢、京焼風唐津碗 3点などがある。土師質瓦質土器の

うち皿 36点である（1）。17世紀後半の廃棄土坑である。

SK（220）　D-4

　本土坑は調査区の中央部に位置する。本土坑からは瓦 1点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（221）　D-4
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　本土坑は調査区の中央部に位置する。本土坑からは瓦 2点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（222）　D-4

　本土坑は調査区の中央部に位置する。南北で近代土坑と切り合っておりいずれよりも本土坑が先

行する。本土坑からは磁器 4点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格

も不明である。

SK（224）　D-4

　本土坑は調査区の中央部に位置する。南西側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 9点、陶器 14点、土師質瓦質土器 35点、瓦、鉄製品、キセ

ルが出土した。陶器には呉器手碗を含めた京焼風唐津が 7点、砂目積みの刷毛目皿、17世紀代の

備前擂鉢、唐津砂目積みの二彩手大皿、備前系灯明皿や同小壷などがある。土師質瓦質土器には内

耳土器口縁部が 7点ありすべて A群である。体部の形状のわかるものは深く鍋状である。関西系

焙烙も 1点ある。キセルは破損しどの部分か不詳である。17世紀後半の廃棄土坑である。

SK（226）　F-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。本土坑からは備前擂鉢 1点、土師質瓦質土器 1点、

瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（228）　C-5

　本土坑は調査区の北側東よりに位置する。本土坑の埋土には大量の炭が混じっていた。本土坑か

らは磁器碗の底部が 2点、皿の底部が 1点、陶器の擂鉢が 2点、瓦 9点が出土した。磁器はいす

れも初期伊万里で碗の 1点は高台内無釉である。擂鉢は備前と唐津である。遺物が少ないため明

確でないが、17世紀前半の廃棄土坑である可能性が高い。

SK（229）　B-4

　本土坑は調査区の北東部に位置する。北西側で SK（58）と南東側で近代土坑と切り合っており、

切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、土師質皿 2点、瓦が

出土した。磁器には 18世紀前半の型押し成形の木の葉型の皿がある。遺物が少ないため明確でな

いが、18世紀前半の廃棄土坑の可能性がある。

SK（230）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは人頭大の石が多数出土した。本土坑からは磁

器 1点、唐津透明釉皿 1点、焼塩壷 1点、瓦、鉄製品が出土した。焼塩壷は 1類である。遺物が

少ないため明確でないが、1630 年代の廃棄土坑の可能性がある。

SK（231）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 1点、陶器 1点、鉄製品が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（233）　A-4

　本土坑は調査区の東側北よりに位置する。本土坑からは唐津灰釉碗 1点、唐津青海波紋の叩き

痕のある瓶 1点、備前火襷のある瓶 2点、土師質皿 4点、瓦が出土した。土師質皿の 1点の底部
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外面には板目痕がある。特に瓦は詰まった状態で大量に出土した。軒丸瓦には松皮菱紋のものが 4

点あり、うち 1点は松皮菱紋部分と周縁に朱漆と金箔が遺存する。また、瓦当周縁に赤漆が付着

するコビキ Bのものも 1点ある。瓦当径が大きく「王」紋のものと思われる瓦当周縁もある。三

巴紋（1）～（4）がある。軒平瓦には桐紋の 1類 1-b が 4 点（14）（20）あるが 1点は向かって

右の第 2子葉がない。笵ずれと思われるので分類していない。2類 3-c が 1点で赤漆と金箔が若干

残る（19）。2類 4-a が 2点（18）、2類 4-b が 2点ある（17）。また 2類 1-b が 1点（15）ある。

宝珠紋は 1類 2点（10）、2類 1点（11）がある。その他、牡丹状の花紋のもの 1点（16）、菱形

の花弁をもつもの 1点、8弁の菊紋のもの 2点がある。また上に開く三葉の中心飾りに下巻き、

上巻きの唐草が2転するものが2点あり（13）、1点は中心の葉が二重線で中心には葉脈がある（12）。

菊間 1類の中心飾りが一体になる「又充」の刻印をもつ軒平瓦や桟瓦もあるが混入か。本遺構か

らはコビキ Aの丸瓦が少なくとも 30点（5）～（9）まとまって出土した。これらは小口幅 16㎝

前後の大型のものと 13㎝前後の小型のもの、そしてその中間的なものに分かれるようである。こ

れらのコビキ Aの丸瓦のうち湾曲比が 50％を越えるものも 3点存在しまだ規格化がおこなわれて

いないことを示している。丸瓦の凹面に焼成前に工具によって斜めに溝を多数彫ったものがある。

輪違い瓦の短小のものが 2点ある。17世紀前半の廃棄土坑である。

SK（234）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。南側で SK（140）と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑には大量の石が詰まっていた。本土坑からは磁器 1点、瓦 4点、鉄釘

1点のみが出土した。釘は断面四角である。本土坑より新しい SK（140）が 1680 年代以前である

から本土坑も同様である。性格は不明である。

SK（235）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。SK（93）の下層から出土した。本土坑からは瓦のみ出土

した。上層の SK（93）が 18世紀第 2四半期の廃棄土坑であるから、それ以前である。

SK（236）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。南側で SA3P1 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは土師質皿 1点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK（237）　G-5　

　本土坑は調査区の北西部に位置する。P（170）は本土坑の一部である。東側で SK（14）と西側

でピットと切り合っており、切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは陶器

1点、土師質瓦質土器 3点、瓦、鉄製品が出土した。土師質皿には静止糸切り痕の厚手のものがあ

る。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK［238］　D-4  

　本土坑は調査区の中央部に位置する。本土坑からは絵唐津向付 1点、瓦のみが出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（238）　E-4　＝ P（31）
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　本土坑は調査区の中央部に位置する。北東側で P（173）と切り合っており、P（174）と重複

しているが、前後関係は明確でない。本土坑からは磁器 3点、陶器 10点、土師質瓦質土器 12点、

瓦、鉄製品が出土した。陶器には呉器手碗、京焼風唐津が 4点、唐津灰釉砂目積み皿 2点（同一

個体と思われる）、半磁器化した透明釉碗などがある。遺物が少ないため明確でないが、17世紀前

半の廃棄土坑の可能性がある。

SK（239）　C-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。西側で P（118）、P（119）と切り合っており、切り合

い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは瓦 10点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（240）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。西側で SK（7）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは磁器 1点、土師質瓦質土器 1点、瓦のみが出土した。本土坑より

も新しい SK（7）が 19世紀代であるからそれ以前である。性格は不明である。

SK（241）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。南側で SB4P7 と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは磁器 1点、土師質皿 1点、瓦 4点が出土した。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

SK（242）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。瓦のみがコンテナ 1箱分出土した。時期は明確でないが、

廃棄土坑である。

SK（243）　F-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは瓦 3点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（244）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。北側で SK（160）と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、陶器 1点、土師質瓦質土器 4点、瓦が出土した。磁

器には朝顔型雨降り紋碗（17世紀末）（1）、陶器には褐釉の関西系土瓶がある。本土坑より新し

い SK（160）が 19世紀代以前であるから、同様である。

SK（245）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。南側で SK（160）と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは磁器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦 6点、鉄製品が出土した。

本土坑より新しい SK（160）が 19世紀代以前であるから、同様である。

SK（246）　G-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。西側で SK（39）と切り合っており、切り合い関係から本

土坑が先行する。本土坑からは瓦 8点が出土した。本土坑より新しい SK（39）が 19 世紀代の廃

棄土坑であるから、それ以前である。
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SK（247）　G-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。SA3P1、SK（236）、SK（237）と重複しており、切り合

い関係からいずれよりも本土坑が先行する。埋土の上半は鉄分の多い褐色の土で下半は灰色の粘土

である。本土坑からは土師質皿 1点、瓦、鉄製品のみが出土したが瓦に鉄分が付着するものが多い。

楔状に先端を尖らせた木が出土したが、加工痕から考えて製品ではなく加工した原料の木であると

思われる。時期は不明で、性格も不明である。

SK（249）　F-5

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは磁器 1点、陶器 5点、瓦、鉄製品が出土した。

磁器は青花の碗、陶器には 17世紀初め頃までの擂鉢、唐津灰釉折縁皿などがある。17世紀初め

頃の廃棄土坑である。

SK（250）　D-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北側で SK（9）と南側で P（25）と切り合い、SK（184）

と重複している。切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは土師質皿3点、瓦、

鉄製品、銭貨が出土した。銭貨は「洪武通寳」で、本邦模鋳銭の鋳写し銭である。本土坑より新し

い SK（9）が 1640 ～ 50 年代の廃棄土坑であるから、それ以前の廃棄土坑であろう。

SK（251）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。SK（165）の下層から出土した。本土坑からは瓦のみが出

土した。軒平瓦 1点、鯱瓦の胴の鰭部などがある。軒平瓦は中心飾りが 2葉で一方は二重線であ

る（1）。本土坑より新しい SK（165）が 18世紀前半の廃棄土坑であるから、それ以前である。

SK（252）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。南側で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本土

坑が先行する。本土坑からは磁器 44 点、陶器 27 点、土師質瓦質土器 20 点、瓦が出土した。磁

器には端反碗 11点（1）（3）、広東碗蓋 2点（4）、蓋物碗（2）など、陶器には関西系行平鍋と蓋

各 1点、同土瓶と蓋各 1点、同瓶 2点などがある。高台畳付に白化粧土を大量に塗った陶器皿（5）

は B-3 区出土のものと接合した。土師質瓦質土器には A群の内耳土器口縁部が 7点、ひょうそく

1点（6）がある。1810 年以降幕末までの廃棄土坑である。

SK（253）　A-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からはスレート、新しい瓦が出土した。近代以降の

廃棄土坑である。

SK（254）　A-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器端反の小坏 1点、関西系灯明皿 1点、

土師質皿 1点、瓦が出土した。近世後期である。性格は不明である。

SK（255）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。北側で SK（148）と切り合っており、切り合い関係から

本土坑が先行する。本土坑からは瓦、キセル雁首が出土した。雁首は脂返しが大きく湾曲する 17

世紀代のものである（1）。本土坑より新しい SK（148）が 18世紀前半の廃棄土坑であるから、そ
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れ以前である。性格は不明である。

SK（256）　C-5

　本土坑は調査区の北側東よりに位置する。遺構はさらに北側へ延び調査区外へ続いている。本土

坑からは磁器 3点、陶器 3点、土師質瓦質土器 5点、瓦が出土した。磁器には青花と思われる小坏、

陶器には唐津砂目積み皿、呉器手碗などがある。遺物が少ないため明確でないが、17世紀後半の

廃棄土坑であろう。

土坑群D-4 区　＝ SK（257）、SK（258）

　本土坑群は調査区の中央部に位置する。北西側で SK（138）、SK（139）と南東側で土坑群D-3、

D-4 と切り合っており、切り合い関係からいずれよりも本土坑群が先行する。いくつかの廃棄土坑

が重複したものである。本土坑群からは磁器 22 点、陶器 21 点、土師質瓦質土器 41 点、瓦、鉄

製品が出土した。磁器には広東碗 1点、焼き継ぎ痕のあるもの、陶器には関西系鍋ないし行平鍋

が 3点、土瓶蓋と口縁部各 1点、土師質瓦質土器には内耳土器 14点でうち A群口縁部 3点、1点

は内耳部分で穿孔は先がわずかに突き抜ける。C群が 2点で内耳部分 1点はやや先細りになる。

また 1点は碁石状に丸くする。転用か。

　SK（279）は本土坑群の下層で掘り方が明確になった後、遺物を分けて取り上げたものである。

磁器 9点、陶器 3点、土師質瓦質土器 11点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には広東碗、陶器には

関西系褐釉土瓶がある。

　本土坑群より新しい SK（139）が 1810 年以降幕末までの廃棄土坑であるから、それ以前の廃

棄土坑群である。

SK（260）　C-5

　本土坑は調査区の北側東よりに位置する。東側で SK（152）と切り合っており、切り合い関係

から本土坑が先行する。本土坑からは瓦 1点のみが出土した。本土坑より新しい SK（152）が

1650 ～ 60 年代の廃棄土坑であるから、それ以前である。性格は不明である。

SK（261）　E-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。北側で SK（105）と切り合っており、切り合い関係か

ら本土坑が先行する。本土坑からは磁器 12点、陶器 19点、土師質瓦質土器 126 点、土人形 1点、

瓦、鉄製品、青銅製品、銭貨 2点、櫛 1点が出土した。磁器には畳付を蛇の目状にし高台内全体

を釉剥ぎする景徳鎮碗、 州窯などの中国製品が 8点、初期伊万里がある。陶器には唐津胎土目

積み皿、高台全面施釉した銹絵碗など砂目積み段階のものが 4点ある。土師質瓦質土器のうち皿

117 点で、底部が厚手のもの、静止糸切り痕のもの 3点などがある。青銅製品は遺存状態が悪く

図示しえないがキセルの吸口と思われる。銭貨は 1点は 1／ 4しか遺存せず「寳」字のみ確認でき、

他の 1点は錆が著しく判読不能である。炭が大小 30点余り出土したがその中に炭化した櫛が 1点

ある。京焼風唐津碗 1点、赤泥塗った擂鉢もあるが混入か。17世紀前半の廃棄土坑である。

　SK（283）は SK（261）の下層で、掘り方が明確になったのち、遺物を分けて取り上げたもの

である。磁器 1点、土師質瓦質土器 11点、瓦が出土した。磁器は青花端反小坏か碗である。土師

質瓦質土器のうち皿が 8点ある。静止糸切り底の厚手のものもある。17世紀前半である。
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SK（262）　E-5

　本土坑は調査区の北側西よりに位置する。本土坑からは陶器 6点、土師質皿 8点、瓦、鉄製品

が出土した。陶器には 16世紀末の備前擂鉢、唐津溝縁皿、唐津京焼風碗などがある。17世紀後

半の廃棄土坑である。

SK（263）　G-4  

　本土坑は調査区の北西部に位置する。東側で SK（244）、SK（160）と西側で近代土坑と切り合

っており、切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 11点、陶器 8点、

土師質瓦質土器 8点、瓦、鉄製品が出土した。磁器は 1650 ～ 70 年代であるが擂鉢に新しそうな

ものもある。廃棄土坑であろう。

SK（264）　H-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。南側で別土坑と切り合っており、切り合い関係から本土坑

が先行する。本土坑からは磁器 1点、瓦 5点が出土した。磁器は 1640 ～ 50 年代の小坏であるが、

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（265）　E-5

　本土坑は調査区の北側中央に位置する。本土坑からは磁器 1点、唐津透明釉皿 1点、土師質瓦

質土器 7点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（266）　B-5　＝ P（148）

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 1点、高台内に「清水」の銘を持つ唐

津京焼風碗が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（267）　E-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。東側で SK（191）と南側で SB4P3 と切り合っており、

切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器は三足付き青磁香炉 1点、

陶器は砂目積み透明釉唐津碗、唐津溝縁皿、土師質皿 2点、瓦、鉄製品が出土した。三巴紋軒丸

瓦 1点（1）がある。遺物が少ないため明確でないが、17世紀前半の廃棄土坑であろう。

SK（269）　F-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。本土坑からは瓦 2点のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（271）　D-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。南側で SK（139）と切り合っており、切り合い関係

から本土坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、陶器 2点、土師質瓦質土器 5点、瓦、鉄製品が

出土した。陶器には砥部小鉢（1）、関西系行平鍋蓋がある。本土坑より新しい SK（139）が 1810

年以降幕末までの廃棄土坑であるから、それ以前の廃棄土坑である。

SK（272）　D-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。南側で SK（202）、SB2P8 と切り合っており、切り合

い関係からいずれよりも本土坑が先行する。本土坑からは磁器 2点、陶器 5点、土師質瓦質土器

4点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には関西系灯明皿 1点がある。
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SK（274）　E-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。SK（224）と重複する。本土坑からは磁器 1点、陶

器 3点、土師質瓦質土器 4点、瓦 4点が出土した。磁器は青花、陶器には呉器手碗、備前擂鉢が

ある。土師質瓦質土器には内耳土器 A群口縁部 1点がある。しっかり穿孔する。本土坑より新し

い SK（224）が 17世紀後半であるから、それ以前の廃棄土坑である。

SK（275）　E-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。本土坑からは唐津透明釉碗、静止糸切り痕の土師質皿、

内耳土器、瓦が出土した。遺物が少ないため明確でないが、17世紀代の可能性もある。性格は不

明である。

SK（277）　B-5

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは磁器 2点、陶器 2点、土師質瓦質土器 2点、

瓦が出土した。陶器には関西系土瓶がある。近世後期である。性格は不明である。

SK（278）　E-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。西側で SK（225）と切り合っており、切り合い関係

から本土坑が先行する。本土坑からは磁器 15点、陶器 20点、土師質瓦質土器 20点、人形 1点、瓦、

鉄製品、硯 1点が出土した。陶器には京焼風唐津碗が 5点、備前擂鉢がある。土師質瓦質土器の

うち皿 15点、内耳土器 A群の口縁部が 1点ある。17世紀後半の廃棄土坑である。

SK（284）　A-5

　本土坑は調査区の北東隅に位置する。西側で SK（285）、SK（286）と切り合っているが切り合

い関係は明確でない。また全体が SK（291）と重複しており、本土坑が新しい。本土坑には炭化

したような黒色土が埋まっており、北東部が深くなっている。特にその部分から木片や枝、藁状の

もの、へぎ板状の端材、厚手で大きいものまで大量の木質が出土した。本土坑からは磁器 34点、

陶器 38 点、土師質瓦質土器 117 点、瓦、鉄製品、キセル雁首、木製品が出土した。磁器には

州窯色絵皿、高台無釉の初期伊万里碗、高台内に「宣明年製」の銘のある高台内脇を深く抉る碗（1）、

口縁部端反の小坏（2）、青磁鉢 4点（3）、芙蓉手皿（4）など、陶器には呉器手碗 10点、高台内

に「清水」の刻印のある筒型碗（6）、刷毛目折縁大皿（5）などがある。土師質瓦質土器には皿が（7）

を含め 100 点ある。キセル雁首は肩をもち脂返しが屈曲する（8）。内耳土器口縁部 A群が 2点あ

り 1点は内耳部分で口縁端部は肥厚ししっかり穿孔する。曲げ物の底板と思われる円盤状の板（9）

が出土した。大きさから考えて柄杓の可能性がある。また、箱ないし折敷の側板と思われる長方形

の板が 2点出土した。1点は完形で（10）、長手側の片面に他の板と留め合わせたと思われる木釘

の痕が 3ケ所見られる。その他、箸の破片が 14点、漆椀の破片が 10点出土した。1650 ～ 70 年

の寛文頃の様相である。廃棄土坑である。

SK（285）　A-5

　本土坑は調査区の北東隅に位置する。東側で SK（284）、SK（286）と切り合っているが、切り

合い関係は明確でない。本土坑からは磁器 4点、陶器 2点、土師質瓦質土器 4点、瓦が出土した。

磁器には工業用コバルトのものがあり、土師質瓦質土器にも厚手で大型の壷のようなものがある。
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近代の廃棄土坑である。

SK（286）　A-5

　本土坑は調査区の北東隅に位置する。東側で SK（284）と、西側で SK（285）と切り合ってい

るが、切り合い関係は明確でない。本土坑からは青花小坏 1点、土師質皿 6点、瓦 1点が出土した。

土師質皿には板目痕のあるものや体部と口縁部が段を有し口縁部が直線的なものがある。遺物が少

ないため明確でないが、17世紀初めの廃棄土坑の可能性がある。

SK（287）　A-5　＝近代撹乱

　本土坑は調査区の東側北よりに位置する。東側で SK（288）と切り合っており、切り合い関係

から本土坑が先行する。本土坑からは磁器 15点、陶器 12点、土師質瓦質土器 66点、瓦、砥石 1

点が出土した。磁器には初期伊万里の皿（1610 ～ 30）（1）、波佐見陰刻の青磁皿（1630 ～ 50）、

有田内山産の高台断面が「U」字形で高台径が小さい碗が「大明年製」の銘款を持つものなど 2点

（4）（5）、同じく高台断面が「U」字形で高台内に「太清士子年製」の銘款を持つ鉢（2）（内山）

があり、初期伊万里の小坏（3）、くらわんか手の皿（6）などもある。なお、「太清士子年製」の

銘款は前例がない。陶器には黄瀬戸 2点（7）（8）、唐津砂目積み段階の碗、呉器手の茶色の碗 2点、

唐津刷毛目碗（9）や皿、武雄の白化粧土を塗り鉄釉と銅緑釉で絵を描いた砂胎土目の唐津大皿（10）

がある。土師質瓦質土器のうち 56点は皿（11）～（19）、ほか 9点は内耳土器でうち 4点は口縁

部ですべて A群である（20）。内耳部分が分かるのは 3点でいずれもしっかり穿孔する。瓦には松

皮菱紋 1類の軒丸瓦、銀杏紋の板瓦、菊間 1類の（21）がある。子葉の下の珠は一体化しかかっ

ている。刻印は不明である。17世紀末から 18世紀初めの廃棄土坑と思われる。

SK（289）　A-5

　本土坑は調査区の東側北よりに位置する。遺構はさらに東側へ延び調査区外へ続いている。南側

で SK（288）と切り合っており、切り合い関係から本土坑が先行する。本土坑からは瀬戸美濃天

目碗、瓦、キセル雁首 1点（1）が出土した。キセル雁首は首部が長く垂直に湾曲し補強体も顕著

であり 17世紀代の特徴を示す。本土坑より新しい SK（288）が 17 世紀後半に作られた井戸であ

るからそれ以前の廃棄土坑である。

SK（293）　E-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。東側で SK（238）と切り合っており、切り合い関係

から本土坑が先行する。本土坑からは高台内にも施釉する焼成不良の唐津碗、土師質瓦質土器2点、

瓦が出土した。本土坑より新しい SK（238）が 17世紀前半の廃棄土坑の可能性があるから、それ

以前である。

SK（294）　E-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。本土坑からは土師質皿1点、内耳土器A群口縁部1点、

瓦が出土した。軒平瓦には瓦当上縁中央幅広の面取りの花弁 8枚の菊紋がある。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（296）　E-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。東側で SK41 と切り合っており、切り合い関係から本
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土坑が先行する。本土坑からは瓦 3点、鉄製品のみが出土した。本土坑より新しい SK41 が近代初

めの処理土坑であるから、それ以前である。

SK（297）　F-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。本土坑からは磁器 1点、陶器 1点、瓦 1点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（298）　D-4

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。北側をトレンチで破壊される。本土坑からは磁器1点、

瓦 1点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（299）　D-4

　本遺構は調査区の中央北よりに位置する。掘り方ほぼいっぱいに巨石が据え置かれる。掘り方か

らは備前カメ 1点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（301）　D-5

　本土坑は調査区の北側東よりに位置する。本土坑からは陶器 2点、瓦、鉄製品が出土した。陶

器には唐津折縁皿 1点（1600 ～ 10 年）、産地不明瓶の底部 1点がある。遺物が少ないため明確

でないが、17世紀初めころの可能性がある。性格は不明である。

SK（304）　D-5

　本土坑は調査区の北側東よりに位置する。本土坑からは 17世紀初め頃の備前擂鉢と瓦が出土し

た。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（305）　D-3

　本土坑は調査区の中央部に位置する。西側で土坑群 D-3、D-4 と切り合っており、切り合い関係

から本土坑が先行する。本土坑からは陶器 2点が出土した。1点は関西系の鍋である。本土坑より

新しい SK171 が関西系土瓶を含み近世後期であるから、ほぼ同時期と考えられる。性格は不明で

ある。

SK（306）　A-4  

　本土坑は調査区の北東部に位置する。本土坑からは瓦のみ出土した。丸瓦にコビキ Aがある。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（307）　A-5

　本土坑からは陶器 2点、瓦、鉄製品が出土した。陶器は唐津褐釉碗、備前小壷である。17世紀

前半の可能性がある。

SV（1）　H-4

　本土坑は調査区の北西部に位置する。遺構はさらに西側へ延び調査区外へ続いている。南側で近

代土坑と切り合っており、遺存しない。切り合い関係から本土坑が先行する。本土坑からは磁器

13 点、陶器 9点、土師質瓦質土器 44 点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には中国が 9点もあり、

高台内無釉の碗や畳付釉剥ぎする皿などがあり、1点は初期伊万里碗、3点は不明である。陶器に

は半磁器化した高台施釉の砂目積み碗、刷毛目碗、堺擂鉢、産地不明焼き締めなどがある。土師質

瓦質土器のうち 24点は土師質の甕、11点は皿である。内耳土器の口縁部が 1点あるが端部の肥
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厚する A 群である。平瓦 2点は SK（10）で出土した中心飾りが 8弁の菊紋と同紋で瓦当上縁の面

取りも酷似する。18世紀代の廃棄土坑である。

P47　F-2

　本土坑は調査区の南西部に位置する。本土坑からは磁器 2点、陶器 1点、土師質瓦質土器 49点

が出土した。磁器の 1点は 17 世紀代で陶器は砂目積み段階の皿である。土師質瓦質土器のうち

48点は甕である。遺物が少ないため時期は明確でないが、廃棄土坑であろう。

P101　D-2

　本土坑は調査区の中央南よりに位置する。本土坑からは磁器 1点、陶器 1点、瓦が出土した。

陶器は緑釉の瀬戸美濃である。土坑の底部にはレンガが敷き詰められていた。近代以降の廃棄土坑

であろう。

P（34）　D-4　＝ P（54）

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。本土坑からは磁器 2点、陶器 1点、土師質瓦質土器

7点、瓦が 40点余り出土した。磁器には瑠璃釉の仏飯器があり底部外面は水平無釉で高台内面は

円錐形に深く削り込む。陶器は絵唐津皿である。17世紀代の廃棄土坑である。

P（142）　E-4

　本土坑は調査区の中央部に位置する。本土坑からは磁器 25点、陶器 10点、土師質瓦質土器 53

点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には刷毛目装飾のものが 4点ある。磁器には南川原の皿がある。

18世紀前半の廃棄土坑である。

（5）溝状遺構

SK62　A-2

　本溝状遺構は調査区の南東部に位置する。さらに東側に調査区外へ続いている。本溝状遺構は大

きく東部と西部に分かれる。東部は長さ 3.8m、幅 2.45m で底部は凹凸が著しい。南西部分で

SK59 と切り合っており、切り合い関係から本遺構が先行する。また、中央部で近代土坑と重複し

ている。南側の斜面には土留めのためか礫が埋め置かれている。東端には長さ 125 ㎝、幅 110 ㎝

もある巨石が据え置かれており、その石と調査区境の間はピット状に深くなっていた。さらにこの

東部は埋め戻した際、その上層を 30 ㎝ほどの厚い粘土層でしっかりと覆っていた。西部は長さ

2.8m、幅 1.45mであるが西に向かって徐々に浅くなり終息する。北側で SK74、近代土坑と、南

西部でも近代土坑と切り合っており、いずれも本遺構が先行する。西部には粘土層はみられなかっ

た。東部の粘土層下層には褐色土層があり、その下層は植物質を多く含む黒色土であった。西部に

は粘土層はなかったものの橙灰色砂質土、橙灰茶色砂質土の下層に黒色土が認められた。この黒色

土は本溝状遺構の下部に堆積したヘドロ層と思われる。

　東部粘土層からは磁器 10点、陶器 17 点、土師質瓦質土器 20点、瓦、鉄製品、砥石 1点が出

土した。陶器には関西系の口縁部に緑釉、体部に灰釉を掛け分けた端反碗、藁白釉の T字型の口

縁部、産地不明の焼き締めなど、土師質瓦質土器には土錘、内耳土器の口縁部 A群 1点などが出

土した。東部褐色土層からは磁器 4点、陶器 4点、土師質瓦質土器 12 点、砥石 1点、瓦が出土
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した。磁器は 4点とも 1650 年代、陶器のうち 2点は備前擂鉢、1点は呉器手碗である。砥石は粘

土層出土のものと接合した。桐紋軒平瓦の金箔瓦が 1点出土した。中心飾り部分しか遺存してい

ないが紋様区全体に朱漆が遺存している。宝珠紋 3類の軒平瓦（1）が出土した。東部黒色土層か

らは磁器 9点、陶器 12点、土師質瓦質土器 20点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には鳥型の合子、

陶器には唐津刷毛目火入れ 2点、呉器手碗 3点、産地不明碗などがある。土師質瓦質土器は 18点

が皿で 2点が A群の内耳土器の内耳部分である。しっかり穿孔する。黒色土層以下からは枝や堆

積した木質が大量に出土した。箸の破片が 3点、黒漆を塗った折敷の破片が 1点、櫛の破片が 1

点それぞれ出土した。また、加工痕のある端材や板も大量に出土した。

　また、東部に据え置かれていた巨石と調査区境の間のピット状に深くなっている箇所（P1）か

らは磁器 3点、土師質皿 1点、瓦、木製品が出土した。磁器には鳥の置き物がある。17世紀後半

におさまる。底部には木質が厚く堆積しており、その中に多くの枝や根及び加工痕のある端材が含

まれていた。その中から曲げ物の底板が 1点、側板が 6点出土した。底板（4）は縁辺部を L字状

に削り出し、側板を受けている。側板は（5）を含めて 3点に桜の樹皮でかがった部分が見られる。

その他、箸の破片が 3点出土した。その出土状況から曲げ物や箸などの木製品を作った際に出た

大量のチップや端材あるいは失敗作を廃棄したものと考えられる。

　西部の黒色土より上層からは磁器 7点、陶器 8点、土師質瓦質土器 8点、瓦、鉄製品が出土した。

磁器には、中国 1点、花紋の皿、網目紋の碗などがあり、陶器には呉器手碗、二彩手大皿、褐釉

の産地不明瓶などがある。三巴紋軒丸瓦（2）、菱形の花弁をもつ花紋の軒平瓦（3）が出土した。

西部黒色土層下からは丸瓦 4点と鉄製品 1点が出土した。丸瓦はすべてコビキ Bである。

　このように本溝状遺構出土遺物のうち粘土層からは 19世紀代まで下る可能性がある遺物が出土

しており、下層の黒色土からも年代は明確でないが産地不明の製品が出土している。よって本溝状

遺構は機能していた時期は明確でないが 19世紀代になって埋め戻されている。

SK140　A-1

　本溝状遺構は調査区の南東隅に位置する。北側で SK62 と南側で SK65 と切り合っており、切り

合い関係からいずれも本溝状遺構が先行する。本遺構の内部には杭のような棒が立てられていたの

みならず、遺構の周辺にも多数の杭があたかも遺構を取り囲むかのように立てられていた。調査の

際に東半部と西半部に分けて掘り下げたのでそれぞれの層位ごとに報告する。

　本溝状遺構層位は大きく 5層に別れる。最上層には橙灰色砂質土（1層）がある。その下層には

木製品や木片などを大量に含む黒色土（2層）、青灰橙色砂質土（3層）、木質を大量に含む黒灰色

粘質土（4層）、青灰色粘質土（5層）の順となる。

　土層観察によれば本溝状遺構は本来二段になっていたと思われる。すなわち 3層より上層は南

北にさらに延びておりもっと北と南にもう一段の立ち上がりがあったと思われる。しかし北側は

SK62 によって削られ、南側は SK65 や近代土坑によって削平されているようである。

　東半部から述べる。1層橙灰色砂質土からは磁器 13点、陶器 31点、土師質瓦質土器 121 点、瓦、

鉄製品、碁石 5点、砥石 1点が出土した。磁器には中国が 10 点あり景徳鎮の皿（1）、青藍彩の

小皿 2点（2）などがある。また砂目積みの初期伊万里がある。陶器にはおそらく 2個体分の瀬戸
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美濃大窯の灰釉皿 7点（3）、瀬戸美濃の天目碗（7）、瀬戸美濃の茶入れ（6）、唐津胎土目積みの

皿 1点（4）、唐津砂目積みの皿 2点（5）、備前擂鉢などがある。また白化粧土に鉄釉と銅緑釉で

絵を描く二彩手皿（17世紀後半）が 11 点ありおそらく同一個体であろう。灰釉皿は本土層出土

の 3点と 2層（黒色土）出土の 2点が接合し、天目碗は 3層（青灰橙色砂質土）及び SK56 出土

のものと、茶入れは SK58 のものと接合した。土師質瓦質土器のうち皿が 75点あり、静止糸切り

で厚手のものが 4点あり、口縁部が外湾するものも目立つ。（8）は小型で浅く口縁部は外湾し中

世的な様相のものである。（9）は歪みが著しい。関西系焙烙の口縁部と思われるものも 1点ある。

碁石は黒石である（11）。丸瓦片 9点のうちコビキＡ 1点、コビキＢ 2点がある。熨斗瓦が 1点

ある。軒平瓦には桐紋 2類 2-b が 1点ある。紋様区全体に金箔が遺存する（10）。

　2層（黒色土）からは、中国磁器 2点、陶器 3点、土師質瓦質土器 43点、瓦、鉄製品、碁石 3

点（14）（15）（16）、砥石 1点が出土した。磁器には青藍彩の小皿（12）と青花、陶器はすべて

瀬戸美濃の大窯期の皿で見込みに花の印判（13）があり、口縁部は溝にならない。瓦には熨斗瓦

が 9点ある。

　3層（青灰橙色砂質土）、4層（木質を大量に含む黒灰色粘質土）からは、磁器 3点、陶器 4点

が出土した。磁器には景徳鎮白磁皿 1点（17）がある。陶器には瀬戸美濃の天目碗が 1点（1層

のものと同）、美濃の茶入れが 1点ある。天目碗は 1層出土のものと接合はしないが同一個体であ

ろう。また、産地不明褐釉天目碗（18）、16 世紀末の備前擂鉢（19）もあり、天目碗は SK58 の

ものと接合した。擂鉢は 1層中のものと接合した。土師質土器 43点が出土した。土師質皿のうち

2点は同一個体と思われ、手づくね成形である（20）。丸瓦のうちコビキ Aが 5点ある。（21）は

完形の軒丸瓦で瓦当紋様は松皮菱紋（1類 1-b）である。凹面にはコビキ Aと吊り紐痕・ゴザ状圧

痕が見られる。熨斗瓦が（22）を初め 16点出土した。木製品は箸またはその未製品と思われる破

片が 6点ある。漆椀（25）は土圧によりかなり変形している。渋炭粉下地の上に朱漆を内外面に

塗るが口縁端部と畳付のみ黒漆が塗られる。その他黒漆を塗った漆器の破片が 5点、不明漆器片 2

点も出土した。曲げ物の側板（24）は桜皮で綴じる。下駄の破片が 1点、曲げ物の側板として薄

く加工されたへぎ板（23）や端材、原料となった加工痕のある木や材も多数出土した。炭化した

ものも多く見られる。

　4層（木質を大量に含む黒灰色粘質土）からは、土師質皿片 1点、瓦、木製品が出土した。丸瓦

片 3点のうち、コビキ Aが 1点、吊り紐痕のあるものが 2点ある。（26）は復元長が 27.1 ㎝もあ

り菜箸である。（28）は曲げ物の側板で円形を保ち遺存状況は比較的良い。2枚から部分的には 4

枚のへぎ板を重ねる。2か所で桜皮で綴じる。（27）は用途不明木製品である。刀の先端のような

形状をしており各面はすべて加工されている。（29）は頭部を 8.5 ㎝角の四角柱状に加工した現存

長 99.7 ㎝の柱状の部材である。頭部に縦長のほぞ穴が開けられる。その他、曲げ物の側板用のへ

ぎ板、原料と思われる径 1～ 3㎝ほどの削り痕のある木、加工痕のある端材が大量に出土した。

炭化した材も多数出土した。

　5層（青灰色粘質土）からは瓦と木製品が出土した。コビキ Aの丸瓦が 1点ある。（30）は楔と

思われる。頭部はほぼ円形である。体部の上半は木質で断面楕円形であるが、下半についてはモル



─　97　─

タル状のもので覆われ正確な形状は不明である。その他、曲げ物の側板状に薄く加工された材など

が出土した。

　西半部は 1層からは、青花碗 1点、土師質瓦質土器 74点、瓦、鉄製品、碁石（31）が出土した。

土師質瓦質土器のうち皿が 73点で厚手のものが多い。軒平瓦の紋様区に朱漆が遺存するものが 1

点出土した。中心飾りは欠損し不明である。

　2層からは磁器 1点、土師質皿 37点、瓦、鉄製品が出土した。

　3、4層からは青花 1点、美濃天目碗 1点（32）、土師質瓦質土器 69 点、瓦、鉄製品、木製品

が出土した。土師質瓦質土器のうち（33）を含め 66点は土師質皿である。厚手のものが多い。A

群の内耳土器口縁部が 1点ある。熨斗瓦が 7点ある。鬼瓦（34）1点がある。植物質・木質を大

量に含む灰茶色土の中から多くの木製品などが出土した。漆椀（44）は外面に黒漆を塗り朱で鶴亀・

松の漆絵を描く。高台内には「一」の字。（36）は正方形の隅を落として八角形にした蓋と思われる。

2ケ所に穴があり植物の繊維が通される。（35）も遺存部分が少ないため明確でないが元々は（36）

と同様の形状であった可能性もある。墨書があるが判読できない。平らな板の先端を細く尖らせた

楊子と思われるものが 3点出土した（41）（42）（43）。籌木の可能性もある。その他、箸の破片

が 5点、曲げ物の側板として薄く加工されたへぎ板（38）や、加工痕のある端材が多数出土した。

また、原料となった加工痕のある木（37）（40）や材（39）、炭化した木も出土した。材はその形

状からへぎ板を採ったものである。その出土状況から曲げ物や箸などの木製品を作った際に出た大

量のチップや端材、あるいは原料の木を廃棄したと考えられる。

　5層からは羽釜 1点と瓦、木製品が出土した。木製品には柄杓と思われる曲げ物の側板（46）

が出土した。桜皮で綴っている。柄杓の柄を取り付けたと思われる長方形の穴が穿けられる。また、

（45）は上部中央に凹型の刳り込みがあり、上端部には 2ケ所の木釘の痕が見られる。何らかの木

製品の部材である。その他、箸の破片が 1点、曲げ物用のヘぎ板や端材が出土した。

　前述のように本溝状遺構は本来二段になっていたと思われ実質的な本遺構廃絶時の埋土は土層 1

であると思われる。本溝状遺構の出土陶磁器を見ると唐津が含まれるのは 1層のみでそれ以下の

層は中国磁器と瀬戸美濃、備前のみで構成される。このことから本遺構は毛利期に機能しておりそ

の後唐津二彩手皿がつくられ始めた 17世紀中ごろに廃絶した可能性が高い。本遺構の性格につい

ては明確でないが、遺構内の堆積土の科学分析を行っているので巻末を参照されたい。

SV1　B-2　＝ SV2、SV3

　本溝状遺構は調査区の南東部に位置する。本溝状遺構は北西部で鍵状に屈曲しており、溝の両側

には本来石が積まれていたものと思われる。本溝状遺構からは磁器 42点、陶器 61点、軟質施釉

陶器 1点、土師質瓦質土器 61点、瓦、鉄製品、瓦転用品 1点、ガラスのワイングラス、モルタル

などが出土した。磁器には瀬戸美濃系木型打ち込み角皿 3点、陰刻の花の紋様に青色を施す皿 3

点など、陶器には関西系土瓶が 24点、関西系鍋 1点、同脚付油受け皿、同灯明皿、備前系瓶、産

地不明褐釉とっくりがある。軒丸瓦には「作与」の刻印をもつものがある（1）。菊間であろう。

軒平瓦の（2）は菊間 1類で子葉と下の珠がくっついているが一体とならないものである。刻印は

なく紋様区の幅が上下左右とも狭い。近代の練兵場に伴う何らかの施設であろう。



─　98　─

SV4　G-2

　本溝状遺構は調査区の南西部に位置する。南東側で SK118 と切り合っており、切り合い関係か

ら本溝状遺構が新しい。南北方向に直線的に延びる。本来は両側に石が積まれていたものと思われ

るが一部を除いて遺存していなかった。埋土からは磁器 2点、陶器 3点、土師質瓦質土器 11点、瓦、

鉄製品、飾り金具のような青銅製品が出土した。また、掘り方からは、磁器 6点、陶器 13点、土

師質瓦質土器 30点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には SK114 と接合した瀬戸美濃系木型打ち込

み白磁角皿、陶器には明石擂鉢、土瓶がある。19世紀代になってつくられ、近代初めまでに廃絶

している。屋敷境の境界溝であろう。

SV5　E-2

　本溝状遺構は調査区の南西部に位置する。北側で SK93、SK110、SK118、SK176 と切り合って

おり、切り合い関係からいずれも本溝状遺構が先行する。東西方向に直線的に延びる。E-2 区に溝

状遺構の内側に面を向けた巨石が 2つ据え置かれていたほか、溝内には多くの人頭大の石が散乱

していた。本来はこれらの石が溝の両側に並べられていたものと思われるが、これを転用などによ

り抜き取った痕跡であると考えられる。巨石の掘り方からはいずれも瓦片しか出土しなかった。

D-2 区からは瓦と鉄製品のみが出土した。E-2 区からは磁器 4点、陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、

瓦、キセル吸口 1点、鈴形土製品、銭貨 1点が出土した。磁器はいずれも 17世紀後半のもので、

陶器には唐津溝縁皿がある。土師質瓦質土器には焼塩壷があり 1類である。銭貨は 1／ 2しか遺

存しないが「永樂通寳」である。F-2 区からは唐津透明釉碗 3点、唐津褐釉袋物 1点、土師質皿 2点、

土師質甕 1点、瓦、鉄製品が出土した。皿の 1点は水平糸切りの厚手底部である。G-2 区からは磁

器 3点、陶器 7点、土師質瓦質土器 5点、瓦、鉄製品、銭貨 3点が出土した。磁器には初期伊万

里筒型碗がある。陶器には 1610 ～ 30 年の透明釉唐津碗 2点と唐津溝縁皿 1点がある。銭貨は 1

点は完形、2点は 3／ 4しか遺存していないがいずれも「永樂通寳」である。H-2 区からは磁器 4

点、陶器 2点、土師質瓦質土器 5点、瓦、鉄製品が出土した。磁器 1点は中国であり、濃い発色

の呉須の近代の染付がある。陶器には溝縁大皿がある。ガラス片も出た。H-2 区の染付、ガラスは

混入と思われ、17世紀後半に廃絶している。屋敷境の境界溝か建物の周囲の雨落ちの溝などが考

えられる。

SV6　B-2

　本溝状遺構は調査区の東側中央に位置する。西側で SK53-D,E と切り合っており、切り合い関係

から本溝状遺構が先行する。人頭大の石がいくつか散乱するような状況で遺存しており、本来は整

然とした石組みの溝があったものとも思われる。しかし撹乱が著しく原状は明確にできなかった。

本溝状遺構からは陶器 2点、瓦、鉄製品が出土した。性格も不明である。

SV（2）　C-4　

　本溝状遺構は調査区の中央部に位置する。西側で SK（54）と切り合っており、切り合い関係か

ら本溝状遺構が先行する。L字型に遺存し、南東部で屈曲する。溝の両側には本来人頭大の石が並

べられていたと思われるが屈曲部付近しか遺存しない。西に延びて SV（3）と接続する可能性もあ

る。本溝状遺構からは磁器 1点、陶器 8点、土師質瓦質土器 4点、瓦、鉄製品が出土した。陶器
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に堺擂鉢、産地不明の壷がある。

　また、掘り方（SV（11））からは磁器 3点、陶器 10点、軟質施釉陶器 1点、土師質瓦質土器 8点、

瓦、鉄釘 1点が出土した。磁器には 州窯の碗、陶器には唐津京焼風碗、17世紀前半代の備前擂

鉢などがある。軒平瓦には菊紋のものがある。遺物は少ないが 17世紀後半におさまる。

　以上のことから本溝状遺構は 17世紀後半以降に築造され、18世紀代以降に廃絶したものと思

われる。

SV（3）　F-4  

　本溝状遺構は調査区の中央部に位置する。東側で近代土坑と西側で SK（103）と切り合っており、

切り合い関係から本土坑が近代土坑には先行する。SK（103）との前後関係は明確でない。溝には

本来人頭大の石が並べられていたものと思われるが遺存状況は悪い。東に延びて SK（2）と接続す

る可能性もある。本溝状遺構からは磁器 3点、陶器 5点、土師質瓦質土器 10点、瓦、鉄製品が出

土した。陶器はすべて唐津である。土師質瓦質土器には内耳土器の口縁部が 4点ありいずれも A

群でうち内耳が 3点でやや先細りに穿孔する。1650 ～ 70 年代に廃絶した可能性がある。屋敷境

の境界溝か建物の周囲の雨落ちの溝などが考えられる。

SV（4）　C-5

　本溝状遺構は調査区の北東部に位置する。近代以降の磁器が出土した。近代以降の溝状遺構であ

る。性格は不明である。

SV（5）　B-5

　本溝状遺構は調査区の北東部に位置する。T字型で北側と西側で近代土坑と切り合っており、切

り合い関係からいずれよりも本溝状遺構が先行する。本溝状遺構からは磁器 7点、陶器 17点、土

師質瓦質土器 27点、瓦、鉄製品が出土した。磁器にはうがい碗、陶器には関西系の同一個体と思

われる半筒碗 4点、堺？擂鉢、備前系保酒瓶などがある。土師質瓦質土器には皿が（1）（2）を含

んで 11点、内耳土器が 15点あり、うち口縁部が 7点ですべて A群、内耳部分 2点で穿孔はいず

れもやや先細りになる。陶磁器は 17世紀末から 18 世紀前半であるが、擂鉢が堺なら 18世紀代

である。性格は不明である。

SV（7）　C-4

　本溝状遺構は調査区の北東部に位置する。本溝状遺構からは磁器 3点、瓦が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SV（8）　C-5　＝ SV（6）

　本溝状遺構は調査区の北東部に位置する。遺構は北側にさらに延び調査区外へ続いている。北側

で近代土坑と切り合っており、切り合い関係から本土坑が先行する。直線的に南北方向に延びる。

本溝状遺構からは磁器 70点、陶器 56点、土師質瓦質土器 124 点、瓦、鉄製品、キセル吸口、木

製品が出土した。磁器には陶胎染付、外面に桐紋のコンニャク印判をした碗、見込み五弁花コンニ

ャク印判の鉢（3）、輪花型打ちの白磁鉢（4）、高台断面三角形の色絵生地の染付皿（2）、高台断

面台形の碗（1）、色絵蓋物（1670 ～ 80 年）、変型皿（1650 ～ 70 年）などがある。陶器には唐

津刷毛目碗・皿 6点（6）、京焼風唐津 11点（5）、二彩手皿、関西系鬢盥（底部外面に墨書あり）、
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備前系灰落とし（7）、備前灯明皿などがある。土師質瓦質土器のうち皿が（8）～（12）の 5点

を含め 89点、焼塩壷 2点、内耳土器 37点である。内耳土器のうち口縁部が 11点ですべて A群、

内耳部分 2点で 1点はやや先細りに穿孔し 1点はしっかり穿孔する。鉄製品には直径 1.2 ㎝の鉄

玉がある。朱漆を塗った漆椀の破片が出土した。17世紀末から 18 世紀初めに廃絶している。性

格は不明である。

SV（9）　C-5

　本溝状遺構は調査区の北東部に位置する。本来は人頭大の石組みの溝であったと思われるが、撹

乱が著しく一部しか遺存しない。本溝状遺構からは磁器 4点、陶器 3点、土師質瓦質土器 6点、

瓦が出土した。磁器には青花碗 1点、陶器には砂目積み折縁皿 1点、土師質瓦質土器には焼塩壷

がある（1）。遺物が少ないため明確でないが、17世紀後半に廃絶している。屋敷境の境界溝か建

物の周囲の雨落ちの溝などが考えられる。

SV（10）　E-4

　本溝状遺構は調査区の中央北よりに位置する。西側で SK（225）と南側で近代土坑と切り合っ

ており、切り合い関係からいずれよりも本土坑が先行する。切り合いによってほとんど遺存してい

ない。本溝状遺構からは磁器 5点、瓦が出土した。磁器には初期伊万里皿（1650 ～ 60 年）、型打

ち成形の陰刻青磁や白磁製品がある。17世紀後半であろう。性格は不明である。

（6）井戸

SK93 の一部　E-2

　本井戸は調査区の南側中央に位置する。本井戸は南側で SK93 と切り合っており、切り合い関係

から本井戸が先行する。また、近代の廃棄土坑と重複しておりその下層から出土した。本井戸の掘

り方からは陶器 5点、土師質瓦質土器 2点、瓦、砥石 1点、銭貨 1点、木製品が出土した。陶器

には高台内の削りの深い刷毛目皿、瀬戸美濃腰錆碗などがある。銭貨は青銅で 1／ 4しか遺存せ

ず種類は不明である。（19）は井戸の側板である。現存長は 83.1 ㎝であるが本来はもっと長い。

幅 14㎝、厚さ 2～ 3㎝ほどにアールをもって加工される。同じ木質の端材が多数出土した。しか

し、傷みがひどく加工痕は明瞭ではない。厚みのある角材状のものや、幅 5㎝、厚さ 0.5 ㎝ほど

の薄い板状のものがある。曲げ物ないし桶樽の底板の破片が 1点出土した。本井戸は 1800 年前

後に築造された可能性がある。

SK103　F-3　

　本井戸は調査区の中央西よりに位置する。人頭大の石が大量に詰められておりそれらを取り除い

たところにさらに80㎝ほどもある石が置かれていた。井戸枠などは遺存せず素掘りの井戸である。

本井戸の埋土からは磁器 1点、陶器 8点、土師質瓦質土器 2点、瓦 3点が出土した。土瓶 1点を

含み関西系陶器 3点、唐津擂鉢などがある。遺物が少ないため明確でないが 18世紀後半以降に廃

絶、埋め戻されている。

SK110　F-2

　本井戸は調査区の南西部に位置する。北側で近代土坑と西側で SK176 と切り合っており、切り
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合い関係から本井戸が SK176 より新しく、近代土坑に先行する。本井戸は掘り方内に縦長の板を

井戸枠として打ち込んだものである。本井戸の埋土からは磁器 121 点、陶器 219 点、土師質瓦質

土器 93 点、瓦、鉄製品、木製品が出土した。磁器には瀬戸美濃 3点、関西系 1点を含む端反碗

13点（4）（8）、広東碗（2）、腰の張った小丸碗（7）、丸型碗（3）、氷裂紋の高台径の小さい小坏、

くらわんか手の碗 2点（1）・皿 1点（6）、瓶（9）、猪口（5）などがある。陶器には関西系を中

心に行平鍋 43点、同蓋 6点、同土瓶 21点、同灯明受皿 5点（11）、同端反碗 3点、同合子蓋（13）、

同不明蓋（12）（14）など、瀬戸美濃風炉 4点（10）、同水甕 2点、藁白釉の萩碗 3点、備前系灯

明皿 3点がある。擂鉢が 13点ありうち明石が 2点、信楽が 1点ある。産地不明のものも多い。土

師質瓦質土器には内耳土器の口縁部が 5点あり、うち A群が 4点、C群が 1点である。C群は内

耳部分で先細りの穿孔である。ひょうそく（15）、小型の皿（16）（17）（18）がある。また、「奉

天神　○吉　百太（欠）」などと墨書した皿（19）もある。五徳 1点（20）、瓦質火鉢 5点、SK93

出土のフライパン状土器と同じものが 3点がある。瓦には三巴紋軒丸瓦（21）、不明紋軒平桟瓦（22）

などがある。木製品では同一個体と思われる漆椀の破片が 5点出土した（23）。高台内の挽き込み

は高台外部の付け根と同じくらいである。また、加工痕のある端材が 2点出土した。本井戸のつ

くられた時期は明確でないが、1810 年以降幕末までに廃絶されたものである。

SK118　G-2

　本井戸は調査区の南西部に位置する。西側で SV4 と切り合っており、全体が SK113、P63 と重

複している。切り合い関係から本井戸が SK113、P63 より先行する。SV4 との切り合い関係は明

確でない。本井戸埋土からは磁器 45点、陶器 136 点、軟質施釉陶器 7点、土師質瓦質土器 87点、

瓦、土人形 2点、鉄製品、ガラス 1点が出土した。磁器には端反碗（1）、段重蓋 2点、瀬戸美濃

系輪花型打ち皿、濃い呉須で染付された蓋、見込みに彩色の花紋のある小坏、見込みに「延命」の

木型打ち込みのある小皿などがある。陶器には小型のもの（2）を含めて土瓶 32点、瀬戸美濃の

壷甕、産地不明施釉擂鉢、産地不明壷甕類などがある。また、産地不明砲弾型の焼き締め製品 12

点が出土したが、注ぎ口がつくり出され内面には金属ないしは釉が熔けて付着したようなものが見

られ、坩堝のようなものと思われる（3）～（8）。土師質瓦質土器には瓦質土瓶 22点、内耳土器

A群口縁部も 1点あるが穿孔は先細りで突き抜けない。瓦質火鉢も 1点ある（9）。瓦には瓦当上

縁に「作与」の刻印のある軒丸瓦があり、瓦当面には炭素が吸着しない白い部分が残り、内面には

叩き痕が明瞭に残る（10）。また SK113 出土の三角形盥状製品の一部と思われるものが 3点出土

した。SK113 からの混入の可能性もある。

　また、井戸枠内からは磁器 1点、陶器 4点、土師質瓦質土器 1点、瓦、鉄釘 1点が出土した。

磁器には瀬戸美濃の端反碗が、陶器には土瓶がある。井戸枠内の遺物とその上層埋土内遺物に時間

差は認められない。廃絶時の投棄である。

　井戸掘り方からは関西系陶器 2点、土師質瓦質土器 3点、瓦が出土した。

　遺物が少ないため井戸がつくられた時期は明確でないが、1810 年以降近代初めまでに廃絶し埋

め戻されている。

SK（105）　E-5
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　本井戸は調査区の北西部に位置する。東側で土坑群 E-5、SK（28）と切り合っており、切り合

い関係から SK（28）に先行し、土坑群 E-5 より新しい。本井戸の埋土からは磁器 73点、陶器 86点、

土師質瓦質土器 79 点、瓦、鉄製品、碁石 1点（2）、土師質転用品 1点、木製品、骨製品が出土

した。磁器には青花皿 1点、褐釉の天目碗、同じく外面褐釉で高台無釉の碗、高台断面三角形の

小坏、荒磯紋鉢など、陶器には呉器手碗の底部 3点を含めた京焼風陶器が 38点ある。藁灰釉の碗、

内野山窯の高台施釉の砂目積みの皿、溝縁皿 4点、刷毛目の皿 4点、擂鉢 3点、備前系灯明皿が

2点ある。土師質瓦質土器には皿が完形の（1）を含め 59 点、内耳土器が 7点、うち口縁部が 2

点でいずれも A群である。土人形が 1点ある。関西系香炉が 2点あるが混入か。

　連歯下駄が 1点出土した（6）。平面形状は隅丸長方形である。前歯が折れたものを台表から 3

ケ所に釘を打って留め再利用したものであるが、右側の釘ははずれて前歯も右半部が欠失している。

匙 1点（8）は完形である。椀 1点（7）は竹製と思われる筒型の製品である。全体に炭化している。

箸は完形のものが 2点、破片が 9点出土した。完形のものは 1点は中太両細（4）、1点は全体に

ほぼ同じ太さである（5）。その他、漆椀破片 5点、蒔絵を施した櫛の破片 1点、両面に黒漆を塗

った折敷ないし箱物の側板破片 4点、曲げ物の底板の破片 1点が出土した。また、加工痕のある

端材が多数出土した。骨製品は双六のコマである（3）。

　また、井戸の掘り方（SK（151））からは磁器 19 点、陶器 42 点、土師質瓦質土器 52 点、瓦、

鉄製品が出土した。磁器には青花小坏 2点、陶器には刷毛目の碗または皿が 2点、京焼風陶器碗

1点があるが、灰釉の碗、皿が目立つ。溝縁皿も 2点含まれる。土師質瓦質土器には香炉または火

鉢（1）、灯明皿（2）がある。1640 ～ 50 年代である。

　以上のことから本井戸は 1640 ～ 50 年代頃に築造され、17世紀後半に廃絶したものと考えら

れる。

SK（135）　E-4　　

　本井戸は調査区の北側中央に位置する。本井戸埋土からは磁器 15点、陶器 29点、土師質瓦質

土器 159 点、瓦、鉄製品、木製品が出土した。磁器には中国 1点、陶胎染付が 3点ありうち 1点

はほぼ完形で 1680 ～ 1740 年である。陶器には唐津の刷毛目 3点、京焼風 5点がある。土師質

瓦質土器のうち皿は（1）～（7）を含め 25 点、土人形が（11）と同様のもの（12）の計 2点、

内耳土器が124点ありそのうち口縁部26点はすべてA群である。内耳のわかるものは（8）（9）（10）

を含め 7点あるがいずれもしっかり穿孔される。箸が 6点出土したがそのうち完形は 1点（13）

であった。中太片細でかなり扁平である。また、曲げ物の底板と思われる円盤状の板（14）には

側面に側板と留めた木釘の痕と思われる穴が 2ケ所見られる。その他、加工痕のある端材が 1点

と何らかの製品の部材が 1点出土した。17世紀末から 18世紀初め頃に廃絶し埋め戻されたもの

と思われる。

SK（190）　E-4

　本井戸は調査区の北側中央に位置する。北西側で SK（3）と切り合っており、切り合い関係から

本井戸が先行する。本井戸埋土からは磁器 3点、陶器 7点、土師質瓦質土器 4点、人形 1点、瓦、

鉄製品が出土した。磁器には薄手の端反小坏、陶器には関西系土瓶 2点、同鍋、土師質瓦質土器
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には内耳土器 A群口縁部が 2点、完形の皿 2点がある（1）（2）。19世紀代幕末までの遺物である。

掘り方（SK（225））からは磁器 62 点、陶器 71 点、軟質施釉陶器 2点、土師質瓦質土器 71 点、

人形 1点、瓦、鉄製品、銭貨、キセル吸口（1）、砥石 4点が出土した。磁器には段重または蓋付

き鉢蓋（下限の遺物）、陶胎染付、陶器には関西系褐釉鍋 3点、呉器手碗が 19点、備前系灯明皿

2点、備前擂鉢が 2点ある。銭貨は 3枚あり 2点は「永樂通寳」で 1枚は不明である。吸口は形

状から見ると江戸編年の 19世紀代のものであるが、陶磁器はおおよそ 18世紀後半におさまるで

あろう。すなわち本井戸は18世紀後半に築造され、19世紀代幕末までに廃絶し埋め戻されている。

SK（202）　D-4

　本井戸については便宜上（4）土坑の項で詳述している。

SK（232） E-5

　本井戸は調査区の北側中央に位置する。東側で近代土坑と南側で SK（191）と西側で SK（135）

と切り合っており、SK（190）の掘り方と重複している。切り合い関係から本井戸がいずれよりも

先行する。素掘りの井戸である。本井戸からは磁器 4点、陶器 4点、土師質瓦質土器 7点、瓦、

鉄製品、キセル吸口が出土した。磁器には 17世紀後半の芙蓉手皿がある。土師質瓦質土器には内

耳土器 A群口縁部 1点がある。本井戸より新しい SK（135）が 17世紀末から 18世紀初め頃に廃

絶し埋め戻されたものであるからそれ以前である。

SK（288）　A-5

　本井戸は調査区の東側北よりに位置する。遺構はさらに東側へ延び調査区外へ続いている。西側

で SK（287）と切り合っており、切り合い関係から本井戸が新しい。縦長の板を枠材に使用した

井戸である。井戸の掘り方から磁器1点、唐津刷毛目碗、瓦が出土した。本井戸に先行するSK（287）

が 17世紀末から 18世紀初めの廃棄土坑であるから、遺物から同時期に作られた井戸であろう。

（7）胞衣埋納遺構

SK22　G-3

　本遺構は調査区の西側中央に位置する。北東側で近代土坑と切り合っており遺存していない。切

り合い関係から本遺構が先行する。本遺構は土坑の上半の周囲に平瓦が立て並べられており、底部

には木質が確認された。また底部直上の 2ケ所から銭貨が出土し、裏には木質が付着していた。

これらの出土状況から土坑の下半には桶が埋め置かれ、これを埋め戻したのち標識として瓦を立て

並べたものと思われる。本遺構は胞衣桶を埋納した可能性がある。本遺構からは磁器 4点、陶器 2

点、土師質瓦質土器 3点、瓦、銭貨 2点のみが出土した。磁器にはくらわんか手の碗がある。瓦

にも木質が付着したものが見られる。銭貨は摩滅が著しいものの 1点は寛永通寳である。出土遺

物が少ないため明確でないが、18世紀以降の遺構である。

SK（10）　D-5

　本遺構は調査区の北側中央に位置する。本遺構は土坑の上半に平瓦が丸く立て並べられ、下半に

は円柱状に空間が存在していた。木質は確認されなかったが、SK22 と同様の出土状況であること

から、土坑の下半には桶が埋め置かれ、これを埋め戻したのち標識として瓦を立て並べたものと思
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われる。本遺構は胞衣桶を埋納した可能性がある。本遺構からは陶器が5点、土師質瓦質土器14点、

瓦、鉄製品が出土した。陶器には藁白釉の萩系の袋物が 1点ある。土師質瓦質土器には内耳土器 A

群のしっかり穿孔する内耳部分と羽釜の耳が各 1点、皿が 6点ある。軒平瓦が 4点出土したが、

いずれも土坑外縁に立て並べられていたものである。（1）（2）ともう 1点は菊紋を中心飾りに持ち、

その外に上巻き、下巻きの唐草が2転する。瓦当上縁に中央幅広の面取りを施すが、かなり粗い。（3）

は井桁紋を中心飾りに持ちその外に下巻き、上巻きの唐草が 2転する。面取りはしない。（4）は

平瓦である。鬼瓦の一部と思われる朱漆が遺存するものがある。遺物が少ないため明確でないが、

藁白釉の萩が出土しているため 19世紀代である。

SK（88）　G-5

　SK（88）の Cについては胞衣埋納遺構と思われるが便宜上（4）の土坑の項に記述した。

P（125）　D-4

　本遺構は調査区の中央部北よりに位置する。土坑の周囲及び底部に木質が遺存していた。桶など

を埋置していたものと思われる。本遺構からは備前系灯明皿 1点、瓦 4点、鉄製品が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でない。胞衣埋納遺構の可能性がある。

（8）埋甕遺構

土師質甕　G-2　

　本遺構は調査区の西側中央に位置する。土坑内に土師質の甕が口縁部を上にして埋め置かれてい

た。土師質の甕の中からは磁器 3点、陶器 8点、土師質瓦質土器 6点、瓦、鉄製品が出土した。

磁器には見込み五弁花内面口縁部四方襷紋で外面亀甲紋の小丸碗 1点（1）、陶器には関西系色絵

碗 1点、産地不明陶器などがある。磁器は 18世紀中頃までである。また、甕の掘り方からは磁器

3点、陶器 4点、土師質瓦質土器 1点、鉄製品が出土した。磁器には陶胎染付や高台断面 U字状

で高台径の小さい白磁碗、陶器には関西系の平碗などがある。磁器は 18世紀前半におさまる。こ

れらのことから、本遺構は 18世紀前半につくられ、18世紀中頃に廃棄された可能性があるものの、

遺物が少なく明確でない。厠の便槽の可能性がある。

SK（87）　G-5　＝ SK（45）

　本土坑は調査区の中央北よりに位置する。北側で SK（88）と切り合っており、切り合い関係か

ら本土坑が先行する。土坑に土師質甕が埋置されていた。本土坑からは磁器 6点、陶器 2点、土

師質瓦質土器 4点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には工業用コバルトで染め付けした端反碗が 3

点あり同一個体と思われる。土師質瓦質土器はすべて甕（1）である。近代初めの便槽であろうか。

（9）その他及び性格不明遺構

SK43　E-2

　本遺構は調査区の中央南よりに位置する。本遺構は完形の平瓦 4枚と平瓦の破片が立て並べら

れていたものである。4枚の瓦の規模は SK43A は縦幅 27.5 ㎝、厚さ 1.5 ㎝、Bは縦幅残存長 29.2

㎝、厚さ 2.4 ㎝、Cは横幅 25.7 ㎝、厚さ 1.8 ㎝、Dは縦幅 29.2 ㎝、厚さ 1.8 ㎝である。遺構の性
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格及び時期は明確でない。

SK60　C-1

　本遺構は調査区の南側中央に位置する。北側で SK57、近代の土管と切り合っている。切り合い

関係から SK57 より新しく、近代土管に先行する。本遺構の四周からは 40個余りの釘状の鉄製品

が直線的に並んで出土した。同じ場所に木質も一部確認されたことから長方形の掘り方に板を釘で

留めてつくられた箱状のものが埋置されていた可能性がある。木質の内部からは磁器 2点、陶器 4

点、軟質施釉陶器 2点、土師質瓦質土器 9点、瓦、木質の付着した釘、青銅製品、銭貨 1点が出

土した。磁器はいずれも青花で 1点は口縁部が強く外反する小坏（1）、陶器には福岡と思われる

藁灰釉の皿（2）、皮鯨手の唐津皿 1点、摺目間隔が広い備前擂鉢 1点（5）などがある。軟質施釉

陶器の向付が 2点（3）（4）あるが同一個体の可能性が高い。底部外面に板目痕のある土師質皿（6）

がある。青銅製品には円盤（摩滅が著しいが中央の穴が丸く遺存し銭貨ではないと思われる）、キ

セル吸口がある。銭貨は 1／ 4しか遺存せずなおかつ摩滅が著しく銭種は不明である。木質の外

の掘り方の部分からは瓦 20点が出土した。1630 年代までの遺構であり、その性格は不明である。

SK138 南西　D-2

　本遺構は調査区の中央南東よりに位置する。北側で SK53-D,E、SK94 と東側で SK138 南東と切

り合っており、切り合い関係から本遺構が SK53-D,E、SK94 に先行し SK138 南東との前後関係は

不明である。本遺構の南西部分の壁に大量の瓦が立て掛けられたような状況で廃棄されていた。本

遺構からは磁器 4点、陶器 4点、土師質瓦質土器 5点、瓦、土錘 1点、砥石 1点、鉄製品が出土

した。磁器には中国の白磁端反皿（1）、陶器には絵唐津端反碗（2）、唐津灰釉碗 2点などがある。

関西系土瓶は混入と判断した。瓦には（17）（18）の三つ銀杏紋の棟込み瓦がある。全部で最低で

も 10 個体はある。松皮菱紋の軒丸瓦が 4点ありうち 1類 1-a（9）、1類 3-a（4）、2類 -b（10）

が各 1点ある。また、小さい珠紋が多数ある三巴紋のものが 2点ある（5）（6）。その他三巴紋軒

丸瓦（3）（7）や花状の刻印のある丸瓦が 2点ある（11）（12）。桐紋軒平瓦には 1類 1-a（13）、

1類 3-b（14）（16）、2類 2-a（15）がある。（16）には紋様区全体に朱漆と金箔が遺存する。平

瓦と磚のような大型（31.5 ㎝× 39.8 ㎝）で四ケ所に穿孔する板状製品もある（19）（20）（21）。

また、木製品は加工痕のある端材が多数出土した。炭化したものも多い。そのうち箸の未製品状の

もの、曲げ物の側板状のものが各 4点含まれている。枝も出土した。SK138 南東とのあぜからも

中国 1点、黄瀬戸 1点、瓦が出土した。

　17世紀前半の遺構であるがその性格は明確でない。

SK138 南東　C-2

　本遺構は調査区の中央南東よりに位置する。北側で SK53-D,E と西側で SK138 南西と切り合っ

ており、切り合い関係からSK53-D,E よりも本遺構が先行しSK138南西との前後関係は明確でない。

本遺構の底部付近には炭、木片混じりの黒灰色土があり、黒灰色土上層からは磁器 3点、陶器 4点、

土師質瓦質土器 3点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には関西系の土瓶か鍋が 2点あるが混入と判

断した。黒灰色土からは瀬戸美濃大窯灰釉折縁皿（2）、灰釉唐津碗（1）、焼塩壷、瓦、鉄製品が

出土した。折縁皿は A-3 区、E-3 区出土のものと接合した。17世紀前半の遺構であるが性格は不
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明である。

SK138 北東北西　C-3

　本遺構は調査区の中央南東よりに位置する。南側で SK53-D,E と西側で SK95 と切り合っており、

切り合い関係から本遺構がいずれよりも先行する。本遺構からは磁器 1点、陶器 4点、土師質皿

1点、瓦、羽口 1点（2）、土錘 1点、鉄製品が出土した。陶器には透明釉唐津皿、備前系灯明皿

1点、関西系土瓶がある。瓦には桐紋 1類 4-a の軒平瓦（1）があり、瓦当紋様区全体に赤漆が遺

存する。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK155　A-3

　本遺構は調査区の東側中央に位置する。遺構はさらに東側へ延び調査区外へ続いている。北西側

で SK141 と切り合っており、SK142、SK143 と重複している。切り合い関係から本遺構がいずれ

よりも先行する。本遺構からは磁器 1点、陶器 1点、土師質瓦質土器 21点、瓦が出土した。磁器

は中国白磁端反の皿である。土師質瓦質土器には皿 13点がありうち手づくね成形で口縁部が外反

するもの、静止糸切り痕のあるものなどがある。内耳土器 A群の口縁部が 1点、焼塩壷も 3点ある。

遺構の北西部 SK141 の東部からまとまって数十点の金箔瓦が出土した。軒丸瓦には松皮菱紋 1類

2-a が 2 点（4）（5）、1類 3-b が 5 点（6）ありいずれも松皮菱紋と周縁に金箔が遺存する。もう

2点 1類があり一部しか遺存していないが 1点は金箔が遺存する。2類が 4点でうち金箔瓦が 3

点ありそのうちの 2点はコビキ Aであることが確認できる（3）。他の軒丸瓦には亀甲紋（1）、コ

ビキ Bの三巴紋（2）がある。丸瓦のコビキ Bのもの（7）（8）、熨斗瓦 1点（14）もある。軒平

瓦には宝珠紋 1類が 2点（11）、牡丹のような花紋 1点（9）、桐紋には三二桐の 1類 3-a の 2 点

があり 1点には紋様区全体に朱漆と金箔が遺存する（12）。桐紋 1類 4-b1 点（10）もある。平瓦

には（13）がある。

　遺物が少ないため時期も明確でないが、大量の金箔瓦が廃棄されていたことや、土師質皿の特徴

から17世紀初め頃までの遺構と判断されよう。本遺構はやや締まった砂質土で埋め戻されており、

底部は自然堆積砂層であった。その規模から考えても廃棄土坑とは考えられず、性格は明確にしえ

ない。しかし、その時期や遺構の出土状況から、この場所がまだ自然堆積砂層がそのまま表出して

いるような未開地であった近世初めの自然の窪地の状況を表しているとも考えられる。

SK180　A-2

　本遺構は調査区の東側中央に位置する。東側で SK139、SK141 と切り合っており、SK26、

SK55、SK134 と重複する。切り合い関係から本遺構がいずれよりも先行する。西側が浅く東に向

かって徐々に深くなっていっている。黄茶色土、淡紫砂質土の下に木質が数㎝堆積しており後述す

るように多数の木製品も出土した。特に北東部分で厚く確認された。本遺構からは磁器 1点、陶

器 10 点、土師質瓦質土器 73 点、瓦、鉄製品、碁石（11）、木製品が出土した。陶器には備前 7

点うち袋物 3点、16世紀末の擂鉢、瀬戸美濃の天目碗がある。土師質瓦質土器には体部外面上半

に花状の刻印を持つ香炉（3）などがある。皿が（1）（2）など多くありうち（2）は手づくね成形

である。瓦には松皮菱紋 1類 1-a の軒丸瓦の（6）がある。その他にもコビキ Aの丸瓦部が 3点あ

った。軒平瓦には桐紋 1類 4-a の金箔瓦（7）、同 2類 1-d の（4）、同 2類 4-c の（5）及び下向き
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の三葉の中心飾りの（8）がある。

　連歯下駄（9）は台の中央部に節があったためか中央部の厚さが 1.6 ㎝あるのに周縁部の厚さが

0.4 ㎝しかなく台表が平坦でない。また、後歯の後部の台が切り落とされた痕跡がみられること、

右の横緒穴が 2つ穿けられていることなどから本来大人用であったものを子供用に作り替えたも

のと思われる。その他、遺存状況が悪く図示しえなかったが外面に朱漆を塗り黒漆で桐紋を描く漆

椀、桶の側板状の材 2点（1点にはアールがつく）、加工痕のある端材などが出土した。

　木質堆積土からは瓦の小片が多数出土したが確認し得たコビキ Aの丸瓦は 1点のみであった。

箸は完形のもの、破片が 1点ずつ出土した。完形のもの（10）は中太両細で長さが 26.1 ㎝と長い

ことから菜箸と考えられる。その他、下駄の破片が 1点、同一個体と思われる漆椀の蓋の破片が

13点出土した。内面に朱漆を塗り、外面には黒漆を塗り朱漆で不明紋様を描く。その他、曲げ物

の側板状の材や加工痕のある端材が多数出土し炭化したものも多い。また、削り痕のある枝も多数

出土した。その出土状況から箸や曲げ物などの木製品を作った際に出た大量のチップや端材あるい

は失敗作を廃棄したものと考えられる。

　西から東へ底部がゆるやかに下り、底部には自然堆積の青灰色粘質土があることから、もともと

の自然地形であったところに廃棄がなされたものと思われる。SK155 は本遺構が東へ連続して延

びている一部である可能性もある。磁器が産地、時期ともに不明であるものの、唐津が含まれず備

前擂鉢も 16世紀末である。毛利期に廃棄された遺物である可能性が高い。

SK193　F-3　＝ SK102　西瓦敷　

　本遺構は調査区の中央西よりに位置する。SK102 の西側と南側で瓦を数㎝ほどに砕いたものが

敷き詰められたような状態で確認された。SK102 がその中央部を破壊しており本遺構が先行する。

瓦と土師質皿 1点しか出土せず性格や時期については明確でない。何らかの理由で生じた屋敷地

内の凹みを補修したものであろうか。

SK108 東瓦敷き　F-2

　本遺構は調査区の中央西よりに位置する。SK108 の東側で瓦を数㎝ほどに砕いたものが敷き詰

められたような状態で確認された。丸瓦部 9点のうち明確なコビキ Aが 6点もある。瓦のみしか

出土せず時期は明確でない。性格は SK193 と同様、何らかの理由で生じた屋敷地内の凹みを補修

したものであろうか。

SK200　H-2　＝ SK206、SK235　

　本遺構は調査区の南西隅に位置する。SK205、SK211 と重複しており、いずれよりも本遺構が

先行する。本遺構からは磁器 2点、陶器 2点、土師質瓦質土器 8点、土錘 1点、瓦、鉄製品が出

土した。青花碗 1点、唐津折縁皿 1点などがある。鉄製品には径 1.2 ㎝の鉄玉がある。遺物が少

ないため明確でないが、17世紀前半であろう。性格は自然の凹地を整地したものとも考えられる。

SB4P7 西瓦敷き　G-4

　本遺構は調査区の北西部に位置する。SB4P7 の西側に瓦を数㎝ほどに砕いたものが敷き詰めら

れたような状態で確認された。瓦のみしか出土しなかった。遺物が少ないため時期は明確でない。

性格は SK193 と同様、何らかの理由で生じた屋敷地内の凹みを補修したものであろうか。
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巨石　F-2　

　本石は調査区の南西部に位置する。大きさは 75㎝× 85 ㎝のほぼ円形である。掘り方からは瓦

1点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でない。また、その性格についても明確にしえ

なかったが、その位置から近代以降の建物跡の礎石である可能性もある。

SK（291）　A-5  ＝掘り込み

　本遺構は調査区の東側北よりに位置する。遺構はさらに東へ延び調査区外へ続いている。南西側

で SK（277）、近代土坑と切り合っており、中央部で SK（284）、SK（285）、SK（286）と重複し

ている。切り合い関係よりいずれよりも本遺構が先行する。本遺構は西から東に向かって緩やかに

下っている。上層から黄灰色砂、灰色粘性砂質土が堆積し、最下層には木質の堆積が見られた。遺

構面は自然堆積の砂層である。全体から大量の瓦が投棄された状況で出土した。特に西側の肩の付

近には密集した状態であった。調査期間の関係で一部しか調査しえなかった。砂層からは磁器16点、

陶器 14点、土師質瓦質土器 72点、瓦が出土した。磁器には有田の陶胎染付の碗（6）、皿（1660

～ 80 年）（7）があるが碗は体部がハの字状に開く大振りなもので外面には山水紋を持つ。江戸遺

跡では最も古いタイプとされる。皿も口縁部が外湾し見込みには草花と鳥が描かれ器壁の貫入の状

態は碗と似る。伊万里皿が 2点あり（1）（2）、（2）には体部内面に陽刻による紋様がある。陶器

には呉器手碗が 2点（4）（5）、刷毛目碗 1点（3）、堺擂鉢 1点などがある。土師質瓦質土器には

内耳土器が 18 点ありうち口縁部が 8点ですべて A群である。内耳部分は 3点でいずれもしっか

り穿孔される（8）。土師質皿が 54 点ある（9）～（15）。軒平瓦には桐紋が 1点ある。1660 ～

80 年代である。堺擂鉢は混入であろう。

　上層からは磁器 3点、陶器 11点、土師質瓦質土器 11点、瓦、鉄製品、キセル雁首（36）と吸

口（37）各 1点が出土した。瀬戸美濃の大窯灰釉皿、唐津灰釉透明釉の碗・皿が 5点、瀬戸美濃

天目小碗 1点、備前茶壷 1点などがある。天目小碗は下層のものと接合した。内耳土器 A群口縁

部 1点がある。焼塩壷 1点は下層のものと接合した。軒丸瓦には松皮菱紋が 4点あり 1類 1点、

2類 3点である。1類 1-a には赤漆が遺存する（21）。2類の 1点は丸瓦部が一部遺存しコビキ A

である。軒丸瓦にはコビキ Aの三巴紋（17）、釘抜き紋（20）が各 1点ある。釘抜き紋は SK5-3

と同笵である。その他三巴紋軒丸瓦（16）（18）（19）（22）、また「王」の刻印のある丸瓦が 3点

ある。いずれもコビキ Bである。軒平瓦には桐紋 1類 2-a が 2 点あり 1点は瓦当上縁に「王」の

刻印がある（26）（32）。1類 2-b が 2 点あり 1点は瓦当上縁に「王」の刻印がある（23）（33）。

1類 2-d（25）、桐紋の摩滅が著しいが 2類 3-a が各 1 点（27）、c が 2 点（24）ある。c の 1 点

は紋様区全体に朱漆が遺存する。2類1が2点あり1点は-bである（31）。2類5-aが1点ある（28）。

また中心飾りが二葉で向かって右のみ二重線になるもの（SK（251）-1 と同紋）（30）や牡丹のよ

うな花のもの（29）もある。鳥衾瓦が 2点ある（34）（35）。キセル雁首は脂返しが直角に曲がる

17世紀代の特徴をもつタイプである（36）。（37）は吸口である。磁器はすべて17世紀後半である。

　下層からは磁器 9点、陶器 5点、土師質瓦質土器 51点、瓦、鉄製品、銭貨 2点が出土した。磁

器には 州窯の碁笥底皿（44）、見込み釉剥ぎ皿（42）など青花 7点（38）（39）（40）（43）（45）、

中国色絵碗 1点（41）、伊万里碗 1点（46）、陶器には美濃の天目小碗 2点、備前茶壷があり、天
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目小碗 1点は上層のものと接合した。土師質瓦質土器には皿が 47点ありうち手づくねのものが 1

点、口縁部が外反するもの 3点、静止糸切り痕があるもの 1点がある。焼塩壷 1点は上層のもの

と接合した。軒丸瓦には松皮菱紋が 2点あり（1類 1点、2類 1点）、1類は丸瓦部が遺存しコビ

キ Bである。1類 1-b は上層の金箔瓦（22）と同じ笵傷があり同笵である（49）。瓦当紋様がこと

なるタイプである。コビキ Bの軒丸瓦を含めて三巴紋のものは（47）（48）（50）（51）（52）な

どがある。丸瓦には花状の刻印を持つものが 1点ある（53）。コビキ Bでほぼ完形の丸瓦が 1点あ

る（54）。軒平瓦には桐紋 1類 1-a（55）-c（56）が各 1点、1類 2-c が 1 点（58）、2 類 4-a が

1 点（57）、その他桐紋 3点、宝珠紋 1類 1点（59）がある。鉄製品には直径 2.2 ㎝、1.8 ㎝の玉

がある。銭貨は「咸平元寳」と摩滅による不明銭貨である。（60）は箸と思われるが通常のものよ

りやや長く扁平で両端も尖り気味である。その他、箸または楊子の破片ないし未製品と思われるも

のが 19 点出土した。連歯下駄（61）は平面形状が隅丸長方形で前歯が欠損する。椀（62）は 1

／ 3しか遺存しておらず、高台はすべて欠損している。1630 年代である。

　遺構の南端部（＝ SK（291））からは瓦と木製品のみが出土した。木製品には桶の側板が 1点（63）

あり、ややアールのついた尻すぼまりの板材である。その他、箸またはその未製品と思われる破片

が 6点、加工痕のある端材が 2点出土した。

　本遺構と重複し、本遺構より新しい SK（284）が 1650 ～ 70 年の廃棄土坑であるが、本遺構出

土の磁器には 1660 ～ 80 年の有田の陶胎染付の碗、皿があることから、本遺構の時期は 1660 ～

70 年代にほぼ限定される。本遺構には前述のように大量の瓦が投棄されていたことから、調査地

周辺でこの時期何らかの大きな改変があったことが予想される。底部上に木製品を製作した際の屑

の木質が厚く堆積していたことから、本来何らかの施設あるいは自然の凹地であったところへ投棄

し結果としてこれを埋め立てることになったものと考えられるがその性格については明確でない。

SK（292）　A-4　

　本遺構は調査区の北東部に位置する。遺構の東側からは土師質皿（1）が上、（2）が下で下向き

に重なった状態で出土し、西側には蒔絵の棒が置かれ、それらの下には木質が遺存していた。また

棒の下からも（3）が出土した。前述の 3点を含めて土師質皿 8点、瓦が出土した。瓦にはコビキ B、

ガーゼ状圧痕のあるものがある。棒には金箔を貼り上に黒漆を塗ってあった（4）。性格は不明で

ある。その他、箸の破片が 5点出土した。3点の土師質皿はろくろ成形ではあるがやや不整形で古

い印象である。この下層に遺構がなかったことからも 17世紀代であることは確実である。地鎮な

どの祭祀遺構の可能性がある。

（10）ピット

ピット群 1

　本ピット群は調査区の西側中央から南よりに位置する。P1 ～ P20、P［34］～ P［38］、P39、

P51、P52、P59 ～ P61、P75 ～ P82、P98、P106 ～ P111、P114 ～ P117、P126、P127、P（86）

～ P（90）のピットからなる。P2のように時期が限定できるものもあるが、総じて遺物が少ない

ため時期は明確でない。また、それらの性格についても不明である。以下、各ピットの出土遺物に
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ついて述べる。

P1　G-3

　産地不明焼き締めの壷 1点が出土した。

P2　G-3　＝ P112

　磁器 3点、陶器 1点、瓦 12 点、鉄製品が出土した。磁器には端反碗、陶器には土瓶がある。

1810 年以降である。

P3　G-3　＝ P62 

　呉器手碗の破片が 1点のみ出土した。

P4　G-3

　土師質瓦質土器 1点出土のみが出土した。

P5　G-3

　関西系陶器 2点、内耳土器 C群口縁部 1点、瓦 5点が出土した。

P6　H-3

　瓦 25点のみが出土した。

P7　H-3　＝ P52　

　遺物は出土しなかった。

P8　H-2

　瓦のみが出土した。

P9　G-3

　磁器 1点、瓦 12点が出土した。

P10　G-3

　陶器 2点、土師質瓦質土器 11点が出土した。陶器には瀬戸美濃の腰錆碗と思われるものと京焼

風唐津碗があり、土師質瓦質土器には内耳土器が 10点、皿が 1点ある。内耳土器のうち A群口縁

部が 1点ある。

P11　F-2

　陶器 1点、瓦 4点のみが出土した。

P12　G-3　＝ P74

　磁器 3点、陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。陶器には備前袋物がある。

P13　G-2

　京焼風唐津碗 1点、瓦 1点が出土した。

P14　G-2　＝ P63

　磁器 1点、関西系土瓶などの陶器 16点、瓦が出土した。近世後期である。

P16　H-3

　陶器 2点、土師質瓦質土器 1点、瓦が出土した。陶器には砂目積み段階の碗 1点がある。もう

1点は産地不明である。

P17　H-2
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　瓦 4点のみが出土した。

P18　H-3

　瓦 2点のみが出土した。

P20　G-3

　磁器 2点、陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦 8点、鉄製品が出土した。磁器には青磁染付が

あり、土師質瓦質土器には内耳土器 A群口縁部が 1点ある。

P［34］　F-3

　備前系袋物 1点、土師質瓦質土器 1点、瓦が出土した。

P［35］　F-3

　土師質瓦質土器 1点、瓦 1点のみが出土した。

P［36］　F-3

　遺物は出土しなかった。

P［37］　F-3

　土瓶 1点、瓦 1点のみが出土した。近世後期である。

P［38］　F-3  

　関西系土瓶 2点、土師質瓦質土器 1点、瓦 1点が出土した。近世後期である。

P39　F-3

　瓦 3点が出土した。

P51　H-3

　褐釉の唐津碗、土師質皿（1）各 1点が出土した。

P59　G-3

　磁器 5点、陶器 3点、土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。磁器には端反碗が 1点あり、P60

のものと接合した。1810 年以降である。

P60　G-3

　磁器 4点、陶器 2点、土師質瓦質土器 6点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には端反碗が 1点あり、

P59 のものと接合した。1810 年以降である。

P61　G-3

　陶器 1点、土師質瓦質土器 4点、瓦が出土した。

P75　G-3

　瓦 2点が出土した。

P76　G-3

　遺物は出土しなかった。

P77　G-3

　瓦 2点が出土した。

P78　G-2

　磁器 1点と陶器 4点、瓦、鉄釘が出土した。釘は丸釘である。近代である。
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P79　G-2  

　磁器 2点、陶器 1点、土師質瓦質土器 2点が出土した。

P80　G-3

　青磁染付 1点、瓦が出土した。

P81　G-3

　瓦 4点、鉄製品が出土した。

P82　G-2

　磁器 5点、土師質瓦質土器 5点、瓦のみが出土した。磁器には焼き継ぎ痕がある。19世紀代で

ある。

P98　G-2　

　土師質瓦質土器 5点、瓦、鉄製品が出土した。

P106　G-3

　土瓶 2点が出土した。近世後期である。

P107　G-3

　瓦 1点のみが出土した。

P108　G-3

　瓦 1点が出土した。

P109　F-3

　瓦 5点のみが出土した。

P110　F-3

　陶器 1点、土師質瓦質土器 1点、鉄製品 1点のみ出土した。

P111　F-3

　土師質瓦質土器 1点のみ出土した。

P114　G-3

　磁器 1点、土師質瓦質土器 1点、瓦 3点、鉄製品が出土した。

P115　G-3

　土師質瓦質土器 3点、瓦 9点、鉄製品が出土した。

P116　G-3

　土師質瓦質土器 1点と瓦 3点が出土した。

P117　G-3

　遺物は出土しなかった。

P126　G-3

　磁器 3点、陶器 1点が出土した。磁器にはくらわんか手の鉢がある。

P127　G-3

　陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦 7点が出土した。

P（86）　G-4
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　土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。

P（87）　G-4

　磁器 1点、関西系陶器 1点、瓦 17点、鉄製品が出土した。

P（88）　G-4

　瓦 2点が出土した。

P（89）　H-4

　磁器 1点、土師質甕 1点のみが出土した。

P（90）　H-4

　瓦 2点のみが出土した。

ピット群 2

　本ピット群は調査区の南側中央に位置する。P32、P35 ～ P38、P53 ～ P55、P57、P84、

P100 のピットからなる。総じて遺物が少ないため時期は明確でない。また、それらの性格につい

ても不明である。以下、各ピットの出土遺物について述べる。

P32　D-1

　瓦 2点のみが出土した。

P35　E-1

　瓦 1点のみが出土した。

P36　E-1

　遺物は出土しなかった。

P37　D-1　　

　京焼風唐津 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦 3点、鉄製品 1点のみが出土した。

P38　D-1

　遺物は出土しなかった。

P53　E-1

　柱根が遺存していた。土師質瓦質土器 1点、瓦 1点のみが出土した。

P54　E-1

　磁器 1点、瓦 1点のみが出土した。

P55　D-1　＝ P105

　京焼風唐津 1点、瓦 2点のみが出土した。

P57　E-1

　磁器 1点、瓦 1点のみが出土した。

P84　E-1

　磁器 3点、瓦 1点のみが出土した。

P100　E-1

　瓦 5点が出土した。
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ピット群 3

　本ピット群は調査区の中央部に位置する。SK36P-1、P30、P49、P50、P66 ～ P69、P102、

P139、P141、P145 のピットからなる。P30、P66 が近世後期であるほかは総じて遺物が少ない

ため時期は明確でない。また、それらの性格についても不明である。以下、各ピットの出土遺物に

ついて述べる。

SK36P-1　E-3

　本ピットは、SK36 を覆っていた漆喰面の上から掘り込まれていたため SK36 の廃絶後につくら

れた遺構である。関西系焙烙 1点（SK36-12）が出土したのみである。近代以降である。

P30　E-3

　磁器 4点、陶器 2点、瓦 1点、鉄製品が出土した。陶器には藁灰釉の唐津瓶、行平鍋の蓋がある。

近世後期である。

P49　E-3

　唐津京焼風陶器碗、土師質皿 2点が出土した。

P50　E-3

　糸切り細工の型押し皿（1660 ～ 80 年）が出土した。

P66　E-3　＝ P140

　陶器 1点、瓦 4点のみが出土した。陶器は褐釉の鍋の一部か。瓦は平瓦の破片だが厚さ 1.6 ㎝

と薄い。近世後期である。

P67　E-3

　瓦 18点のみが出土した。

P68　E-3

　遺物は出土しなかった。

P69　E-3

　遺物は出土しなかった。

P102　E-2  ＝ P142

　型紙刷りなどの磁器と瓦が出土した。近代である。

P139　E-3

　瓦 2点のみが出土した。

P141　E-3

　磁器 1点、土師質土器 1点のみが出土した。

P145　E-3

　磁器 1点が出土したのみである。

ピット群 4

　本ピット群は調査区の中央部東よりに位置する。P85 ～ P91、P（101）、P（102）、P（105）

～ P（112）、P（121）～ P（124）、P（135）のピットからなる。総じて遺物が少ないため時期
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は明確でない。また、それらの性格についても不明である。以下、各ピットの出土遺物について述

べる。

P85　D-3

　磁器 1点、陶器 3点、瓦が出土した。陶器には関西系土瓶がある。近世後期である。

P86　D-3

　瓦 3点のみ出土した。

P87　D-3

　柿釉の軟質施釉陶器、瓦 2点が出土した。

P88　D-3

　小広東碗、関西系陶器、土師質瓦質土器 1点、瓦が出土した。近世後期である。

P89　C-3

　遺物は出土しなかった。

P90　C-3

　瓦 1点のみが出土した。

P91　C-3

　瓦 2点のみが出土した。

P（101）　C-5

　陶器 3点、土師質瓦質土器 1点、瓦 3点が出土した。唐津灰釉溝縁皿、京焼風唐津碗がある。

P（102）　C-5

　磁器 1点、瓦 1点のみが出土した。

P（105）　C-4

　陶器 1点、瓦 2点が出土した。

P（106）　C-4

　磁器 3点、陶器 2点、土師質瓦質土器 3点が出土した。A群内耳土器口縁部が 1点ある。17世

紀末から 18世紀前半である。

P（107）　C-4

　磁器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦 2点が出土した。

P（108）　C-4

　陶器 1点が出土した。

P（109）　C-4

　青磁 1点、京焼風唐津 1点、土師質皿 1点、内耳土器 1点、瓦が出土した。

P（110）　C-4

　陶器 2点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には京焼風唐津碗がある。

P（111）　C-5

　磁器 1点のみが出土した。

P（112）　C-5
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　関西系陶器 2点、人形 1点、瓦が出土した。

P（121）　C-4

　磁器 1点、京焼風唐津碗 1点、鉄製品が出土した。

P（122）　C-4

　磁器 1点、土師質瓦質土器 2点が出土した。

P（123）　C-4

　瓦 1点のみが出土した。

P（124）　C-4

　鍋 1点、瓦 11点が出土した。近世後期である。

P（135）　E-4

　遺物は出土しなかった。

ピット群 5

　本ピット群は調査区の中央部に位置する。P22、P24 ～ P29、P［129］、P130 ～ P134、P（39）

～ P（41）、P（43）、P（65）～ P（70）、P（72）～ P（73）、P（80）～ P（82）、P（91）～ P（94）、

P（98） ～ P（100）、P（128）、P（136）、P（137）、P（141）、P（144）、P（153）、P（166）

～（169）のピットからなる。総じて遺物が少ないため時期は明確でない。また、それらの性格に

ついても不明である。以下、各ピットの出土遺物について述べる。

P22　F-2

　関西系土瓶 1点、土師質甕 1点、瓦 9点が出土した。近世後期である。

P24　F-3

　青磁染付朝顔形碗 2点、陶器 2点、土師質瓦質土器 4点、瓦、鉄製品が出土した。陶器には関

西系土瓶がある。近世後期である。

P25　F-3

　陶器 3点うち関西系 2点、瓦、ガラス片 1点が出土した。近代以降か。

P26　F-3

　関西系陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦、鉄製品が出土した。

P27　F-3

　小片で明確でないが型紙刷りと思われる磁器 1点、瓦、丸釘と思われる鉄製品が出土した。近

代以降か。

P28　F-3

　磁器 2点が出土した。

P29　F-3

　遺物は出土しなかった。

P［129］　F-3  

　土師質甕 1点、瓦が出土した。
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P130　F-3

　陶器 1点、瓦 4点が出土した。

P131　F-3

　急須 1点、土師質瓦質土器 1点、瓦が出土した。19世紀代である。

P132　F-3

　陶器 2点、土師質瓦質土器 1点、瓦が出土した。陶器には関西系土瓶がある。近世後期である。

P134　F-4

　関西系陶器 1点、土師質瓦質土器 1点が出土した。

P（39）　G-4

　陶器 1点、瓦 5点が出土した。陶器は備前系と思われる。

P（40）　G-4

　瓦 3点、鉄製品 1点が出土した。

P（41）　G-4

　青磁香炉 1点と鉄製品 1点のみが出土した。

P（43）　F-4

　陶器が 3点出土した。関西系の灯明皿が 2点、産地不明の甕ないし壷がある。19世紀代の遺構

である。

P（65）　F-4

　ビール瓶が出土した。近代以降である。

P（66）　F-4

　磁器 1点、赤泥を塗った備前系袋物、瓦が出土した。

P（67）　F-4

　陶器 1点、瓦 1点が出土した。

P（68）　F-4

　磁器 1点、土師質皿 1点、瓦 2点、鉄製品 1点のみが出土した。

P（69）　E-4

　返しのある蓋物蓋、土師質皿 4点が出土した。

P（70）　F-4

　瓦 2点のみが出土した。

P（72）　F-4　＝ P（184）

　磁器 2点、陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。磁器 1点は SK（152）と接合しな

かったが同一個体の可能性が高い。関西系焙烙 1点が出土した。17世紀後半の可能性がある。

P（73）　F-4

　瓦 4点のみ出土した。

P（80）　F-4

　磁器 3点、陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には陶胎染付がある。
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18 世紀代以降である。

P（81）　E-4

　瓦 1点、瓦転用品 1点が出土した。

P（82）　E-4　＝ P（161）

　端反の小坏 1点、瓦、鉄製品が出土した。

P（91）　F-4

　瓦のみが出土した。

P（92）　E-4

　畳付釉剥ぎのち白化粧土を塗る広東碗の高台、土師質皿 1点、瓦 1点のみが出土した。18世紀

末から 19世紀代である。

P（93）　E-4

　磁器 2点、陶器 3点、土師質瓦質土器 1点が出土した。陶器には関西系の行平鍋 2点、同じく

灯明皿がある。近世後期である。

P（94）　E-4

　唐津の灰釉碗、瓦 3点のみが出土した。

P（98）　F-4

　瓦 4点のみが出土した。

P（99）　F-4

　瓦 2点のみが出土した。

P（100）　F-4

　見込み蛇の目釉剥ぎのくらわんか手碗、瓦 4点のみが出土した。

P（128）　F-4

　磁器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦 3点が出土した。

P（136）　E-4

　瓦 2点のみが出土した。

P（137）　E-4

　瓦 4点と鉄製品のみが出土した。

P（141）　E-4

　磁器 1点、瓦 3点のみが出土した。

P（144）　D-4

　磁器 1点、陶器 5点、土師質瓦質土器 2点、瓦、鉄製品が出土した。陶器 5点は関西系の柄杓

の同一個体と思われる。

P（153）　F-4

　磁器 1点、瓦が出土した。

P（166）　E-4

　陶器 2点、瓦 5点が出土した。
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P（167）　E-4　＝ P（186）

　陶器 1点、瓦 4点が出土した。

P（168）　F-4

　土師質瓦質土器 1点と瓦 1点が出土した。

P（169）　F-4

　土師質瓦質土器 1点と瓦 1点が出土した。

ピット群 6

　本ピット群は調査区の中央東よりに位置する。P（29）、P（30）、P（32）、P（33）、P（49）

～ P（51）、P（56）、P（60）、P（63）、P（64）、P（84）、P（85）、P（126）、P（127）、P（135）、

P（145）、P（155）、P（162）～ P（165）、P（173）、P（174）のピットからなる。時期が限定

できるものもあるが、総じて遺物が少ないため時期は明確でない。また、それらの性格についても

不明である。以下、各ピットの出土遺物について述べる。

P（29）　E-4

　磁器、陶器各 1点と瓦 2点のみが出土した。

P（30）　E-4

　内耳土器 1点、瓦 1点が出土した。

P（32）　E-4

　陶器 3点、土師質瓦質土器 4点、瓦 12点が出土した。

P（33）　E-4

　陶器 1点のみ出土した。

P（49）　E-4

　瓦 1点のみ出土した。

P（50）　E-4

　陶器擂鉢 1点、土師質瓦質土器 3点、瓦 6点のみ出土した。

P（51）　E-4

　瓦 2点のみ出土した。

P［56］　E-4　

　ゴムボールが出土した。近代以降である。

P（60）　E-4

　土師質皿 1点、瓦 1点が出土した。

P（63）　D-4　＝ P（138）

　磁器 1点、陶器 1点、瓦 4点が出土した。

P（64）　E-4　＝ P（172）

　土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。

P（84）　E-5
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　土師質瓦質土器 1点、鉄製品 1点が出土した。

P（85）　E-5

　鉄製品のみ出土した。

P（126）　D-4

　磁器 3点、陶器 2点、瓦 5点が出土した。陶器はいずれも京焼風唐津碗である。

P（127）　D-4

　 州窯皿 1点、瓦 5点が出土した。

P（135）　E-4　＝ P（173）

　呉器手碗 1点、瓦 4点、鉄製品のみが出土した。

P［145］　D-5

　瓦 1点のみが出土した。

P（155）　E-4

　瓦 2点のみ出土した。

P（162）　D-4

　瓦 6点、鉄製品のみが出土した。

P（163）　D-4

　土人形 1点、瓦 1点、砥石 1点のみが出土した。

P（164）　D-4

　関西系褐釉鍋のみが出土した。近世後期である。

P（165）　D-4

　磁器 1点、土人形 1点、瓦質焙烙 1点、瓦 2点のみが出土した。

P（174）　E-4

　土師質瓦質土器 2点、瓦 1点が出土した。

ピット群 7

　本ピット群は調査区の北側中央に位置する。P（4）～ P（10）のピットからなる。時期が限定

できるものもあるが、総じて遺物が少ないため時期は明確でない。また、それらの性格についても

不明である。以下、各ピットの出土遺物について述べる。

P（4）　E-5

　土師質瓦質土器 1点、鉄製品 1点のみが出土した。

P（5）　E-5

　磁器 3点、陶器 2点、土師質瓦質土器 7点、鉄製品が出土した。磁器には陶胎染付、陶器は京

焼風 2点、土師質瓦質土器には内耳土器の A群の口縁部が 2点、うち 1点は内耳部分でしっかり

穿孔される。

P（6）　E-5

　土師質瓦質土器 3点、瓦 1点のみが出土した。
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P（7）　E-5

　陶器 1点、瓦 1点のみが出土した。

P（8）　E-5

　関西系の土瓶か鍋の底部 1点、瓦 3点のみが出土した。近世後期である。

P（9）　E-5

　磁器 1点、陶器 3点、土師質瓦質土器 2点、瓦が出土した。

P（10）　E-5

　磁器 1点、土師質瓦質土器 1点、瓦 4点が出土した。

その他のピット

SK53P3　C-2

　本ピットは調査区の中央東よりに位置する。北側で SK53DE と切り合っているが切り合い関係

は明確でない。本ピットより関西系陶器碗 1点、土師質皿 1点、土師質土器 2点が出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK56P1　A-1

 　本ピットは調査区の南東隅に位置する。SK56 と重複しており切り合い関係から本ピットが新し

い。瓦 1点が出土したのみである。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK56P2　A-1

 　本ピットは調査区の南東隅に位置する。SK56 と重複しており切り合い関係から本ピットが先行

する。本ピットからは磁器 1点、陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、鉄製品が出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK56P3　A-1

 　本ピットは調査区の南東隅に位置する。SK56 と重複しており切り合い関係から本ピットが先行

する。土師質瓦質土器 1点、瓦 1点が出土したのみである。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK89P1　H-2

　本ピットは調査区の西側中央に位置する。SK89 と重複している。前後関係は明らかでない。本

ピットからは陶器 5点、土師質瓦質土器 5点、土錘 1点、瓦が出土した。陶器には瀬戸美濃の瓶

掛がある。19世紀代である。性格は不明である。

SK89P2　H-2

　本ピットは調査区の西側中央に位置する。北側で SK21、南側で SK89 と切り合っているが切り

合い関係は明らかでない。本ピットからは瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、

性格も不明である。

SK145P1　D-2

　本ピットは調査区の中央南よりに位置する。全体が SK145 と重複しているが前後関係は明確で

ない。本ピットからは瓦しか出土しなかった。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で
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ある。

SK（51）P1　E-4

　本ピットは調査区の中央北よりに位置する。SK（51）と重複している。切り合い関係は明確で

なかったが出土遺物より本ピットが新しい。瀬戸美濃の太白手碗、備前灯明皿 3点、土師質瓦質

土器 1点、瓦が出土した。19世紀代である。性格は不明である。

SK（52）P1　E-4

　本ピットは調査区の中央北よりに位置する。SK（52）と重複している。切り合い関係は明確で

なかったが出土遺物より本ピットが新しい。磁器 1点、陶器 9点、土師質瓦質土器 2点、瓦、鉄

製品、レンガが出土した。陶器には布袋貼り付け備前保命酒瓶があり、磁器も新しい可能性がある。

近代である。性格は不明である。

SK（58）P1　B-4

　本ピットは調査区の東側中央に位置する。本ピットからは瓦 5点、鉄製品のみが出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（58）P2　B-4

　本ピットは調査区の東側中央に位置する。本ピットからは磁器 1点、陶器 3点、土師質瓦質土

器 5点、瓦が出土した。関西系陶器がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明で

ある。

SK（58）P3　B-4

　本ピットは調査区の東側中央に位置する。本ピットからは土師質瓦質土器 2点、瓦 1点のみが

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（108）P1　H-5

　本ピットは調査区の北西隅に位置する。SK（108）の北東部にあり、前後関係は明確でない。本

ピットからは瓦 3点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

SK（125）　G-5  

　本ピットは調査区の北西部に位置する。北側で SK（40）と切り合っており、切り合い関係から

本ピットが先行する。底部には人頭大の石が据え置かれていた。本ピットからは刷毛目碗 1点、

内耳土器 2点、瓦のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でないが、17世紀後半の可能性

がある。建物跡の柱穴であろうが組み合わせが明確でなかった。

P21　C-3　

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは磁器 4点、陶器 4点、土師質瓦質土器

6点、瓦、銭貨 6点が出土した。磁器には型紙刷りがある。銭貨は明治 8、9、10、15、17、20

年の 1銭銅貨である。よって本ピットは明治 20年以降である。性格は不明である。

P23　G-1

　本ピットは調査区の南西部に位置する。本ピットからは磁器 1点、土師質皿 1点、内耳土器 3

点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P29　E-3  ＝ P97　
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　本ピットは調査区の南西部に位置する。本ピットからは遺物は出土しなかった。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

P33　H-1

　本ピットは調査区の南西隅に位置する。本ピットからは瓦 3点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

P34　C-1　　

　本ピットは調査区の南側東よりに位置する。瓦 1枚しか出土しなかった。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

P35　C-1　　

　本ピットは調査区の南側東よりに位置する。拳大の石がびっしり詰まっており、中央に柱根の空

洞があった。瓦と鉄製品のみが出土した。建物跡の柱穴であるが組み合わせは不明である。

P40　B-2

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは磁器 2点、陶器 4点、土師質瓦質土器

4点、瓦、鉄製品が出土した。内耳土器には A群口縁部 1点ある。18世紀前半である。性格は不

明である。

P41　B-2

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは磁器 1点、陶器 4点、土師質瓦質土器

4点、瓦が出土した。陶器には瀬戸美濃の灰釉に緑釉を流し掛けする水甕がある。19世紀代である。

性格は不明である。

P42　B-3

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは青磁袋物 1点（17 世紀前半）、唐津溝

縁皿 1点、唐津刷毛目皿 1点、瓦が出土した。遺物が少ないため明確でないが、17世紀前半代の

可能性がある。性格は不明である

P43　B-3　

　本ピットは調査区の南東部に位置する。北東側で SK80 と切り合っており、切り合い関係から本

ピットが新しい。柱根が遺存していた。本ピットからは磁器1点、陶器4点、土師質瓦質土器11点、

瓦が出土した。磁器は初期伊万里天目碗、陶器には関西系がある。遺物が少ないため時期は明確で

ない。柱穴であるが組み合わせは不明である。

P44　B-3

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは磁器 1点、陶器は藁白釉の萩 1点を含

み 2点、土師質瓦質土器 1点、瓦、ガラス片が出土した。19世紀代である。性格は不明である。

P45　B-3

　本ピットは調査区の南東部に位置する。コンクリート、近代磁器が出土した。近代である。性格

は不明である。

P48　F-2

　本ピットは調査区の南西部に位置する。本ピットからは瓦 1点のみが出土した。遺物が少ない
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ため時期は明確でなく、性格も不明である。　

P56　E-1　

　本ピットは調査区の南側中央に位置する。本ピットからは鉄製品のみが出土した。石炭のような

ものも数点出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P58　E-1 　

　本ピットは調査区の南側中央に位置する。本ピットからは瓦 2点、鉄製品のみが出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P64　D-3

　本ピットは調査区の中央部南よりに位置する。本ピットからは磁器 1点、陶器 6点、土師質瓦

質土器 12点、鉄製品が出土した。陶器には飴釉の土瓶、藁白釉の萩などがある。19世紀代である。

廃棄土坑の可能性もある。

P65　E-3

　本ピットは調査区の中央部南よりに位置する。本ピットからは内耳土器口縁部 A群 1点のみが

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P73　B-3

　本ピットは調査区の東側中央に位置する。本ピットからは磁器 2点、陶器 2点、瓦が出土した。

陶器には土瓶または鍋の底部がある。近世後期である。

P74　B-3  

　本ピットは調査区の東側中央に位置する。本ピットからは土師質瓦質土器 1点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P83　F-3

　本ピットは調査区の中央部に位置する。本ピットからは磁器 1点、陶器 2点、瓦 1点が出土した。

陶器には京焼風唐津碗 1点がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P92　C-2

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは土師質瓦質土器 1点、瓦 1点のみが出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P93　B-3

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは瓦のみが出土した。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

P94　A-3

　本ピットは調査区の南東部に位置する。砕石が詰まっていた。本ピットからは土師質瓦質土器 2

点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P95　B-3

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは磁器 2点、陶器 3点、土師質瓦質土器

2点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P96　D-1
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　本ピットは調査区の南側中央に位置する。底部に表面の平らな人頭大の石が据え置かれたような

状態で出土した。本ピットからは土師質瓦質土器 2点、瓦 4点、鉄製品 4点が出土した。土師質

瓦質土器には厚手の土師質皿 1点がある。遺物が少ないため時期は明確でない。石は礎石と思わ

れ柱穴であろう。

P99　D-3

　本ピットは調査区の中央部に位置する。本ピットからは瓦 6点と鉄製品のみが出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P103　F-3  

　本ピットは調査区の南西部に位置する。本ピットからは土師質瓦質土器1点、瓦3点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P104　G-2

　本ピットは調査区の南西部に位置する。本ピットからは磁器 1点、瓦が出土した。磁器は口紅

装飾した輪花皿である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P118　H-2

　本ピットは調査区の南西部に位置する。本ピットからは瓦 1点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

P121　D-2

　本ピットは調査区の中央南よりに位置する。本ピットからは陶器 3点、瓦 2点が出土した。陶

器には銹絵染付の関西系碗がある。近世後期である。性格は不明である。

P122　D-2

　本ピットは調査区の中央南よりに位置する。本ピットからは青磁 2点、瓦 1点が出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P128　B-1

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは瓦 1点のみ出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

P129　D-2

　本ピットは調査区の南側中央に位置する。本ピットからは瓦のみが出土した。遺物が少ないため

時期は明確でなく、性格も不明である。

P135　C-3

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは陶器 1点、土師質瓦質土器 2点、瓦が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P136　F-3

　本ピットは調査区の中央西よりに位置する。本ピットからは陶器 1点、瓦 2点が出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P137　A-2

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは土師質瓦質土器4点と瓦のみが出土した。
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遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P138　A-2

　本ピットは調査区の南東部に位置する。本ピットからは瓦のみが出土した。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

P143　G-2

　本ピットは調査区の南西部に位置する。本ピットからは瓦 5点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

P147　F-4

　本ピットは調査区の中央西よりに位置する。本ピットからは瓦 1点、鉄製品が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（1）　G-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは瀬戸美濃系の陽刻皿が出土した。幕末以

降である。性格は不明である。

P（2）　G-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは土師質瓦質土器 1点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（3）　G-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは磁器 2点が出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

P（11）　D-5

　本ピットは調査区の北側中央に位置する。本ピットからは唐津の刷毛目折縁皿 1点、瓦 11点、

鉄製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（12）　D-5

　本ピットは調査区の北側中央に位置する。本ピットからは瓦、鉄製品のみが出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（13）　F-5 

　本ピットは調査区の北側西よりに位置する。本ピットからは瓦 2点のみが出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（14）　G-5

　本ピットは調査区の北側西よりに位置する。本ピットからは瓦 3点のみが出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（15）　G-5

　本ピットは調査区の北側西よりに位置する。本ピットからは磁器 2点、瓦 7点が出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（17）　F-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは広東碗 1点のみが出土した。遺物が少
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ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（18）　F-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは陶器 1点、土師質瓦質土器 5点、鉄製

品のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（19）　D-4

　本ピットは調査区の中央部東よりに位置する。本ピットからは陶胎染付1点、瓦のみが出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（20）　D-4

　本ピットは調査区の中央部東よりに位置する。本ピットからは土師質皿 1点、瓦 15点、鉄製品

のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（21）　D-4

　本ピットは調査区の中央部東よりに位置する。本ピットからは瓦 3点のみが出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（22）　F-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは瓦 2点、鉄製品 1点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（23）　F-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは鉄製品 1点のみが出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（24）　B-4

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは土師質皿 1点、瓦 4点、瓦再利用品 1

点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。　 

P（26）　F-4　

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは磁器 2点、京焼風唐津碗 3点、土師質

瓦質土器 5点、瓦、鉄製品が出土した。磁器には陶胎染付が 1点あり、土師質瓦質土器のうち焼

塩壷が 2点ある。17世紀末頃か。性格は不明である。

P［26］　H-5

　本ピットは調査区の北西隅に位置する。本ピットからは磁器 1点のみが出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（27）　G-5

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは磁器 1点、備前系灯明皿 1点、土師質

皿 5点、瓦が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（28）　F-4

　本ピットは調査区の中央西よりに位置する。本ピットからはニ彩手の唐津大皿 1点と瓦 3点の

みが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（35）　D-5　
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　本ピットは調査区の北側中央に位置する。本ピットからは瓦 1点のみが出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

P［35］　E-5　

　本ピットは調査区の北側中央に位置する。底部には植物質が遺存する。柱根ではなく植栽痕の可

能性もある。本ピットからは陶器 2点、土師質瓦質土器 1点、瓦 3点のみが出土した。陶器には

産地不明袋物がある。遺物が少ないため時期は明確でない。

P（36）　D-5

　本ピットは調査区の北側中央に位置する。本ピットからは陶器 1点、土師質瓦質土器 1点、瓦

1点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（38）　G-5

　本ピットは調査区の北西隅に位置する。本ピットからは堺または明石擂鉢 1点と土師質瓦質土

器 3点、瓦 5点が出土した。18世紀以降のピットであり、性格は不明である。

P（42）　G-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。東側で SK（103）と切り合っており、切り合い関係か

ら本ピットが新しい。本ピットからは陶器 3点、土師質瓦質土器 6点、瓦 2点、鉄製品が出土した。

陶器には備前の赤泥を塗った袋物がある。本ピットに先行する SK（103）が近代の遺構であるから、

それより遡ることはない。

P（45）　D-5

　本ピットは調査区の中央部北よりに位置する。本ピットの平面形状は正方形で小型である。これ

は P（46）とよく似ており一連のピットである可能性もある。本ピットからは土師質瓦質土器 1

点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（46）　D-5

　本ピットは調査区の北側中央に位置する。本ピットの平面形状は正方形で小型である。これは P

（45）とよく似ており一連のピットである可能性もある。本ピットからは遺物が出土しなかった。

よって時期は明確でなく、性格も不明である。

P（47）　F-5

　本ピットは調査区の北側西よりに位置する。本ピットからは瓦 5点、鉄製品が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（48）　G-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは磁器 2点、瓦 2点が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（52）　H-5

　本ピットは調査区の北西隅に位置する。本ピットからは産地不明の小瓶 1点と瓦 2点のみが出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（53）　F-5

　本ピットは調査区の北側西よりに位置する。本ピットからは瓦 2点が出土した。遺物が少ない
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ため時期は明確でなく、性格も不明である。　

P（55）　A-4

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは瓦 9点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（56）　A-4　

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは陶器 1点、瓦が出土した。遺物が少な

いため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（57）　C-4

　本ピットは調査区の東側中央に位置する。本ピットからは土師質瓦質土器 1点、瓦 1点が出土

した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（58）　C-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは磁器 1点、陶器 2点、土師質瓦質

土器 1点が出土した。陶器には京焼風唐津がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も

不明である。

P（59）　C-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは瓦 1点が出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（60）　C-5  

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは磁器 1点、陶器 4点、土師質瓦質

土器 1点、瓦が出土した。産地不明陶器がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不

明である。

P（71）　B-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは端反の磁器小坏 1点、陶器 1点、土師

質瓦質土器 2点、瓦、鉄製品が出土した。1810 年以降である。性格は不明である。

P（74）　F-5

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは銭貨 1点のみが出土した。摩滅により

種類不明である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（75）　F-5

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは土師質瓦質土器 1点、瓦 2点のみが出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（78）　C-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。西側で SV（2）と切り合っており、切り合い関係から本

ピットが先行する。瓦 2点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（79）　C-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。西側で SV（2）と切り合っており、切り合い関係から本

ピットが先行する。瓦 2点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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P（95）　C-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは産地不明施釉擂鉢、備前袋物、瓦が出土

した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（96）　A-5

　本ピットは調査区の北東隅に位置する。本ピットからは丸釘が出土した。近代以降である。性格

は不明である。

P（97）　A-5

　本ピットは調査区の北東隅に位置する。本ピットからは瓦のみ出土した。軒平瓦には桐紋で瓦当

上縁を面取りしないものがある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（103）　C-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは瓦 1点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（104）　C-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは磁器 3点、陶器 2点、土師質瓦質土器

2点が出土した。磁器には 18世紀前半の白磁壷 2点、陶胎染付 1点がある。18 世紀前半の可能

性がある。性格は不明である。

P（114）　C-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは土師質瓦質土器 1点、瓦 1点のみ

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（115）　C-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは磁器端反の鉢 1点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（116）　C-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは瓦 1点のみが出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（117）　C-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは磁器は仏飯器 1点、瓦 3点のみが

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（118）　D-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは遺物は出土しなかった。そのため時

期は明確でなく、性格も不明である。

P（119）　D-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは瓦 7点のみが出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（120）　D-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは磁器 2点、軟質施釉陶器 1点、瓦
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が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（129）　F-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは青花皿 1点と瓦 2点が出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（130）　G-5

　本ピットは調査区の北側西よりに位置する。本ピットからは土師質瓦質土器 1点、瓦 6点、鉄

製品が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（131）　G-5

　本ピットは調査区の北側西よりに位置する。本ピットからは土師質皿 1点、瓦 7点が出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（132）　B-5

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは磁器 2点、土師質瓦質土器 1点、瓦が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（133）　C-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは唐津の壷甕 1点、瓦 5点、鉄製品

が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（134）　C-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは瓦 4点のみが出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（145）　A-5  

　本ピットは調査区の北東隅に位置する。本ピットからは磁器 1点、土師質瓦質土器 1点が出土

した。磁器は明るい呉須の染付である。幕末ないし近代である。性格は不明である。

P（146）　A-5

　本ピットは調査区の北東隅に位置する。本ピットからは瓦 4点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

P［146］　D-4

　本ピットは調査区の北東隅に位置する。本ピットからは絵唐津の皿 1点のみが出土した。遺物

が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（147）　B-5

　本ピットは調査区の北東隅に位置する。本ピットからは瓦 3点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（149）　A-5

　本ピットは調査区の北東隅に位置する。本ピットからは磁器 3点、陶器 1点、人形 1点、瓦、

鉄製品が出土した。陶器は関西系土瓶である。近世後期である。性格は不明である。

P（151）　C-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは土師質瓦質土器 1点、瓦 2点が出
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土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（152）　C-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは磁器 1点、瓦 2点が出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（154）　A-5

　本ピットは調査区の北東隅に位置する。本ピットからは土師質瓦質土器 18点、瓦が出土した。

土師質瓦質土器のうち皿が 17点で内耳土器 A群口縁部が 1点ある。時期は明確でなく、性格も不

明である。

P（156）　C-5

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは磁器 2点、土師質瓦質土器 2点の

み出土した。磁器にはくらわんか手の碗がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明

である。

P（157）　H-5

　本ピットは調査区の北西隅に位置する。本ピットからは土師質の皿 2点、内耳土器 1点、瓦が

出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（158）　A-4

　本ピットは調査区の東側中央に位置する。本ピットからは瓦片 4点のみが出土した。遺物が少

ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（159）　B-4

　本ピットは調査区の東側中央に位置する。本ピットからは土師質瓦質土器 2点、瓦 4点が出土

した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（160）　D-4

　本ピットは調査区の中央部北よりに位置する。本ピットからは土師質皿 1点、瓦 1点のみが出

土した。土師質皿は口径 4㎝程度、器高 0.5 ㎝以下とたいへん小さいものである。幕末である。性

格は不明である。

P（171）　G-5

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは関西系陶器 1点、土師質皿 1点、瓦 5

点のみが出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（174）　D-5　

　本ピットは調査区の北側東よりに位置する。本ピットからは土師質皿 4点、瓦が出土した。遺

物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（175）　G-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは備前袋物 1点、瓦 1点のみが出土した。

遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（176）　G-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは瓦 5点のみ出土した。遺物が少ないた
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め時期は明確でなく、性格も不明である。

P（177）　G-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは瓦のみ出土した。遺物が少ないため時期

は明確でなく、性格も不明である。

P（178）　G-4

　本ピットは調査区の北西部に位置する。本ピットからは瓦 1点のみ出土した。遺物が少ないた

め時期は明確でなく、性格も不明である。

P（181）　B-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは瓦のみが出土した。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

P（182）　C-5

　本ピットは調査区の北側中央に位置する。本ピットからは磁器 1点、陶器 3点、瓦、鉄製品が

出土した。陶器には備前系の鉢がある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（183）　B-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは磁器 1点、瓦 3点が出土した。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（186）　C-4  

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは磁器 2点、陶器 1点、土師質瓦質土器

3点、瓦が出土した。磁器には内外面菊紋の小碗、土師質瓦質土器には赤土と白土の練り込みのも

のがある。遺物が少ないため時期は明確でないが 18世紀後半の廃棄土坑の可能性がある。

P（187）　C-4

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからはくらわんか手の磁器 1点と瓦 2点が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（190）　C-4

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは磁器 2点、陶器 2点、土師質瓦質土器

3点、瓦、鉄製品が出土した。緑釉の厚くかかった陶器、赤泥を塗った土師質焜炉がある。遺物が

少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（191）　C-4

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは瓦のみが出土した。遺物が少ないため時

期は明確でなく、性格も不明である。

P（192）　C-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは陶器 3点、瓦が出土した。関西系陶器

が 2点ある。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（193）　C-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは関西系陶器 1点、焼塩壷 1点、瓦が出

土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。
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P（194）　C-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは瓦と銭貨 1点が出土した。銭貨の種類

は不明である。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（196）　C-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは瓦 1点のみが出土した。遺物が少ない

ため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（197）　C-5

　本ピットは調査区の北東部に位置する。本ピットからは磁器 3点、土師質瓦質土器 1点、瓦 1

点が出土した。遺物が少ないため時期は明確でなく、性格も不明である。

P（200）　D-5 　

　本ピットは調査区の北側中央に位置する。本ピットからは備前擂鉢、土師質皿 3点、瓦が出土

した。土師質皿の 1点の底部外面に「ちいさ○」と読める墨書がある。遺物が少ないため時期は

明確でなく、性格も不明である。

 

　注

  1） 財団法人広島市文化財団『広島城遺跡基町高校グラウンド地点』1999、において内耳土器を口縁部の形状に

より 3群に分類している。

  2） 両角まり「瓦質土師質土器類の分類について」『シンポジウム江戸出土陶磁器土器の諸問題Ⅱ』江戸陶磁土器

研究グループ、1996

  3） 財団法人広島市文化財団『史跡広島城跡本丸遺構保存状況調査報告』2003、において菊間瓦の分類を行って

いる。

  4） 永井久美男編「近世の出土銭Ⅱ」兵庫埋蔵銭調査会、1998、における寛永通宝の分類方法による。

  5） 小川望「大名屋敷出土の焼塩壷」『江戸の食文化』江戸遺跡研究会編、1992

  6） 桐紋軒平瓦の分類については「まとめ」を参照。

  7） 松江市教育委員会所蔵の舎人遺跡荒隅城跡（小十太郎地区）出土資料の実見をした際、松江焼とされるもの

に類似した胎土のものがあった。

  8） 古泉弘『江戸の考古学』ニューサイエンス社、1987

  9） 両角まり「C1-d- ホ系土師質塩壷類の型式学的検討」『シンポジウム江戸出土陶磁器土器の諸問題Ⅱ』江戸陶

磁土器研究グループ、1996

10）小川望「いわゆる「大極上上吉改」の刻印をもつ焼塩壷」『江戸在地系土器研究会通信 91』2005

11）10）と同
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Ⅳ　まとめ

　遺跡出土の金箔瓦について

　本遺跡からは膨大な量の瓦が出土した。それらには築城当時の織豊期のものと思われるものから

近世、近代に至るものまでが含まれていた。ここではそのうち、これまでの調査ではあまりわかっ

ていなかった織豊期及び近世初頭の瓦、特に金箔瓦を含む軒丸瓦、軒平瓦を中心にして考察してみ

たい。

1　桐紋軒平瓦

　軒平瓦には桐紋のものが多く見られたが、これらは詳細に観察すると瓦当紋様と調整方法によっ

て以下のように分類が可能である。

1類　中心飾りが三二桐のもの

　１　中央葉の中心葉脈が 1本、各葉から枝が伸びる、両脇の葉がハート形、左右の葉の葉脈が

左右対称。第一子葉上巻き、第二子葉下巻き、第一子葉は一旦上に伸びたのち下がってから

強く巻く。

　　ａ　瓦当上縁ほぼ均等な幅の面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ

　　　　SK（291）-55、SK138-13

　　ｂ　瓦当上縁ほぼ均等な幅の面取り、瓦当裏面移行部きわめて弱いヨコナデ

　　　　SK（233）-20、SK（233）-14

　　ｃ　瓦当上縁ほぼ均等な幅の面取り、瓦当裏面移行部溝状の接合痕

　　　　SK（291）-56

　２　中央葉の中心葉脈上部が 2本に分かれる、中央葉から 3本の枝が伸びる、向かって右の葉

の葉脈が左右非対称、第一子葉上巻き、第二子葉下巻き、第一子葉は上に伸びながらゆるや

かに巻く。

　　ａ　瓦当上縁均等な幅の面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、「王」の刻印あるものあり

　　　　SK（291）-26、 SK（291）-32 （王の刻印）

　　ｂ　瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、「王」の刻印あるものあり

　　　　SK（291）-23、SK（291）-33 （王の刻印）、SK36-14

　　ｃ　瓦当上縁中央かなり幅広の面取り、瓦当裏面移行部強いヨコナデ

　　　　SK（291）-58

　　ｄ　瓦当上縁面取りせず、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ

　　　　SK（291）-25、SK36-15

　３　中央葉の中心葉脈上部が 2本に分かれる、各葉から枝が伸びる、左右の葉の葉脈が左右非

対称、第一子葉上巻き、第二子葉下巻き、第一子葉は上に伸びたのち強く巻く。

　　ａ　瓦当上縁面取りなし、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、金箔瓦あり

　　　　SK155-12（金箔）
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　　ｂ　瓦当上縁若干の面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、金箔瓦あり

　　　　SK138 南西 -16（金箔）、SK138 南西 -14

　　ｃ　瓦当上縁若干の面取り、瓦当裏面移行部強いヨコナデ

　　　　遺構外 -11

　４　中央葉の中心葉脈が Y字形、各葉から枝が伸びる、左右の葉の葉脈が左右非対称。第一子

葉上巻き、第二子葉下巻き、第一子葉は水平に伸びたのち上へ伸び強く巻く。

　　ａ　瓦当上縁若干の面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、金箔瓦あり

　　　　SK138 北東北西 -1（金箔）、SK180-7 （金箔）

　　ｂ　瓦当上縁面取りなし、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ

　　　　SK155-10

2 類　中心飾りが三三桐のもの

　１　中央葉の中心葉脈上部が2本に分かれるがくっつき気味のものも多い、各葉から枝が伸びる、

左右の葉の葉脈が左右非対称。第一子葉上巻き、第二子葉下巻き、第一子葉は上に伸び強く

巻く。

　　ａ　瓦当上縁をナデる、瓦当裏面移行部強いヨコナデ　SK（58）-57

　　ｂ　瓦当上縁幅の狭い面取りのちナデ、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ　

　　　　SK（233）-15、SK（291）-31、SK（202）（215）（216）-1

　　ｃ　瓦当上縁幅の狭い面取りのちナデ、瓦当裏面移行部強いヨコナデ、金箔瓦あり

　　　　遺構外 -12（金箔）

　　ｄ　瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ

　　　　SK180-4

　２　中央葉の中心葉脈が Y字形、各葉から枝が伸びる、左右の葉の葉脈が左右非対称、第一子

葉上巻き、第二子葉下巻き、第一子葉は上に伸び強く巻く。

　　ａ　瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部強いヨコナデ　　SK138 南西 -15

　　ｂ　瓦当上縁幅の狭い面取りのちナデ、瓦当裏面移行部強いヨコナデ、金箔瓦あり　

　　　　SK140-10（金箔）

　３　中央葉の中心葉脈上部が2本に分かれるがくっつき気味のものも多い、各葉から枝が伸びる、

第一子葉上巻き、第二子葉下巻き、第一子葉は水平に伸びたのち強く巻く。

　　ａ　瓦当上縁若干の面取りのちナデ、瓦当裏面移行部強いヨコナデ　SK（291）-27

　　ｂ　瓦当上縁狭い面取りのちナデ、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ　SK102-15

　　ｃ　瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、金箔瓦あり

　　　　SK（233）-19 （金箔）、SK（291）-24

　４　中央葉の中心葉脈上部が 3本に分かれる、中央葉から 3本の枝が伸びる、第一子葉上巻き、

第二子葉下巻き、第一子葉は両脇の葉の肩から大きく下に下がったのち大きく強く巻く。

　　ａ　瓦当上縁ナデる、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ

　　　　SK（233）-18、 SK（291）-57
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　　ｂ　瓦当上縁幅の狭い面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ　SK（233）-17

　　ｃ   タテ方向に瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ　SK180-5

　５　中央葉の中心葉脈上部が 2本に分かれる、第一子葉下巻き、脇の葉の先端から上へ伸び強

く巻く。

　　ａ　瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部強いヨコナデ

　　　　SK（291）-28

　以上のように同じ瓦当紋様をもつものであっても調整方法が明らかに異なっているものも多い。

1類 -2 などは特にその傾向が顕著であり、なおかつ「王」の刻印をもつものともたないものがある。

また、金箔瓦も 1類 3-a、1 類 4-a、2 類 1-c、2 類 2-a、2 類 3-c と金箔が遺存し確認できている

ものだけでも5種類に及ぶ。また、これらはすべて瓦当紋様が異なるものであることも注目される。

2　松皮菱紋軒丸瓦　

１類　一段目の菱形の頂点の上に珠紋がある、珠紋 14個、コビキ B

　１　松皮菱紋の 2段目の菱形の幅が広いもの（8.8 ㎝）、1段目の菱形の右下に笵傷あり、同笵

　　ａ　瓦当裏面周縁をヘラ削りする　SK（54）-23、SK138 南西 -9、SK180-6、SK（291）-22

　　ｂ　瓦当裏面周縁をナデる、金箔あり　SK140-21、SK（291）-49（金箔）

　２　松皮菱紋の 2段目の菱形の幅が狭いもの（7.2 ㎝）、2段目の菱形の右下に笵傷あり、同笵

　　ａ　瓦当裏面周縁をヘラ削りする、金箔あり。

　　　　SK155 北半 -4 （金箔）、SK155 北半 -5 （金箔）、SK50-1 （金箔）

　　ｂ　瓦当裏面周縁をナデる　SK21-24

　３　松皮菱紋の 1段目の菱形の幅が広く（3.2 ㎝）、2段目の菱形の幅がやや狭いもの（7.9 ㎝）

　　ａ　瓦当裏面周縁をヘラ削りする　SK94-12、SK138 南西 -4、土坑群 F-19

　　ｂ　瓦当裏面周縁調整なし、金箔あり　　SK155 北半 -6 （金箔）

２類　一段目の菱形の頂点の両脇に珠紋がある、珠紋 12。

　　ａ　瓦当裏面周縁をナデる、コビキ A　SK（58）-53、SK（122）-1

　　ｂ　瓦当裏面周縁をナデる、コビキ Aか不明　　SK138 南西 -10

　　ｃ　調整不明、コビキ A、金箔あり  　SK155 北半 -3　（金箔）

　松皮菱紋軒丸瓦についても、瓦当紋様と調整方法から以上のように分類できる。特に 1類 -1、1

類 -2 は同じ箇所に笵傷があり、同笵であることが確認できる。また、1類についてはすべてコビ

キ Bであり、2類についても確認できないものが 1点あるもののすべてコビキ Aである可能性が

高い。そして金箔瓦については 1類の各種類、2類すべてに存在する。注目すべきはコビキ Aの 2

類とコビキ Bの 1類いずれにも金箔瓦が存在することであろう。
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3　宝珠紋軒平瓦

　宝珠紋軒平瓦については瓦当紋様から以下の 3種類に分類できる。

1類　宝珠の両脇に子葉が 2本あり、唐草が下巻き、上巻きの 2転する。瓦当上縁に中央幅広の

面取りを施し、瓦当裏面移行部に弱いヨコナデ痕がある。　

SK155-11、SK（233）-10、SK（291）-59

2 類　宝珠の両脇に唐草が上巻き、下巻きの 2転する。紋様区が相対的に広く、両脇区の幅が狭い。

瓦当上縁に中央幅広の面取りを施し、瓦当裏面移行部に弱いヨコナデ痕がある。　

SK67-1、SK（233）-11

3 類　宝珠の両脇に子葉が 1本あり、唐草が下巻き、上巻きの 2転する。瓦当上縁に中央幅広の

面取りを施し、瓦当裏面移行部に弱いヨコナデ痕がある。　　

SK53-D,E-47、SK62-1、土坑群 F-20、SK（34）-27

4　まとめ

　以上のように金箔瓦は同じ桐紋、松皮菱紋であっても多種類の瓦当紋様に存在する。こうした状

況は、金箔瓦が出土した 30点余りだけではなく、複数の笵を用いてかなり大量に製作されたもの

であることを伺わせる。さらにコビキ Aのもの、コビキ Bのもの両者が存在することは産地や製

作時期の違いを反映している可能性もある。

　本地点出土の金箔瓦は軒平瓦については桐紋のみ、軒丸瓦は松皮菱紋のみであるものの、その紋

様の細部は異なる多種類のものが存在しコビキ Aのもの、コビキ Bのもの両者が存在することが

わかった。このことは、桐紋、松皮菱紋であることが絶対条件であったものの、短期間に大量にこ

れを製作することが困難であったため多方面にこれを発注したものであることを伺わせる。すなわ

ち現状では特定できないものの、松皮菱紋の使用者のための建物が急遽築造された状況を示してい

るのではなかろうか。
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1 SK(108)
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SK(122)

SK(135)

０ ２０cm１ : ４

０ １ : ３ １０cm

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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SK(135)

０ １ : ３ １０cm

０ ２０cm１ : ４

０ １ : ３ １０cm

10

11 12

13

14

1 2

SK(139)
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SK(147)

SK(148)

SK(150)

SK(151)
０ １ : ３ １０cm

1 2

3

2

1

3

4 5 6

1

1 2
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SK(152)

SK(165)
０ １ : ３ １０cm

1

2

3

4 5

1

SK(153)

1 2 3 4

5 6 7
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SK（180）（181）上層

０ １ : ３ １０cm

０ ２０cm１ : ４

1

1 2

SK（190）

1

2

34

5 6 7

SK（198）

(SK（202）（215）（216）上層)

1

SK（202）（215）（216）遺構群
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SK（202）（215）（216）遺構群

(SK（202）)

(SK（215）)

SK（203）

０ １ : ３ １０cm

０ ２０cm１ : ４

０ ２０cm１ : ４

2

3

4

5

6 7

０ １ : ３ １０cm
1 2

3
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SK（214）

SK（219）

０ １ : ３ １０cm

1 2 3 4

5

6

7

8 9 10

11

1

1

SK（225）

─　224　─



SK（233）
０ ２０cm１ : ４

1

2
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０ ２０cm１ : ４

3

4

5

SK(233)

─　226　─



SK(233)
０ ２０cm１ : ４

6 7

9

8

10

11
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０ ２０cm１ : ４

０ １ : ３ １０cm

０ ２０cm１ : ４

SK(233)

SK(244)

14

15

17

20

13

18

19

16

12

1

SK(251)

1
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SK(252)

SK(255)

SK(267)

SK(271)

SK(284)

０ １ : ３ １０cm

０ ２０cm１ : ４

０ １ : ３ １０cm

1 2 3

4

5 6

1

1

1

1

2

3
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SK(284)

SK(287)

０ １ : ３ １０cm

０ １ : ３ １０cm

０ ２０cm１ : ４

4

5

6

7

8

9 10

1

2

3

4

5

6 7 8
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SK(287)

０ １ : ３ １０cm

０ １ : ３ １０cm

０ ２０cm１ : ４

10

11 12 13

14 15 16

17

18

19

20

21

9

1

SK(289)
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SK(291)

(砂層) ０ １ : ３ １０cm

1

2

3

4 5 6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
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SK(291)

(上層) ０ ２０cm１ : ４

16

17

18 19

20 21
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SK(291)

(上層) ０ ２０cm１ : ４

22

23 

24

25 

26 

27 

28

29

30

31

32

33
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(上層)

SK(291)

(下層)

０ ２０cm１ : ４

０ ２０cm１ : ４

０ １ : ３ １０cm

34
35     

36 37

38 39 40 41

42

43 44

45

46

47

48
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SK(291)

(下層)
０ ２０cm１ : ４

49

50

51 52

53 54
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SK(291)

(下層)
０ ２０cm１ : ４

55

56

57

58

59

60 61 62 63
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SV2

SV(5)

０ ２０cm１ : ４

０ １ : ３ １０cm

０ １ : ３ １０cm

1

2

1 2 3

4

SK(292)

1 2
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SV(8)

SV(9)

０ １ : ３ １０cm

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10 11
12

1

土師質甕
1

P51
1
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遺構外

０ １ : ３ １０cm

０ ２０cm１ : ４

1 2 3

4

5

6

7

8

9 10
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遺構外
０ １ : ３ １０cm

０ ２０cm１ : ４

※ メッシュは漆部分

※ メッシュは金箔部分

11

12

13

14

15

16

17

18 19

20

21

22
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寛永通宝Ⅱ期 SK36 寛永通宝 SK94 寛永通宝Ⅰ期 SK94

聖宋元宝 SK174 皇宋通宝 SK174 洪武通宝 SK（25） 宣徳通宝 SK（32）

寛永通宝Ⅲ期 SK（54） 寛永通宝Ⅰ期 SK（55） 寛永通宝Ⅲ期 SK（58） 寛永通宝 SK（58）

紹聖元宝 SK（68） 元祐通宝 SK（68） 寛永通宝Ⅰ期 SK（203） 洪武通宝 SK（250）

洪武通宝 土坑群A 永楽通宝 土坑群A 咸平元宝 SK（291） 嘉祐通宝 P（74）
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寛永通宝 SK（93） 寛永通宝 SK（93） 寛永通宝 SK（93） 寛永通宝 SK（93）

寛永通宝 SK（93） 寛永通宝 SK（93） 寛永通宝 SK（93） 永楽通宝 SV5

永楽通宝 SV5 永楽通宝 SV5 永楽通宝 SV5 天 通宝（遺構外）

寛永通宝 真鍮4文銭（遺構外） 元符通宝（遺構外） 寛永通宝Ⅰ期（遺構外）

永楽通宝（遺構外） 元祐通宝（遺構外） 寛永通宝Ⅱ期（遺構外）
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陶磁器観察表 単位は㎝、（　）は復元値、ーは不明、／は該当部位なし

遺構
遺物
番号

陶磁別 器種 口径 器高 底径
胴部最
大径

紋様 特徴 推定産地

SK5 1 陶器 錦窯 ー 14.0 ー ／ ／ 体部に穿孔あり ー
SK21 1 白磁 碗蓋 9.6 2.9 4.4 ／ ／ 内面に熔着痕 肥前

2 染付 手塩皿 （10.3） 2.4 （5.8） ／ 草 型打ち成形 肥前系
3 染付 小坏 （5.8） 2.8 （2.4） ／ 四方襷、舟 薄手 肥前系
4 染付 碗蓋 9.0 2.6 3.6 ／ 四方襷、蛸唐草、環状松竹梅、成化年製 肥前
5 染付 碗 （8.9） 4.5 3.3 ／ 紅葉、寿字 肥前
6 染付 段重蓋 8.0 2.4 ／ 10.0 ー 把手 肥前
7 染付 広東碗 （11.0） 6.6 4.0 ／ 四方襷、見込み五弁花こんにゃく印判 肥前系
8 染付 広東碗 （11.3） 6.4 5.5 ／ 草花 肥前系
9 染付 仏飯器 （5.9） 5.5 3.2 ／ 草 高台内浅い削り 肥前
10 染付 碗 （9.5） 5.3 3.6 ／ 四方襷、蛸唐草、環状松竹梅、成化年製 焼継ぎ痕 肥前
11 染付 広東碗 （11.8） 6.3 6.2 ／ 捻花、寿字 肥前系
12 染付 広東碗 10.0 6.2 5.4 ／ 山水楼閣 肥前系
13 色絵磁器 端反碗 ー 5.2 ー ／ 鳥、花 ー
14 染付 段重 14.6 6.4 9.2 15.1 鳥 肥前
15 染付 猪口 6.8 5.4 3.4 ／ 雷、蛸唐草、五弁花、二重方形枠に渦福 肥前
16 陶器 碗 ー ー （4.4） ／ ／ 藁白釉 萩
17 陶器 盤 22.4 2.2 17.3 ／ 山水楼閣 銹絵 ー
18 染付 碗 （9.9） 5.0 （3.8） ／ 菊 肥前
19 陶器 碗 ー ー （2.9） ／ ／ 関西系
20 陶器 筒型碗 ー ー 5.1 ／ ／ 褐釉 関西系

SK28 1 染付 皿 （13.7） 3.7 7.8 ／ 蛸唐草 墨弾き、口紅 肥前
2 色絵磁器 人形 ／ ー ／ ／ ／ 馬 肥前
3 陶胎染付 碗 （10.8） 7.6 4.7 ／ 唐草 肥前
4 染付 油壷 ー ー 5.6 ／ 草花 肥前

SK32 1 染付 碗 7.4 3.9 2.7 ／ 草花 肥前
2 染付 碗 （8.4） 4.3 3.3 ／ 樹木 肥前
3 染付 仏飯器 ー ー 3.4 ／ ー 肥前
4 白磁 皿 8.1 2.0 4.4 ／ ー 木型打ち込み 瀬戸美濃
5 染付 碗 （9.9） 4.6 （4.7） ／ 草花 肥前
6 染付 碗 5.6 5.4 2.2 ／ 草花 肥前
7 青磁染付 朝顔型碗 ー ー ー ／ 四方襷 肥前
8 陶器 筒型碗 ー ー 3.9 ／ ー 関西系
9 陶器 平碗 （11.5） 4.9 3.9 12.0 松 銹絵染付 京

10 陶器 平碗 （12.3） 4.7 4.0 12.6 松
銹絵染付、高台内に「中」
の墨書

京

11 焼締め 灰落とし （10.7） 6.6 （10.6） 11.4 ー 備前
12 陶器 鍋 ー ー ー ー ／ 褐釉 関西系

SK36 1 染付 碗 （10.4） 5.8 3.9 ／ 蝶、四方襷、環状松竹梅 肥前
2 染付 皿 13.0 4.0 6.8 ／ 環状松竹梅、区画 肥前
3 染付 皿 12.6 3.1 7.9 ／ 山水楼閣 口紅 肥前
4 染付 碗 （8.9） 4.5 3.3 ／ 草花、寿字 肥前
5 染付 碗蓋 ー ー （4.6） ／ 寿字 肥前
6 染付 碗蓋 ー ー ー ／ 草花、雷 肥前
7 染付 端反碗 （10.9） 5.6 4.4 ／ 草花、唐草 肥前系

8 染付 碗 （11.0） 5.6 4.7 ／ 見込み五弁花こんにゃく印判、丸
くらわんか手、見込み蛇
の目釉剥ぎ

波佐見

9 染付 碗 ー ー 4.0 ／ 二重網目 肥前

10 青磁染付
朝顔型碗
蓋

7.9 2.6 3.4 ／ 四方襷、見込み五弁花こんにゃく印判 肥前

11 白磁 鉢 （14.6） 4.6 （7.9） ／ 陽刻による草花 口紅 肥前

SK39 1 陶器 片口 17.6 9.8 8.8 18.7 ー
関西系or
石見

SK41 1 染付 端反碗蓋 8.8 2.8 3.4 ／ 草花、人物、成化年製 関西系
2 染付 碗蓋 7.3 2.0 3.1 ／ 植物 肥前
3 染付 碗蓋 （10.1） 2.8 4.1 ／ 四方襷、羊歯 肥前
4 白磁 碗蓋 （9.9） 2.6 （3.9） ／ ／ 肥前
5 青磁染付 鉢 （14.4） 4.8 8.7 ／ 山水 型打ち成形 肥前
6 染付 鉢 ー ー 8.9 ／ 鯉 蛇の目凹型高台 肥前系
7 染付 鉢 （11.9） 3.4 7.2 ／ 格子 蛇の目凹型高台 肥前系
8 染付 端反碗 8.8 4.7 3.9 ／ ー ー

9 染付 碗 （11.4） 5.1 4.1 ／ 見込み五弁花こんにゃく印判、丸
くらわんか手、見込み蛇
の目釉剥ぎ

波佐見

10 染付 碗 11.2 5.1 4.1 ／ 見込み五弁花こんにゃく印判、丸
くらわんか手、見込み蛇
の目釉剥ぎ

波佐見
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11 染付 碗 10.9 5.4 4.0 ／ 見込み五弁花こんにゃく印判、丸
くらわんか手、見込み蛇
の目釉剥ぎ

波佐見

12 染付 端反碗 （10.8） ー ー ／ 植物 肥前系
13 染付 小坏 （6.7） 3.2 3.0 ／ 笹 肥前
14 染付 広東碗 （11.2） 7.1 （6.4） ／ ー 肥前
15 赤絵磁器 碗 （7.8） 4.6 4.1 ／ 格子 ー
16 染付 端反碗 （9.1） 5.1 3.9 ／ 格子 肥前系
17 陶器 碗 （8.4） 4.4 2.3 ／ ー 関西系
18 陶器 土瓶蓋 7.7 ー ／ 10.1 ー 関西系
19 陶器 土瓶蓋 6.0 ー ／ 8.3 ー 緑釉流し掛け 関西系
20 焼締め 壷 （16.1） ー ー 18.0 ー 備前
21 焼締め 錦窯 ー ー ー ／ ー ー
22 焼締め 壷蓋 ／ 1.3 ／ 15.0 ー 備前
23 陶器 行平鍋 17.7 10.4 7.3 18.0 ー 飛び鉋 関西系
24 陶器 行平鍋 16.2 ー ー 16.7 「寿」の陽刻 飛び鉋 関西系

25 陶器
脚付灯明
受皿

（7.6） 4.5 4.7 ／ ／ 関西系

26 陶器 灯明受皿 8.3 1.5 ／ ／ ／ 赤泥 備前
27 陶器 碗 8.2 4.4 2.9 ／ ／ 高台内に墨書 関西系

SK53C 1 陶器 碗 （11.1） 8.1 （6.0） ／ ／ 楽茶碗 京
SK53DE 1 染付 広東碗蓋 （10.0） 2.3 10.0 ／ 梵字、太明年製 肥前系

2 染付 皿 （14.1） 3.6 9.4 ／ 三方割銀杏、蛸唐草 蛇の目凹型高台 肥前
3 染付 小坏 6.9 3.2 2.8 ／ 笹 肥前
4 白磁 朝顔型碗 （10.4） 6.7 3.9 ／ ／ 肥前
5 染付 広東碗 （12.3） 6.1 6.0 ／ 山水楼閣、昆虫 肥前系
6 赤絵磁器 紅皿 7.7 3.8 2.7 ／ 文字 肥前

7 青磁染付
朝顔型碗
蓋

9.2 3.2 3.9 ／ 四方襷、見込み五弁花こんにゃく印判 肥前

8 染付 鉢 （12.8） 4.0 7.4 ／ 植物、見込み五弁花こんにゃく印判、渦福 肥前
9 染付 碗 （11.7） 5.6 4.0 ／ ー 見込み蛇の目釉剥ぎ 肥前
10 染付 碗 9.2 4.7 3.2 ／ 竹 肥前
11 染付 広東碗 10.4 5.4 （5.8） ／ 雨降り 肥前系
12 陶器 碗 （9.4） 5.4 3.3 ／ ー 関西系
13 染付 碗 7.8 4.0 2.6 ／ 草花 肥前
14 染付 碗 （8.2） 4.6 3.5 ／ 梅、渦福 肥前
15 染付 碗 （9.6） 4.5 （4.0） ／ 蛸唐草 肥前
16 染付 碗 （12.0） 5.6 （4.5） ／ 丸 くらわんか手 波佐見
17 染付 広東碗 （10.8） 6.9 5.3 ／ 寿字、樹木 肥前系
18 染付 広東碗 10.4 6.0 5.9 ／ 植物 肥前系
19 染付 端反碗蓋 8.4 2.8 3.3 ／ 鶴 肥前系
20 染付 皿 （12.9） 3.5 （8.4） ／ 花、唐草 蛇の目凹型高台 肥前
21 陶器 蓋 6.3 1.4 ／ 7.7 笹 銹絵 関西系
22 陶器 土瓶蓋 5.8 2.1 4.1 8.0 ／ 褐釉 関西系

23 陶器
鍋ミニ
チュア

（7.1） 3.1 （3.2） ／ ／ 褐釉 関西系

24 陶器 土瓶蓋 7.1 4.5 7.1 ／ ／ 関西系
25 陶器 行平鍋蓋 （18.8） 4.7 5.3 ／ ／ イッチン掛け、飛び鉋 関西系
26 焼締め 擂鉢 24.9 9.4 11.5 26.0 ／ 「久喜」の刻印 明石
27 陶器 小杉碗 ー ー （3.3） ／ 若杉 銹絵 関西系
28 陶器 碗 （10.2） 5.3 （3.7） ／ ／ 藁白釉 萩
29 陶器 水カメ ー ー ー ／ ／ 瀬戸美濃
30 染付 皿 （22.5） 5.9 5.6 ／ 花 見込み蛇の目釉剥ぎ 肥前

31 
軟質施釉
陶器

鉢ミニ
チュア

4.1 1.6 2.7 ／ ／ ー

32 
軟質施釉
陶器

擂鉢ミニ
チュア

ー ー 2.8 8.2 ／ 柿釉 ー

33 
軟質施釉
陶器

脚付灯明
受皿

8.7 ー ー ／ ／ 柿釉 ー

34 
軟質施釉
陶器

人形 ／ 4.5 ／ 2.8 厚さ1.8 緑釉流し掛け ー

SK58 1 青花 碗 ー ー ー ／ 雷 中国
2 青花 碗 ー ー ー ／ 花 中国
3 焼締め ー ー ー ー ー ／ 備前
4 陶器 茶入れ 3.2 6.6 4.3 5.4 ／ 褐釉 瀬戸美濃

SK60 1 青花 碗 ー ー ー ／ ー 中国
2 陶器 ー ー ー ー ー ／ 藁灰釉 福岡

3 
軟質施釉
陶器

向付 ー ー ー ー ー 京
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4 
軟質施釉
陶器

向付 ー ー ー ー ー 京

5 焼締め 擂鉢 ー ー （11.5） ー ／ 備前
SK89 1 染付 袋物 ー ー 7.8 ／ ー 獣足 肥前

2 陶器 碗 （9.9） 6.1 3.9 ／ 松
色絵、見込み３点目痕隠
す

京

SK93 1 青磁染付 朝顔型碗 （11.1） 6.3 （3.7） ／ 四方襷 肥前
2 染付 端反碗 （8.4） 4.2 （3.2） ／ 草 瀬戸美濃
3 染付 仏飯器 （7.0） 6.4 4.4 ／ 松、岩 高台内浅い削り 肥前
4 染付 広東碗 （10.8） 6.2 （5.7） ／ ー 肥前系
5 染付 皿 11.2 2.3 6.3 ／ ー 焼継ぎ痕 関西系
6 染付 碗 （8.8） 4.9 3.3 ／ 二重線、寿字 肥前
7 陶器 行平鍋蓋 16.7 3.8 4.5 ／ ー 関西系
8 陶器 行平鍋 （12.0） 6.8 5.3 12.6 ー 飛び鉋 関西系
9 陶器 鉢 ー ー ー ー ー 黄緑釉 源内
10 陶器 灰落とし （9.9） 6.2 （10.4） 11.4 ／ 備前
11 焼締め 蓋 ／ 1.9 ／ 19.1 ／ 備前

SK94 1 染付 碗 （11.9） 5.6 4.5 ／ 見込み五弁花こんにゃく印判、丸 くらわんか手 波佐見
2 染付 筒型碗 （7.9） 6.4 3.8 ／ 四方襷、見込み五弁花、草 肥前
3 色絵磁器 碗 ー ー ー ／ ー 清
4 染付 広東碗蓋 ー 3.0 ー ／ 植物 肥前系

5 青磁染付
朝顔型碗
蓋

（8.3） 2.7 （3.3） ／ 四方襷 肥前

6 陶器 鍋 20.0 ー ー 21.3 ー 褐釉 関西系
7 染付 碗 （9.8） 4.2 （4.2） ー 笹 肥前
8 陶器 香炉 7.4 4.0 4.4 ／ ー 関西系
9 焼締め 灯明皿 7.8 1.3 3.0 ／ ー 備前
10 陶器 土瓶蓋 8.8 12.9 9.5 20.3 ー 釉流し掛け 関西系

SK102 1 染付 端反碗蓋 9.0 2.9 3.6 ／ 雷 肥前系

2 染付 皿 （12.9） 3.6 4.6 ／ 格子
くらわんか手、見込み蛇
の目釉剥ぎ

波佐見

3 染付 碗 11.5 5.3 4.3 ／ 見込み五弁花こんにゃく印判、丸
くらわんか手、見込み蛇
の目釉剥ぎ

波佐見

4 陶器 平碗 （11.4） 4.1 3.5 ／ ー 高台内に墨書 関西系
5 陶器 灯明皿 （10.9） 2.1 4.4 ／ ー 関西系
6 陶器 鳥餌入れ （6.2） 4.1 （5.0） ／ ー 把手あり 関西系

SK104 1 陶器 壷 （8.9） 12.0 6.5 15.2 ー 肥前
2 陶器 皿 （36.9） 11.2 11.0 ／ ー 二彩手、緑釉流し掛け 肥前

SK110 1 染付 碗 11.4 5.2 4.3 ／ 見込み五弁花こんにゃく印判、丸
くらわんか手、見込み蛇
の目釉剥ぎ

波佐見

2 染付 広東碗 （10.4） 6.1 （5.3） ／ 格子 肥前系
3 染付 碗 （9.7） 5.3 （5.6） ／ 龍、雷 焼継ぎ痕 肥前
4 染付 端反碗 （9.1） 5.1 3.7 ／ 福字 瀬戸美濃
5 白磁 猪口 4.7 3.0 2.8 ／ ー ー
6 染付 皿 13.3 3.8 7.7 ／ 見込み五弁花こんにゃく印判、渦福 くらわんか手 波佐見
7 染付 碗 7.1 5.1 3.2 ／ 輪棒、童子 肥前系
8 染付 端反碗蓋 8.6 2.8 3.5 ／ 雷 肥前系
9 染付 瓶 3.0 ー ー ー ー 肥前系

10 陶器 風炉 ー ー 12.7 ー ／
緑釉流し掛け、底部内面
に墨書、底部２カ所に焼
成後の穿孔

瀬戸美濃

11 陶器 灯明受皿 11.5 2.7 4.4 ー ／ 関西系
12 陶器 蓋 ／ 1.8 8.7 ／ ／ 褐釉 関西系
13 陶器 合子蓋 4.5 1.2 ー 6.3 ／ 関西系
14 陶器 蓋 4.9 2.7 ／ ／ ー 銹絵 関西系

SK113 1 染付 皿 （13.3） 3.9 8.9 ／ 山水楼閣 蛇の目凹型高台 肥前
2 染付 鉢 18.8 ー ー ／ 花卉、唐草、紗綾形 型打ち成形、焼継ぎ痕 肥前
3 焼締め ー 4.5 ー ー ー ／ 松江

SK116 1 陶器 碗 ー ー 4.7 ／ ／ 肥前
2 陶器 皿 ー ー 4.6 ／ ／ 砂目痕 肥前
3 陶器 片口 ー ー 7.3 15.7 ／ 肥前
4 焼締め 擂鉢 ー ー ー ー ／ 丹波

SK118 1 染付 端反碗 9.1 5.2 3.8 ／ 草花 肥前系
2 陶器 土瓶 7.3 8.5 5.9 13.6 ／ 関西系
3 焼締め 坩堝 （3.1） （3.2） ／ ／ ／ ー
4 焼締め 坩堝 （3.1） 3.2 ／ 3.5 ／ ー
5 焼締め 坩堝 （2.9） 3.1 ／ ／ ／ ー
6 焼締め 坩堝 2.9 ー ／ 3.4 ／ ー
7 焼締め 坩堝 3.0 3.0 ／ 3.3 ／ ー
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8 焼締め 坩堝 2.7 3.0 ／ 3.2 ／ ー
SK120 1 染付 合子蓋 6.3 2.1 ／ 7.3 唐草、鳥、宝 肥前

2 陶器 碗 （9.5） 5.9 3.4 9.9 草花 色絵 京
土坑群
D-3D-4

1 染付 端反碗蓋 （8.3） 2.3 3.3 ／ 草花 肥前系

2 染付 紅皿 6.2 1.9 2.5 ／ 笹 肥前
3 染付 端反碗 （9.2） 5.0 4.0 ／ 花、寿字 瀬戸美濃
4 染付 端反碗蓋 8.6 2.6 3.7 ／ 山、舟 肥前系
5 染付 広東碗 10.5 5.2 4.7 ／ 草 肥前系
6 色絵磁器 碗 （8.5） 5.4 3.7 ／ 四方襷、松、唐草、紗綾形 肥前
7 染付 皿 13.8 3.7 8.3 ／ 見込み五弁花こんにゃく印判、渦福、扇面 くらわんか手 波佐見
8 染付 広東碗 （10.5） 5.7 4.7 ／ 草花 肥前系
9 染付 端反碗 10.1 5.8 4.1 ／ 花 肥前系
10 染付 広東碗 （11.1） 6.6 5.6 ／ 寿字 肥前系
11 染付 広東碗蓋 （9.5） 2.9 4.9 ／ 寿字 10とセット 肥前系
12 染付 碗 7.9 5.5 3.2 ／ 鷺、花、太湖石 肥前系
13 陶器 碗 ー ー 4.9 ／ ／ 長石釉ちらし 瀬戸美濃
14 陶器 小杉碗 （8.7） 5.5 2.9 ／ 若松 関西系
15 陶器 碗 （11.8） 5.9 4.5 ／ ／ 藁白釉 萩
16 陶器 行平鍋蓋 （17.8） 4.5 4.4 ／ ／ 関西系

17 陶器
脚付灯明
受皿

ー ー 5.0 ー ／ 関西系

18 陶器 土瓶 6.4 ー ー 13.1 山水 関西系
19 陶器 行平鍋蓋 （16.5） 4.4 4.2 ／ ／ 関西系
20 陶器 植木鉢 ー ー 8.6 ／ ー 銹釉と白泥の流し掛け 関西系
21 陶器 灯明皿 10.4 1.9 3.8 ／ ／ 目痕３カ所 関西系
26 染付 小坏 （5.9） 2.7 2.5 ／ ー 中国
27 染付 碗蓋 ー ー ー ／ 蓮弁 肥前系

28 染付 碗 （10.8） 4.4 4.2 ／ 折枝梅
くらわんか手、見込み蛇
の目釉剥ぎ

波佐見

29 染付 碗 ー ー 4.5 ／ ー 肥前系
30 染付 碗 （9.9） 5.4 3.5 ／ 蝶、蔓草、寿字 肥前

31 染付 皿 （12.1） 3.5 4.4 ／ ー
くらわんか手、見込み蛇
の目釉剥ぎ

波佐見

32 染付 鉢 ー ー 10.9 ／ 三方割銀杏、亀甲、蔓草 蛇の目凹型高台 肥前
33 染付 広東碗 ー ー （5.6） ／ ー 肥前系

SK138南西 1 白磁 皿 ー ー ー ／ ／ 中国
2 陶器 碗 ー ー ー ／ 葦 肥前

SK138南東 1 陶器 碗 ー ー ー ／ ／ 肥前
2 陶器 皿 （10.9） 2.3 （5.4） （11.4） ／ 折縁 瀬戸美濃

SK140 1 青花 皿 ー ー ー ／ 鳥 景徳鎮
2 青藍彩 皿 （5.5） 0.9 （3.4） ／ ／ 中国
3 陶器 皿 10.6 2.3 6.3 ／ ／ 瀬戸美濃
4 陶器 皿 11.9 2.8 4.0 ／ ／ 折縁、胎土目３カ所 肥前
5 陶器 皿 12.7 3.5 4.7 ／ ／ 折縁、砂目３カ所 肥前
6 陶器 茶入れ （3.2） 7.6 4.4 6.4 ／ 褐釉 瀬戸美濃
7 陶器 天目碗 （12.0） 6.4 4.9 ／ ／ 天目釉 瀬戸美濃
12 青藍彩 皿 ー ー 3.9 ／ ／ 中国
13 陶器 皿 ー ー 7.0 ／ 花の刻印 瀬戸美濃
17 白磁 皿 ー ー ー ／ ／ 景徳鎮
18 ー 碗 10.6 6.6 4.6 ／ ／ ー
19 焼締め 擂鉢 ー ー ー ー ／ 備前
32 陶器 天目碗 ー ー ー ／ ／ 天目釉 瀬戸美濃

SK147 1 青花 皿 ー 3.0 ー ／ 雨龍 中国
SK150 1 染付 皿 20.9 4.2 7.4 ／ 芙蓉手、花卉 肥前

2 陶器 壷 21.0 ー ー 30.3 ／ 褐釉、叩き目 肥前
SK158 1 青花 碗 ー ー ー ／ 花卉 中国

2 青花 皿 ー ー ー ／ ー 中国
3 染付 碗 ー ー 5.3 ／ 荒磯 肥前
4 陶胎染付 碗 （14.0） ー ー ／ ー 肥前

SK164 2 染付 筒型碗 ー ー ー ／ 四方襷、山水 肥前
3 青花 小坏 ー ー ー ／ ー 中国
4 染付 皿 （24.0） 6.5 7.8 ／ 山水楼閣 肥前
5 陶器 皿 ー ー ー ／ ／ 肥前
6 陶器 皿 ー ー ー ／ ／ 折縁 肥前
7 陶器 皿 ー ー ー ／ ／ 溝縁 肥前
8 焼締め 擂鉢 ー ー ー ／ ／ 備前

SK169 1 青花 碗 ー ー 4.6 ／ 花卉 州窯
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2 染付 筒型碗 ー ー ー ／ 丸 肥前
3 青花 碗 ー ー 5.3 ／ 山水楼閣、大明成化年製 景徳鎮
4 染付 筒型碗 ー ー ー ／ 四方襷、山水 肥前
5 陶器 皿 ー ー ー ／ ／ 溝縁 肥前
6 陶器 碗 ー ー ー ／ ／ 褐釉 肥前
7 陶器 皿 ー ー ー ／ ／ 溝縁 肥前

SK（12） 1 青花 碗 ー ー ー ／ 雲 中国
2 青花 皿 ー ー ー ／ 鳥 中国
3 染付 碗 ー ー 4.2 ／ 花卉 肥前
4 染付 碗 ー ー 4.2 ／ ー 肥前
5 陶器 碗 ー ー 4.3 ／ ／ 肥前
6 陶器 碗 ー ー 5.0 ／ 刷毛目 肥前
7 陶器 皿 ー ー ー ／ ／ 溝縁、褐釉灰釉掛け分け 肥前
8 焼締め 擂鉢 ー ー ー ー ／ 備前
9 焼締め 擂鉢 （27.8） ー ー ー ／ 備前

SK（16） 1 青花 碗 ー ー ー ／ 笹 中国
2 青花 碗 ー ー 4.9 ／ 花卉 中国
3 染付 碗 ー ー 4.6 ／ ／ 肥前
4 陶器 壷 ー ー 4.3 6.5 ／ 褐釉 肥前

土坑群C 1 染付 碗 （9.7） 4.8 3.8 ／ 二重網目、一重網目、菊、渦福 肥前
2 染付 仏飯器 ー ー 4.4 ／ 山 高台内浅い削り 肥前
3 陶器 碗 （11.9） 4.7 3.7 ／ 鶴、笹 色絵 京
4 陶器 半筒碗 （10.7） 5.8 4.0 ／ 笹 目痕３カ所、銹絵 関西系
5 陶器 向付 ー （4.4） ー ー 草 織部 瀬戸美濃
6 陶器 碗 （9.1） 5.6 3.4 （9.5） ー 銹絵 関西系

土坑群CD 1 陶器 半筒碗 （11.2） 11.3 （4.4） ／ 笹 銹絵 関西系
土坑群D 1 青花 小坏 ー ー ー ／ 笹 中国

2 陶器 碗 ー ー 4.5 ／ ／ 肥前
3 陶器 天目碗 （10.6） 7.9 4.0 （10.7） ／ 肥前
4 陶器 碗 ー ー 5.1 ／ ／ 肥前
5 陶器 皿 （12.4） 3.7 4.7 ／ ／ 折縁、胎土目２カ所 肥前
6 陶器 皿 （14.1） 4.2 4.8 ／ ／ 溝縁、砂目３カ所 肥前
7 陶器 皿 ー ー ー ／ 刷毛目 溝縁 肥前
8 陶器 皿 ー ー ー ／ ／ 溝縁 肥前
9 陶器 壷 2.7 ー ー 6.4 ／ 備前

土坑群E 1 染付 碗 ー ー ー ／ ー 肥前
2 染付 碗 ー ー ー ／ 寿字 肥前
3 染付 天目碗 ー ー ー ／ 花唐草 肥前
4 陶器 小坏 7.1 3.9 3.0 ／ ／ 肥前
5 陶器 碗 ー ー 5.6 ／ ／ 肥前
6 陶器 皿 ー ー 4.4 ／ ／ 砂目4カ所 肥前

土坑群F 1 青磁 碗 ー ー 5.1 ／ ／ 肥前
2 染付 碗 ー ー 4.5 ／ 寿字 肥前
3 染付 天目碗 9.6 7.4 4.5 9.8 花唐草 肥前
4 染付 皿 （31.6） 8.3 8.8 ／ 岩、花卉 折縁 肥前
5 陶器 碗 ー ー 3.3 ／ ／ 肥前
6 陶器 碗 ー ー 5.1 ／ ー 藁灰釉 ー
7 陶器 皿 12.5 3.7 4.4 12.9 ー 溝縁、砂目３カ所 肥前
8 陶器 碗 ー ー 4.1 ／ ー 肥前
9 陶器 壷 ー ー 5.2 ー ／ Nの窯印 備前
10 陶器 鉢 ー ー 7.9 ／ ／ 褐釉 肥前
11 焼締め 擂鉢 ー ー ー ／ ／ 備前
12 焼締め 擂鉢 ー ー ー ／ ／ 丹波
13 陶器 碗 ー ー 4.8 ／ ／ 肥前
14 陶器 皿 （12.8） 2.6 3.9 ／ 円圏 砂目２カ所 肥前
15 陶器 皿 （16.8） 3.9 （4.9） ／ 如意雲 溝縁、砂目３カ所 肥前
16 陶器 碗 ー ー 4.1 ／ ／ 肥前
17 陶器 片口 ー ー ー ー ／ 褐釉、内面青海波紋 肥前
18 陶器 壷 ー ー 5.2 7.6 ／ Nの窯印 備前
21 染付 天目碗 （10.5） ー ー （10.5） 円圏 肥前
22 陶器 碗 ー ー ー ー ／ 褐釉 ー
23 陶器 小坏 （6.8） 4.5 3.8 ／ ／ 肥前
24 陶器 小坏 （7.8） 4.4 3.8 ／ ／ 肥前

土坑群G 1 陶器 皿 ー ー ー ／ ／ 溝縁 肥前
2 陶器 瓶 4.0 ー ー ー ／ 備前
3 陶器 皿 （13.7） 2.6 （5.0） ／ ／ 溝縁、砂目３カ所 肥前
4 焼締め 擂鉢 ー ー ー ／ ／ 備前
5 白磁 皿 （14.8） 3.7 （8.1） （15.4） ／ 景徳鎮
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6 染付 碗 ー ー 4.8 ／ ／ 肥前
7 陶器 碗 ー ー ー ／ ／ 褐釉 ー

SK（32） 1 白磁 皿 ー ー ー ／ ／ 中国
2 染付 碗 ー ー ー ／ 花卉 肥前
3 染付 碗 （9.7） 5.3 3.6 ／ 唐草 肥前
4 ー 碗 ー ー ー ／ ／ 褐釉 ー

SK（34） 1 染付 端反碗 8.0 4.5 3.0 ／ ー 瀬戸美濃
2 染付 碗 （7.6） 7.1 4.6 ／ 四方襷、雷 肥前系
3 染付 手塩皿 （11.5） 2.6 （7.0） ／ 龍、花唐草、大明成化年製 型打ち成形、輪花、口紅 肥前系
4 染付 手塩皿 9.1 2.8 4.5 ／ 環状松竹梅、蛸唐草、成化年製 型打ち成形、輪花 肥前

5 染付 皿 （13.3） 3.5 （7.4） ／ 花、唐草
型打ち成形、輪花、蛇の
目凹型高台

肥前

6 白磁 皿 （13.3） 3.5 7.9 ／ ／
型打ち成形、輪花、蛇の
目凹型高台

肥前系

7 染付 段重蓋 10.3 5.8 ／ 12.1 七宝 肥前
8 陶器 碗 （9.0） 5.3 （5.6） ／ ／ 緑釉 ー
9 陶器 碗 7.3 6.3 4.3 ／ ー 復興織部 瀬戸美濃
10 陶器 灯明皿 10.8 2.4 3.9 ／ ／ 目痕３カ所 関西系
11 陶器 灯明皿 11.0 2.5 3.9 ／ ／ 目痕３カ所 関西系
12 陶器 灯明皿 8.4 1.8 2.7 ／ ／ 目痕３カ所 関西系
13 染付 端反碗 （9.9） 4.7 3.6 ／ 源氏香、葵 瀬戸美濃
14 陶器 土瓶 6.2 8.1 6.5 10.2 山水 関西系

15 陶器 行平鍋蓋 14.1 3.5 3.5 ／ 草
イッチン掛け、飛び鉋、
褐釉

関西系

16 陶器
香炉or灰
落とし

ー ー 6.0 ／ 植物 ー

17 陶器 香炉 9.3 7.0 5.3 ／ 草花
銹釉と白泥の施紋、目痕
３カ所

関西系

18 陶器 壷 7.9 ー ー 11.6 ／ 褐釉 ー
19 焼締め 錦窯 （18.0） 12.2 18.6 ／ ／ ー
20 陶器 鉢 12.9 4.7 7.9 ／ ／ ー

21 陶器 風炉 ー ー 15.8 ー ／
緑釉流し掛け、底部2カ所
に焼成後の穿孔

瀬戸美濃

22 陶器 土瓶蓋 8.6 3.8 ／ 11.7 ー イッチン掛け 関西系
SK（42） 1 色絵磁器 碗 （9.3） 4.4 （3.5） ／ 松 ー

2 染付 皿 13.6 3.8 8.9 ／ 三方割銀杏、唐草 蛇の目凹型高台 肥前
3 染付 端反碗 10.3 5.7 3.7 ／ 円圏、花 肥前系
4 染付 碗 （12.2） 6.6 （5.7） ／ ー 肥前系
5 染付 碗 （7.5） 6.1 4.8 ／ 山水 肥前系
6 染付 碗蓋 8.6 2.5 3.2 ／ 植物、環状松竹梅、雷 肥前
7 色絵磁器 段重蓋 ー ー ー ー 紗綾形、福字 肥前

8 白磁 皿 （12.3） 3.5 6.6 ／ ／
型打ち成形、輪花、蛇の
目凹型高台

肥前系

9 白磁 手塩皿 7.9 2.3 3.8 ／ 紗綾形 型打ち成形、陽刻 瀬戸美濃
10 染付 端反碗 （10.0） 5.3 （4.1） ／ 雷 焼継ぎ 肥前系
11 陶器 鉢 （12.1） 5.0 5.1 ／ ／ 砥部

SK（50） 1 染付 仏飯器 （6.2） 6.1 3.5 ／ 花 高台内浅い削り 肥前
2 染付 端反碗 10.2 5.7 4.1 ／ 格子 肥前系
3 陶器 碗 9.5 5.0 3.4 ／ 梅花 瀬戸美濃

SK（54） 1 染付 碗 （8.4） 4.7 3.5 ／ ー 肥前
2 染付 端反碗 （8.3） 5.1 3.3 ／ ー 肥前系
3 白磁 碗 （5.3） 3.7 2.8 ／ ／ 肥前系
4 白磁 猪口 （7.5） 5.0 （3.8） ／ 紅葉 陽刻 肥前
5 染付 碗 （8.7） 5.6 （4.8） ／ 草花 肥前
6 染付 端反碗 （10.2） 6.1 （3.9） ／ ー 肥前系
7 染付 碗 （8.0） 4.0 3.5 ／ 鶴 肥前系
8 陶器 柄杓 8.1 5.1 4.5 ／ ／ 関西系
9 陶器 皿 ー ー ー ／ 馬の目 口紅 関西系

10 
軟質施釉
陶器

人形 ／ ー 2.9 ー 厚さ1.9 柿釉 ー

SK（58） 1 染付 碗 （10.3） 5.8 （4.3） ／ 梅 肥前
2 色絵磁器 碗 ー ー ー ／ 梅 肥前
3 色絵磁器 碗 ー ー ー ／ 梅 肥前
4 染付 碗 （8.8） 4.8 3.7 ／ 文字 こんにゃく印判 肥前
5 染付 碗 ー ー ー ／ 草 肥前
6 染付 碗 ー ー 4.4 ／ ー 肥前
7 染付 碗 （10.1） 5.8 （4.0） ／ 牡丹唐草 肥前
8 染付 碗 ー ー 4.5 ／ 葉、大明年製 こんにゃく印判 肥前
9 白磁 小坏 （6.0） 4.3 2.9 ／ ／ 肥前
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10 染付 皿 ー ー （8.3） ／ 見込み五弁花こんにゃく印判 肥前
11 白磁 皿 8.2 3.0 4.0 ／ ／ 肥前
12 染付 皿 12.8 3.1 7.2 ／ 唐草 肥前
13 染付 鉢 （16.3） 8.2 （6.2） ／ 牡丹唐草 肥前
14 色絵磁器 人形 ／ 15.8 6.4 ー ／ 肥前
15 染付 皿 20.5 3.7 10.7 ／ 芙蓉手、花卉、宝、昆虫 肥前
16 白磁 壷 6.4 ー ー 9.3 ／ 肥前
17 陶胎染付 碗 （11.2） 7.7 4.9 ／ 山水楼閣 肥前
18 染付 鉢 14.9 7.4 5.9 ／ 植物 肥前
19 染付 皿 ー 3.0 ー ／ 見込み五弁花こんにゃく印判 肥前
20 焼締め 擂鉢 （43.1） 16.2 （21.7） （44.0） ／ 備前
21 焼締め 灰落とし （14.5） 8.2 13.0 （15.3） ／ 備前
22 陶器 皿 （19.4） 5.4 9.5 ／ 刷毛目 肥前
23 陶器 皿 （21.2） 6.8 8.5 ／ 山水 京焼風、「木下弥」の刻印 肥前
24 陶器 碗 （9.4） 5.5 （5.5） ／ 山水 京焼風 肥前
25 陶器 碗 （9.3） 5.8 4.2 ／ ／ 高台に鉄釉 肥前
26 陶器 碗 （11.5） 7.2 4.4 ／ 刷毛目 肥前
27 陶器 碗 （10.1） 6.8 （4.6） ／ 刷毛目 肥前
28 陶器 呉器手碗 （11.7） 7.7 4.6 ／ ／ 肥前
29 陶器 碗 （10.6） 7.6 4.3 ／ 刷毛目 銹絵 肥前
30 焼締め 灯明受皿 （8.8） 2.3 ／ （12.0） ／ 備前
31 陶器 壷 ー ー 14.3 16.8 ／ 青海波紋 肥前
32 焼締め 壷 2.3 25.3 （9.5） 15.4 ／ ひょうたん型 備前

33 
軟質施釉
陶器

人形 ／ ー ー 幅2.8 厚さ1.7 柿釉 ー

34 
軟質施釉
陶器

人形 ／ 2.6 1.5 幅3.4 厚さ1.6 黄緑釉 ー

SK（78） 1 染付 碗 ー ー ー ／ 渦 肥前
2 陶器 瓶 ー ー ー ー ／ 藁灰釉 福岡
3 陶器 皿 （11.9） 4.0 4.6 ／ ／ 折縁、砂目4カ所 肥前
4 陶器 壷 ー ー ー ー ／ ー

SK（84） 8 陶器 碗 ー ー 5.0 ／ ／ 肥前
9 陶器 皿 ー ー 4.3 ／ ／ 砂目4カ所 肥前
10 陶器 碗 ー ー ー ／ ／ 肥前
11 陶器 皿 （12.4） 3.4 3.8 ／ ／ 折縁 肥前
12 陶器 皿 （14.4） 4.2 4.9 ／ ／ 砂目3カ所 肥前
13 焼締め 擂鉢 ー ー ー ／ ／ 備前
14 焼締め 擂鉢 ー 12.4 ー ／ ／ 備前

SK（85） 17 青花 ー ー ー ー ／ ー 中国
18 青花 碗 ー ー ー ／ 花卉 中国
19 陶器 碗 ー ー 5.2 ／ ／ 肥前
20 陶器 碗 （9.7） 7.6 4.5 （10.7） ／ 肥前
21 陶器 碗 ー ー ー ／ ／ 肥前
22 陶器 皿 （14.4） 3.6 5.0 ／ ／ 溝縁、砂目２カ所 肥前
23 陶器 皿 ー ー ー ／ ー 溝縁、銅緑釉流し掛け 肥前
24 染付 小坏 ー ー ー ／ ー 肥前

SK（93） 1 染付 小坏 ー ー ー ／ ー 肥前
2 染付 碗 ー ー 4.6 ／ 草花 肥前
3 染付 碗 （9.1） 5.1 4.0 ／ 網干 肥前
4 染付 皿 （13.6） 2.4 （8.7） （14.1） 雲 肥前
5 陶器 壷 ー ー ー ー ／ 褐釉 ー

SK（94） 1 陶器 灰落とし （4.8） 7.9 （5.6） （7.3） 笹 色絵 京
SK（96） 1 染付 猪口 （6.2） 4.6 （4.1） ／ 植物 肥前

2 染付 筒型碗 （9.0） 6.2 （5.4） ／ 植物 肥前
3 染付 皿 （13.0） 3.3 （7.7） ／ 牡丹唐草、見込み五弁花こんにゃく印判 口紅 肥前
4 陶器 筒型碗 （12.0） 6.0 （4.8） ／ ／ 関西系

SK（98） 1 陶器 平碗 （11.5） 4.2 3.6 ／ ／ 関西系
SK（148） 1 染付 小坏 6.5 2.7 2.7 ／ 雨降り 肥前
SK（152） 1 染付 碗 ー ー 4.1 ／ ／ 肥前

2 染付 皿 （21.0） 4.4 9.8 ／ 楢柏 線彫り 肥前
3 陶器 呉器手碗 ー ー 5.3 ／ ／ 肥前

SK（165） 1 白磁 碗 ー 4.8 ー ／ ／ 肥前
2 染付 猪口 （6.9） ー ー ／ ー 肥前
3 染付 小坏 （6.0） 2.9 （2.5） ／ 植物 肥前
4 陶器 土瓶蓋 4.5 ー ／ 7.6 ／ 褐釉 関西系
5 陶胎染付 碗 11.0 7.1 5.0 ／ 唐草 肥前

SK（198） 1 染付 猪口 6.6 4.6 3.1 ／ 雨降り 肥前



─　251　─

2 陶器 鬢水入れ
（13.9）
×（6.7）

3.3 
（14.1）
×（7.0）

／ ー 線彫り 関西系

SK（202）
（215）
（216）

1 陶器 擂鉢 （24.8） 8.6 （12.7） （25.8） ／ 明石

SK（203） 1 陶器 天目碗 （10.1） 6.1 4.4 ／ ／ ー
2 陶器 壷 （8.3） ー ー （13.9） ／ 不明釉 ー

SK（214） 1 染付 碗 ー ー （4.1） ／ 草花 肥前
2 染付 小坏 5.2 2.2 2.1 ／ 植物 肥前
3 染付 碗 ー 5.2 ー ／ 藤 肥前
4 染付 碗 （8.0） 4.4 （3.5） ／ 樹木、花 肥前
5 染付 碗 ー ー 4.5 ／ 丸、渦福 くらわんか手 肥前
6 色絵磁器 小坏 6.4 3.5 3.4 ／ 草花 肥前

SK（244） 1 染付 碗 （9.4） 6.1 （4.7） ／ 雨降り 肥前
SK（252） 1 染付 端反碗 （10.6） 5.8 （4.3） ／ 鳥 肥前系

2 染付 碗 （9.7） 6.2 （5.2） ／ 植物 肥前系
3 染付 端反碗 （10.2） 5.9 （4.4） ／ 人物、雷 肥前系
4 染付 広東碗蓋 8.9 2.5 4.9 ／ 梵字 肥前系
5 陶器 皿 9.5 2.8 3.9 ／ ／ ー

SK（271） 1 陶器 鉢 （11.9） 4.8 4.9 ／ ／ 砥部
SK（284） 1 染付 碗 ー ー 3.9 ／ 花卉、宣明年製 肥前

2 染付 碗 ー ー ー ／ 梅 肥前
3 青磁 鉢 ー 9.3 ー ／ 葉 陰刻 肥前
4 染付 皿 ー ー ー ／ 芙蓉手、花卉 肥前
5 陶器 皿 ー ー ー ／ ／ 折縁、褐釉流し掛け 肥前
6 陶器 筒型碗 （8.7） 6.8 5.5 ／ ／ 「清水」の刻印 ー

SK（287） 1 染付 皿 （13.2） 2.9 5.0 ／ 花卉 型打ち成形、輪花 肥前
2 染付 鉢 （14.4） 7.5 5.9 ／ 菊唐草、蓮弁、太清士子年製 肥前
3 染付 小坏 （6.0） 3.8 2.5 ／ 円圏 肥前
4 染付 碗 （10.3） 5.6 3.9 ／ ー 肥前
5 染付 碗 10.6 5.8 4.4 ／ 梅、鶯、大明年製 肥前
6 染付 皿 ー 2.9 ー ／ 唐草 肥前
7 陶器 皿 ー ー ー ／ ／ タンパン，黄瀬戸 瀬戸美濃
8 陶器 向付 ー ー ー ／ ／ 黄瀬戸 瀬戸美濃
9 陶器 碗 ー ー （4.9） ／ 刷毛目 肥前

10 陶器 皿 ー ー （9.9） ／ ー
二彩手、銅緑釉流し掛け、
砂目

肥前

SK（291） 1 染付 皿 ー ー （5.4） ／ 唐草 肥前
2 染付 皿 ー ー ー ／ ー 陽刻 肥前
3 陶器 碗 ー ー ー ／ 刷毛目 肥前
4 陶器 呉器手碗 （10.8） 8.1 4.6 ／ ／ 肥前
5 陶器 呉器手碗 （10.6） 7.1 4.1 ／ ／ 肥前
6 陶胎染付 碗 （12.1） 7.7 5.2 ／ 山水 肥前
7 陶胎染付 皿 20.4 5.3 11.3 20.8 木に鳥 肥前
38 青花 小坏 ー ー ー ／ 渦 中国
39 青花 小坏 ー ー ー ／ ー 中国
40 青花 小坏 ー ー ー ／ 唐草 中国
41 色絵磁器 ー ー ー ー ／ ー 中国
42 青花 ー ー ー ー ／ ー 蛇の目釉剥ぎ 中国
43 青花 皿 ー ー ー ／ 花卉、唐草 中国
44 青花 皿 ー ー （4.2） ／ 花 碁笥底 州窯 
45 青花 皿 ー ー （5.6） ／ ー 中国
46 ー 碗 ー ー ー ／ ー 肥前

SV（8） 1 染付 碗 ー ー （6.6） ／ ー 肥前
2 色絵素地 皿 12.3 2.3 7.0 ／ 岩、樹木 肥前
3 染付 鉢 ー ー ー ／ 見込み五弁花こんにゃく印判、笹 肥前
4 白磁 鉢 13.9 5.1 6.7 ／ 花 型打ち成形、輪花、陽刻 肥前
5 陶器 碗 ー ー 4.4 ／ ー 京焼風 肥前
6 陶器 碗 （11.5） 7.7 （4.8） ／ 刷毛目 肥前
7 焼締め 灰落とし ー ー 13.0 ／ ／ 備前

土師質カメ 1 染付 碗 （8.9） 5.8 （3.2） ／ 亀甲、四方襷、見込み五弁花、蓮弁 肥前
遺構外G-2 1 染付 蓋 5.7 0.9 5.8 ／ 肥後、烏犀園、渡辺、一廻入 肥前
遺構外D-4 2 青花 鉢 （13.6） 4.2 （5.7） ／ 芙蓉手、花卉、鳥 碁笥底 中国
遺構外B-2 3 陶器 皿 ー 1.6 ー ／ 龍 緑釉 珉平
遺構外E-3 4 陶器 窯道具 上辺6.6 3.6 下辺4.1 ／ ／ ー
遺構外D-3 5 陶器 碗 ー ー 4.2 ／ ／ 「楽」の刻印、十代旦入か 京
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土師質瓦質土器観察表 単位は㎝、（　）は復元値、ーは不明、／は該当数値なし

遺物番号 器種 口径 器高 底径 特徴 色調 胎土 焼成

SK4-1
焼塩
壷身

（6.8） 9.6 （5.9）
体部は直立する。1類。「天下一御壷塩師堺見なと伊織」の刻
印あり。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

やや
軟調

SK5-2 焜炉 ー ー 13.6
水平な底部から体部は外上方へ立ち上がる。体部下半に窓
を持つ。底部外面はヘラによる面取りを施し三足をつくり
出す。ろくろ成形。外面ミガキ。内底面に円状の熔着痕。

灰白色 0.5㎜大の砂粒を含む。 良好

SK21-21 火鉢 19.0 9.5 20.7 角形。上部に開口する。 灰白色
0.5㎜大の砂粒を少量含む。
雲母を大量に含む。

やや
軟調

SK21-22 焜炉 ー ー 8.2
体部は直線的に外上方へ伸びる。体部内面に鍔状の突起が
巡り、体部下方に切れ込みがある。内面ハケ目。

にぶい橙色 0.5㎜大の砂粒を少量含む。 良好

SK21-23
焼塩
壷身

5.9 8,4 5,4
体部はやや内湾しつつ上方へ立ち上がる。口縁部断面台形。
2類。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK28-5
内耳
土器

ー ー ー
底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外反
する。外面体部に指頭圧痕、底部不明。内面はハケ目のち
ナデ。口縁部ナデ。内耳の穿孔はやや先細りになる。A群。

外ーにぶい黄褐色
～黒色　内ーにぶ
い黄橙色～黒褐色

0.5～2㎜大の砂粒を含む。 良好

SK28-6 皿 12.4 2.0 6.1
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。口縁部は肥厚する。ろくろ成形。右回転糸切り底。内
面はミガキか。口縁部3／ 4遺存ススなし。

淡黄色 精緻。 良好

SK32-13 皿 8.7 1.2 4.7
中央と周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部は外湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部
70％遺存50％スス付着。

橙色
0.5㎜大の砂粒を若干含む。
底部外面に白色の粘土混じ
る。

良好

SK32-14 皿 8.8 1.3 5.4
中央と周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部は外湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部
80％遺存70％スス付着。13と同型。

,橙色 0.5㎜大の砂粒を若干含む。 良好

SK32-15 皿 （6.9） 1.0 5.1
中央と周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部は外湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部
1／ 3遺存1／ 5スス付着。13、14と同産地。

橙色
0.5㎜大の砂粒を若干含む。
底部外面に白色の粘土混じ
る。

良好

SK32-16
焼塩
壷身

（5.5） 7.6 4.9
体部は直線的に外上方へ伸びる。内面下部1／ 3に段を有
する。2類。「泉湊伊織」の刻印あり。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。雲母を含む。

やや
軟調

SK36-12 焙烙 ー ー ー
体部は内湾しつつ内傾し口縁部は徐々に肥厚する。内面及
び外面口縁部ナデ、外面体部叩き痕。関西系。

外ーにぶい黄橙色
　　　　　内ー黄
灰色

0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK39-2 焙烙 ー ー ー
内湾しつつ外上方へ伸びる底部から体部は直立し口縁部に
至る。内面及び外面体部ヨコナデ、外面底部不明。内底面
の一部と外面底部にスス付着。

にぶい橙色
0.5～4㎜大の砂粒を含む。
大量の雲母含む。

やや
軟調

SK39-3 皿 5.8 1.0 4.3
中央と周縁の凹む底部から体部は短く直線的に外上方へ伸
び口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、ス
ス1ケ所付着。

淡黄色 精緻 良好

SK41-28 皿 4.4 0.7 3.2
周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。糸切り痕不明。口縁部3／ 4遺存、
ススなし。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。白色胎土混じり。

良好

SK41-29
焼塩
壷身

7.1 7.0 4.7
体部は直線的に外上方へ伸び口縁部は平らにおさめる。底
部は薄い。2類。

橙色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。雲母含む。

良好

SK41-30
焼塩
壷蓋

9.9 1.4 6.2 断面台形を呈する。SK41-29の蓋であろう。布目圧痕あり。 橙色～赤橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK53C-2
焼塩
壷蓋

6.6 1.0 6.2 断面凹型を呈する。内面には布目圧痕あり。 橙色
0.5～1.5㎜大の砂粒を少量
と雲母含む。

良好

SK53C-3
焼塩
壷蓋

7.1 1.4 6.5
断面台形を呈する。若干の突起がある。内面に粘土を押し
込む。

橙色
0.5～2㎜大の砂粒多く含
む。

やや
軟調

SK60-6 皿 （10.4） 1.6 （7.0）
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。回転糸切り底のち板目痕、方向不明。口
縁部40％遺存、ススなし。

にぶい黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK65-1 皿 12.0 1.9 7.7
水平な底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部は内湾
する。ろくろ成形。右回転糸切り底。復元完形、内面全体
にタール吸着し黒変。

浅黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK83-1
内耳
土器

ー ー ／
口縁部は内湾しつつ外上方へ伸びる。内面ハケ目のちナデ、
外面指頭圧痕、下部叩き目。外面全体にスス付着。内耳の
穿孔は先細りになりわずかに突き抜ける。C群。

にぶい黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK83-2 皿 6.4 1.2 4.5
水平で厚手の底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁
部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部90％遺
存スス3ケ所付着。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK83-3 皿 11.6 2.4 5.9
水平な底部から体部は外湾しつつ外上方へ伸び口縁部は内
湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／ 3遺存
半分以上スス付着。

灰白色
0.5～3㎜大の砂粒を多く含
む。

やや
軟調

SK83-4 皿 （14.9） 3.0 7.1
外面中央の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口
縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部5％遺
存すべてスス付着。

灰白色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好
硬質

SK83-5
焼塩
壷身

ー ー （5.5）
体部は直線的に外上方へ伸びる。内面下部に段を有する。
2類。「泉湊伊織」の刻印あり。

橙色
0.5～2.5㎜大の砂粒を少量
含む。茶褐色土ブロック含
む。

やや
軟調
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SK83-6
焼塩
壷蓋

6.5 1.2 6.3 断面は凹型を呈する。内面に布目痕あり。 橙色
0.5～1㎜大の砂粒を若干含
む。

良好

SK89-3 皿 ー 1.9 ー
水平な底部から体部はやや外湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。回転糸切り底、方向不明。口縁部
20％遺存ススなし。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK89-4 皿 ー 1.8 ー
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。回転糸切り底、方向不明。口縁部1／ 3
遺存2ケ所スス付着

褐灰色
0.5～2㎜大の砂粒を少量含
む。

やや
良好

SK89-6
内耳
土器

ー ー ー
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外反する。内
面ハケ目のちナデ、外面指頭圧痕。A群。

内－灰黄色
外ーにぶい黄灰色

0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK89-5
内耳
土器

ー ー ー
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外反する。内
面ハケ目のちナデ、外面指頭圧痕。A群。

内ー黒褐色
外ー黒色

0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK89-7
内耳
土器

ー ー ー
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外反する。内
面ハケ目のちナデ、外面指頭圧痕。A群。

内ー褐色、
外ー黒色

0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK93-12
内耳
土器

（28.2） ー なし

底部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至る。端部は平ら
におさめる。外面体部に指頭圧痕、内面ナデ。少なくとも
3段の輪積み成形。内面底部から体部と外面全体にスス付
着。C群。内耳はしっかり穿孔する。

淡黄色
2～2.5㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK93-13 不明 （17.8） 6.2 12.5
把手が付きフライパン状を呈する。全面ミガキ。内面銀化
する。

内ー灰白～黒色外
ー浅黄橙～にぶい
黄橙色

0.5～2㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK94-11 皿 7.3 1.0 5.4
水平で周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部2／
3遺存スス2／ 3付着。

にぶい橙色
0.5～1㎜大の砂粒、雲母含
む。

良好

SK95-1 鍋 ー ー ー
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至る。外耳をあり。
内面口縁部に蓋の受け部と思われる凸帯。

内-灰白色
外-黒褐色

0.5～5㎜大の砂粒を含む。 良好

SK95-2 カメ ー 12.5 ー

水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。口縁端部は肥厚し外面に張り出す。口縁部付近は焼き
締まる。外面体部下1／ 3に指圧痕。内面上半ナナメ方向、
下半ヨコ方向のハケ目。口縁部付近は焼き締まる。

内-暗灰色
外-灰色

2㎜大の砂粒も大量に含み
粗い。

良好

SK95-3 皿 10.0 1.5 4.9

水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。底部は中央と周縁部が凹む。底部外面に粘土が台状に
残る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部2/3が遺存し
70％にスス付着。

灰白色
0.5～1.5㎜大の砂粒を多く
含む。

軟調

SK99-1 皿 8.1 2.0 4.1
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部80％遺存全面
にタール付着し黒変。

灰白～黒色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK110-15
ひょ
うそ
く

3.7 2.0 2.5
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。内面にへそを持つ。ろくろ成形。右回転糸切り底。へ
そにスス付着。

にぶい赤褐色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。雲母含む。

良好

SK110-16 皿 4.1 0.7 3.7
内面の凹んだ底部から体部は外湾しつつ外上方へ伸び口縁
部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、ススなし。

橙色
0.5㎜大の砂粒を少量含む。
茶褐色ブロック土含む。

良好

SK110-17 皿 5.4 0.9 3.9
内面中央と周縁の凹んだ底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、
スス1ケ所付着。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。茶褐色土ブロックと雲
母含む。

良好

SK110-18 皿 5.5 1.0 3.5
内面中央と周縁の凹んだ底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁
部1㎝欠け、そこにスス付着。

橙色
0.5㎜大の砂粒を少量含む。
茶褐色土ブロックと雲母含
む。

良好

SK110-19 皿 8.6 1.6 6.0

内面中央と周縁の凹んだ底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁
部3／ 4遺存ススなし。外面全体に「奉天神」「○吉百太」な
どの墨書あり。

浅黄色 0.5㎜大の砂粒を少量含む。 良好

SK110-20 五徳 ／ ／ ／
水平な円盤に透かしの穴が空く。上面に刷毛目痕。直径
（13.2）,厚さ（1.0）,穴の径1.9。

にぶい黄橙色
0.5～4㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK113-4 羽釜 （14.7）（6.9） ／
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び口縁部は内湾す
る。内面底部ナデ、体部ハケ目、胴部最大径（17.9）

外黒色　内暗赤褐
色

0.5～3㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK113-5 不明 ー 幅5.8
厚さ
1.5

半筒型である。 暗灰色
0.5～5㎜大の砂粒と雲母を
多く含む。

良好

SK113-6 不明
1辺
53.0

深さ
9.8

底部
厚0.9
～1.1

水平な底部から体部は直立し口縁部は玉縁になる。外面体
部タタキ、内面体部タタキのちナデ。不明刻印あり。隅丸
三角形。

橙色
1～5㎜大の砂粒を大量に
含む。

やや
軟調

SK118-9 火鉢 27.2 15.7 21.1
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は平におさめる。底
部に高台が付く。

灰～黒色
0.5～2.5㎜大の砂粒を多く
含む。

良好

SK122-2 皿 （12.0） 2.0 （6.3）
水平な底部から体部は外湾しつつ外上方へ伸び口縁部は内
湾する。ろくろ成形。回転糸切り底、方向不明。口縁部1
／ 2遺存、2ケ所スス付着。

灰白色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK122-3 皿 6.6 1.1 4.6
内面中央の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口
縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、スス1
／ 2に付着。

にぶい橙色～黒色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。茶褐色土ブロック含む。

良好
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土坑群D3,
D4-22

皿 6.6 1.0 4.8
凹凸のある底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。左回転糸切り底。口縁部90％遺存、
半分にスス付着。

にぶい橙色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK140-9 皿 10.2 1.7 5.4
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕のち板目状痕。

浅黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

やや
軟調

SK140-8 皿 （7.0） 1.8 （5.3）
水平な底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部は外湾
する。ろくろ成形。底部ヘラ切り。口縁部1／ 3遺存スス
なし。

にぶい黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK140-33 皿 （10.7） 2.1 5.6
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底、板目痕。口縁部10％
遺存ススなし。

にぶい黄橙色
0.5㎜大以下の砂粒を若干
含む。

良好

SK140-20 皿 10.0 2.1 4.9
底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は肥厚し外
反する。手づくね成形。外面口縁部と内面ナデ、外面体部
指頭圧痕のちナデ。口縁部2／ 3遺存2ケ所スス付着。

にぶい黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK150-3 皿 （10.5） 2.1 （5.8）
周縁の凹む底部から体部は外湾しつつ外上方へ伸び口縁部
は内湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／ 3
遺存60％スス付着。

浅黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒、雲母含
む。

良好

SK150-4 皿 （11.9） 2.0 （6.3）
中央と周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部は直線的になる。ろくろ成形。右回転糸切り底。口
縁部1／ 2遺存全体にスス付着。

にぶい橙色
0.5～2㎜大の砂粒、雲母を
少量含む。

良好

SK150-5 皿 （11.5） 2.5 （5.6）
中央の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／ 3遺存、
2ケ所スス付着。

にぶい黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒、雲母を
含む。

良好

SK163-1 皿 （11.7） 2.2 6.0
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／ 5遺存、1
／ 3にスス付着。内底面に螺旋状の指頭圧痕。

褐灰色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK170-1 皿 ー 2.3 ー
水平な底部から体部はやや内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。回転糸切り底？、方向不明、中央板
目痕。口縁部15％遺存ススなし。

灰白色 0.5㎜大の砂粒を若干含む。 良好

SK176-1 焙烙 ー ー ー
底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部は玉縁にな
る。外面体部は指頭圧痕のちナデ、内面ナデ。内底面、外
面体部から口縁部にスス付着。

浅黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

やや
軟調

SK180-3 香炉 ー ー ー
体部は直立し口縁部に至り端部は平らにおさめる。内面ハ
ケ目のちナデ、外面ナデ。外面体部に花状のスタンプ。

灰黄褐色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK180-1 皿 （14.2） 2.3 （7.5）
外面の凹む底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部に
至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／ 3遺存、
半分にスス付着。内底面に指頭による螺旋状の凹み。

灰黄色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK180-2 皿 （10.8） 1.9 （6.3）
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は外
湾する。内面ナデ、外面口縁部ナデ、体部から底部型押し
痕か。型押し成形か。口縁部1／3遺存全体に厚くスス付着。

淡黄色
0.5㎜大以下の砂粒を若干
含む。

良好

SK182-1
焼塩
壷身

5.2 10.0 5.9
水平な底部から体部は外上方へ直線的に伸び口縁部に至
る。2類。内面にガーゼ状痕と粗い布目痕。長方形の枠内
に不明刻印。胴部最大径7.4㎝。

橙色
0.5～3㎜大の砂粒を多く含
む。雲母、茶褐色土ブロッ
ク含む。

良好

SK（4）-1
焼塩
壷蓋

直径
8.1

厚さ
1.7

深さ
0.65

円盤状の胎土にガーゼ状布を当て型押しにより凹ませる。 橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。茶褐色ブロック、雲母
を含む。

良好

SK（7）-1 焙烙 ー ー ／
腰部は内湾しつつ内上方へ伸び口縁部に至る。外面体部に
ナナメ方向の叩き目。

橙色 0.5～3㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（12）-10 擂鉢 ー ー ー 体部は外上方へ伸び口縁部に至る。全体に赤泥を塗る。 浅黄橙色 0.5㎜大の砂粒を少量含む。 軟調

SK（12）-11
内耳
土器

ー ー ー
体部は外上方へ伸び口縁部は強く外反する。外面体部指頭
圧痕、内面不明。全体にスス厚く付着。A群。

暗灰色 0.5㎜大の砂粒を若干含む。 良好

SK（12）-12
内耳
土器

ー ー ー
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部はわずかに外反す
る。外面指頭圧痕、内面ハケ目のちナデ。Ｂ群。

灰白色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（15）-1 皿 10.7 2.3 5.5
中央と周縁の凹む底部から体部は直線的へ外上方へ伸び口
縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部60％
遺存50％スス付着。

にぶい橙色
0.5～2㎜大の砂粒を大量に
含む。

軟調

SK（16）-5 皿 ー ー 5.6
外面中央の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
る。底部内面は螺旋状に指頭圧痕。ろくろ成形。右回転糸
切り底。

浅黄橙色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（16）-6 皿 （13.7） 2.7 （6.3）
内面中央の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口
縁部に至る。ろくろ成形。静止糸切り痕。口縁部10％遺
存全体に厚くスス付着。

浅黄橙色
0.5～4㎜大の砂粒を多く含
む。特に2㎜以上のもの多
い。

やや
軟調

土坑群上層-1 皿 （11.8） 2.2 6.1
底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至る。ろ
くろ成形。右回転糸切り底、板目痕。口縁部40％遺存全
体にスス付着。

内ー灰白色　外－
浅黄橙色

0.5～2㎜大の砂粒を少量含
む。

やや
軟調

土坑群上層-2 皿 （9.2） 1.8 5.4
中央と周縁部の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸
び口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部
40％遺存、ススなし。

浅黄橙色 0.5～2㎜大の砂粒を含む。 良好

土坑群上層-3 皿 （10.0） 1.8 （5.8）
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／ 3遺存スス
なし。

灰白色～浅黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好



─　255　─

土坑群E-7 皿 （7.6） 1.1 6.0
周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部20％遺存、
ススなし。

灰白色
0.5～2㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

土坑群E-8 皿 （8.6） 1.5 4.9
中央の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部30％遺存、
1ケ所スス付着。

橙色
0.5～2㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（22）-8
内耳
土器

- - -
体部は内湾しつつ立ち上がり口縁部に至る。内面ハケ目の
ちナデ、外面指頭圧痕。内耳はしっかり穿孔する。C群。

灰白色 0.5㎜以下の砂粒を含む。 良好

SK（22）-9
焼塩
壷蓋

直径
8.0

厚さ
1.0

深さ
0.6

円盤状の胎土にガーゼ状布を当て型押しにより凹ませる。 橙色
0.5㎜以下の砂粒を若干含
むが精緻、1㎜大の赤褐色
ブロック、雲母を含む。

良好

SK（22）-10
焼塩
壷蓋

直径
8.0

厚さ
1.0

深さ
0.6

円盤状の胎土にガーゼ状布を当て型押しにより凹ませる。
歪みが大きい。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を含む。
1㎜大の赤褐色ブロック、
雲母を含む。

良好

SK（25）-10 皿 （12.1） 2.2 6.2
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部はや
や外湾する。ろくろ成形。右回転糸切り痕のち板目状痕。
口縁部1/3遺存し90％にスス付着。

灰白色 0.5～4㎜大の砂粒を含む。
やや
軟調

SK（25）-11 皿 11.4 2.5 6.2
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部3／ 4遺存しす
べてにスス付着。

外-灰白色     内-浅
黄橙色

0.5㎜大以下の砂粒を含む。 良好

SK（25）-12 焙烙 ー ー ー
体部は内湾しつつ立ち上がり、口縁部は肥厚し内傾してお
さめる。内面ハケ目のちナデ、外面叩き痕と指頭圧痕。関
西系。

にぶい黄橙色
0.5㎜大以下の砂粒、2㎜大
の茶褐色ブロックを含む。

良好

SK（28）-11
焼塩
壷身

5.8 8.4 5.6
体部はやや開き気味に直線的に立ち上がる。体部内面下1
／ 3に段を有しそれ以上は粗い布目痕あり。

橙色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。茶褐色土ブロック土、
雲母含む。

良好

SK（32）-5 皿 7.4 1.1 4.5
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形四ケ所スス付着。

浅黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（32）-6 皿 （7.1） 1.1 4.3
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／ 3遺存スス
なし。

浅黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（34）-23 土瓶 10.1 14.1 12.5
S字型の注口をもつ。銀化する。底部外面にスス付着。底
部外面に鍵に「周」の刻印あり。

黒色 0.5㎜大の砂粒を若干含む。 良好

SK（34）-24 土瓶 9.2 13.1 9.0
算盤玉型の体部に鉄砲口をもつ。体部上半には花卉紋があ
る。銀化する。底部外面に大量のスス付着。

黒色 精緻 良好

SK（34）-25
土瓶
蓋

最大径
（10.5）

3.8 7.6 つまみを有する。 灰色
0.5～1㎜大の砂粒を若干含
む。

やや
軟調

SK（34）-26
植木
鉢

ー ー 6.8 底部に焼成前穿孔する。ろくろ成形。右回転糸切り痕。 橙色 0.5㎜大の砂粒を若干含む。 良好

SK（35）-1 皿 （10.2） 1.6 5.6
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方ヘ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部1／ 2遺存、全
面スス付着。

白色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

軟調

SK（39）-1 皿 （6.2） 0.9 4.7
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部40％、遺存ス
スなし。

浅黄橙色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（39）-2 皿 6.8 1.9 5.4
内面周縁の高まる底部から体部は内湾しつつ外上方へ短く
伸び口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部
1／ 4、遺存ススなし。

にぶい黄橙色 0.5～2㎜大の砂粒を含む。 軟調

SK（39）-3 皿 6.8 1.0 4.6
内面中央の凹む底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁
部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／2遺存、
40％にタール状のスス付着。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。白色粘土混じり。

良好

SK（39）-4 皿 6.7 1.2 4.4
内面周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び口
縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部2／ 3
遺存、全体にスス付着。

橙色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。

やや
軟調

SK（39）-5 皿 6.8 1.1 5.0
内面中央の凹む底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁
部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部3/4遺存、
2/3にスス付着。

橙色
0.5～2.5㎜大の砂粒を多く
含む。

やや
軟調

SK（39）-6 皿 6.9 1.3 5.5
凹凸のある底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。ほぼ完形、90％
に厚くスス付着。

橙色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。

やや
軟調

SK（39）-7 皿 6.6 1.1 5.3
凹凸のある底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部80％遺存、
2ケ所スス付着。

にぶい黄橙色
0.5～2㎜大の砂粒を少量含
む。

やや
軟調

SK（39）-8 皿 9.2 1.6 5.6
内面中央の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口
縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、2／ 3
にスス付着。

内ー灰白色、外ー
黒灰色

0.5～2㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（39）-9 皿 11.1 2.2 5.5
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕.、板目痕。口縁部3/4遺存、
2／ 3にスス付着。

灰白色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。
やや
軟調
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SK（39）-10 皿 11.9 2.1 6.4
水平な底部から体部は外湾しつつ外上方へ伸び口縁部は内
湾する。ろくろ成形。回転糸切り底。口縁部90％遺存、2
／ 3にスス付着。

灰白色
0.5～3㎜大の砂粒を多く含
む。

やや
軟調

SK（39）-11 皿 11.7 2.2 6.7
水平な底部から体部は外湾しつつ外上方へ伸び口縁部は内
湾する。ろくろ成形。回転糸切り底。完形、60％にスス
付着。

灰白色 0.5～2㎜大の砂粒を含む。
やや
軟調

SK（39）-12 皿 12.4 2.3 6.9
水平な底部から体部は外湾しつつ外上方へ伸び口縁部は内
湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部90％遺存、
すべてにスス付着。

灰白色～黒色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。
やや
軟調

SK（54）-11
焼塩
壷身

5.1 6.5 4.4

水平な底部から体部は外上方へ内湾気味に伸び口縁部に至
る。内型に粘土板を巻き底部は内側にすぼめる。その後内
型を抜き外から粘土塊で底部充填。内面に線状痕。胴部最
大径6.2㎝。

にぶい橙色
0.5～1.5㎜大の砂粒、雲母
含む。

やや
軟調

SK（54）-12
焼塩
壷身

ー 7.2 ー
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。内型に粘土板を巻き、内型を抜いたのち外から粘土塊
で底部充填。

橙色
0.5～3㎜大の砂粒を多く含
む。

やや
軟調

SK（54）-15
焼塩
壷身

（6.0） 10.0 （5.7）
体部は内湾しつつ外上方へ伸びる。口縁部は断面三角形に
受け部をしっかり作り出す。2類。「御壷塩師堺湊伊織」の刻
印をもつ。

橙色
0.5～5㎜大の砂粒を多く含
む。

軟調

SK（54）-13
焼塩
壷蓋

ー 0.9 6.2 断面凹型を呈するが突起部は極めて小さい。摩滅が著しい。 橙色
0.5～4㎜大の砂粒を多く含
む。

軟調

SK（54）-14
焼塩
壷蓋

7.7 2.3 7.8
断面凹型を呈する。体部は外へ開く。内面には細かい布目
圧痕あり。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（58）-39 皿 12.3 2.2 6.1
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部1／ 2遺存、1
ケ所スス付着。

灰白色 0.5㎜大の砂粒を少量含む。
やや
軟調

SK（58）-40 皿 10.0 2.0 6.2
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。底部と体部の境をつまむ。ろくろ成形。右回転糸切り
底。口縁部1／ 2遺存全体にスス付着。

橙色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。茶褐色土ブロック、雲
母を少量含む。

やや
軟調

SK（58）-41 皿 10.4 1.8 6.3
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方ヘ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁端部の8割にスス
付着。

橙色 0.5㎜大の砂粒を若干含む。 良好

SK（58）-42 皿 9.3 1.7 5.6
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。回転糸切り痕、方向不明。口縁部完存、
70％スス付着。

灰白色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（58）-35 皿 7.0 1.1 5.1
中央と周縁部の凹んだ底部から体部は内湾しつつ外上方へ
伸び口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、
2ケ所にスス付着。

浅黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（58）-36 皿 6.9 1.0 5.1
ほぼ水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁端部に3ケ所
スス付着。

橙色
0.5～2㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（58）-37 皿 6.4 0.9 5.0
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部3/4遺存するが
ススなし。

浅黄橙色
0.5～2㎜大の砂粒多く含
む。

良好

SK（58）-38

まま
ごと
用皿
？

（6.5） 1.4 3.4
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び一旦外反し
段を有する。口縁部は内湾しつつ外上方ヘ伸びる。

浅黄橙色
0.5㎜以下の砂粒若干、0.1
～0.25㎜大の明赤褐色土の
ブロック含む。

良好

SK（58）-43 不明 ー ー 3.6 水平な底部から体部は直立する。 淡黄色 3㎜大の砂粒も含むが緻密 良好

SK（58）-44
内耳
土器

ー ー ／
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外反する。外
面指頭圧痕、内面ハケ目のちナデ。A群。

外-黒色内-黄灰色
0.5㎜以下の砂粒を若干含
む。

良好

SK（58）-45
内耳
土器

27.5 ー ／
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外反する。外
面指頭圧痕、内面ナデ。A群。

外－黒褐色
内ー灰黄色

0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。

やや
軟調

SK（58）-46
内耳
土器

ー ー ／
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は短く外反する。外
面指頭圧痕、内面ハケ目のちナデ。C群。

外ーオリーブ黒内
ー灰白色

0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（58）-47
焼塩
壷身

6.1 10.0 6.0
体部は内湾しつつ上方へ立ち上がる。2類。内面に布目痕。
「御壷塩師堺湊伊織」の刻印。胴部最大径7.7。

橙色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。茶褐色土ブロック土、
雲母含む。

良好

SK（58）-48
焼塩
壷身

（6.7） 10.4 （5.7）
体部は内湾しつつ上方へ立ち上がる。2類。内面に布目痕。
「御壷塩師堺湊伊織」の刻印。胴部最大径8.1。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。茶褐色土ブロック、雲
母含む。

軟調

SK（58）-49
焼塩
壷身

ー 4.1 （3.7） 体部は内湾しつつ外上方へ伸びる。1類。 橙色
0.5～5㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（58）-50
焼塩
壷蓋

8.0 1.9 7.8 断面凹型を呈する。内面には布目圧痕あり。 にぶい橙色
0.5～2㎜大の砂粒を大量に
含む。茶褐色土ブロック土
含む。

軟調

SK（58）-51 土鈴 ／ ／ ／
長さ7.5、厚さ0.25～0.7。中空の半球を接合したのち一部
をつまみ出し把手とし穿孔する。

浅黄橙色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（61）-1 皿 11.6 1.9 6.4
内面中央が凹んだ底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／
2遺存スス1ケ所付着。底部にタール付着。

黒褐色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

軟調
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SK（74）-1
内耳
土器

ー ー /
口縁部は強く外反し端部は肥厚、下垂する。しっかりと穿
孔される。A群。

黒灰色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（78）-5 皿1 11.4 2.3 6.7
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部80％遺存、全
体にスス付着。

浅黄色 0.5～2㎜大の砂粒を含む。
やや
軟調

SK（78）-6 皿2 11.7 2.7 5.6
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部90％遺存40％
にスス付着。

浅黄色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。
やや
軟調

SK（78）-7
内耳
土器

ー ー ー
体部は内湾しつつ外上方に伸び口縁部は強く外反する。内
面ハケ目、外面指頭圧痕。A群。

灰黄褐色
0.5㎜大の砂粒を少量含む。
茶褐色土ブロック含む。

良好

SK（84）-15 皿 （12.8） 4.3 （6.1）
中央と周縁部の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸
び口縁部は外湾する。ろくろ成形。静止糸切り底。口縁部
1／ 3遺存スス1ケ所付着。

浅黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。茶褐色土ブロック、雲
母含む。

良好

SK（85）-25 皿 （9.4） 1.7 5.2
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。回転糸切り底のち板目、方向不明。口縁
部1／ 3遺存スス1ケ所付着。

黄灰色
0.5～4㎜大の砂粒を少量含
む。

やや
軟調

SK（85）-26 皿 （11.8） 2.2 （7.8）
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部はや
や外湾する。ろくろ成形。回転糸切り底のち板目、方向不
明。口縁部1／ 3遺存3ケ所スス付着。

浅黄橙色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（87）-1 カメ 33.8 - -
体部から口縁部は内湾しつつ立ち上がり口縁端部は肥厚す
る。把手と思われる粘土の貼付け1ケ所遺存。

浅黄橙色
0.5～3㎜大の砂粒を多く含
み、茶褐色ブロックも含む。

良好

SK（92）-1 皿 （10.2） 2.1 5.2
内面中央の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口
縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／ 3
遺存スス3ケ所付着。

にぶい橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。雲母含む。

良好

SK（92）-2 皿 ー ー ー
体部はやや内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至る。手づく
ね成形。外面指頭圧痕。全体に赤漆を塗りその上に金。口
縁部10％遺存ススなし。

灰白色
0.5㎜大以下の砂粒を少量
含む。

良好

SK（93）-7 皿 11.2 2.2 6.1
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、口縁部の80％
にスス付着。口縁部と内面の一部にタールが付着。

黒褐色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（93）-10 皿 （7.4） 1.4 5.9
底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至る。ろ
くろ成形。右回転糸切り痕。口縁部2／ 3遺存ススなし。

橙色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（93）-9 皿 （7.2） 1.3 5.4
凹凸のある底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部1／ 2遺存、
ススなし。

橙色 0.5㎜大以下の砂粒を含む。 良好

SK（93）-11 皿 （8.8） 1.5 （5.8）
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部1／ 3遺存、ス
スなし。

灰白色 0.5㎜大以下の砂粒を含む。
やや
軟調

SK（93）-8 皿 （6.6） 0.9 5.2
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部1／ 4遺存、ス
スなし。

浅黄橙色
0.5～2㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（93）-6
焼塩
壷身

ー ー 5.7
体部は直線的に外上方へ伸びる。底部はすぼまる。2類。「○
川麻玉」の刻印あり。

橙色
0.5㎜大の砂粒を多く含む。
茶褐色土ブロック、雲母含
む。

軟調

SK（94）-2
内耳
土器

ー ー ／
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外反する。外
面底部ハケ目のちナデ、体部下半は粘土のよれ、上半は指
頭圧痕。内面ナデ。内耳はしっかり穿孔する。A群。

灰色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（96）-6 皿 11.7 2.1 5.3
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。外面体部下半、底部ヘラ削り。上製かわ
らけ。口縁部40％遺存、80％スス付着。

黒色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（96）-7 皿 8.7 1.5 6.6
中央と周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部70
％遺存ススなし。

淡黄色
0.5～2㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（96）-8 皿 （8.7） 1.5 5.2
周縁の凹む底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部は
内湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／3遺存、
スス2ケ所付着。

橙色
0.5㎜大以下の砂粒を多く
含む。

やや
軟調

SK（96）-9 皿 （8.5） 1.7 4.9
周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び段を有
したのち口縁部も内湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。
口縁部40％遺存ススなし。

橙色～にぶい黄橙
色

0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

やや
軟調

SK（96）-5
内耳
土器

ー ー ー
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外湾する。外
面体部指頭圧痕、口縁部ナデ。内面ナデ。内耳はしっかり
穿孔する。A群。

黒色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（96）-10
焼塩
壷　
身

5.4 9.8 5.4
胴部最大径7.6。板作り。内面上部2／3に布目痕。3ピース。
四角枠に「大上々」の刻印。

橙色
0.5～3.5㎜大の砂粒を多く
含む。茶褐色土ブロック、
雲母含む。

良好

SK（105）－1 皿 13.0 2.6 7.6
水平な底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部はやや
内湾する。ろくろ成形。右回転糸切り痕。完形で口縁端部
の90％にスス付着。

外-灰白色
内-浅黄橙色

0.5㎜大の砂粒を若干含む 良好



─　258　─

SK（108）－1 羽釜 ー ー ー

体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部も内湾しつつ内傾す
る。外面底部ハケ目、体部指頭圧痕、外面口縁部及び内面
ナデ。把手は指ナデによる接合、凸帯は棒状工具による接
合。

灰～灰黄色 0.5～2㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（135）-1 皿 6.6 0.9 5.4
水平な底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁端部に13ケ所ス
ス付着。

にぶい橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（135）-3 皿 8.5 1.1 6.1
外面中央が凹んだ底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。全体に歪む。

浅黄橙色 0.5～2㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（135）-4 皿 9.2 1.6 5.7
外面中央が凹んだ底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部の一
部変形。

にぶい黄橙色
0.5㎜大以下の砂粒を若干
含む。

良好

SK（135）-6 皿 10.8 1.8 5.9
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び若干段を有
した後、口縁部も内湾しつつ外上方にのびる。ろくろ成形。
右回転糸切り痕。全面にスス付着。

灰色 0.5㎜大以下の砂粒を含む。 良好

SK（135）-5 皿 10.5 0.8 6.2
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び若干段を有
した後、口縁部も内湾しつつ外上方にのびる。ろくろ成形。
右回転糸切り痕。全面にスス付着。

灰白色
0.5㎜大以下の砂粒を若干
含む。

良好

SK（135）-7 皿 15.6 3.2 7.8
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕内外面底部にスス付着。

灰白色
0.5㎜大以下の砂粒を少量
含む。

良好

SK（135）-2 皿 8.5 1.6 5.8
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕.。口縁部4/5遺存ススなし。

橙色 0.5㎜大の砂粒を少量含む。 良好

SK（135）-8
内耳
土器

（29.4） ー ／
底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外半
する。内面ハケ目のちナデ、外面指頭圧痕。内耳はしっか
り穿孔する。A群。

黒色 0.5～3㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（135）-9
内耳
土器

（29.4）（7.9） ／
底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外反
する。内面ハケ目のちナデ、外面上半指頭圧痕、下半ハケ
目のちナデ。内耳は穿孔するが下部径が小。A群。

黒色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。
やや
軟調

SK（135）-10
内耳
土器

（31.5） 8.0 ／
底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外反
する。内面ハケ目のちナデ、外面上半指頭圧痕、底部叩き
痕。内耳は穿孔するが下部径が小。A群。

黄灰色
0.5～4㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（139）-1
焼塩
壷身

7.1 7.3 4.3 体部は直線的に外上方へ伸び、口縁部は平におさめる。2類。 橙色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。茶褐色土ブロック、雲
母を少量含む。

良好

SK（139）-2
焼塩
壷蓋

6.9 1.2 5.8 断面台形を呈する。内側に粘土を詰める。 橙色
0.5～4㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（147）-3 皿 16.3 3.5 7.6
ほぼ水平な底部から体部は段を有し内湾しつつ外上方へ伸
び口縁部は外湾する。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁
部90％遺存、ススなし。

黒灰色
0.5～2㎜大の砂粒を少量含
む。

やや
軟調

SK（147）-2 皿 9.2 1.7 5.6
中央と周縁の凹む底部から体部は外湾しつつ外上方へ伸び
口縁部は内湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部
80％遺存、ほぼ全体にスス付着。

にぶい黄橙色～黒
色

0.5㎜大の砂粒を少量、雲
母を含む。

良好

SK（147）-1 皿 8.8 1.6 5.5
中央と周縁の凹む底部から体部は直線的に外上方へ伸び口
縁部は内湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、80
％にスス付着。

灰黄色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。
やや
軟調

SK（148）-4 皿 9.5 1.5 5.5
周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。底部中央から螺旋状の指頭圧痕。ろくろ成形。右
回転糸切り底。口縁部80％遺存、70％スス付着。

黒色 0.5㎜大の砂粒を少量含む。 良好

SK（148）-3 皿 （8.4） 1.3 4.8
周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／ 3遺存
全体にスス付着

灰白色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（148）-2 皿 6.8 0.8 5.6
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部80％遺存、ス
スなし。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。雲母含む。

良好

SK（148）-5
内耳
土器

ー ー ー
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外反する。内
面体部中央ハケ目のちナデ、外面指頭圧痕。A群。穿孔は
先細りになる。

内ー灰黄色～灰色
外ー灰色～黒色

0.5㎜大の砂粒を少量含む。 良好

SK（150）-1 皿 6.8 1.1 4.8
周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、ススなし。

橙色
0.5～1.5㎜大の砂粒を少量
含む。茶褐色土ブロック含
む。

良好

SK（151）-1 香炉 ー 8.0 ー
体部は内湾しつつ立ち上がり口縁部に至る。口縁部は肥厚
し内面に突出する。端部は平らにおさめる。外面ミガキ痕。

灰白色 0.5～4㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（151）-2 皿 ー 2.4 ー
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。糸切り痕回転方向不明。口縁部1/10遺存
スス付着。

灰白色 0. 5㎜大の砂粒を若干含む 軟調

SK（152）-4 皿 6.9 0.9 5.9
周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ短く外上方へ伸び口
縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、1ケ所
スス付着。

灰黄色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。雲母含む。

良好

SK（152）-5
内耳
土器

ー ー ー
体部は直線的に外上方へ伸び口縁部は肥厚し強く外反、端
部は下垂する。内面ハケ目、外面指頭圧痕。A群。やや先
細りに穿孔する。

黒色
0.5～2㎜大の砂粒を少量含
む。

良好
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SK（165）-6 皿 9.1 1.5 5.5
ほぼ水平な底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部は
やや内湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部3／
4遺存全面にスス付着。

淡黄色 0.5～2㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（165）-7
焼塩
壷身

（5.7） 8.2 （5.6）
体部は直線的に外上方へ伸び、口縁部は断面三角形になる。
2類。内面の下1／ 4ほどに段を有しそれより上には布目
圧痕あり。

橙色
0.5～2㎜大の砂粒、雲母、
茶褐色ブロックを含む。

良好

SK（180）（181）
-1

皿 9.3 1.8 4.9
ほぼ水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。底部内面中央から螺旋状に指頭圧痕。ろくろ成形。
右回転糸切り痕。完形、ススなし。

灰白色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（190） -1 皿 7.6 1.5 4.9
中央と周縁の凹む底部から体部は直線的に外上方へ伸び口
縁部は内湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、ス
スなし。

灰白色 0.5㎜大の砂粒を若干含む。 良好

SK（190） -2 皿 7.5 1.5 5.0
中央と周縁の凹む底部から体部は直線的に外上方へ伸び口
縁部は内湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、ス
スなし。1と同形、同産地。

灰白色 0.5㎜大の砂粒を若干含む。 良好

SK（198）-3
内耳
土器

（28.2） ー ー
体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は強く外反する。内
面ハケ目のちナデ、外面指頭圧痕。

外ー黒色内ー、灰
白から灰黄色

0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（198） -4 皿 6.7 1.1 4.5
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部90％遺存スス
なし。

灰白色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（198） -5
焼塩
壷蓋

直径
8.2

厚さ
1.2

深さ
0.9

断面凹型を呈する。体部は外へ開く。円盤状の胎土にガー
ゼ状布を当て型押しにより凹ませる。

橙色
0.5㎜大以下の砂粒、雲母、
茶褐色ブロック含む。

良好

SK（203）-3 皿 7.3 1.1 6.0
底部は中央と周縁部が凹む。体部は外上方へ直線的に伸び
口縁部に至る。ろくろ成形。左回転糸切り底。口縁部は
5/6遺存し、3ケ所にスス付着。

にぶい黄橙色
0.5㎜大以下の砂粒を少量
含む。雲母、茶褐色ブロッ
ク含む。

良好

SK（214）-7
焼塩
壷身

5.2 5.9 5.4

水平な底部から体部は外上方へ直線的に伸び口縁部に至
る。板づくりした体部を底部の周囲に回して接着する。内
面に粗い布目痕。角を落とした長方形の枠内に「大極上吉
改」の刻印。胴部最大径7.2㎝。

浅黄橙色
精緻。雲母、茶褐色ブロッ
ク多く含む。

良好

SK（214）-8
焼塩
壷蓋

直径
8.3

厚さ
2.3

深さ
1.0

断面凹型を呈する。円盤状の胎土にガーゼ状布を当て型押
しにより凹ませる。

浅黄橙色
1～3㎜大の砂粒、雲母を
含む。

良好

SK（214）-9 皿 11.8 2.0 6.6
水平な底部から体部は外湾しつつ外上方へ伸び口縁部は内
湾しつつ外上方へ伸びる。

灰白色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（214）-10
内耳
土器

ー ー ／
体部は内湾しつつ外上方へ伸び、口縁部は強く外反する。
内面ハケ目のちナデ、外面指頭圧痕。A群。穿孔は先細り
する。

外ム黒色内ム灰色 0.5㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（214）-11 羽釜 14.9 ー ／

体部は内湾しつつ内上方へ伸び段をもって口縁部に至り口
縁部は直線的である。内面の体部上方には指頭による強い
ナデ、下方はナデ、口縁部はハケ目のちナデ。外面口縁部
はナデ、体部は摩滅著しく不明。外耳1ケ所遺存。

内ー黄灰色、外ー
にぶい黄橙色

0.5～3㎜大の砂粒を大量に
含む。

軟調

SK（215） -5
焼塩
壷身

5.8 6.4 4.4
水平な底部から体部は外上方へ直線的に伸び口縁部に至
る。板づくり成形。内面に粗い布目痕と紐痕、外面体部下
半に指頭圧痕。

橙色
0.5～4㎜大の砂粒を含む。
雲母、茶褐色ブロック含む。

良好

SK（219）-1 皿 6.8 1.3 4.8
中央と周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部60
％遺存、3ケ所にスス付着。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒、雲母を
含む。

良好

SK（252）-6
ひょ
うそ
く

7.3 1.0 5.4
水平な底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部に至
る。内面に芯押えを持つ。型成形。底部外面に「下久」の刻
印。表面にキラコ。

橙色
1㎜大の砂粒、明赤褐色土
のブロック多く含む。

やや
軟調

SK（284）-7 皿 9.9 1.7 5.4
中央と周縁の大きく凹む底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁
部80％遺存、20％スス付着。

明黄褐色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（292）-1 皿 10.3 2.1 6.0

水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。内面底部指頭によるナデ。ろくろ成形。右回転糸切り
底のち中央ナデ。完形ススなし。2が下になって重ねて伏
せられていた。

にぶい橙色 0.5㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（292）-2 皿 10.2 2.0 6.5
内湾気味の底部から体部はやや内湾しつつ外上方へ伸び口
縁部に至る。内面底部指頭によるナデ。ろくろ成形。方向
不明の糸切り底のち中央ナデ。完形、ススなし。

淡黄色 0.5㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（292）-3 皿 10.4 2.3 6.1

凹凸のある底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部に
至る。内面底部指頭によるナデ。ろくろ成形。右回転糸切
り底。中央部ヘラ切りか。完形、口縁部10％、内面体部
の一部スス付着。

灰白～浅黄橙色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（287）-11 皿 6.2 1.2 3.9
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部4／ 5遺存、ス
ス1ケ所付着

浅黄色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（287）-12 皿 6.1 1.5 3.9
水平で厚手の底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁
部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部4／5遺存、
ススなし。

にぶい橙色 0.5㎜大の砂粒を含む。 良好
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SK（287）-13 皿 6.2 1.5 4.1
水平で厚手の底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁
部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。完形、スス4ケ
所付着。

にぶい橙色 0.5～2㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（287）-14 皿 6.1 1.2 4.6
中央と周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。完形。3ケ
所にスス付着。

にぶい橙色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（287）-15 皿 （7.0） 1.4 4.3
水平で厚手の底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁
部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部1／2遺存、
ススなし。

内ーにぶい橙色　
外－にぶい褐色

0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（287）-16 皿 7.0 1.4 4.3
水平で厚手の底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁
部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部2／3遺存、
スス2ケ所付着。

にぶい黄橙色
0.5㎜大の砂粒を多く含む。
茶褐色土ブロックを含む。

良好

SK（287）-17 皿 6.9 1.1 5.1
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部90％遺存、ス
ス2ケ所付着。

橙色
0.5～4㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（287）-18 皿 11.0 1.8 7.3
水平な底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部2／ 3遺存、す
べてスス付着。

灰白色～淡黄色
0.5～3㎜大の砂粒を多く含
む。

やや
軟調

SK（287）-19 皿 （9.3） （1.8） 6.2
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り痕。口縁部1/3遺存、スス
なし。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。茶褐色土ブロックを含
む。

良好

SK（287）-20
内耳
土器

27.8 ー ／
底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び、口縁部は強く外
反する。内面ハケ目のちナデ、外面底部ハケ目、体部指頭
圧痕。A群。しっかり穿孔する。

暗灰色 0.5～2㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（291）-8
内耳
土器

ー ー ／
体部は内湾しつつ外上方へ伸び、口縁部は強く外反する。
内面ナデ、外面不明。A群。大きくしっかり穿孔する。

黒色 0.5㎜大の砂粒を含む。 良好

SK（291）-15 皿 10.5 1.7 5.4
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、内外面全体がタ
ール吸着により黒変。

灰白色 0.5㎜大の砂粒を含む。
やや
軟調

SK（291）-12 皿 9.7 1.8 5.1
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。回転糸切り底、摩滅により方向不明。口
縁部60％遺存スス4ケ所付着。

外-にぶい黄橙色
内-浅黄橙色

0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（291）-11 皿 （9.3） 1.9 5.7
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部40％遺存スス
なし。

橙色
0.5～2㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

SK（291）-14 皿 （10.0） 1.7 5.8
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部30％遺存すべ
てスス付着。

橙色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。
やや
軟調

SK（291）-9 皿 （6.9） 1.1 （4.4）
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／ 3遺存スス
なし。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

SK（291）-13 皿 （9.8） 1.8 5.0
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部17％遺存スス
なし。

浅黄橙色
0.5～3㎜大の砂粒を多く含
む。茶褐色土ブロック含む。

良好

SK（291）-10 皿 9.4 1.4 （6.3）
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。回転糸切り底のち板目、方向不明。口縁
部60％遺存スス1ケ所付着。

灰白色 0.5～1㎜大の砂粒を含む。 良好

SV（5）-1 皿 11.7 2.1 6.7
ほぼ水平な底部から体部は外湾しつつ外上方へ伸び口縁部
は内湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、スス1
ケ所付着。外底面と体部の境の一部に指頭圧痕。

灰白色
0.5～1.5㎜大の砂粒を多く
含む。雲母少量含む。

良好

SV（5）-2 皿 （11.5） 1.9 （6.6）
ほぼ水平な底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部は
内湾する。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部40％遺存、
ススなし。外底面と体部の境の一部に指頭圧痕。

灰黄色
0.5～1㎜大の砂粒を含む。
雲母を含む。

良好

SV（8）-12 皿 12.2 2.6 6.0
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は外
反する。ろくろ成形。右回転糸切りのち板目痕。口縁部
40％遺存ススなし。

白色 0.5㎜大の砂粒を少量含む。 良好

SV（8）-10 皿 （10.2） 2.0 （6.0）
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は直
線的に伸びる。ろくろ成形。右回転糸切りのち板目痕。口
縁部1／ 3遺存、70％にスス付着。

灰白色 0.5～2㎜大の砂粒を含む。 軟調

SV（8）-9 皿 7.3 1.2 5.4
中央の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部
に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部80％遺存、
2ケ所にスス付着。

にぶい黄橙色
精緻、雲母及び茶褐色土ブ
ロック含む。

良好

SV（8）-8 皿 6.0 2.0 4.5
中央と周縁の凹む底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部に至る。ろくろ成形。右回転糸切り底。完形、スス
2ケ所付着。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒、雲母を
含む。

良好

SV（8）-11 皿 10.2 2.1 5.4
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。口縁部1／ 3遺存、1
／ 2スス付着

灰白色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

やや
軟調

SV（9）-1
焼塩
壷身

ー ー 5.7 体部は直立する。1類。 淡赤橙～橙色
0.5～5㎜大の砂粒を多く含
む。

良好
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P51-1 皿 9.9 1.9 6.3
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至
る。ろくろ成形。右回転糸切り底。ほぼ完形、ススなし。

浅黄橙色 0.5～4㎜大の砂粒を含む。 良好

遺構外-20
A-5 ⅠーⅢ

内耳
土器

ー ー ー

体部は内湾しつつ外上方へ伸び口縁部に至る。口縁端部は
工具でなで、L字型にする。内面ハケ目、外面底部ハケ目、
体部指頭圧痕。外面体部及び内面底部にスス付着。内耳部
の形状はC群でやや先細りに穿孔する。

灰白色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。

良好

遺構外-18     
D-2SK53F

焼塩
壷身

7.1 7.6 4,1
体部は直線的に外上方へ伸び、口縁部は平におさめる。2類。
底部外面周縁に工具による刻み痕。

橙色
0.5～4㎜大の砂粒を多く含
む。茶褐色土ブロック、雲
母含む。

良好

遺構外-15     
D-3 土坑群
あぜ上層

焼塩
壷蓋

7.8 1.6 7.2 断面凹型を呈する。体部はすぼまる。 橙色
0.5～1㎜大の砂粒を多く含
む。茶褐色土ブロックを含
む。

やや
軟調

遺構外-17      
E-5 ⅡーⅢ

焼塩
壷身

ー ー ー
体部は内湾しつつ直立する。口縁部は断面三角形になる。
板作り成形。「御壷塩師堺湊伊織」の刻印あり。

橙色
0.5～1.5㎜大の砂粒を多く
含む。茶褐色土ブロック含
む。

良好

遺構外-16     
E-5 ⅡーⅢ

焼塩
壷蓋

7.2 1.8 7.4
断面凹型を呈する。体部は外へ開く。内面には布目圧痕あ
り。「鷺坂」の刻印あり。

橙色
0.5㎜大の砂粒を少量含む。
茶褐色土ブロック、雲母含
む。

良好

遺構外-14     
G-2 ⅥーⅦ

皿 （9.8） 2.0 4.5
水平な底部から体部は直線的に外上方へ伸び口縁部に至
る。手づくね。外面体部から底部に指頭圧痕あり。口縁部
1／ 3遺存ススなし。

浅黄橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

遺構外-19     
G-2,3 ⅢーⅣ

焼塩
壷身

6.3 8.9 2.7
体部は下部1／ 3はすぼまり、それ以上は直立する。板作
り成形。口縁部は断面台形になる。「サカイ泉州磨生」の刻
印あり。

橙色
0.5～1㎜大の砂粒を少量含
む。

良好

土人形観察表

出土地点 高さ 幅 厚さ 種類 特徴 色調
SK41-31 3.1 7.2 2.6 鳩笛 合わせ口成形。中空。無釉。 白色
SK53DE-34 4.5 2.8 1.8 恵比寿 軟質施釉陶器。合わせ口成形。中実。黄緑釉。 白色
SK53DE-35 ー ー 1.9 馬 合わせ口成形。中実。無釉。底部に小さい穴。 にぶい黄橙色
SK53DE-36 ー ー 2.7 鳥 合わせ口成形。中実。無釉。底部に先細りの穿孔あり。 橙色
SK53DE-37 ー 3.9 2.6 西行 合わせ口成形。中実。無釉。底部に先細りの穿孔あり。 にぶい黄橙色
SK53DE-38 ー 3.5 2.8 不明 合わせ口成形。中実。無釉。底部に先細りの穿孔あり。キラコ。 にぶい橙色
SK53DE-39 ー 3.2 2.4 虚無僧 合わせ口成形。中実。無釉。底部に先細りの穿孔あり。 にぶい橙色
SK95-4 5.2 3.2 2.2 大黒天 合わせ口成形。中実。無釉。底面閉口。キラコ。 浅黄橙色
SK（54）-10 ー 3.7 1.9 天神 軟質施釉陶器。合わせ口成形。中実。柿釉。 浅黄橙色
SK（58）-33 ー 2.7 1.7 大黒か 軟質施釉陶器。合わせ口成形。中実。柿釉。 橙色
SK（58）-34 2.6 3.4 1.6 鶏 軟質施釉陶器。合わせ口成形。中実。黄緑釉。 浅黄橙色
SK（135）-11 5.3 2.6 2.1 不明 手びねり。中実。底面閉口。無釉。 灰白色
SK（135）-12 ー 3.1 2.9 不明 手びねり。中実。底面閉口。無釉。 灰白色
SK（148）-6 ー 4.3 3.4 猿に俵 手びねり。中実。底面閉口。無釉。 灰白色

SK（153）-1
現存長
7.0

6.3
高さ
3.5

親子亀 合わせ口成形。中実。無釉。底面に先細りの穿孔あり。キラコ。 にぶい黄橙色

土製品観察表

最大径 現存長 穴最大径 特徴
SK138 北東北西-1 9.3 12.8 2.3 羽口、赤褐色、0.5～5㎜大の砂粒を大量に含む。

軒丸瓦ほか観察表 単位は㎝、（　　）は復元値、ーは不明、／は該当部位なし

出土地点

瓦当

全長 丸瓦厚
湾曲比
％

特徴
直径

紋様区
径

内区 外区内縁 外区外縁
瓦当厚

径 巴巻 幅
珠紋

幅 高さ
数（個） 径 高

SK5-3 17.3 11.5 ／ ／ ／ ／ ／ ／ 3.0 0.4 2.3 ー ー ー 釘抜き紋
SK21-24 （13.5） 8.3 ／ ／ ／ （14） 1.1 0.2 2.6 0.5 2.4 ー ー ー 松皮菱紋1類
SK36-13 13.0 7.7 4.3 右 1.7 12 1.0 0.2 2.7 0.6 1.6 ー 1.5 ー 三つ巴紋
SK41-32 14.6 10.3 6.3 右 2.0 12 1.2 0.6 2.2 0.8 1.7 ー 1.8 40.6 三つ巴紋
SK41-33 14.4 9.2 5.6 右 1.8 （16） 1.1 0.5 2.6 0.7 1.9 ー 1.9 ー 三つ巴紋、コビキB、粗い布目痕
SK41-34 （15.2） （9.6） （5.8） 右 1.7 （18） 0.7 0.3 2.5 0.7 2.0 ー 1.8 ー 三つ巴紋、「作与」の刻印
SK41-35 （15.0） （9.0） 4.6 左 （2.2）（12） 1.1 0.2 3.0 0.45 1.7 ー 1.8 44.0 三つ巴紋、コビキB、ガーゼ状圧痕
SK41-36 14.9 9.5 5.5 左 2.0 12 1.2 0.25 2.7 0.6 2.1 ー 1.6 48.6 コビキB・粗い布目痕・三巴紋
SK44-1 ー ー ー 左 0.7 ー 0.4 0.1 ー 0.4 ー ー 2.2 ー 三つ巴紋、コビキA
SK50-1 14.0 8.6 ／ ／ ／ 14 1.0 0.25 2.7 0.4 2.8 ー 2.2 ー 松皮菱紋、金箔瓦
SK53C-6 （17.2） 11.1 ／ ／ ／ ／ ／ ／ 3.0 0.7 2.3 ー 2.0 36.3 釘抜き紋、鳥衾

SK62-2 （14.4） 10.4 5.8 左 2.3 12 1.3 0.3 2.0 0.35 1.7 ー 1.9 45.4 
コビキB、ガーゼ状圧痕、粗い布目
痕。瓦当裏面移行部強いヨコナデ、
瓦当周縁面取り、三つ巴紋

SK93-17 14.5 9.4 4.6 右 2.1 16 0.8 0.1 2.3 0.6 1.6 ー 1.7 ー
使用部位不明瓦、下部に線彫りに
よる紋様あり
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SK94-12 13.5 8.4 ／ ／ ／ ／ ／ ／ 2.6 0.4 2.7 ー 2.4 45.6 松皮菱紋1類
SK102-7 （15.0） （9.0） （5.2） 右 2.2 （17） 1.0 0.3 2.7 0.8 2.1 ー ー ー 外区外縁に「○一」の刻印
SK102-8 14.4 9.0 5.8 右 1.6 12 1.0 0.2 2.7 0.55 2.1 ー 1.4 ー 三つ巴紋

SK102-9 16.0 9.8 ／ ／ ／ ／ ／
紋様高
0.65

3.1 1.3 2.6 ー 2.5 46.4 
五三桐紋、コビキA、瓦当裏面移行
部強いヨコナデ、瓦当凹面離れ砂

SK102-10 15.4 10.0 6.4 左 1.8 （15） 1.1 0.35 2.7 0.6 2.3 ー ー ー 三つ巴紋

SK102-11 15.3 10.3 6.5 左 6.5 15 1.0 0.35 2.5 0.6 1.9 ー 2.5 ー
三つ巴紋、コビキB、瓦当裏面移行
部強いヨコナデ、ガーゼ状圧痕

SK102-12 14.8 9.8 6.2 左 1.8 （15） 0.7 0.4 2.5 0.55 1.8 ー ー ー 三つ巴紋
SK110-21 14.5 9.9 5.7 左 2.1 12 1.3 0.5 2.3 0.8 2.0 27.6 1.7 ー コビキB、ガーゼ状圧痕、叩き痕
SK113-7 14.5 9.5 5.5 左 2.0 （12） 1.3 0.65 2.5 0.65 1.6 ー 1.7 42.6 コビキB、ガーゼ状圧痕、叩き痕
SK118-10 14.6 9.1 5.4 右 1.6 （16） 1.1 0.35 2.8 0.75 ー 26.8 1.8 ー コビキB、叩き痕、「作与」の刻印
土坑群D-3,
4-23

12.0 8.1 4.5 左 1.7 11 1.4 0.3 2.0 0.75 1.8 ー 1.7 43.9 三つ巴紋、粗い布目痕

SK138南西-3 （15.5） 9.6 6.5 左 1.7 （18） 1.0 0.2 3.0 0.6 2.3 ー ー ー 三つ巴紋
SK138南西-4 13.8 8.3 ／ ／ ／ 14 1.1 0.2 2.8 0.5 2.3 ー ー ー 松皮菱紋1類
SK138南西-5 ー ー ー 左 1.8 ー 0.4 0.15 2.9 0.5 ー ー ー ー 三つ巴紋
SK138南西-6 ー ー ー 左 1.0 ー 0.5 0.15 2.4 0.5 1.9 ー ー ー 三つ巴紋
SK138南西-7 （16.7） （10.5） 7.3 左 1.6 （16） 1.2 0.2 3.1 0.65 2.1 ー ー ー 三つ巴紋
SK138南西-8 （14.5） 10.1 7.0 左 1.6 （17） 1.0 0.25 2.2 0.6 2.4 ー ー ー 三つ巴紋
SK138南西-9 （14.4） 9.4 ／ ／ ／ （14） 1.0 0.3 2.5 1.6 2.5 ー ー ー 松皮菱紋1類
SK138南西-10 （15.0） 9.8 ／ ／ ／ （12） 1.0 0.15 2.6 0.8 2.0 ー ー ー 松皮菱紋2類
SK140-21 14.0 9.2 ／ ／ ／ 14 1.1 0.3 2.4 0.5 2.5 26.7 1.5 48.3 コビキB・吊り紐痕・松皮菱紋1類
SK141-1 15.4 10.4 6.4 左 2.0 （14） 1.1 0.35 2.5 0.6 1.1 28.2 2.3 55.8 コビキB、吊り紐痕、ガーゼ状圧痕
SK141-2 15.5 10.1 6.7 左 1.7 （15） 1.0 0.3 2.7 0.5 2.6 30.7 2.5 54.2 コビキB、粗い布目痕、吊り紐痕
SK155-1 ー ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 2.9 1.1 ー ー ー ー 亀甲橘紋
SK155-2 （16.0） 10.1 6.6 左 1.8 （14） 1.2 0.35 3.0 0.6 2.1 ー 2.3 51.1 三つ巴紋、コビキB、叩き痕
SK155-3 ー ー ／ ／ ／ ー 0.9 0.3 2.3 0.85 1.7 ー 2.0 39.1 松皮菱紋2類
SK155-4 13.2 8.2 ／ ／ ／ 14 1.0 0.25 2.5 0.5 2.6 ー 1.9 47.7 松皮菱紋1類、金箔瓦
SK155-5 14.0 8.7 ／ ／ ／ 14 1.1 0.3 2.7 0.4 2.5 ー 2.6 ー 松皮菱紋1類、金箔瓦
SK155-6 13.9 8.5 ／ ／ ／ 14 1.0 0.2 2.4 0.6 2.7 ー ー ー 松皮菱紋1類、金箔瓦

SK176-2 14.5 8.9 5.5 右 1.7 16 1.1 0.3 2.8 0.7 2.0 ー 1.7 41.1 
コビキB、粗い布目痕、叩き痕、ハ
ケ目痕、三巴紋、「作与」の刻印

SK180-6 13.9 9.0 ／ ／ ／ （14） 1.2 
紋様高
0.3

2.2 0.5 1.9 ー 2.4 52.1 
コビキA、吊り紐痕、ガーゼ状圧痕、
粗い布目痕、松皮菱紋1類

土坑群F-19 （13.6） 8.2 ／ ／ ／ 14 1.0 0.3 2.7 0.4 2.2 ー
1.9～
2.4

50.4 
ガーゼ状圧痕、瓦当裏面移行部強
いヨコナデ、松皮菱1類

SK（50）-4 （14.6） 9.2 5.8 左 1.7 12 0.9 0.25 2.7 0.55 1.6 ー ー ー 三つ巴紋
SK（50）-5 （14.2） 9.0 5.6 左 1.7 12 0.9 0.2 2.6 0.55 1.4 ー ー ー 三つ巴紋

SK（54）-16 13.4 8.7 ／ ／ ／ 14 1.1 0.3 2.4 0.5 2.5 ー 2.5 ー
コビキB、松皮菱紋1類、瓦当裏面
周縁面取り

SK（58）-52 14.1 8.5 4.9 左 1.8 13 1.1 0.35 2.8 0.65 1.8 ー 1.8 ー
巴紋の巻きが強い。瓦当裏面移行
部弱いヨコナデ、瓦当裏面周縁強
いナデ。コビキB、ガーゼ状圧痕

SK（58）-53 （14.2） ／ ／ ／ ／ （12） 0.9 0.3 2.5 0.85 2.5 ー 2.2 54.2 
松皮菱紋2類、コビキA、ガーゼ状
圧痕、瓦当裏面周縁、移行部ナデ、
瓦当が広角に接続

SK（58）-54 14.7 8.7 5.7 左 1.5 16 0.9 0.4 3.0 0.35 1.9 28.7 2.2 48.6 
三つ巴紋、瓦当裏面移行部と周縁
ナデ、コビキB、ガーゼ状圧痕、粗
い布目痕、ナデ

SK（78）-16 （21.3） 14.3 10.7 ／ 1.8 （16） 1.3 0.4 3.5 0.8 2.4 ー ー ー 王紋。C-3区埋土と接合

SK（97）-1 16.7 10.9 ／ ／ ／ ／ ／ ／ 2.8 1.1 2.5 ー 2.3 52.1 

亀甲橘紋、コビキB、吊り紐痕、瓦
当裏面移行部強いヨコナデ、瓦当
裏面周縁ナデ。瓦当裏面移行部が
たいへん厚い

SK（100）-1 （13.4） 8.6 6.4 左 1.1 10 0.9 0.2 2.4 0.45 1.9 ー ー ー
三巴紋、瓦当裏面移行部強いヨコ
ナデ、巴の尾部が隣の巴の体部に
接合する

SK（122）-1 14.5 10.1 ／ ／ ／ （12） 1.1 0.25 2.2 0.85 2.7 ー 1.9 49.2 コビキA・吊り紐痕・松皮菱紋2類
S K （ 2 0 2 ）
（215）（216）-2

（15.2） （10.6） （8.4） 左 2.1 （12） 1.3 0.3 2.3 0.7 （1.7） ー 1.5 46.7 
三つ巴紋、ガーゼ状圧痕、粗い布
目痕

SK（233） -1 15.1 9.8 6.9 左 1.5 17 1.0 0.15 2.7 0.6 2.7 ー 2.1 ー 三つ巴紋、コビキB
SK（233）-2 15.3 9.9 6.5 左 1.7 12 1.0 0.3 2.7 0.7 2.3 ー 2.7 48.2 三つ巴紋、コビキB、吊り紐痕

SK（233）-3 15.3 10.6 6.7 左 2.0 15 1.0 0.25 2.4 0.45 2.1 ー 2.6 51.3 
三つ巴紋、コビキB、ガーゼ状圧痕、
吊り紐痕

SK（233）-4 15.8 10.4 7.5 左 1.5 17 0.9 0.2 2.7 0.6 2.5 ー 2.4 ー 三つ巴紋、コビキB

SK（267）-1 15.0 10.4 6.7 左 1.9 （15） 1.1 0.3 2.3 0.35 ー ー 2.6 52.5 
瓦当裏面移行部強いヨコナデ、コ
ビキB、ガーゼ状圧痕

SK（291）-16 （15.4） 9.5 6.7 左 1.2 （17） 1.1 0.25 3.0 0.7 2.2 ー 2.5 ー 三つ巴紋
SK（291）-17 15.0 9.8 6.5 左 1.6 （18） 1.2 0.35 2.6 0.55 （1.6） ー 1.8 44.0 三つ巴紋、コビキA
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SK（291）-18 （15.6） 9.8 6.6 左 1.7 （17） 1.0 0.25 3.1 0.8 2.4 ー ー ー 三つ巴紋
SK（291）-19 17.4 11.1 7.4 左 1.7 17 0.8 0.2 3.2 0.6 2.4 ー 2.7 52.6 三つ巴紋、コビキB

SK（291）-20 （17.2） （11.5） ／ ／ ／ ／ ／
紋様高
0.55

2.8 0.65 2.4 ー ー ー 釘抜き紋

SK（291）-21 13.7 8.9 ／ ／ ／ （14） 1.1 0.2 2.4 0.5 2.3 ー 2.0 ー 松皮菱紋1類
SK（291）-22 15.8 10.3 7.1 左 1.5 17 0.8 0.2 2.7 0.75 2.9 ー 2.4 ー 三つ巴紋、コビキB

SK（291）-34 14.1 8.1 5.1 左 1.4 15 1.0 0.15

上縁
3.8
下縁
2.2

0.4 2.2 ー ー ー 鳥衾

SK（291）-35 ー 8.8 5.1 左 2.1 14 1.3 0.35
上縁
5.3

0.6 2.0 ー 1.7 ー 鳥衾

SK（291）-47 （16.0） （10.4） 7.2 左 1.6 （16） 0.8 0.15 2.8 0.6 2.4 ー ー ー 三つ巴紋
SK（291）-48 16.5 10.1 6.7 左 1.7 （13） 1.5 0.35 3.2 0.4 2.2 ー 1.9 ー 三つ巴紋、コビキB

SK（291）-49 14.4 9.0 ／ ／ ／ 14 1.0 0.2 2.7 0.55 1.9 ー 2.3 53.6 
松皮菱紋1類、コビキB、粗い布目
痕

SK（291）-50 （16.0） 10.6 7.4 左 1.6 （20） 1.1 0.2 2.7 0.45 2.0 ー ー ー 三つ巴紋
SK（291）-51 （15.7） 10.3 6.9 左 1.7 （17） 1.0 0.3 2.7 0.65 2.9 ー ー ー 三つ巴紋
SK（291）-52 （13.8） 9.2 5.8 左 1.7 （13） 1.1 0.3 2.3 0.7 2.0 ー ー ー 三つ巴紋

SV2-1 （14.7） ー ー 右 1.8 （17） 1.1 0.4 2.8 0.7 1.5 ー ー ー
コビキB、ガーゼ状圧痕、粗い布目
痕、「作与」の刻印

遺構外-6  D-4 （14.2） 10.2 ／ ／ ／ ／ ／
紋様高
0.7

2.0 0.9 2.7 ー ー ー 五三桐紋

遺構外-7  A-5 16.2 10.3 5.1 左 1.3 17 0.7 0.15 3.0 0.6 2.3 ー 2.6 57.9 三つ巴紋、「王」の刻印あり

遺構外-8  D-2 （13.5） 9.7 ／ ／ ／ ／ ／
紋様高
0.75

1.9 0.7 2.2 ー 2.3 ー 五三桐紋、コビキB、吊り紐痕

丸瓦ほか観察表

出土地点 全長 幅 厚さ 湾曲比（％） 特徴
SK41-37 26.5 13.3 1.8 44.4 コビキB、ガーゼ状圧痕、粗い布目痕
SK41-38 27.1 12.3 1.6 50.2 コビキB、ガーゼ状圧痕、粗い布目痕、ナデ痕
SK41-39 29.3 14.8 2.2 45.9 コビキA，吊り紐痕
SK41-40 29.1 15.2 3.0 49.3 コビキB、吊り紐痕
SK53DE-40 ー 9.1 1.5 46.2 叩き痕、小型
SK93-14 22.0 12.6 1.5 44.0 粗い布目痕、叩き痕顕著
土坑群D3D
4-25

22.4 12.3 1.4～2.7 38.2 ガーゼ状圧痕、粗い布目痕、叩き痕。

SK138南西-11 ー ー 2.2 ー コビキB、ガーゼ状圧痕、花状の刻印あり
SK138南西-12 ー ー 2.5 ー コビキB、ガーゼ状圧痕、花状の刻印あり
SK140-22 8.1 9.8 2.1 ー 熨斗瓦
SK155-7 28.0 15.2 2.8 （44.1） コビキB，ガーゼ状圧痕、吊り紐痕
SK155-8 27.5 15.0 2.7 （45.6） 吊り紐痕
SK155-14 13.1 15.4 2.5 42.9 熨斗瓦、コビキB
SK（98）-2 21.5 13.2 1.5～2.2 38.3 コビキB、ガーゼ状圧痕、タタキ痕
SK（233）-5 26.5 13.3 2.2 47.0 コビキA，ガーゼ状圧痕、吊り紐痕
SK（233）-6 ー 12.8 1.8～2.0 45.9 コビキA，ガーゼ状圧痕、吊り紐痕
SK（233）-7 ー 12.3 1.9 47.6 コビキA，ガーゼ状圧痕、吊り紐痕
SK（233）-8 ー 14.5 2.4 49.0 コビキB，ガーゼ状圧痕、叩き痕、吊り紐痕
SK（233）-9 ー 16.0 2.4 47.4 コビキA，ガーゼ状圧痕、吊り紐痕
SK（291）-53 ー 16.4 2.5 50.0 コビキB，吊り紐痕、花状の刻印
SK（291）-54 28.8 14.2 2.6 46.1 コビキB、粗い布目痕、吊り紐痕

軒平瓦観察表

出土地点
瓦当

全長 顎部厚 平瓦厚 特徴上弧幅 下弧幅 上下幅 紋様区 周縁幅
脇区左 脇区右 周縁高

左右幅 上下幅 上部 下部

SK7-1 ー ー 3.7 ー 2.0 0.9 0.8 ー 6.0 0.45 ー 1.1 1.8
瓦当上縁面取り、瓦当裏面と移行部弱いヨコナ
デ、井桁紋に上巻き、下巻きの唐草2転、SK（10）
-3と同紋

SK21-25 ー ー 3.5 ー 1.5 1.5 0.6 4.1 ー 0.3 ー ー 1.4 上向きの三葉紋、瓦当上縁面取り
SK21-26 ー ー 3.6 ー 2.0 1.3 0.5 2.0 ー 0.4 ー ー ー 不明紋様
SK21-27 ー ー ー ー ー ー 0.5 ー 3.5 0.4 ー 1.2 ー 本丸Ⅴ類
SK21-28 ー ー ー ー 1.4 ー 0.5 ー ー 0.3 ー 1.2 ー 五弁の半菊紋
SK36-14 22.6 20.7 5.4 18.2 2.8 1.4 1.1 1.5 2.5 0.5 ー 2.1 2.4 桐紋、瓦当上縁中央幅広の面取り

SK36-15 22.3 22.6 5.1 18.0 2.6 1.3 1.2 3.5 1.8 0.45 ー 2.3 1.4
桐紋、瓦当上縁面取りせず、瓦当裏面移行部弱
いヨコナデ

SK41-41 22.3 22.6 3.3 13.8 1.7 1.0 0.6 5.7 （4.2） 0.4 ー 1.7 1.5
瓦当裏面移行部ヨコナデ、瓦当上縁面取り、三
つ巴紋に唐草2転の岡山式

SK41-42 ー ー 3.7 ー 1.9 1.1 0.7 ー 4.8 0.35 ー 1.4 1.5 瓦当裏面移行部強いヨコナデ、半菊紋
SK41-43 ー ー 3.8 ー 1.8 1.2 0.8 4.3 ー 0.5 ー 1.8 1.5 瓦当裏面移行部溝状、瓦当上縁面取り、半菊紋



─　264　─

SK41-44 ー ー 4.1 ー 2.0 1.4 0.7 ー 3.7 0.4 ー （1.6） 1.4
瓦当裏面移行部溝状・半菊紋・SK41-43と同笵
か

SK41-45 ー ー 4.6 13.4 2.0 1.7 0.9 ー 6.0 0.8 ー （1.3） 1.5 上向きの三葉紋、「○仁」の刻印
SK41-46 ー ー （4.1） ー 1.6 1.8 （0.7） ー ー 0.45 ー ー 1.4 「松七」の刻印
SK41-47 ー ー 4.6 ー 2.0 1.6 1.0 7.6 ー 0.6 ー ー 1.7 「三友」の刻印
SK41-48 ー ー （4.3） ー 1.8 1.8 （0.7） ー 4.9 0.6 ー ー 1.7 「鍵和」の刻印、菊間1類
SK41-49 ー ー 4.5 ー 2.1 1.6 0.8 ー 6.7 0.6 ー 1.9 1.6 「三友」の刻印、菊間1類

SK52-1 ー ー （4.7） ー 2.7 1.0 （1.0） ー 3.5 0.3 ー 2.6 2.1
瓦当上縁面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、
菱形花弁四枚に下巻き、上巻きの唐草二転
SK62-3と同紋、同笵か微妙

SK53C-4  ー ー 3.7 10.5 1.3 1.5 0.9 3.9 ー 0.5 ー 1.2 1.4 半菊紋、長い唐草紋
SK53C-5 ー ー （4.5） ー 2.4 1.2 （0.9） 5.8 ー 0.3 ー ー ー 上向きの三葉紋
SK53DE-41 ー ー 4.5 ー 1.7 1.9 0.9 ー ー 0.65 ー 1.5 1.8 菊間1類の変形
SK53DE-42 ー ー （4.3） ー 2.3 1.2 （0.8） ー ー 0.25 ー ー 2.0 上向きの三葉紋
SK53DE-43 ー ー ー ー 1.7 1.6 ー ー ー 0.6 ー ー 1.4 菊間1類の変形、「 」の刻印

SK53DE-44 25.1 ー （4.3） 17.3 2.7 （0.9） （0.7） 4.4 4.3 0.5 ー ー 1.8
紋様を二重線で表す、瓦当裏面移行部ナデによ
るきれいなカーブ

SK53DE-45 ー ー （5.2） ー 3.4 1.8 （1.0） ー （5.9） 0.8 ー 2.1 2.8 釘抜き紋、瓦当上縁面取り
SK53DE-46 ー ー 3.5 ー 1.8 1.2 0.6 ー ー 0.25 ー 1.2 1.4 花卉紋か。菊間3類に類似
SK53DE-47 ー ー 3.9 ー 1.9 1.0 1.0 ー ー 0.3 ー 2.2 1.6 宝珠紋3類

SK56-1 ー 21.1 4.5 13.7 2.0 1.6 0.9 4.6 ー 0.65 ー 1.5 1.9
菊間1類・瓦当裏面移行部溝状・不明刻印凸印、
桟瓦

SK62-1 ー ー 3.9 ー 1.9 （1.1） （0.9） ー ー 0.3 ー 3.0 2.0
瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部強
いヨコナデ、宝珠紋3類、下巻き・上巻きの唐草
2転

SK62-3 （26.3） 25.8 （5.5） 19.2 2.9 1.6 （1.0） 4.2 3.8 0.5 ー 1.9 1.8
瓦当上縁面取り、瓦当裏面と移行部弱いヨコナ
デ、菱形花弁四枚に下巻き、上巻きの唐草二転。

SK65-3 ー ー 4.1 ー 1.9 1.5 0.7 ー 5.4 0.65 ー 1.2 1.6 
瓦当上縁面取り、瓦当裏面移行部強いヨコナデ。
半円の三方に達磨状、雲状の花弁を配する中心
飾りに上巻き唐草と曲線状の子葉、本丸5類

SK65-4 ー ー （4.5） ー 2.5 1.3 （0.7） ー 5.9 0.55 ー 2.4 2.0 
瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面から移行
部ヨコナデ。上向きの三葉に下巻き、上巻きの
唐草2転

SK67-1 ー ー 3.9 ー 2.1 0.9 0.9 ー ー 0.6 ー 2.4 ー
瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部弱
いヨコナデ、宝珠紋2類

SK87-1 ー ー 3.3 ー 2.0 0.9 0.4 3.2 ー 0.5 ー 1.6 1.9 
瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、下向き三葉に上
巻き、下巻きの唐草二転

SK93-15 ー 20.0 （3.1） 11.2 1.2 （1.3） 0.6 5.0 4.0 0.15 ー 1.1 1.3 半菊紋、菊間2類
SK93-16 ー ー 3.2 ー 1.4 1.5 0.3 3.5 ー 0.4 ー 1.4 1.6 半菊紋、菊間2類

SK94-13 ー ー （3.9） ー 2.2 0.9 （0.8） ー 6.3 0.2 ー 1.2 2.0 
瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、瓦当紋様は三葉
の両脇が長く伸び、外の唐草も三葉の下から長
く伸びる

SK94-14 ー ー 3.2 ー 2.2 0.6 0.4 ー 4.8 0.2 ー 1.9 1.6 上向きの三葉紋、瓦当上縁面取り
SK94-15 ー ー （4.8） ー 2.0 1.8 （1.0） ー 2.0 0.4 ー ー 1.7 三つ巴紋
SK94-16 ー ー 2.9 ー 1.3 1.3 0.3 2.0 ー 0.25 ー 1.1 1.3 半菊紋、瓦当裏面移行部溝状

SK102-13 ー ー 4.2 ー 2.7 0.8 0.7 ー 4.9 0.35 ー 1.2 1.9 
瓦当裏面移行部粘土貼付けナデる。不明中心飾
りに上巻き唐草、波状子葉、いずれも周縁が盛
り上がる

SK102-14 （22.4） ー （3.9） 16.9 1.7 1.4 （0.8） ー 3.1 0.1 ー 2.0 2.2 
瓦当裏面移行部やや強いヨコナデ、瓦当上縁中
央幅広の面取り、菊紋？花弁7個

SK102-15 ー ー 4.1 ー 2.2 1.1 0.8 ー 4.2 0.5 ー 2.6 1.9 
瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、瓦当上縁中央幅
広の面取り、桐紋

SK102-16 ー ー （4.1） ー 2.7 （0.7） 0.7 4.6 ー 0.4 ー 1.4 1.9 
瓦当裏面移行部粘土貼り付け丁寧にナデる、13
と同紋

SK102-17 ー ー 3.6 ー 2.4 0.6 0.6 5.6 ー 0.3 ー 1.4 1.8 
瓦当裏面移行部粘土貼り付けやや強いヨコナデ、
瓦当上縁面取り、三葉中心飾りに2枚の長い子葉

SK102-18 24.7 （22.5） 4.5 17.5 2.1 1.6 0.8 4.2 3.8 0.35 ー 2.0 2.0 
瓦当裏面移行部工具による接続痕、弱いナデ、
瓦当上縁中央幅広の面取り、花弁8枚の菊紋、
SK（10）-1，-2と同笵

SK102-19 ー ー 4.0 ー 1.8 1.4 0.8 5.6 ー 0.4 ー 1.4 1.4 
瓦当裏面移行部工具による溝状の押え痕。半菊
紋に五弁、上巻き唐草に波状子葉

SK102-20 ー ー 3.8 ー 1.7 1.5 0.6 ー 4.7 0.5 ー 1.3 1.5 
瓦当上縁面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、
半菊紋に五弁、上巻き下巻き唐草2転に波状の子
葉

SK102-21 27.1 ー 4.5 14.6 2.2 1.5 0.8 6.4 6.9 0.6 ー 1.7 1.4 
瓦当裏面移行部強いヨコナデ、上向きの三葉の
中心飾りに下巻き、上巻き、下巻きの唐草3転。

SK110-22 22.4 18.8 3.1 11.2 1.3 1.2 0.6 4.3 3.8 0.65 ー 1.3 1.3 
桟瓦、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、瓦当上縁
面取り、不明中心飾り、下巻き唐草、波状子葉

土坑群D-3,
4-24

ー ー （4.3） ー 1.6 1.7 （1.0） ー 3.9 0.55 ー （1.6） 1.9 菊間1類、瓦当裏面移行部溝状、「和吉」の刻印
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SK138北東
北西-2

ー ー （3.7） ー 2.1 0.8 （0.8） 2.8 ー 0.3 ー 2.0 ー 桐紋、瓦当上縁面取り、漆遺存

SK138南西-13 ー ー （3.9） ー 2.1 0.9 （0.9） 2.5 ー 0.55 ー 2.0 1.9 
瓦当上縁幅広の面取り、瓦当裏面と移行部弱い
ヨコナデ、桐紋1類

SK138南西-14 ー ー 3.9 ー 2.0 1.0 0.9 ー ー 0.35 ー 2.3 1.6 桐紋
SK138南西-15 ー ー ー ー 2.6 1.1 ー ー ー 0.4 ー ー 1.9 桐紋
SK138南西-16 ー （21.8） 3.9 16.2 2.1 0.9 0.9 3.2 3.1 0.3 ー 2.9 ー 桐紋、金箔瓦
SK140-10 ー ー （4.5） ー 2.6 1.2 0.7 2.7 ー 0.45 ー ー 1.9 桐紋、金箔瓦
SK155-9 ー ー 4.3 ー 1.9 1.6 0.8 ー 3.4 0.45 ー 2.0 ー 花紋、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ
SK155-10 ー ー ー ー 2.1 1.0 ー 4.2 ー 0.35 ー ー 2.0 桐紋

SK155-11 23.5 （23.2） 4.0 16.2 2.3 0.9 0.8 5.0 3.6 0.35 ー ー 1.9 
宝珠紋1類、中央幅色の面取り、瓦当裏面移行部
弱いヨコナデ

SK155-12 ー ー 3.9 ー 2.0 0.8 1.1 3.3 ー 0.25 ー 2.5 2.0 桐紋、金箔瓦

SK176-3 ー ー （3.7） ー 3.7 1.4 0.8 4.1 ー 0.4 ー 0.7 1.6 
半菊紋、瓦当裏面移行部瓦当部に強いヨコナデ、
接続部は溝状

SK176-4 ー ー 3.2 ー 1.2 1.5 0.5 ー 4.8 0.4 ー 1.2 1.5 菊間1類か。瓦当裏面移行部溝状、弱いナデ

SK180-4 （21.4） 22.7 3.2 16.7 1.9 0.7 0.6 2.8 2.8 0.45 ー 1.8 1.7 
瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部弱
いヨコナデ、桐紋に上巻き、下巻きの唐草2転

SK180-5 ー ー 3.9 ー 2.4 0.8 0.7 （3.9） ー 0.4 ー 2.1 ー
瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部弱
いヨコナデ、桐紋に上巻き、下巻きの唐草2転

SK180-7 ー ー 3.8 ー 2.1 0.8 0.9 3.1 ー 0.4 ー 2.5 2.3 桐紋、金箔瓦
SK180-8 ー ー 4.3 ー 2.2 1.3 0.8 ー ー 0.4 ー 1.6 ー 瓦当上縁面取り、下向きの三葉に下巻きの唐草

SK222-1 ー ー 3.6 ー 1.4 1.3 0.9 ー ー 0.5 ー 1.1 ー
瓦当裏面移行部強いヨコナデ、半菊紋に2本の長
い子葉

SK（10）-1 24.9 （24.8） 4.8 （17.2） 2.0 1.9 0.9 4.7 3.8 0.4 ー 2.0 1.9 
瓦当上縁中央幅広の雑な面取り、瓦当裏面移行
部弱いヨコナデ・菊紋？花弁8個、平瓦下部に漆
喰付着

SK（10）-2 24.4 24.4 4.6 17.0 1.9 1.9 0.8 4.2 4.1 0.3 ー 2.4 1.9 
瓦当上縁中央幅広の雑な面取り、瓦当裏面移行
部弱いヨコナデ・菊紋？花弁8個

SK（10）-3 ー ー 3.9 14.6 2.2 0.8 0.9 ー ー 0.4 27.5 1.2 1.9 
瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、井桁紋に上巻き、
下巻きの唐草2転、SK7-1と同紋、同笵でない

SK（11）-1 ー ー （4.5） ー 2.2 1.4 （0.9） ー ー 0.5 ー （0.9） 2.0 
瓦当上縁面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、
上向き三葉に下巻き、上巻きの唐草二転

土坑群E-9 23.5 24.7 （4.0） 17.0 2.1 1.3 （0.6） 4.1 3.2 0.3 28.4 2.5 1.8 
瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部強
いヨコナデ、菊紋・花弁8枚、下巻き上巻きの唐
草2転

土坑群E-10 25.0 25.2 3.5 17.0 2.1 0.7 0.7 4.6 4.2 0.4 28.8 1.8 
2.0～
2.2

瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部弱
いヨコナデ、花弁8枚の菊紋？唐草下巻、上巻の
2転

土坑群E-11 24.8 25.2 3.8 17.0 2.0 1.1 0.7 4.2 4.0 0.5 29.1 1.9 
2.0～
2.3

瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部弱
いヨコナデ、花弁8枚の菊紋？、同笵か、瓦当左
下部が焼成前につぶれる

土坑群F-20 ー ー （3.8） ー 1.8 0.9 （1.1） 3.5 ー 0.2 ー 2.0 2.0 
瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部強
いヨコナデ、宝珠紋3類、上巻き下巻き唐草2転。

SK（34）-27 ー ー 4.0 16.8 2.0 1.1 0.9 2.7 ー 0.2 ー 2.2 2.3 宝珠紋3類
SK（36）-1 ー ー 3.6 ー 1.8 1.1 0.7 ー ー 0.4 ー 1.6 1.6 半菊紋、7弁
SK（42）-12 （18.9）（18.5） 3.9 11.6 3.9 1.3 1.1 4.0 3.5 0.55 ー 1.2 1.4 菊間瓦1類・瓦当裏面移行部溝状、桟瓦

SK（58）-55 ー ー 4.3 ー 2.1 1.5 （0.7） 4.5 ー 0.5 ー （2.3） 2.0 
瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面弱いヨコ
ナデ。菊紋・花弁8枚、下巻き上巻きの唐草2転

SK（58）-56 ー ー （3.6） ー 2.1 0.8 （0.7） 4.4 ー 0.4 ー （1.1） 2.0 
瓦当裏面弱いヨコナデ。上巻き唐草、珠紋、子葉、
中心飾り不明、紋様は二重線

SK（58）-57 ー ー 3.6 ー 1.9 1.1 0.6 ー 1.5 0.45 ー 1.5 2.3 
瓦当裏面移行部強いヨコナデ、瓦当上縁面取り、
桐紋

SK（202）
（215）（216）-3

ー ー 3.6 ー 1.8 1.3 0.5 ー 5.0 0.5 25.2 1.2 1.2 
瓦当上縁面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナデ、
半菊紋

SK（202）
（215）（216）-1

ー ー 3.5 ー 2.0 0.9 0.6 ー 2.8 0.4 ー 1.4 2.8 
瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部弱
いヨコナデ、桐紋、唐草上巻き、下巻きの2転

SK（202）
（215）（216）-6

ー ー 3.2 ー 1.2 1.2 0.8 3.9 ー 0.45 ー 1.4 ー 菊間瓦1類、桟瓦、瓦当上縁面取り

SK（202）
（215）（216）-7

ー ー 3.6 ー 1.8 1.2 0.6 ー ー 0.35 ー 1.5 1.4 
瓦当上縁面取り、瓦当裏面移行部強いヨコナデ、
半菊紋、唐草下巻き

SK（233）-10 （22.5）（22.0） 3.7 15.0 2.3 0.7 0.7 4.1 4.1 0.2 ー 1.4 1.9 
宝珠紋1類、瓦当上縁中央幅色の面取り、瓦当裏
面移行部強いヨコナデ

SK（233）-11 22.0 21.9 3.6 18.7 2.2 0.6 0.8 2.5 1.4 0.75 25.3 2.2 2.0 
宝珠紋2類、瓦当上縁中央幅色の面取り、瓦当裏
面移行部弱いヨコナデ

SK（233）-12 ー 19.0 3.8 16.4 2.4 0.7 0.7 2.5 2.1 0.25 ー 1.7 1.6 
上向きの三葉紋で中心の葉は二重線、瓦当上縁
中央幅広の面取り、瓦当裏面移行部弱いヨコナ
デ

SK（233）-13 ー ー （3.2） ー 1.5 1.0 （0.7） ー 2.7 0.5 ー ー ー 上向きの三葉紋
SK（233）-14 ー ー ー ー 2.2 ー ー 2.5 ー 0.45 ー 2.2 1.5 桐紋
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SK（233）-15 ー ー （3.2） ー 2.0 0.6 （0.6） ー ー 0.35 ー ー 1.7 桐紋
SK（233）-16 ー ー 4.4 ー 1.9 1.6 0.9 4.1 ー 0.45 ー 2.1 1.7 花紋
SK（233）-17 ー ー （4.4） 19.5 2.4 1.0 1.0 ー 3.9 0.35 ー 1.8 2.1 桐紋
SK（233）-18 ー ー 4.5 ー 2.5 1.0 1.0 ー 1.8 0.45 ー 1.6 ー 桐紋
SK（233）-19 ー ー 4.4 ー 2.1 1.3 1.0 ー ー 0.45 ー 2.7 2.1 桐紋
SK（233）-20 ー ー 4.2 ー 2.3 0.9 1.0 ー （3.2） 0.45 ー 2.5 ー 桐紋

SK（251）-1 ー ー 3.5 ー 1.9 0.7 0.9 ー ー 0.3 ー 2.0 2.0 
二葉紋、右側の葉は二重線、瓦当上縁中央幅広
の面取り、瓦当裏面移行部強いヨコナデ

SK（287）-21 ー ー （4.1） ー 1.8 （1.4） 0.9 ー ー 0.65 ー 1.6 ー
瓦当上縁、下縁面取り、菊間1類、刻印文字部凹
む

SK（291）-23 23.4 22.5 5.1 18.4 2.5 1.2 1.4 2.3 3.4 0.2 ー 2.6 2.1 桐紋
SK（291）-24 ー ー ー ー ー 0.9 ー 3.9 ー 0.45 ー ー 2.1 桐紋、瓦当上縁中央幅広の面取り
SK（291）-25 ー ー 5.1 ー 2.6 1.3 1.2 ー 2.9 0.3 ー 2.0 2.0 桐紋
SK（291）-26 ー ー 5.1 ー 2.6 1.1 1.4 ー 2.8 0.35 ー 2.2 2.1 桐紋、瓦当上縁面取り
SK（291）-27 ー ー ー ー 2.3 0.9 ー ー 3.9 0.5 ー ー 1.9 桐紋、瓦当上縁面取り
SK（291）-28 ー ー ー ー 2.2 0.9 ー ー ー 0.35 ー ー 2.0 桐紋、瓦当上縁中央幅広の面取り
SK（291）-29 ー ー 3.6 ー 1.9 1.0 0.7 ー 3.6 0.3 ー 1.4 2.0 花紋
SK（291）-30 ー ー 3.5 ー 1.8 0.8 0.9 ー 3.2 0.4 ー 2.2 2.0 SK（251）-1と同紋か
SK（291）-31 ー ー （3.5） ー 1.9 0.9 （0.7） 3.9 ー 0.5 ー 2.0 2.0 桐紋、瓦当上縁幅広の面取り

SK（291）-32 ー ー 5.0 ー 2.7 1.1 1.2 ー ー 0.5 ー 1.6 2.6 
桐紋、瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当上縁に
「王」の刻印

SK（291）-33 ー ー 5.1 ー 2.6 1.2 1.4 ー 3.0 0.3 ー 2.0 2.3 
桐紋、瓦当上縁中央幅広の面取り、瓦当上縁に
「王」の刻印

SK（291）-55 21.9 （22.1） 3.8 ー 2.2 0.9 0.7 1.3 1.3 0.45 ー 2.1 1.8 桐紋、瓦当上縁面取り
SK（291）-56 ー ー 4.3 ー 2.3 1.0 1.0 ー 2.7 0.45 ー 2.4 2.1 桐紋、瓦当上縁面取り
SK（291）-57 ー ー 4.2 ー 2.3 0.9 1.0 ー ー 0.35 ー 2.2 2.0 桐紋
SK（291）-58 22.9 22.6 4.5 18.2 2.6 0.7 1.2 2.5 3.0 0.25 ー 2.4 2.2 桐紋、瓦当上縁中央幅広の面取り
SK（291）-59 ー ー 3.9 ー 2.0 1.0 0.9 ー 5.0 0.40 ー 2.4 2.2 宝珠紋1類、瓦当裏面移行部強いヨコナデ

SV2-2 22.9 22.5 3.3 12.1 1.5 1.3 0.5 6.5 4.9 0.5 23.6 1.2 1.6 
瓦当上縁面取り、瓦当裏面から移行部ヨコナデ、
菊間1類

遺構外-9  
A-3 

ー ー （4.8） ー 2.3 2.0 （0.5） ー ー 0.45 ー ー ー 三つ巴紋

遺構外-10 
D-2 

ー ー 3.5 ー 1.9 0.6 1.0 6.1 ー 0.35 ー 1.9 1.7 不明紋様

遺構外-11          
D-2 

21.8 ー 3.7 16.1 2.1 0.8 0.8 3.4 3.5 0.25 ー 2.5 2.0 桐紋

遺構外-12          21.6 20.8 3.4 16.5 1.9 0.6 0.6 3.1 2.5 0.35 ー 2.5 1.7 桐紋、金箔瓦

平瓦など観察表

出土地点 全長 広端 狭端 厚さ
SK102-22 30.7 26.6 ー 1.9～2.3
SK102-23 26.7 21.5 ー 1.5～1.8

SK138南西-17
2辺

（31.6）30.0
／ ／ 2.0～2.9

SK138南西-18
2辺

（30.5）（29.9）
／ ／ 2.4 

SK138南西-19 （25.9） （21.5）（18.5） 1.4～1.7
SK138南西-20 23.2 （19.5）（18.1） 1.7～2.1
SK138南西-21 40.2 幅32.4 ／ 2.0～2.3
SK155-13 27.5 ー 21.6 2.0 
SK（10）-4 28.4 23.8 22.3 2.1～2.5
SK47-1（1） 29.0 24.9 22.4 2.1～2.4
SK47-（2） 28.6 ー 22.0 1.9～2.2
SK47-（3） ー ー 22.3 2.1～2.3
SK47-2（4） 28.3 ー ー 2.0～2.3
SK47-（5） 26.2 23.5 21.1 1.8 
SK47-（6） 25.9 22.5 20.3 1.7～1.9
SK47-（7） 25.8 21.9 19.7 1.4～1.7
SK47-（8） 26.1 22.4 21.4 1.8～2.1
SK47-（9） 25.3 21.5 19.9 1.8～2.0
SK47-（10） 27.1 21.7 19.8 1.2～1.5
SK47-（11） 25.7 ー ー 1.7～1.9
SK47-（12） ー ー 21.1 2.0～2.1
SK47-（13） 26.4 23.2 ー 1.7～1.9
SK47-（14） 25.5 ー ー 1.6～1.7
SK47-（15） 26.1 ー ー 1.7～2.0
SK47-（16） 26.7 ー ー 1.8～1.9
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鬼瓦観察表

SK41-50 幅（34.6） 縦21.5 厚さ1.4 鬼瓦
SK140-34 狭端幅51.3 最大高20.6 ／ 鬼瓦
遺構外-13 遺存長19.2 最大幅11.0 厚さ7.2 鬼瓦、金箔

金属製品観察表

出土地点 種類 長さ 幅／径 特徴
SK14-1 キセル雁首 4.8 火皿径1.5小口径0.9
SK89-8 キセル雁首 5.9 火皿径1.6小口径0.85 火皿の補強体なし、脂返し部の湾曲は小さい。
SK93-18 キセル雁首 4.2 火皿径1.6小口径1.1
SK150-6 キセル吸口 6.1 口付径0.4小口径1.1 肩あり。　　
SK（12）-13 キセル雁首 4.5 火皿径1.5小口径0.65×0.45 火皿幅広の補強体、脂返し部の湾曲は大きい。
SK（12）-14 キセル吸い口 4.3 口付径0.65×0.45小口径1.1 肩あった可能性。上の雁首とセットか。
土坑群C-7 把手 5.7 3.2 径0.2～0.45
SK（31）-1 キセル吸口 8.8 口付径0.4小口径1.0 肩なし。
SK（58）-59 匙 19.4 匙部幅2.6  棒部幅0.45 匙部厚0.1、棒部厚0.3。青銅製。
SK（58）-60 キセル雁首 6.6 小口径0.9 火皿が欠損。肩なし。
SK（198）-7 キセル雁首 4.2 火皿径1.5小口径0.8 火皿の補強体なし、返し部の湾曲は小さい。
SK（225）-1 キセル吸口 6.7 口付径0.3小口径1.0 肩なし。
SK（255）-1 キセル雁首 5.1 火皿径1.4小口径0.9 脂返し部が大きく湾曲し垂直になる。補強体なし。
SK（284）-8 キセル雁首 遺存長6.1 火皿欠損小口径1.1 肩あり。一部木質遺存。
SK（289）A-5 キセル雁首 8.1 火皿径1.4小口径1.0 脂返し部が大きく湾曲し垂直になる。補強体あり。
SK（291）-36 キセル雁首 7.6 火皿径1.5小口径1.1 脂返し部が大きく湾曲し垂直になる。補強体あり。火皿冠あり。
SK（291）-37 キセル吸口 7.1 口付径0.3小口径1.1 中央部ですぼまる。肩なし。上の雁首とセット。
遺構外-21    A-3 キセル吸口 7.8 口付径0.8小口径1.0 口付部が広がる。
遺構外-22    H-3 キセル 12.2 火皿径1.0口付径0.6 一体型。

石製品観察表

出土地点 種類 径 厚さ 特徴
SK57-1 火打ち石 長さ3.9 0.9 幅3.4
SK58-5 碁石 1.7×1.45 0.5 黒色。厚さが不均一。
SK65-2 硯 遺存長9.2 把手部1.5硯部0.9 幅3.6
SK71-1 碁石 2.3×2.0 0.4 偏平でやや不整形、碁石でない可能性もあり。
SK113-8 砥石 長さ17.3 2.8 棒状砥石、3面使用
SK113-9 砥石 長さ16.9 1.6～2.7 2面使用
SK140-14 碁石 2.4×2.0 0.5 黒石。
SK140-15 碁石 2.2×1.7 0.5 黒石。
SK140-16 碁石 2.2×2.1 0.9 黒石。不整形で平らでない。碁石でない可能性もあり。
SK140-11 碁石 2.2×1.8 0.7 黒石。やや不整形で平らでない。
SK140-31 碁石 2.0×1.6 0.7 黒石。やや不整形で平らでない。
SK180-11 碁石 2.1×1.9 0.7 黒石。やや不整形で平らでない。
SK（58）-58 硯 長さ9.9 0.7 幅3.8。陸を中心に縦方向の傷。
SK（71）-1 硯 長さ14.1 2.9 中央部が縦方向に深く凹む。陸を中心に縦方向の傷。
SK（92）-3 碁石 2.6×2.1 0.7 黒石。不整形で平らでない。碁石でない可能性もあり。
SK（105）-2 碁石 2.1 0.7 黒石。
SK（105）-3 双六駒 2.5 0.8 骨製
SK（198）-6 碁石 2.0 0.6 赤色、白石か
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図版 1　広島城跡太田川河川事務所地点出土貝類（１）
1 ～ 7．アサリ（1～ 3：右殻、4～ 6：左殻，7：合弁）　　8．オキシジミ（右殻）
9～ 11．アサリ（9：左殻，10：右殻，11：合弁）
12 ～ 17．ハマグリ（12～ 14：右殻，15 ～ 17：左殻）
18・19．シオフキ（18：左殻，19：右殻）　　20・21．カガミガイ（20：左殻，21：右殻）

（a：外側，b：内側，c：右外側，d：左外側，e：後側，f：上側，g：前側）

1a 4a 7c 7d
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図版 2　広島城跡太田川河川事務所地点出土貝類（2）
1．アワビ（右殻）　　2～ 4．サザエ（3・4: 蓋）　　5．イタヤガイ（左殻）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （a：外側，b：内側）

1a 1b

5 ㎝

2

5a

3a 4a

3b 4b 5b
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図版 3　広島城跡太田川河川事務所地点出土貝類（3）
1・2．アカガイ（右殻）　　3・4．サルボウガイ（左殻）
5．アカニシ　　6．マガキ（右殻）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（a：外側，b：内側）

1a

5 ㎝

2b

3a 3b

4a 4b
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図版 4　広島城跡太田川河川調査事務所地点出土魚類（1）
1．マイワシ腹椎　　2．サヨリ属腹椎　　3．未同定 B尾椎　　4．アユ腹椎　　5．キス属尾椎
6．コイ科尾椎　　7．マアジ尾椎　　8．未同定 A尾椎　　9．フサカサゴ科尾椎
10．コチ科腹椎　　11．カレイ科尾椎　　12．未同定 C尾椎　　13．カレイ科腹椎
14．コチ科尾椎　　15．アイナメ属尾椎　　16．ニベ科尾椎　　17．タイ型尾椎
18．ウミタナゴ科尾椎　　19．タイ型腹椎　　20．フサカザゴ科腹椎　　21．ブリ科尾椎
22．スズキ属腹椎　　23．ヒラメ科尾椎　　24．ブリ科尾椎　　25．ブリ科腹椎
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図版 5　広島城跡太田川河川事務所地点出土魚類（2）
1 ～ 3・5～ 12．マダイ亜科（1～ 3：前頭骨，5：上後頭骨，6・7：主上顎骨 左，
　　　　　　8：前上顎骨 右，9：前上顎骨 左，10：歯骨 右，11：歯骨 左，12：角骨 右）
4・13．タイ科（4：上後頭骨，13：主鰓蓋骨 左）　　14．ヘダイ歯骨 右
15 ～ 18．クロダイ属（15：主上顎骨 右，16・17：前上顎骨 右，18：歯骨 右）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※白三角は切断痕
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図版 6　広島城跡太田川河川調査事務所地点出土魚類（3）
1 ～ 3．コイ（1：主鰓蓋骨 左，2：前鰓蓋骨 右，3：頭蓋骨）　　4．ナマズ胸鰭棘
5．アカエイ尾棘　　6．イシモチ歯骨 左　　7．ハゼ科角骨 右　　8・9．ウツボ歯骨（8：左，9：右）
10．カツオ主鰓蓋骨 右　　11．フグ科前上顎骨 左　　12．ボラ科主鰓蓋骨 左
13・14．スズキ属（13：歯骨 左，14：前鰓蓋骨 左）　　15 ～ 18．コチ科（15：前上顎骨 左，
16：前鰓蓋骨 右，17：歯骨 左，18：角骨 左）　　19．カレイ科前鰓蓋骨 左
20 ～ 23．フサカサゴ科（20：主鰓蓋骨 左，21：角骨 左，22：前鰓蓋骨 左，23：前鰓蓋骨 右）
24 ～ 26．ブリ属（24：歯骨 右，25：方骨 左，26：前鰓蓋骨 左）　　　　　　　　 ※白三角は切断痕
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図版 7　広島城跡太田川河川調査事務所地点出土カエル類・カメ類
1 ～ 3．カエル類（1：脛腓骨 右，2：腸骨 右，3：尾骨）
4～ 7．イシガメ（4・5：下腹骨板，6：縁骨板，7：背甲）
8～ 10．スッポン（8：甲板，9：上腕骨 左，10：頂骨板）
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （a：内側，b：外側，c：前側，d：後側）
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図版 8　広島城跡太田川河川調査事務所地点出土鳥類（1）
1・7．ワシ・タカ類（1：橈骨 左，7：第 2指骨中節骨 左）　　2．ガン中～小型尺骨 右
3．ハクチョウ類尺骨 左　　4・8・9．ミズナギドリ類（4：尺骨 右，8：中手骨 右，9：脛骨 右）
5・6．サギ類（5：中足骨 左，6：尺骨 左）　　10・11．カモメ類（10：上腕骨 左，11：脛骨 右）
12・13．ツグミ類（12：尺骨 左，13：中足骨 左）　　14．キジバト中足骨 左
15．カモ小型中手骨 右　　16 ～ 18・20・21．カモ中型（16；中手骨 左，17：中手骨 右，
18：大腿骨 右，20：上腕骨 右，21：上腕骨 左）　　19．カモ中小型上腕骨 左
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図版 9　広島城跡太田川河川調査事務所地点出土鳥類（2）
1 ～ 14．ニワトリ（1・2：鳥口骨 左，3・5：上腕骨 左，4：上腕骨 左，6・7：大腿骨 左，
　　　　　　　　　8・9：尺骨 右，10・11：尺骨 左，12・14：中足骨 右，13：中足骨 左）
15 ～ 20．キジ（15：鳥口骨 右，16：上腕骨 左，17：大腿骨 右，18：尺骨 左，
　　　　　　　　19：脛骨 右，20：中足骨 右）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※白三角は切断痕
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図版 10　広島城跡太田川河川事務所地点出土哺乳類（1）
1 ～ 3．ウシ（1：大腿骨 左，2：脛骨 右，3：環椎）
4～ 16．シカ（4：角，5：上顎骨 右，6：下顎骨 左，7：腰椎・仙椎，8：肩甲骨 左，
　　　　　　　 9：上腕骨 左，10：上腕骨 右，11：尺骨 左，12：橈骨・尺骨 左，
　　　　　　　 13：中手骨 右，14：大腿骨 右，15：脛骨 右，16：距骨 右）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※白三角は切断痕
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図版 11　広島城跡太田川河川事務所地点出土獣骨類（2）
1 ～ 7．イヌ（1・2：頭蓋骨，3：肩甲骨 右，4：大腿骨 右，5・6：脛骨 右，7：橈骨 右）
8～ 10．ヒト歯（8：右上顎前切歯，9：右下顎第 2小臼歯，10：左下顎第 1小臼歯）
11～ 15．ネコ（11：頭蓋骨，12：上顎骨，13：上腕骨 右，14：尺骨 右，15：脛骨 左）
16．ウサギ上腕骨　　右　17．キツネ上腕骨 右　　18．モグラ脛骨 右
19 ～ 24．ネズミ（19・20：下顎骨 右，21：上腕骨 右，22：寛骨 左，23：大腿骨 左，24：脛骨 左）
25．ウマ右下顎第 3小臼歯　　26・27．イノシシ類（26：脛骨 右，27：上腕骨 左）
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写真図版：出土木製品・植物遺体の組織切片光学顕微鏡写真 1

1a 1a'

2a

3a 3a'

4a 4a'

5a 5a' 11a 11b 11c

6b 6c

1. コシダ（HRS-293; SK284　植物遺体 ) 7. アカマツ（HRS-13; SK139 東 P　柱痕）

2. コシダ（HRS-158; SK62　植物遺体） 8. モミ属（HRS-8; SK132 地下室　東板）

3. ウラジロ（HRS-284; SK284　植物遺体） 9. ツガ属（HRS-156; SK62　木片）

4. ウラジロ（HRS-111; SK62　植物遺体） 10. コウヤマキ（HRS-217; SK284　木片）

5. コシダ又はウラジロ〔根茎〕（HRS-202; SK140　植物遺体） 11. スギ（HRS-9; SK132 地下室　南板）

6. イチョウ（HRS-265; SK284　植物遺体）

a: 横断面　b: 放射断面　c: 接線断面 scale bar
1-5: a-1.4mm, a'-0.56mm, a"-0.28mm

10a 10b 10c

9a 9b 9c

8a 8b 8c

7a 7b 7c

6a 12a 12b 12c
12. ヒノキ（HRS-6; SK284　板材）

2a'

6-12: a-1.0mm, b-0.1mm, c-0.4mm

1a"

2a"

4a"
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写真図版：　出土木製品・植物遺体の組織切片光学顕微鏡写真 2

13. ヤナギ属（HRS-219; SK284　植物遺体） 19. ツツジ属（HRS-278; SK284　植物遺体）

14. コナラ属コナラ節（HRS-283; SK284　植物遺体） 20. シャシャンボ（HRS-281; SK284　植物遺体）

15. クスノキ科（HRS-28; SK61 P1　植物遺体） 21. ニワトコ（HRS-272; SK284　植物遺体）

16. サクラ属（HRS-176; SK140 西半　植物遺体） 22. 双子葉類（HRS-254; SK284　植物遺体）

17. ハギ属（HRS-177; SK284　植物遺体） 23. 双子葉類（HRS-216; SK284　植物遺体）

a: 横断面　b: 放射断面　c: 接線断面 scale bar
13-24: a-1.0mm, b-0.2mm, c-0.4mm

13a 13b 13c

14a 14b 14c

15a 15b 15c

16a 16b 16c

17a 17b 17c 23a 23b 23c

22a 22b 22c

21a 21b 21c

20a 20b 20c

19a 19b 19c

18. コクサギ（HRS-138; SK62　植物遺体） 24. 竹笹類（HRS-172; SK140 西半　植物遺体）
18a 18b 18c 24a
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図版　広島城跡 SK140 遺構の寄生虫卵（scale bar : 0.02mm）
1：回虫卵　PLC. SS 3935
2：鞭虫卵　PLC. SS 3934
3、4：横川吸虫卵　3：PLC. SS 3932、4：PLC. SS 3933

1-a 1-b

2-a 2-b

3-a 3-b 4-a 4-b 4-c

0.02 ㎜
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図版　堆積物中の珪藻化石顕微鏡写真
1. Diploneis smithii  2. Diploneis bombus
3. Melosira sp. 1 4. Pinnularia borealis
5. Hantzschia amphioxys 6. Cocconeis placentula
7. Diploneis ovalis

1

0.01 ㎜

2 4 5 6

7

3
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図版１　出土した大型植物化石（スケールは 1～ 3、9が 1㎝、4～ 8、10 ～ 17 が 1㎜）
1. ウメ、核　　2. モモ、核　　3. モモ、核　　4. キイチゴ属、核　　5. サンショウ、種子　　6. カラ
スザンショウ、種子　　7. ブドウ属、種子　　8. ヒサカキ、種子　　9. カキノキ、種子　　10. イネ、
穎果　　11. イネ、種子　　12.　　コムギ、炭化胚乳　　13. ヒエ、穎果　　14. ヒエ、種子　　15. エ
ノコログサ属、穎　　16. ホタルイ属、果実　　17. イボクサ、種子（A-1 区 SK140 西半下層堆積物：4
～ 17　　A-1 区 SK140 西半下層②：1　　F-2 区 SK110：3　　F-5 区 SK13：2）

1

2 3

4 5

6

7a 7b

8

9

10
11

12a 12b 13a 13b

14a 14b 15
16

17
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図版２　出土した大型植物化石（スケールは 1～ 11 が 1㎜、12、13 が 1㎝）
1. ソバ、果実　　2. サナエタデ近似種、果実　　3. ヤナギタデ、果実　　4. ギシギシ属、果実　　5. シ
ロザ近似種、種子　　6. ヒユ属、種子　　7. ナス、種子　　8. ナス、種子　　9～ 11. メロン仲間、種
子　　12. トウガン、種子　　13. トウガン、種子　　14. タカサブロウ、果実（A-1 区 SK140 西半下層
堆積物：1 ～ 6、8、9 ～ 11　　A-2 区 SK180 植物遺体：14　　C-2 区 SK138 南東黒灰色土：12　　
D-2 区 SK138 南西：7、13）

1
2

3
4

5
6

7 8

9

10 11

12
13 14
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100μm 100μm

100μm 100μm

図版 1　出土繊維と比較試料および赤外分光スペクトル
1a. 出土繊維　1b. 出土繊維の拡大　2a. 出土繊維の横断面
2b. 出土繊維の放射断面　3a. 現生シュロの横断面　3b. 現生シュロの放射断面
4. 出土繊維と現生シュロの赤外分光スペクトル図（番号は現生シュロの吸収位置）

1a 1b

2a 2b

3a 3b

［4. 赤外分光スペクトル図］

出土繊維

現生シュロ
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図 2　各元素濃度

図 1　Al2O3-SiO2 分布図
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図版．分析対象磁器
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a.　調査前（南より）

b.　SB1 P8（SK61）他（西より）
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P37

SK68

P38

SB1 P8（SK61）



b.　SK3（東より）a.　SB1 P4（SK1）（東より）

d.　SK5（北東より）C.　SK102（東より）

e.　SB2（北東より）
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図版 3

a.　SB3 他（北西より）

b.　SB4 P1 ～ P2 他（北より）
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a.　SB4 P3 ～ P6，P8 他（北より）

b.　SB4 P7 他（北より）
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図版 5

a.　SB5 P1，P2 他（北より）

b.　SB5 P3 他（北より）

P（96）

SK（149）

SK（150）

P（154）

SK（254）
P（149）

SK（253）

SK（277）

SB5 P1
SB5 P2

SK（266）

P（145）
P（146）

P（149）

SK（147）

SK（121）

SK（153）

P（147）

P（115）

SK（120）

SK（148）

SK（163）

SK（162）

SK（144）

SK（145）

SK（177）

P（71）

SB5 P3

P（132）

P（148）

SK（165）



a.　SB5 P4 他（南より）

b.　SB5 P5 ～ P7 他（東より）
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図版 7

a.　SA1 他（南より）

b.　SA2 他（東より）
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図版 8

a.　SA3  P1 他（南東より）

b.　SA4 他（西より）
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図版 9

a.　SK2 他（東より）

b.　SK12 他（西より）

P9

P1

P2 SK24

SK23

土師質甕

近代土坑

SK2

SK22

SK16

SK13

P14

SK30

SK12

P23

SK32

SK135

SK33



a.　SK7（北より） b.　SK8 他（北より）

図版 10

d.　SK17 他（北東より）c.　SK13（東より）

f.　SK27 他（北より）e.　SK25（北より）

h.　SK35（北より）g.　SK28 他（南西より）

近代土坑
SK36

SK28

SK8

SK9

SK18 SK17

SK27 P1



図版 11

a.　SK14 他（北より）

b.　SK37 他（北東より）

SK15

SK14
P20

SK21

P19
P18

P1

P9

P2

P13P3

SK37

P29

P28

P27

P26

P25

P24



a.　SK36（西より） b.　SK37（北より）

c.　SK39 他（北より）

e.　SK40 他（北より）
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SK108

SK39
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代
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P32

SK7

SK40

近代土坑



b.　SK45 他（南より）

a.　SK41 他（北より）
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P140 P142

P139
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SK263

SK242

SK41

P（144）
P（142）

SK（185）

P（92）

P（94）

P（93）

SK（141）

SK（142）

P（141）

SK47

SK46

SK45

P33



a.　SK43 他（北より） b.　SK49（南より）
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d.　SK55（南より）c.　SK54（北西より）

e.　SK50 他（南西より）

SK43

SK44

SK50

SK132

P83



a.　SK53ーC 他（南より）

b.　SK123 他（東より）
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SK94

SK128

SK53C

SK95

SK123

SK53－C

SK95

SK94

SK53－D，E



図版 16

b.　SK58 他（北より）a.　SK57 他（西より）

c.　SK59（南より） d.　SK60（西より）

e.　SK56 他（南より）

P34
SK57

SK58

SK63

SK92

SK91
SK56

SK3

SK65

P34



b.　SK70 他（東より）a.　SK67 他（北より）

d.　SK77（東より）c.　SK74（西より）

e.　SK68 他（西より）

図版 17

近代土坑

SK67

P57

P55

P38

SK70

SK67

SK68

P38 SK69 SK70
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a.　SK71 他（南より）

b.　SK72 他（南東より）
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P58

P35
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SK9

SK71

P53

P36

P54

P35

SK73

SK72
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近代土坑



a.　SK78 他（北より）

b.　SK85 他（西より）
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P41

SK78

P42

P43

SK80 P44

SK79

SK81

SK86 P1

SK85

SK86 P2

SK86 P3
SK136

SK135
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b.　SK90 他（南より）a.　SK82 他（東より）

d.　SK101（北東より）c.　SK93 他（南より）

e.　SK96 他（西より）

図版 20
SK82

SK83

SK90

SK92

SK93 SK157

SB1 P1（SK100）

P15

SK96

P7

P16

P18
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b.　SK106 他（北より）a.　SK104（西より）

d.　SK113 他（南より）c.　SK108 他（東より）

e.　SK97 他（西より）

SK106P53

近代土坑
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図版 22

a.　SK98 他（西より）

b.　SK119 他（西より）

SK169

SK189
SK98

SK170

P78

P79

SK137

SK119

SK122

SK120



図版 23

b.　SK116（東より）a.　SK114（北より）

d.　SK129 他（南より）c.　SK117 他（東より）

e.　土坑群 D-3，D-4 他（北東より）

SA1 P1 SA1 P2 SA1 P3

P72

SK117

SK129

SV6
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a.　SK124 他（南西より）

b.　SK125 他（北より）

SK（136）
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SK173

SK175 SK159

P101
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SK121
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P30 P49
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b.　SK137（北より）a.　SK133（西より）

d.　SK145（東より）c.　SK144（北西より）

e.　SK139 他（東より）

SA2 P3
（SK55）

P94

SA2 P4（SK142）

SK143

SK141

SK139



b.　SK147（北より）a.　SK146（東より）

d.　SK151（南より）c.　SK150（南より）

e.　SK148 他（北より）
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SK147

P137

P138 SK241

SK148

SK233



図版 27

b.　SK174 他（南より）a.　SK154 （東より）

d.　SK177（西より）c.　SK176 他（東より）

e.　SK152 他（南より）

SK174

SV5
SK176

SK177

SK152

P35

P128



a.　SK156 他（南より）

b.　SK158，SK140 遺物出土状況（南より）

図版 28
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SK157

SK93

SV5

SK158

鬼瓦

SK140



図版 29

a.　SK160 他（西より）

b.　SK161 他（西より）
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SK160

SK110

SK162

SK161
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a.　SK163 他（西より）

b.　SK167 他（南より）
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a.　SK168 他（西より）

b.　SK183 他（東より）
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SK203

SK168
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SK195

近代土坑
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b.　SK186 他（東より）a.　SK178 （北より）
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c.　SK194 他（西より） d.　SK196 （北より）

e.　SK〔186〕他（西より）
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a.　SK187 他（東より）

b.　SK205 他（東より）
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図版 34

a.　SK202 他（北より） b.　SK207 他（南東より）

c.　SK211 他（南東より） d.　SK221（西より）

e.　SK〔205〕他（南より）

掘り方
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SK208
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SK216SK207

P143

SK211

SK235

SK211

SK256

SK〔205〕
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a.　SK213 他（北より）

b.　SK227 他（西より）
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SK240

SK233
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SK213
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近代土坑
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a.　SK228 他（北西より）

b.　SK235 他（南より）
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b.　SK243 他（南より）a.　SK242 他（南東より）

d.　SK259 他（北東より）c.　SK253 他（南西より）

e.　SK248 他（西より）
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a.　SK253 他（南西より）

b.　SK264 他（西より）

SK253

SK258

SK259

SK260

SK209

SK261

SK264

SK208

SK（40） SK（263）

SK（264）

SK221

SK264

SK267



図版 39

b.　SK263  他（南より）a.　SK262  他（西より）

d.　SK（12）他（北より）c.　SK265（北より）

e.　SK（3）他（西より）
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a.　SK（4）他（南より）

b.　SK（11）他（南より）
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b.　SK（16）（南より）a.　SK（14）（西より）

c.　SK（19）他（北東より） d.　SK（26）他（北より）

e.　SK（15）他（北より）

SK（19）

P（13）

SK（27）
SK（26）

P（60）

P（64）

土坑群A

SK（261）
SK（15）

SK（72）

SK（195）

SK（71）

SK（262）

SK（226）



b.　土坑群 F  他（東より）

a.　SK（20）他（南東より）
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a.　SK（22）他（北より） b.　SK（29）（西より）

d.　SK（39）（東より）c.　SK（33）（東より）

e.　SK（30）（北より）

SK（28）

土坑群C
SK（22）

SK（39）

近代土坑
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a.　SK（34）他（北より）

b.　SK（37）他（東より）
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a.　SK（38）他（南より）

b.　SK（41）他（西より）
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報告書抄録
ふりがな ひろしまじょうあとおおたがわかせんじむしょちてん　―ひろしましなかくはっちょうぼりしょざい―

書　　名 広島城跡太田川河川事務所地点　―広島市中区八丁堀所在―

副  書  名

巻　　次

シリーズ名 財団法人広島市文化財団発掘調査報告書

シリーズ番号 第 15集

編著者名 福原　茂樹

編集機関 財団法人広島市文化財団文化科学部文化財課

所  在  地 〒 732-0052　広島県広島市東区光町二丁目 15番 36号

発行年月日 西暦 2006 年 3月 31日

ふ   り   が   な
所収遺跡名

ふ り が な
所  在  地

コード 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 °′″ °′″

ひろしまじょうあと　
おおたがわかせんじむ
しょちてん　　　　　

広島城跡太田
川河川事務所
地点　　　　

広
ひろ

島
しま

県
けん

広
ひろ

島
しま

市
し

中
なか

区
く

八
はっ

丁
ちょう

堀
ぼり

3-30

34101 ― 　34°
　23′
　48″

  132°
    27′
    45″

20030707 ～
20040131

934 ㎡ 国土交通省
太田川河川
事務所建設
に伴う埋蔵
文化財発掘
調査

所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特　記　事　項

広島城跡太田
川河川事務所
地点　　　　

武家屋敷
地

江戸時代 建物跡　　　　5基
井戸　　　　　9基
地下室　　　　1基
廃棄土坑　  500 基
　　　　　　　

陶磁器・土師質瓦
質土器・瓦・木製
品・金属製品・銭
貨など

松皮菱紋軒丸瓦・桐
紋軒平瓦の金箔瓦が
出土
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広島城跡太田川河川事務所地点
－広島市中区八丁堀所在－

2006 年 3月

 編集発行 財団法人広島市文化財団文化科学部文化財課
  〒 732-0052 広島市東区光町二丁目 15番 36号
   TEL　082-568-6511
 印　　刷 大村印刷株式会社
  〒 730-0847 広島市中区舟入南一丁目 10-10
   TEL　082-503-1221
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